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刊uq-子にあたって

農林水産祭事業は、平成15年度で第42回を迎えました。

この農林水産祭事業の中心の一つをなす農林水産祭式典は、昨年11月 23日に開

催され、当日、天皇杯、内関総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会長賞が、各賞

7 部門、あわせて21の個人・団体に授与されました。これらの受賞者は、全国で

開催された330の農林水産祭参加表彰行事において見事農林水産大臣賞を受賞し

た557人(合団体)の最高峰に立つべきものとして、農林水産祭中央審査委員会

の厳正な審査の中で評価されたもので、あらためて祝意を表するところでありま

す。

昨年にヲ i き続き、今関も、新しい制度による夫婦連名の受賞者が表彰され、農

林水産業の生産に反映された実態を評価されるものであります。

ここに刊行する「受賞者の業績j は、天皇杯等三賞の選賞審査に関与された各

位のご尽力によりとりまとめたものであります。中央審査委員会の石原会長の

「選賞審査報告」、各分野の専門家による受賞者(出品財)の技術的経営的評価に

関する部分で構成されております。

今日の我が閣の農林水産業を担う最先端の経営者像をお読み取りいただきたい

と存じます。

この冊子が今後の我が匡lの農林水産業並び、に農山漁村の発展の道しるべとして

広く活用されることを期待するとともに、受賞者をはじめ、関係者各位の今後

議々のご健勝とご活躍を祈念し、農林水産祭事業に対するさらなるご支援こ、協力

をお願いして刊行のことばといたします。

平成16年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会

理事長官田 勇
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選賞審査報告

平成15年 11 月 23 日の農林水産祭式典において、天裏杯等三賞

の授与に先立ち、石原邦農林水産祭中央審査委員会会長から、

選賞審査報告が行われました。

以下は、間報告の全文です。

i翠賞審査報告を lドし上げます。

昨年 8 月以降本年 7 月までに農林水産祭に参加した330

の行事で、農林水産大臣賞の受賞が決定した540点および

各地域の「むらづくり部門審査委員会j で農林水産大臣

賞の受賞が決定された17点、合計557点について、農林水産祭中央審査委員会およ

び、その分科会のJ箆産、 i刻芸、畜産、蚕糸・地域特産、林産、水産、むらづくりの 7

部門それぞれで書:稲審査、現地調査など慎重な審査を行いました。これらの審査結

巣をさらに経営・生活分科会で、経営、生活の而から詳細な検討を行った後、去る

10月 24日に中央審査委員会を開催し、各部門それぞれに天泉杯、内閣総理大臣賞、

日本農林漁業振興会会長賞の 3 :M:・合計21点の受賞者を決定致しました。

天皇杯につきましては、農産部門では、鹿見島県熊毛郡種子島で、さとうきび、

かんしょ、水稲を主体とした1900haの農作業委託を一手に管理し、公社直営と JiJ種

子、南穂子附111]"の作物別受託部会へ持委託することによって、両IIIJの75%以上の農

業者が受委託に参加する体制jを構築し、農業を島の基幹産業として維持発展するこ

とに貢献している j引司法人積子島農業公社を;関芸部門では、閥 LU県倉敷 di:E烏で、

加ìJ乱開始期を変えた 3 つの作型に、無加j晶、簡易被覆栽培を加えた計 5 つの作型に

よって、ジベレ 1) ン処理による種なし無核化した高品質のピオーネの長期連続出荷

を実現し、 170 a を家族 3 人で経営している津郷宜正さんを;藷産部門では、鹿児

島県曽於郡大崎町で、土地利用型農業を基本とし、 13haで、飼料生産する通年サイレ

ージ体系を確立し、 1 日 11mの飼料給与による昼間分娩、捕手Lロボットを活用した

早期~!lf:乳、王子均分娩間隔11.8ヶ月を実現し、繁殖ステージごとの群管理による省力
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化、効率的作業体系によって、低コストで、安定した繁殖雌牛74頭の肉用牛経営を

行っている藤|荷数雄・美江子ご夫妻を;蚕糸・地域特産部門では、熊本県八代郡千

丁II!J で、中間などから安価なイグサ、畳表の輸入が急増し、産地存続の危機という

厳しい環境の中で、育成中の新品種ひのみどりの高品質性に着目し、栽培展示臨場

を設置して毎月現地検討会を行い、畳表の製織作業については、講習会を開催し、

自分の技術・技能すべての公開と、「平均年齢46歳の若い会員の団結力とそれぞれ

の自己責任」とを基本として、高品質の畳表「ひのさらさ J をブランド化し、会員

の経営 IHI復に努力している千丁町ひのみどり会を;林産部門では、北海道虻田郡倶

知安町で、民有林、国有林の造林事業や立木販売事業を中心に、高性能型の機械化

と皆伐を避けた帯状伐採とを組み合せ、林地の有効利用や多面的機能を考慮した針

葉樹と広葉樹混交による複層林を造成し、安定した経営を行っている千歳林業株式

会社を;水産部門では、宮城県気仙沼市で、地元の港で水揚げされた、鮮度、素材

のよさにこだわって、「旬のサンマ」だけを限定使用して、甘酢に漬け込んで、表而

だけを軽くやき上げ、薄皮をはがさずに寿司ネタや酢の物など幅広く利用できる、

現代の食噌好に合致した食材「あぶりさんま」を製作販売している株式会社阿部長

商高マーメイド食品を;むらづくり部門では、岩手県遠野市で、平成 2 年に県営低

コスト水田農業IRílliî園;場整備事業の導入に向けて話し合いを行ったことが契機とな

って、将来の農業農村について具体的ビジョン(夢)の実現のために活動する fあ

やおり夢を咲かせる女性の会j、「綾織後継者会」などが設立され、これらの会や芸

能保存会などが行う生産雨、生活面、伝統文化の伝承など様々な活動を地域一体の

活動としてまとめ、地域の活性化に貢献している「綾織町地域づくり連絡協議会J

を、それぞれ受賞者と致しました。

内閣総理大臣賞につきましては、愛媛県温泉郡の有限会社ジェイ・ウイングファ

ームを麦や雑穀の生産、加工販売している経営で、愛知県渥美郡の石井義明さんを

アルストロメリアの大規模栽培経営で、熊本県の南阿蘇斎産農業協防組合を放牧 1:1:1

心の肥後あか牛生産の経営で、長崎県東彼杵郡の大山次作さんを高品質の玉緑茶の

安定的生産で、静岡県田方郡の安藤敏男さんを高品質わさび生産で、 Nl縄県島尻郡

のひじき生活改善グループを「与那原ひじき」の開発、販売を中心とした生活改善

で、岐阜県郡上郡の小川区を、農業生産面、生活而の改善に共同、互助の意識で取
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り組んでいるむらづくり活動で、それぞれ受賞者と致しました。

日本農林漁業振興会会長賞につきましては、長野県長野市の株式会社よしのやを

みそ製造で、茨城県凶沃城郡の農業生産法ー入有限会社ナガタブーズを大根の生産加

工で、茨城県真按111;の北斗主主jj本有 r[{会社を養豚経営で、群馬県利根郡の林普茂さん

をこんにゃく生産で、熊本県阿蘇郡の羽田誠次さんをヒノキの苗木生産で、滋賀県

大津市の株式会社阪本屋を鮒寿南の製造で、岡山県新見市の豊永開発振興会をむら

づくり活動で、それぞれ受賞者と致しました。

以下、天皇杯受賞者はじめ 3 賞受賞者21業績全体を通じて、本年の特徴として強

く印象に残ったことを、時間の関係もありますので二つだけ申し上げたいと思いま

す。

その一つは、毎年のことですが、受賞された方々は創意工夫によって新しい先進

的な技術を自ら開発し、その技術を恭礎に生産過程を体系化し、立派な経営を展開

されていることであります。例えば、津郷さんは、樹勢が非常に強いという特徴を

持つブドウ「ピオーネ」を 10 a 当たり 6 本の粗植にし、自ら考案した「トリプル日

型平行整枝短相掠定法J と断根、土壌管斑などとを組み合せ、樹の力のバランスを

とることによって、高品質果実の安定した生産をしておられますし、同じ図芸部門

の石井さんは、アルストロメリアの花芽形成を促すための地 ~I:J冷却j去を開発し、 j詩

年出術体ílîlJを確立されています。千丁IIITひのみどり会は、冬の水間に移殖する健荷

育成のための育iÏîr去の確立と総作、土作りとによって、環境の変化に弱く、栽培し

にくい品種特性を克服して、イグサの量的、質的生産を高め、問 11寺に力ni設法などの

加工法を改良して、今までにない高品質の畳表を生産していますし、羽田さんは線

が充分発達した高木を生産するため、ナンゴウヒの新しい挿し木j去を開発していま

す。安藤さんは独自の交雑方法によって、ワサビ品穂 fまるいわ E号、 V号、 1置号j 、

K1 を育成し、小菅さんはデユロック穂を含めた 3 品種のjj家の優良系統から交配に

よってキングポークを育成し、それぞれ育成した品種を恭礎に立派な経営を展開し

ておられます。さらに、このように新しい技術を開発された方々は、いずれもこれ

らの技術を広く普及することに努力され、地域の発燥に尽力されておられことに感

銘を受けました。

もう一つは、毎年、受賞されている多くの方々の F私で、後継者が育っていますが、
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本年はとくに後継者、担い手を育成する試みが意識的に行われていることを強く感

じました。種子島農業公社では作業委託の 1/2 の面積を一再委託していますが、そ

の際規模拡大指向の受託者に優先的に農地を斡旋し、オベレーターの研修を受けさ

せるなどして、また、 f綾織町地域づくり連絡協議会J では、営農組合が作成した

水田の土地利用計画を基礎に、作業の委託を後継者の会が発展して設立された fあ

やおり夢現会21Jに依頼するなどして、それぞれ担い手の育成を図っています。

雪地帯にある千歳林業株式会社では、警の少ない苫小牧、日高地方の間伐事業を冬

に組み入れ、北海道林業では稀な従業員の通年雇用を実現し、健康保険、厚生年金

の加入を可能にし、高性能林業機械のオベレーターの研修をすすめるなどした結果、

従業員の平均年齢は41歳となっています。藤閑さんご夫妻の後継者は同じ農地内で

独立し責任を持って肉用牛経営を行い、一方飼料生産、飼養管理などの作業は親子

で協力して行うという新しい形の家族間協業経営を実践していますし、大iJl さんは、

自分は茶樹の栽培管理などを中心に、後継者は製茶、加工、販売を中心と親子分業

を実行しておられます。その他にも、マーメイド食品では、各地の小、中学生を対

象に、工場見学、市場見学を実施して、漁業、食としての魚の大切さを教えていま

すし、ジェイ・ウイングファームでは、中堅職員を取締役として経営者の育成を閣

り、熊本県の基幹的農業従事者の約48%が60歳以上と言う中で、消費者との交流な

ど活発な活動によって、南阿蘇畜産協商組合の肥後あか牛部会の平均年齢は52.3歳

の若さを維持しており、高齢化率37.5% という人口250人の小川区では、区や農地

所有者などが新規就農の夫婦や女性グループの夏秋トマトづくりを支援するなど

様々な活動がみられます。ひじき生活改蕎グループのように11名のメンバーの平均

年齢66歳という高齢でも、生涯現役をモットーに「可愛いおばあさんの喫茶店J の

開設を目指して頑張っておられることは、非常に頼もしく、元気付けられますが、

3 賞を受賞された方々が、様々な活動をしながら若い担い手の育成に努力され、成

果を挙げておられることに深い感銘を受けました。

このような事例が参考、契機となって、広くいろいろな活動や試みがなされ、我

が国農業の最も大きな問題の 4つである後継者、担い手不足に、なお一層明るい見

通しが広く、各地域に生まれて来る事を期待して、 i芸賞審査報告を終わります。
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天皇杯受賞

出品財経営(農業機械・サービス事業体)

受賞者財団法人種子島農業公社
(鹿児島県熊毛郡中種子町野間4287-1 ) 

地域の概要と受賞者の略歴

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

種子島農業公社の活動拠点である種子島(中種子町・南種子町)は、鹿児島市

から 119kmの距離にあり、南北35km (中種子町22km ・南種子町12km) 、東西

(中種子町 6 ~12km ・南種子IIIJlO.8km)、総面積第 1 図中種子町・南種子町の位置図

担8.14km2で、地勢は穏やかな丘陵をなし、最も

高い山でも標高282mで中央地帯から南部にかけ

ては比較的平坦で、耕地が多く、畑地が多い。

年平均気温が約18~190Cで、冬期でも1O~120C

と亜熱帯の気候である。

。。

晶子
町
根
内
岬
町

都
耽

副司麻W

(2) 農林水産業の概要

現況の農用地等面積は、 4，932haで、そのうち水田1，058ha (21.3%) 、畑3，751km

(76.1%)、樹園地131h a (2.6%) となっている(第 1 表)。

総農家数は、 2，504戸で、うち専業農家882戸 (35.2%) 、第 1 種兼業農家573戸

(22.9%) 、第 2 種兼業j喪家1，049戸 (41.8%) である。
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第 3 表専兼業別農家数
[ 総民家数

平成 2 1r 3,078 
平ー成 7 年 2,898 
王p:成 12年 主也

資料:中種子町・南種子町役場調べ

2 受賞者の略歴

専業農家
1,097 (35.6%) 
970 (33.5%) 
882 (35.2%) 

奈司副長業農家
布石 (22.9蕗7
631 (21.8%) 
573 (22.9%) 

(単位:戸)
第 2 極兼業農家
1,275 (41.4%) 
1,297 (75.8%) 
1.049 (41.8%) 

種子島農業公社は、平成 7 年 7 月に、農業従事者の高齢化・婦女子化による労

働不足等地域農業の衰退傾向に鵠止めをかけ、『将来にわたって農業を地域の基

幹産業として発展させて行く j べく、行政・ ]Aの共通認識により設立された。

同年 9 月に保有合理化事業所の認定を受け、農作業受委託事業・農地保有合理化

事業を実施する。事業実施と同時に大型機械銀行・さとうきぴ生産組合・水稲部

会等再委託先を系列下におき、公社直営事業と再委託事業を実施する体制へと充

実させている。

当面の地域農業を維持するためには、基幹

作物の面積維持が必要であることから、高齢

農家、兼業農家の基幹作目の植付・収穫作業

等を受託するシステムの整備、強化を迫られ

ている。

また、農家所得の向上を図るためには輸送

6 
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野菜、花き等戦略作自の導入も不可欠なものがあることから、これらの作業に専

念できるよう、恭幹作目と複合経営による所得の安定を図るための作業時期が競

合するさとうきび、 7](稲等基幹作自の冬場から春先にかけての農作業を計画的に

受託するシステムを整備する必要があった。

さらに、『将来にわたって農業を地域の基幹産業として発展させて行く J ため

にはその中心となる「認定農業者j 等への支援(農業技術、経営管理、融資、農

地の利用集積等)システムの構築と生産団地等形成のための適地の集団化等 f地

域全体としての効率的な農業生産システムJ を構築する必要があった。これらの

取組を総合的かつ計画的に実施するためには、「行政. ]A等関係機関がイ本とな

った新組織J を設置する必裂があった。公社はこうしたことから設立されたもの

である。穂子島農業公社の愛称は、 Tanegashima Agriculture Futureの 111告、 T 、

A 、 F、(タフ)である。これは、種子島農業の未来(将来)を自指し・切り拓

く、自由化の波にも負けないタフな農業を目指す等の合意、で、次代を担う中高生

から募集して付けられたものであるが、地域に築われ地域農業の核として経営を

展開してきたことも、本事例の特色の一つで、あるO

種子島農業の中心は、さとうきびであり、さとうきぴ栽培のための諸作業、こ

れは重労働を要するさとうきび収穫作業をいかにスムーズに終わらせるかが、島

の農業全般の成果を左おするポイントであり、その課題解決が公社の使命でもあ

る。

〔地域の農作業受託組織の核として大規模農家や高齢兼業農家の営農支譲を展開〕

法人設立当初は、さとうきび収穫、 7](;fìB収穫を主体に延べ858ha (夜営受託・

再委託)の請負作業を実施していたが、農家の要望に応え、年々受委託事業を増

加しながら、平成14年には、早期水稲、かんしょ、さとうきびを主体に延べ

1,919ha (寵営受託980ha、再委託939ha) と設立時の2.2倍に拡大している。なお、

な作物別の受託延べ而積は、さとうきび、860.6ha、水稲237ha、かんしょ 79.5ha、

牧草68.5ha、ロータリー・プラウ耕382.9ha、土壌改良材散布254.lhaで、ある O

このような地域農業の担い手としての種子島農業公社の経営展開は、当該地域

の農家の経営内容の動向と密接に関連する。
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第 4 表公社の事業実績(作業受委託) (単{立: ha) 

7 年度 8 "f'OC 9 年度 10年度 11 f何度 12年度 13年度 14年度
きび根付け 16.8 6.0 9.0 16.0 26.0 24.1 24目2 35.3 
きぴ管理 2.0 4.0 10.0 10.7 10.5 17.7 
きぴ収穫 247.8 267.0 290.0 322.0 344.0 380.0 347.2 302.0 
水稲脊古{ 45.0 60.0 70.0 76.0 76.8 95.1 96.3 

i白:
水稲田植え 50.0 25.0 30.0 20.3 15.0 6.6 
水稲j収穫 40.0 42.0 42.0 64.0 64.0 46.9 53.3 53.6 
原料かんしょ畝立 8.0 10.0 9.0 19.0 15.8 12.5 10.5 
原料かんしょ収穫 24.8 53.0 62.0 66.0 68.0 56.7 87.3 61.8 

升凸主ら 茶中メリり 2.0 9.0 10.0 31.4 10.4 7.4 
牧草収穫 64.0 48.0 68.0 79.8 85.7 67.8 
ロータリー緋 12.8 34.0 32.0 74.0 97.0 95.1 108.0 91.0 
プラウ耕 19.2 25.0 40.0 47.0 74.0 82.6 80.5 68.6 
土改材散布 0.8 22.0 11.0 27.0 76.0 47.6 169.6 157.9 
その他受託 5.8 17.0 3.0 2.0 3.4 2.5 。

管理耕作 2.8 3.8 
368.0 519.0 674.0 784.0 964.0 971.2 1104.6 980.0 

水稲育商 5.2 46.0 45.0 50.0 40.0 35.0 26.2 25.1 
水稲田植え 5.7 11.0 11.0 19.0 15‘ 1 10.3 19.2 
水稲収穫 40.0 52.0 49.0 44.0 37.0 42.8 34.7 38.9 
きび管理 1.0 1.0 1.1 1.9 6.6 

子専 きび収穫 35.0 174.0 276.0 280.0 383.3 517.0 
原料かんしょ畝立 1.0 1.0 2.0 2.0 3.8 14.3 3.0 

委 原料かんしょ収穫 1.0 1.0 1.9 2.4 4.2 
ロータリー拶F 99.3 82.0 76.0 72.0 93.0 78.2 89.1 84.2 

託 プラウ耕 263.6 154.0 101.0 124.0 142.0 91.8 115.8 139.1 
土改材散布 76.4 113.0 106.0 77.0 29.0 61.6 78.2 96.2 
そのf也受'託 36.0 5.0 10.0 1.0 0.1 4.6 2.8 
きび1.良付け 1.0 2.0 16.3 2.0 
牧草収穫 7.0 2.0 4.4 0.7 

言，. 490.2 485.0 430.0 574.0 643.0 612.0 781.5 939.0 

農地保有 I 借貸入 (53) 60 (96) 66 (65) 44 (43) 48 (42) 26 (40) 26 (78) 45 
合玉虫化 付 (53) 601 (7l) 661 (61) 441 (46) 481 (50) 261 (40) 261 (78) 45 
注農地保有合理化事業の( )は件数]

種子島農業公社は、時代の動きに対þi5しつつ、地域の農家の作業委託希望や農

地賃借への依頼の受け駆として、すなわち、地域農業の請負組織の核として重要

な役割を果たしてきた。

写真 2 さとうきびの収穫作業 なお、このように多くの作業や農地の集積

をなし得たのは、地域の農家から高い信頼を

得てきたからであることは言うまでもない。

平成12年の農家戸数、 2，504戸のうち、種子

島農業公社に作業委託をした農家は1，878戸で

あり、その割合は75%に達した。受託作業の

中で、特に注目をすべきは、さとうきぴ収穫
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面積である。中種子町、商種子町両関Iのさと

うきび収穫面積は、平成 2 年1，895ha、平成 7

年1，448ha、平成12年1785ha、平成14~1，878ha

となっている。平成14年の公社によるさとう

きひ可又穫は819ha (直営、再委託)であり、河

町のさとうきぴ収穫面積の41%を占め、公社

事業が種子高のさとうきぴ生産を支えている

写真 3 水稲の収穫作業

といえる。この作付面積は平成 7 年までは減 写真 4 かんしょの収穫作業

少し続けていたが、公社事業が展開する平成

7 年以降増加に転じている。

農業公社が活動する中種子町・南種子町両

11\]'の近年の農業籾生産額と雨i町が管内である

JA鹿児島くまげの販売額の推移を見ると、水

稲、かんしょ、野菜の生産減にもかかわらず、

主作物のさとうきぴが微増しているのに加え、花き、その他作物の増加があって、

全体の粗生産額はそれほど大きく落ち込んでいない(第 21翠)。これは、農業公

社の活動がさとうきび生産を支えている効果といってよいであろう。 JA販売額

の推移を見ると、かんしょ、米、野菜が粗生産額では、平成11{ドまで低下し続け

ていたが、王子成12年、平成13年と増加に転じている。農家が過重と感じている諸

作業を農業公社が作業受託し、農家の農作業負担を軽減することで、共販率が高

まったと考えられる。農家の作業労働負担.の軽減により、新規の導入作物の取組

が農業経営の中に入ってきている。平成 7 年に県経済連の指導により、新規導入

されたばれいしょが、平成 9 年は228万 4 千円になり、王子成12年に 1 億円を超え、

平成13年には 2 億円を超えるまでに急成長している。

この結果、ばれいしょはソラマメに取って代わり野菜における主力作物の地位

を確立した。ばれいしょ作付農家は、平成 9 {j三時点ではわずか49戸にすぎなかっ

たが、平成14年には十倍近い404戸に増加している。こうしたJA主導の新商品作

物導入が突を結んでいるのも、公社の農作業副で、の労働負担を軽減するという支

援体棋が整っている効果である。
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第 2 国 中種子町・南種子町の農業生産額と]A鹿児島くまげの販売額の推移
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受賞者の経営概要

(1)公社受託作業の担い手

種子島農業公社の設立以前にも、中種子町、南種子町にはそれぞれ機械銀行が

あり、作業受委託の斡旋は行われていたO 農業公社は、両町]Aの合併に伴い、

商機械銀行の統一的運営を凶り、作業受委託体制をより強化する目的で作られた。

すなわち、公社夜営部門を新たにつくるとともに、問機械銀行が再委託していた

個人、或いは受託作業組織をそっくり農業公社の再委託先に再編している。

夜営部門を担っているのは、公社の正職員 4 人と準職員10人であり、札織体制

は第 7 表のとおりである。就業条件は、準職員も常勤で、給与は月給制であり、

退職金も支給している。

しかし、作業に入ったら正職員も準職員も区別なしに平等に働く体制である。

ただし、農作業受託作業は、その日の天候次第でイ乍業時間が違ってくることから、

一般の]Aや役場の職員と i司様な勤務態様はとらず、正職員は農繁期には長時間

労働も対応、している。

また、農業公社が地域全体の農作業受委託の総合窓口として、農家からの要望

に対応、している。

再委託先は、きび生産組合30名、機械銀行受託者22名、水稲部会10名であり、
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中種子、南種子両地区別の委託先は、第 3 図のと

おりである。

なお、平成立年農業センサスによると、岡地区

における農家数と農地面積はそれぞれ、中種子町

1，584戸(主業農家589戸)、 3，590ha (水田557ha) 、

南種子町1，056戸(主業農家265戸)、 2，480ha (水田

769ha) となっている。農家数は中種子町が多いが、

水田は南種子町に多く、畑地は中種子町に多い。

上記再委託組織

に属する人の中

で、平成12年の公

社作業委託を実際

に躍った人は55人

である。

そのメンバーを

経営耕地規模別、

受託作業料金別に

分類すると第 9 表のようになる。その約半数

の25人は、 5 ~lOhar;皆層に属するO 次に多い

のは 3 ~ 5 ha~ 躍の14人で、あり、

規模階層で、再委託作業は担われている状況と

なっている。受託作業収入規模別では、 500

~1，000万円が約 3 割の17名を占め、ついで、

1∞~300万円及び300~500万円が 8 人で続い

ている。受託収入が1，1∞o万円を超す農家が発

生している。さきに作業受託階層とした 3~

10ha層を一括すると 39人になり、そのうち

5ω万円以上のものが半数近い17人、 100万円

未満が11人、 1∞~5∞万円未満が11人になる。

第 7 表公社組織体制
窃事務局長(JA出向) I 名
係名
係名

農作業受委託拐当 1 (1名)
現場兼任 1 (1名)
オペレータ… I~終戦 6 名
事務 |準職 I 名
農地保有合理化担当 li挙戦 I 名

O南種子地区:J!!当 I 1 名
事務:J!!当 11経験 l 名

O施設保全係 I 1 名
ク|添l絞 l 名

※( )正職員兼務
(/:1:\向 l 名、 jE1践 4 名、準職10名)

農業公社の主な農業機械・施設の所有状況(平成l3年)
機械・施設等の種類 台数 機械・施設棟の種類 台数
トラクタ (24-85ps) 108 代かきロータリ 等 3 合
田秘機( 4 条) I 台 フロントローダー 2 台
コンパイン( 3 、 4 条) 2 台 水稲育苗施設( 4 万箱処理) 6f来
ブロードキャスター 1 合 乾燥機 16基
さとうきぴハーベスター 10台 ロールベーラー 21分
さとうきびプランター 1 台 ラッピングマシーン 2 台
さとうきび株出機 2 合 ジャイロメーカー 2 台
かんしょハーベスター 2 台 ベールグリッパー 2 台
かんしょ摂取等機 3 台 事務所 I 棟
茶中刈機 1 ï分 ユニック (4 t . 5 t) 7 台
ボトムプラウ 3 台 軽四トラック 6 合

第 8 表

公社再委託先組織

中
種
子
町
水
稲
受
託
部
会

2

名

南
稜
子
町
大
型
機
械
銀
行

7

名

南
穏
子
可
キ
ピ
受
託
部
会

9

名

南
種
子
町
水
稲
受
託
部
会

8

名

中
種
子
町
大
型
機
械
銀
行
日
名

校:上記にリースによる機械は含まない。

第 3 図

中
種
子
町
キ
ピ
受
託
部
会
む
名

3 ~lOhaの
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第 9 表 碍委託作業受託者の経営耕地規模・受託作業収入別人数
経常規模 -10万!IJ -30 -50 -100 -300 -500 -1000 1.000JjPJ-
-1 ha 1 
1-3 ha 2 3 7 
3 -5 ha 1 3 3 5 1 14 
5 -lOha 2 l 3 4 3 8 3 25 
1O-15ha 2 1 2 7 
15ha-

3 4 6 5 8 8 17 4 55 

第10表河委託作業受託者の年齢ili?層・受託作業収入別人数
fド命令líï\，}(?ì jJ Ij -lOJiドj -30 -50 -100 -300 -500 -1000 1.000万円~

-30歳 。

30-40歳 l 2 
40-50成 2 2 2 4 3 3 17 
50-60歳 2 2 3 1 4 10 3 26 
60-65成 1 

1 1 
1 1 6 

65i:災~ 2 4 
3 4 ι 日 ~ 8 17 4 55 

3 ~lOha規模階腐は、地域を代表する中核農家であり、受託規模には大きなば

らつきはあるものの、作業受託者として地域営農を支えている。

再委託作業受託者を年齢階層加受託作業収入別に見ると第10表のようになる。

最も多いのは50歳以上60歳未満の年齢階層で、あり、ついで、 40~50歳未満層とな

っている。この両年齢踏!詩で受託者の 8 割近くになるが、4O~50歳未満が 3 割以

上いるということは、農業公社にとって救いである。ただし30~40歳未満)習が 2

人と少なく、農業公社が将来に渡り発展するためには、若い:j:I1い手、受託者の一

層の育成・確保が今後、必要になってくる。

農業公社の活躍もあって、新規導入作物が育ち、営農に活力が見られるように

なり、また、公社の再委託を受けて農作業受託に従事する拐い手の規棋拡大がi玄|

られていることにより、その子弟等が後継者として育ってきていることは、受託

者予備!司王として大いに期待が持てよう。 1.0∞万円以上の受託収入のある 4 人の経

営概要は第11表に示すとおりである。

第11表受託収入1，0∞万円以上の受託者別実績{平成12年度}

面叫 党託jM 党託{ノド
:>1::齢

(千-jT]) 7)(111 所イ1機械 獄 (ha) mll 数
A さん 53歳 10.91 3.4 トフクタ・問主任機 20.3 65 日
B さん 52歳 10.069 0.3 6.5 トラク -コンノt イン 20.4 65 EI 
C さん 62f;立 10.193 0.3 5.7 トラクタ・キビハ ベスタ 17.0 561こ!

ひさん 55R長 11.042 1.0 7.8 
トフクタ・間航機・コンパイン

17.6 58EI キビハーベスタ

LE 三/" 70歳 5.894 0.3 3.3 トフクタ・キピ、ハーベスタ 10.9 431'1 
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第l3表委託農家の事例[平成14年度}

年齢
受託収入額 経営耕地 (ha)
(千円) J)(凶畑

G さん 70歳
4,691 0.4 3,8 
うち 自家用

(さとうきび) (2.6) 
3,640 

(かんしょ) (1.2) 
1,051 
4,691 0.4 3.8 

所有機械

トラグタ J官軍夜ア百シλ イン
.キピハーベスタ

所有機械 委託作業

殺uえ機・歩行凶植 きぴJIXc殺
機・パインダ・ハ かんしょ歓立て
一ベスタ・刈払機 かんしょ収穫

水稲機付け
水稲収殺

農作業(h委a託) 
前積
2.6 
1.2 
1.2 
0.4 
0.4 

5.8 

なお、 70歳という受託者中の最高齢者である E さんは、水田0.3ha、畑3.3haを

耕作し、lO.ohaの作業を受託して、 5却4千円の受託収入をあげている。最近の受

託者・委託者の事例については、第12表と第13表に示したが、受託農家では、受

託により高収入を確保し、農地合理化により経営面積の拡大が図られている。ま

た、委託農家については、必要最少眼の機械を所有していたが、高齢化等により

農作業を農業公社に委託することができ、不安を払拭している。

(2) 農作業受委託システム

農業公社の作業受託システムとしては、第 4 留の体制を採っている。農業公社

は、受託料金表及ぴ委託する場合の国場の作付基準及び受託基準を全農家に配布

し、農家は希望する作業、量を集落推進員に電話で申し込む。集落推進委員がそ

れをまとめて公社に申し込む。その後、 ]A、役場等の担当者で受託面積調整会

を開催し、委託作業を直営でやるか再委託でやるかを決定し、再委託組織とも相

談、作業日程を書き込んだ受託票を農家に送付するとともに、各圃場に標示板を

立てる。オベレーターはその標示板を見て作業を実施し、移動するという仕組み

である。

このシステムの中で、さとうきび収穫に関しては製糖工場の操業状況を把握し

ながら、 1 日何トンのさとうきびを工場に搬入するかを決めなければならないこ

とから、製糖工場関係者も調整会に参画する。(製糖工場にとっては、稼働率を

高めるため、製糖期間中コンスタントに原料さとうきび、が入ってくることが望ま
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農作業受委託システム

[j者積子地区}

委託申込

第 41羽

{中穂子地区]

委託申込

紡災無線

による啓蒙

電
話
申
込

J AI J A 
役場 l役場

新光糖業 i新うも糠業 受

(さとうき iび収穫率業)託

擦

送

イ寸

受
託
襟
送
付

電
話
申
込

紡災無線

による啓

蒙 受託商務調整会

さとうきび生産組合さとうきび生産高且合

水稲受託部会水稲受託部会

しく、しかも各地区収穫進度をそろえる必要があるから、この調整は念入りに実

行される。)

受託作業がどのような機械を使用して実施され、どれだけの料金収入を公社に

もたらしたのかを示したのが第13表、第14表である。直営、再委託とも受託事業

の中心は、さとうきび収穫であり直営の場合、 2 鍛4154億円の料金収入の77%、

再委託の場合は、 2 億1453億円の作業料金の 9 割近くがさとうきび収穫受託収入

になっている。なお、再委託の場合、この作業料金が農業公社の収入になるわけ

ではなく、作業料金の 3%に相当する作業斡旋手数料が公社に入る。

したがって、委託者が支払う作業料金の97%が再委託を受けた受託農家の収入

になる。(この仕組みはマシンネンリング=機械銀行の仕組みである。)なお、再

15 
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委託作業に必要な機械類はすべて受託農家の所有であり、受託作業を安定的に実

施することにより収益が確保される。このことから公社から機械の貸出しは行っ

ていない。

第14表農業公社の受委託事業{直営受託事業と管理耕作の状況(平成13年度)1 
作業名 使用機械名 作業面積 作業料金

さとっきび秘付 さとうきびプランタ 24.2ha 2.865千円
さとうきび管理 株出し機 10.5 2.060 
さとうきひ1又稜 さとうさびハ ベスタ 347.2 180.434 
水稲育Wî 育 95.1 12.560 
水稲槌fすけ 回 15.0 748 
水稲収穫・乾燥 コンパイン・乾燥機 53.3 7.197 
かんしょ畝立て 畝JLて機 12.5 559 
かんしょ収穫 かんしょハーベスタ・椀取り寄せ機 87.3 7,042 

モア・ロールベーラ・デッター・ラッピングマシン・フロントロ}ダ 85.7 11.665 
AE中ÁU り機 10.4 918 

ロータリー1非 ロ タリー 108.0 4.887 
プブウ耕 ボトムプフウ 80.5 4.058 
土壌改良資材散布 フキロ ドキャスタ 169.0 3.391 
管理耕作 耕転機{也 2.8 3.082 
その他作業 2.5 75 

計 1104.0 241.537 

第15表農業公社の受委託事業{再委託事業の状況(平成13年度)1 (手数料 3%)
作業名 使用機械名

さとうきび植付 さとうきひ、フ。フンタ

さとうきび管理 株出し機
さとうきび収穫 さとうきぴハ ベスタ

Ii 水水水稲稲稲す植l収付穫蔚け・ 乾燥
予言荷施設
国椴機
コンパイン・乾燥機

かんしょ畝立て 畝立て機
かんしょ収殺 かんしょハーベスタ・堀取り寄せ機
牧草収穫 モ7 ・ロールベーラ・デッヂー。ラ?とングマシン・ 7 ロントローダ
主，~r.，:I刈り 茶中刈り機
ロ タリ弱l ロ タリ
プラウ'l'4t- ホ、トムフ。ラウ

I~壌改良資材散布 フ守口 ドキャスタ
管理耕作 耕fえ機f也
その他作業

(3) 大規模化に伴う作業の効率化と技術的工夫

ア 作業の効率化と機械の効率化

作業滋j綴 作業料金 i 手数料収入
16.3ha 734千円 22.020阿
1.9 84 2.520 
383.3 191.879 5.756.370 
26.2 3.463 103.890 
10.3 517 15.510 
34.7 4.235 127.050 
14.3 646 19.380 
2.4 81 2.430 
4.4 11.665 349.950 

332 9.960 
89.1 3.566 106.980 
115.8 5.790 173.700 
78.2 1.564 46.920 

4.6 1.642 49.260 
781.5 214.531 7.245.930 

農地の集積や作業受託面積が多くなってくると、どうしても国場の分散が開

題になるが、農業公社では、地区毎の再委託組織へ委託することにより、集約

化と農作業の効率化を図るとともに、地域の受託組織を育成する対応を進めて
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きている。

イ 機械施設の導入及び保守・管理の徹底

農業公社では、大型機械の使用時間を多くし、できるだけ高い稼働率を確保

するようにしている。しかし、そのように稼働時間を増加させれば、当然、故

障も多くなる。そのため、専用オベレーター制度を採り、担当を明確にし、機

械施設に対する十分な操作知識をもたせるとともに、担当者には機械のコンデ

イションを常に把握させながら機械を使用するといった、機械施設についての

管理をしている。さとうきびハーベスターについては、オベレーターの意見を

基に製造メーカーに要望して、改造改良して作業性・故障発生の抑制等向上さ

せてきている。

また、農家に信頼される受託作業を展開していくため、オベレーターの技術

向上と意識の高揚を図るべく、関係機関が主催する講習会等への参加・資格取

得・内部研修会・企画会等の開催を実施している。さらに、機械の保守につい

ては、これまでは故障の度に鹿児島の会社から、技術者を時んで修理してもら

わなければならなかったが、ここ数年、毎年 6~1O名のオベレーターを外吉防護関

に派遣し 7~1O日開の実技研修等を実施してきた成果、オベレーター自身が修

理できるようになり、大幅なコスト削減と維持管理費の圧縮につながっている。

受賞財の特色

(1)農作業受託の展開と収主主改善への取り組み

ア 農作業受委託事業の着実な展開

農業公社は、設立後、農作業委託者の要望に応え、年々受託作業種類の拡大

や受託面積の拡大に努め、第16表のとおり夜営受託事業、再委託事業をバラン

スよく実施し、再委託先の受託者に無理を掛けることなく実施してきている。

受託者は、受託作業の安定的な確保により、収益の確保が図られてきている。

イ 良質なさとうきび穂苗生産及びさとうきび管理事業による株出管理の徹底

オ(f活背苗施設の有効利用を図りながら、良資なさとうきび種苗生産を11'い地

域の農家に供給している。また、農家が繁忙期のための対応として、さとうき
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び管理事業(株出し)により適期作業を実施し、農家のさとうきび単収の確保

に貢献している。

ウ 南種子町さとうきぴプロジ、エクト 8 に参画推進

さとうきびの高単収 (8 t /10 a) ・高品質化(基準帯糖度の確保)実現を

目指し、栽培技術面等、さまざまな角度から分析・検討し、また、農家のさと

うきび栽培に対する意識の改革を推進するため、平成15年度から、南種子町を

主体に、 ]A、普及センター、県試験場、農業公社、きぴ・かんしょ振興会等

を構成メンバーとするプロジョクト 8 を設立スタートした。活動計画は、①低

単収要因の分析・検討‘・実践、②収量アップに向けた取組、③土作り、優良種

苗の更新、③ハーベスタ収穫の管理技術の検討-・普及、⑤啓発活動(検討会・

学習会)に関するものであり、農業公社は、ハーベスター収穫管理技術の検

討・普及のほか、株出作業委託の啓蒙等を実施している。

エ従業員や仕事に合わせた適切な労務管理

年間を通した作業体制がとられており、また、作業が集中する冬春作業(さ

とうきび収穫前処理のきびのトップ茎葉切断、水稲苗の育苗運搬・さとうきび

の株出)及び秋作業(水稲の収穫モミの運搬)については、臨時雇用体制を採

りのり切っており、年間延べ人数1ω~170人を使用している。このように地域

農家の人々も働きに来ており、その意味で、農業公社は、地域農業の雇用創出

の場としての役割も果たしている。

オ 羽j:畜連携とする受託作業により資源循環

畑作地には、地力の向上を図るため堆把・土壌改良材散布等の受託作業を実

第16表農業公社の農作業受委託の展開
年度|受委託卒業[ 直営受託事業

収入 i事業収入 i 新たに追加内容等
7 I 151,219 I 130,395 I きひ枢付・収穫、水稲ijx.;f襲、人参橘穏、
設立料かんしょ収穫、耕起、土改材散布
8 I 163,610 I 138,111 1 水稲脊市原料かんしょ畝JL' 収穫
9I 218,963 I 178,325 I きび管玉虫、水稲植付牧草i以後
1o 1 334,693 1 217.430 1 茶中刈り、ム人参橋穣
11 I 321 ,866 I 191,7431 
I2 I 436,115 I 253,751 
I3 1 452,987 I 238,456 I 管理耕作
14 I 376,716 I 168.405 I 

(台風被害)
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117,263 
130,124 
182,364 I ムきび植付、牧草収穫
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第 5 間作業体系と臨時雇用体系、 (l判定: JJ) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 参考

きび根付け
きび管理 一

直 きび収穫 … 
水稲育筒
水稲泊植え … … 

営 水稲収穫 一ト『

原料かんしょ畝立 一トー

原料かんしょ収穫 一ト四

茶中メIjり
牧草収穫
ロ-~9-耕
プラウ耕
土改材散布 ト叩一

管理耕作 同一一 ト一一一
71<稲脊E百 … ト』・ーー
水稲田植え 一一

再 水稲収穫 一』ー

きび管理
委 きび収穫 一

原料かんしょ畝立
託 原料かんしょ収穫

ロ}灼]耕

プラウ耕
土改材散布

その他受託

きび根付け

牧草収穫 一』ーー

臨

日寺 きび・かんしょ … 一
廃

用 71<稲
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施し、畑地からはさとうきび収穫作業後の葉茎を牛の飼料に供給し、子牛、乳

午の生産の成績向ヒに貢献している。

(2) 公社の収支実績

公社の平成14年 5 月 31 日現在の主たる資産は、減価償却資産は、建物2，278万円、

機械装置6，645万円、車両運搬具2.137万円、器具備品2，671万円であり、これらを

運用して、作業受委託事業を行っている。また収支計算書:は、平成13年度のもの

であるが、第18表のとおりである。

なお、これには農地賃借あっせんを内容

とする農地保有合理化事業の収支も含まれ

ている。再委託の場合、作業料金が一旦は

公社の事業収入に計上され、手数料を差引

いた97%が再委託事業費として支出される

経理になっていて、手数料収入としては計

上されない。

前期繰越差額カ宝3.139万円 6 千円もの赤字

で、あったが、当期は2，580万円の黒字であり、

当期繰越額はマイナス558万円 8 千円で大

中高な収支改善が実現している。

これは、事業自体の伸長があったことの

ほか、さとうきぴハーベスタの操作技術の

向上と修理がオベレーター自身で対-応可能

となったために、修繕費が大幅削減された

ことも要因となっている。

(3) 地域農業への貢献

第18表収支の状況(平成13年度) (単位.千|守)
JJ{ 自 全体

ilI 恭収三i入立財のìlÍÍ部運]用 Jlx.入 180 
2 事業収入 312,715 
①農地保有合理化卒業収入 20,907 
②農作業受委託収入 452,987 

1) 直営受託事業収入 238.456 
2) 再委託事業収入 214,531 

3 事業外収入 18 
4 補助金収入 6.590 
当期Jlx.入合計 (A) 480.681 
前期繰越l収支差額 ム31.396
収入合音1- (B) 449.285 
I1 H 支出の部1
事業費 431.802 
①農地保有合理化事業 22.721 
②f長作業受委託事業 409.081 

1) 直営受託事業 130.320 
2) 再委託事業 209.369 
3) 淡作業受委託t'È1;刻1m 69.829 

21詮淑~lj 18.792 
3 事業外費用 4.279 

当当当期該期支収繰越支出合会l限計 (C) 
454.873 

言 (A C) 25.808 
支差額 (B -C) ム5.588

ア 地域農業の農作業受委託組織の核として担い手を支援する役割を果たす

種子高農業公社が果たしている役割は、第一に、地域農業の維持であり、

『将来にわたって農業を地域の基幹産業として発展させて行く j ために、基幹
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作物の稲積維持・高齢農家、兼業農家等の農作業労働の負担軽減を関りながら

基幹作物の植付・収穫作業等を受託するシステム整備・強化していることであ

る。

第二に、野菜等の戦略作物の導入、基幹作物との複合経営による所得の安

定・向 k創立!るために、作業時期が競合する、さとうきび、 7J(f郎乍等基幹作物

の冬J易から春先にかけて集中する農作業を計画的に受託するシステムの整備し

ていることである。

第三は『将来にわたって農業を地域の基幹践業として発展させて行く j ため

に、その中心となる「認定農業者」等への支援、システム構築と生産団地等形

成のための適地の集団化等「地域全体として効率的な農業生産システムJ を構

築して、担い手を脊成していることである。

イ 地域全体の機械化作業体系確立にむけての協議と受託者育成

受託者協議会(再委託先)との合議で、作業機械のロスの解消(生産コスト

の低減)につながるような作付基準の整備・収穫踊場の基準等を協議し、また

受託意欲を喪失させないよう悪条件の関場には基準外賃金(割増賃金料金)の

設定等を行い、地域全体の機械化作業がスムースにいくような前提条件を整え

ている。受託者の大半が認定農業者となっており、規模拡大指向農家であるこ

とから、そこに優先的な農地の集積を図り、大規模農家育成確保に努めているO

月委託組織の受託国場については、それぞれ地域割りにより作業の効率化・移

動ロスの解消に努めている。

(4) 今後の課題と将来の方向

受託者に対して、先進地研修・現地研修・技術研修等を実施し各オベレーター

の技能向上・メンテナンス技術の向上に努め、経営安定を図っていくこととして

いる。

今後、 i需給化・婦女子化が進行する中にあって、農作業の受託、農地の貸借が

増大すると予想されるので、農地の受託と農作業受託の 2 本柱で事業の展開をし

ていき、種子島農業の発展と担い手の育成に貢献することが期待される。

(執筆者農林水産省生産局農産振興課機械指導班指導研修係長枝川真一)
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内閣総理大臣賞受賞

出品財経営(経営体)

受賞者有限会社 ジ、ェイ・ウイングファーム

(愛媛県温泉郡重信町大字北野田711- 4) 

地域の概要と受賞者の略歴

1 .地域の概要

(1)地域の立地条件

重信町は愛媛県の中央部に位寵し、東に霊峰石鎚山を望み、西は県都松山市に

隣接し、松山平野を流れる一級河川重信川の流域に開けた町である。 IUJ内を伊予

鉄道横河原娘や間道11号などが横断し、松山市内から車で20~30分と恵まれた現

況から鉄道沿娘は宅地開発や住宅の建設が進み、

年々人口が増加している。面積は東西13.7km、南

北21kmでl∞.59km2である。気候は典型的な瀬戸内

気候で、年平均気温16.1 oc、年間降水量約1，300mm、

日照時間は約1，970時間であることから温暖で、年間

を通して雨が少ない。

総世帯数は8，153戸、総人口は23，658人で、このう

ち農家戸数は1，138戸(全戸数の14.0%) 、農家人口

は生部7人(総人口の19.4%)である。

(2) 農林水産業の概要

第 1 国重信町の位置

中山町広凶村

内子町 4悟勾

重信町は温暖な瀬戸内気候を生かした麦の栽培が古くから行われてきた。重信

町の農家戸数のうち販売農家数は886戸で、販売農家戸数の18%に当たる 161戸が
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専業農家である。

耕地面積は叩6ha (総面積の9.0%)で、うち水田は783ha、普通知iは31haで、あり、

1 戸当たりの平均耕地面積は80a と県平均75a と比べて 5 a 上困っている。

土壌は比較的排水のよい砂壌土~壌土の水田がほとんどで、背から米一変の二

毛作地帯である。水田は基盤整備がなされていないことからlO a に満たない零細

ほ場が多い。

農業粗生産額は18.6億円で、あり、その内訳は、野菜6.6億円 (35.4%)、米6.4í章、円

(34.4%) 、麦類1.5億円(幻%)、花き 1.4í意円 (7.5%) 等となっている。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(l)法人設立の経緯

H百事J53年、有限会社ジェイ・ウイングファームの代表取締役である牧秀賞氏は

農業後継者の仲間 3 名と重信町第一機械利用組合を結成し、米麦作における機械

の共同利用や作業受託等をキ邸哉化して活動を展開してきた。その結果、水稲・麦

栽培及び作業受託面積の拡大が拡大してき

たが、任意組織では収支の正確な把握や機

械施設の更新拡充に向けた内部留保等も困

難なことから、経営合理化を含めた経理の

明確化と後継者育成の必要~'I~tが生じた。

そこで平成 4 年 6 月の f新政策」や平成

5 ::tドの米の白血化問題等を契機として経営

基盤強化をする目的で、平成 5 年 5 月に資

本金500万円、牧氏を代表取締役とする愛媛
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]WFは四国では数少ない大規模な米麦一貫経

営を行う農業生産法人であり、その経営面積は

平成13年度で水稲31ha、麦42ha、ヒエ、アワ、

キピ等の雑穀llha、大豆 4 haの88ha、この他に

作業受託を延べ59ha行っている。

法人化した平成 5 年当時の経営面積は27~

写真 2 もち麦の収穫

28haで、あったが、米麦二毛地帯である重信町で

は麦作でないと規模拡大はで
第 3 表経営作物の概要(平成13年度)

きないと考え、麦作による規

模拡大を進めてきた。平成 7

~8 年頃から高齢化の進展や

米の価格低落等により農地の

借受け面積が増え、規模拡大

が進み現在に至っている。
i主 1 ・農家税収益全体に占める割合の欄の雑穀等は加工も含む。

]WFでは近年、雑穀の作付注2 ・ tZ家税収益はこの他に農作業受託等がある。

作 日 栽培面積 (a)
農家税収益金体に
占める都合(%)

水稲 3,100 28 
2を 4,200 20 
裸麦 (4,000) 
小麦 (200) 

雑穀等 1,500 28 
事íg穀(ヒエ、アワ、キビ、ソバ等) (1,100) 
大豆 400 

ぷ仁》3、 8,800 100 

第 4 表経営作物の推移
年産 平成11年 12年 13年 14if. 15年

延べ作付面積 69ha 65ha 88ha 91ha 91ha 
水稲 35 水稲 28 水稲 31 水干ì1i 35 水稲 33 
2長 32 麦 34 麦 42 麦 42 麦 43 

経営作目 雑穀等 21 !Mfi穀等 3 雑穀等 15 ~íf.穀等 14 雑穀等 16 
雑穀 雑穀 雑穀 11 まíË穀 9 雑穀 11 

大豆 4 大豆 5 大r:i等 5

-24-



第 5:去経常収支の概要(平成13年度)

を拡大している。これは、米の収議性が余り上がらないことから、雑穀の割合を

増やす経営を霊視しているためである。

作付けしている水稲、麦は地元の自然や農地条件に適した品種にこだわり、水

稲はあきたこまち、ヒノヒカリ、キヌヒカリ等、麦ははだか麦が主体で、イチパ

ンボシ、ダイシモチをイ乍付ーけている。

収穫された米の全量、もち麦(ダイシモチ)の全量及びオリジナルブランド四

穀米(米、黒米、もち麦、キピ、黒大立)等大半の穀物を直接消費者、流通業者

及び加工メーカーに販売している。また、雑穀の一部は製粉して販売している。

受賞財の特色

1 .技術

(I)地域の特色を活かした麦や雑穀を中心とする作物生産

]WFの部門構成は、平成15年度においては水稲33ha、麦43ha、雑穀等16haとな

っているが、経営の基幹部門は麦及び雑穀であり、「水稲は裏作であり、麦が表

作j とする考え方で作付体系が構築されている。これは、混暖寡雨という瀬戸内

気候を利用し、地域の気象条件に適合した作物を作付けすることが望ましいとい

う経営者の思いによるものである。そのため、はだか変やヒエ、アワ、キピ等の

雑穀に着目し、それらを生産している。また、はだか麦のひとつであるもち麦に

ついても20haの酪積に作付けるなど、その作物の特性を生かした酪品を開発する

ことを通して、その栽埼を復活させた。さらに、稲についてもあきたこまちゃヒ

ノヒカリといった 4般に作付けされる品種だ、けで、はなく、赤米や紫黒米などの古

代米も栽培している。
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このような作物が選択された

のは、経営者が、おいしく食べ

られて価格も安くて農作物を消

費者に提供することが農業の使

命と考えているからである。ま

た、瀬戸内海の島々で昔から作

第 6 表作付けしている品種(平成15年度)
イ乍 目 作付 I面積 品稜名

ha あきたこまち、ヒノヒカリ、キヌヒカリ、大地の風、
水稲 32.7 緑米(みどりもち、あくねもち)、紫黒米(おくの

むらさき、朝紫)、赤米 wの都)、クレナイモチ等

友 43.0 
はだか麦(イチパンボシ、ヒノテaハダカ)もち麦
(ダイシモチ)小麦(チクゴイズミ他)
ヒエ(シコクピエ)、アワ(モチ性在来穏)、コキ

雑穀等 15.7 ピ(モチ性:(E来穏)、ソノ\ (在来種)大豆(青大
豆、小粒黒大豆、丹波思)

られていたもち麦やシコクピエ(弘法ピエ)等を生産しているのも、地元の自然

や農地条件に適した作物を作付けることが、その使命に合致するという理店からで

あり、このようなこともあり、これらの作物の幸品培にこだ

(ω2) 環境保全型農業の実践

JWFのlO a 当たりの米及び麦の収量は、愛媛県平均と比べても低い。これは、

収量を多くすると食味カ当低下すること、また長期保存の場合に品質が低下しやす

くなるといった顧客対応面での理由もあるが、同時に、農地の持っている回復力

を大事にするということを信念にしているからである。

このような発想は、環境保全に配慮した農業の実践にもつながっている。稲作

については堆肥等有機資材(鶏糞、ぼかし菌)を積極的に活用し、水田の状況や

販売日的にあわせて、無農薬栽培、減農薬栽培も取り入れている。稲わらや麦稗

は種首会社に販売しているため土壌には還元していないが、これは、それらを全

て農地に戻すことはむしろ望ましくなく、切り株わらの還元で十分であるという

判断からである。

麦については、除草剤だけ使う無肥料栽培を基本としている。しかし、 3 年前

から除草剤も使わない畝立て栽培を開発し、従来の栽培方法と収量も変わらず良

質な麦が収穫できることから、現在で、は4.8haの麦畑で、この栽培方法を取り入れ

ている。

ヒエやアワなどの雑穀については、一部有機肥料を使用しているが、施肥を多

用すると倒伏を助長し減収すること、労働過重になることから、碁本的には無肥

料、無農薬栽培を行っている。このような栽培対応の結果として、 JWFでは、

化学肥料や農薬等にほとんど依存しない栽培方法となっているのである。
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2. 経営

(1)積極的なマーケテイングによる販路開拓

]WFで生産される穀物は、そのほとんどが生産から加工及び販売までの一貫

体制をとっているが、特に、古代米や麦、雑穀については様々な商品開発と販路

t広大に努力してきた。雑穀は、オリジナルブランド「四穀米J や雑穀粉を独自販

売するほか、もち麦を実需者と車接契約を結び販売している。

このような販路の開拓には 3~4 年の期

間と多くの努力を要したが、素材の特性や

調理の仕方を説明していくなど食材に関す

る情報提示を伴った戦略的なマーケテイン

グを実施することで顧客を拡大し、それに

併せて、平成13年以降、雑穀の面積を 15ha

まで大きく拡大させるとともに、その売り

とげも増加させてきている。

3 オリジナルブランド 11m穀
米J のパック詰め

第 7 表主な商品の販売先(平成13年度)

})j(;ji'1 lIìîk，'，名
mz 子己 先

側人 ホァル レストラン 加l 仁染者 | 
あきたこまち(有機) 。 。 。

キヌヒカリ 。 。 。

ヒノヒカリ 。 。 。

館i 米 。 。 。

みどりうに 。 。 。

米 思米 。 。 。

赤ヨiミ 。 。 。

VJ.J殺米 。 。 。

米粉 。 。 。

餅ヨ!と粉 。 。 。

もち女 。 。 。 。

友
もちまえ粉 。 。 。 。

小麦粉 。 。 。 。

ヨt茶 。 。

ういろう 31 。 。

火。: Hiæ~子、大豆 。 。

75 大豆(きな粉) 。

こきび 。 。。 。

その他 ソシノコf クビエ 。

。
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米、麦、大豆、雑穀などは、現在20種類の製品となり、個人(消費者)、ホテ

ル、レストラン、加工業者を対象に、販売先は500件以上に及ぶ。このように、

顔の見える取引を重視し、常に消費者等のニーズへの対応を心がけている。特に、

個人の消費者向けには食材の利用方法についてレシピを付ける、あるいは原料の

特性に応じた利用方法の提案を行うなど、新たな常嬰を創造する革新的な販売対

応を行っている。

なお、このようなマーケティングを行う上では原料の安定供給は不可欠であり、

そのため、作付けする雑穀などの穀物は不作時でも安定供給できるよう 30%増し

の面積に作付けするなどの工夫を行っている。

(2) 作業の効率化と低コストへの取組み

]WFでは、 50haを超える匝積において、変一水稲、あるいは麦雑穀といっ

た作付体系を採用していることから、 5 月から 6 月の麦収穫・水稲移植及び雑穀

播種時期や、水稲及び雑穀収穫・麦耕起播種時期に作業が集中する。そのため、

各ほ場条件に対応できるよう多様な機種の機械を装備するとともに、ほ場条件に

適合した作物の配置、作業手順の設定、水稲で、は粗植栽培(lO a 当たり1O~12箱。

通常は20箱。)など新技術の導入を進め、lO a 当たりの労働時間を愛媛県平均と

比べ米で57%、麦で、36% ま

でに短縮している。また、

麦の収穫と水稲の育苗作業

が競合することから、水稲

の育苗については種商会社

に委託している。

無駄なコストは価格に転嫁されれば消費者の負担が増大するという考えから、

経費節減を重視し、中古機械の有効利用はもと

より、機械のメンテナンスは自分たちで行うな

どの様々な具体策を講じている。特に、機械に

ついては、規模が大きいことやほ場枚数が多く、

ほ場条件も様々であることから、それに対応す

28 
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第11表 lO a 当たり生産費(平成13年度) (単j)í::円/lO a)
1生産費(費用合計・)

78,371 
盗孟盟生

33,521 
73,370 

るためにその台数も多くなっている。しかしコンパインについては、 10台のう

ち 7 台が中古(地域で機械を使用しなくなった農家の機械を譲り受けている)、

1 台が新古車を使用している。その結果、 JWFでは、減価償却費がほぼゼロに

なってきており、機械に係る大幅な経費節減が図られている。また、米の生産費

の中で大きな割合を占める苗代については、粗植栽培が収量水準に影響しないこ

とを確かめた上で菌箱数を通常の半分に抑え、春作業に係る雇用労働費等の経費

の節減に努めるとともに、種苗会社への稲わら・麦梓の販売りWFはロールベ

ールにして提供)と相殺する方式で育苗に係る代金負担を解消している。

なお、 JWFにおける作業体系は第10表、lO a 当たりの生産費は第11表、農業生

産性については、第12表に示した。投下農業労働 1 時間当たり純生産は愛媛県平

均と比べ約4.4倍となっており、生産性は高い。

(3) 法人経営としての1対副主の確保

JWFでは、平成13年度に690万円の当期利益を挙げており、所得に相当する構

成員 1 人当たりの事業所得も 700万円を上回るなど、法人としての収益性の水準

も高い。

また、消費者や加工業者等への直接販売を実施していく上では多額の運転資金

が必要となることから銀行等から運転資金の借入れを行っているが、流動比率

143%、固定長期適合率85.3% と財務安
第13表 ]WFの収主主性・財務安全性

全性にも問題がなく、米価が下落傾向

にある中で、麦や雑穀も含めた側面晴計人当たり事業所得
積の拡大と直接販売の増加l等を通して明謹常利益本
事業収入を拡大させてきている。 固定長期適合本
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3. 地域の農業と環境の保全への取組み

地域から耕作放棄地を出さないという理念に基づき、ほ場条件が劣悪で、あって

も作業受託を拒まないことにしており、現在約900筆の農地の作業受託を行うな

ど、各地で、問題になっている耕作放棄地の解消に多大の貢献をしている。また、

水管理は地主に任せるなど地域の水利'慣行を重視しており、地域農家とのつなが

りを深めることなどに配慮も見せている。

この地域では、 JWFが農業の担い手として認知されており、毎年 2 ~ 3haの

農地の借地依頼が生じている。また、家庭の事情により、急速、作業依頼をして

くる農家も多いが、それら耕作・作業f刻項を確実に受け入れてくれる受け1mとし

てもJWFの役割は大きく、地域の農家にとってなくてはならない存在となって

いる。

なお、水田や農地、地域の環境を50年間このまま残すためには、 JWF自体を継

続することが必要であり、このことが法人化した理由の一つで、ある。他人経営で

は lil:襲制になり、後継者がいなくなれば百11:農により経営が成立しなくなるが、法

人であれば社員の中から後継者が現れ、それによって地域の農業と環境が守れる

からである。松山市のベットタウンとして重信町の都市北が進み、水罰を宅地に

転換する農家も生じてくると思われるが、農地を会社名義にすることで公共性が

生まれ、また、農業経営に意欲のある若者にそれら農地を継承させる可能性が生

じると考えている。

さらに、法人経営の経営継承対策も重要な課題であり、そのため、平成14年10

月に中堅職員を取締役として登用し、農業生産だけでなく営業活動も千者に同行

させ、経営者としての育成を関るなど、販売能力も含む経営者職能を受け継がせ

ていくための対策を講じている。

4 欄人材育成、農業への貢献

JWFでは、現在若い研修生が 3 名従事しているが、さらに、愛媛大学のf学生
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等をアルバイトとして雇用し、地域の人々 写真 4 地元高校生に対する農作業

に紹介しながら、農作業の実体験が行える 体験指導(指導を行う牧氏)

ようにしている。このような農家体験実習

生や大学生のアルバイト採用などを通して

毎年延べ約700名の若者の受入れやその後の

就農については他の法人とも連携しており、

次代を託す担い手の育成という点でも大き

な役割を果たしている。また、 JWF自体も、

若い人たちの発想、を積極的に取り入れるようにしている。

さらには、代表者の牧氏は愛媛県農業法人協会会長や全国農業法人協会理事と

して県内はもとより全国的にも活躍しており、「地域おこしマイスター」として

指導力を発揮している。

今後の方向

今後の経営戦略としては、水稲の作付を減らし、麦及び雑穀の生産に重点を霞

く予定である。また、他地域の法人経営と販売ネットワークを形成し、例えば、

山形県の法人経営が米を販売し、 JWFは麦、雑穀を中心とするなど、共同して

農産物を顧客に供給していくことを計画している。

さらに、事業部制も導入し、加工部門は女性に任せるとともに、レストランを

開設し、食材に対するアンテナショップとして、さらに、料理学校の先生とも協

力してお互いの商品開発の場として活用していくことや、そのような場で消費者

ニーズを把握するなど、常に、次の事業展開を意識した経営戦略の構築に努めて

いる。

(執筆者農林水産省生産局農産振興課麦班麦第 2係長佐藤京子)
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日本農林漁業振興会会長賞受

出品財産物(農産加工品)

受賞者株式会社よしのや

(長野県長野市大字長野西之門町941)

地域の概要と受賞者の略歴

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

株式会社よしのや(以下「よしのやJ とする)のある長野市は、長野県の北部、

千i即日に沿って広がる王子町'部を取り巻くようにはi間部が悶む、長野盆地のI:j=t心に

位置する県都であり、善光寺の門前l!lft して古くから栄えてきた。飯綱高原など

の観光資源が随所にある。 1998年冬季オリンピ
第 11まi よしのやと善光寺の{立世図

ック・パラリンピックの関{義士塩である。

長野mは、未来産業のまちとして、創業・創

造的取組支援、産学行連携の技術開発・技術向

lニへの支援、コンペンションの誘致・開催支援、

魅力ある観光地づくりなどを推進している。

i床H目以外の特産品としては、そば、りんご、

桃、あんず、長芋、おやき、野沢菜i員等がある。

(2) イ計十|味噌の概要

全国の味噌の出荷量の37% (14年の出蒔量ベース:全国は524千トン、長野県

産味噌は全国一位の194千トン、組合員数では143杜)を占める淡色系辛口l味噌の

代表的なものであり、やや酸味のある芳香を持ち、今や全国的に出荷されている。
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後堀河天皇の時代 (1228年)、覚心禅師が宋で習得した経山寺みその醸法を我

が国に伝えたことが味噌の出来であるが、戦闘時代、武田信玄が信州、|味噌の原型

である fm中島溜みそJ (注: J1 1 中島は川中島合戦の地で、長野市に所在する)

を軍隊の携帯口糧として初めて利用し、その後、行軍途上の各戸に軍事政策上の

目的で味噌造りを広めたことが信リ十|味噌の始まりと言われている。

断塩封鎖に苦しんだ武田信玄は、支配地である信州の塩分確保のため、味噌造

りを奨励し、味噌の買上げを行った結果、住民の創意工夫を促し、戸毎に普及さ

れていったことが今日の信州味噌の発展の原動力となった。

その後、信州味噌の生産量が全国一位となった契機としては、これらの歴史的

背景とともに、

関東大震災時、救援物資として信州味噌が格別な好評を得たこと

昭和初期、経済恐慌による諏訪地方の製糸業の廃止に伴う余剰人員、大規

模工場施設を活用した味噌の生産に取り組んだこと

第 2 次世界大戦時、戦災を受けなかった信州から、品質の良い信州、|味噌を

東京に送り込んで評判となったこと

等があげられる。

2 受賞者の略歴

よしのやの味噌製造業の創業は1894年(明治27年)であるが、酒造業の創業は

1637年(寛永14年)まで遡る。初代藤者衛門昌兼は紀州に生まれ、浪人して京都

に居住した後、善光寺大本願の否九一世智慶上人に供奉し、当地へ下着した。妻子

写真株式会社よしのやの皆さんは京都に残し、槌伴した嫡孫昌長が酒造業を創

業した。

法入札織は、 1973年に設立された。長野市長

野西之門町に所在し、工場は同市桐原町に「古

野工場」が所在する。

このようによしのやは、善光寺と縁の深い企

業であり、「善光寺」の名を使用できる数少な
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い企業でもあり、善光寺とともに歩んで、きたともいえる。

受賞財の特色

こだわりの製法

出品財の味噌の原料については、大立は北海道産トヨマサリを、米は新潟県産

ゆきの精を使用している。

国産原料にこだわる理由は、大豆(北海道産トヨマサ 1)) は、粒が大きく、粒

に出める皮の比率カ可民く、製品となった時の組成、香味のバランスがよしのやの

中では最も優れているためである。

米(新潟県産ゆきの精)は、酒造好適米でもあり、目標とする品質の麹造りに

最も適しているためである。

大豆、米とも原料を調達する際には、必ず商品見本を取り寄せ、確認した後に、

購入することとしている。安全・安心の観点からも産地、銘柄にはこだ、わってい

る。

味噌を製造する際の大きなポイントは、長年培ってきた酒造りの伝統技術を味

噌の麹造り、醗酵、熟成管理に適用しているところである。

製造工程は、第 2 図のとおりであるが、各工積においてそれぞれ十分な配慮を

第 2 留製造工程図
製造工程

大豆の脱皮→洗糠→浸淡→煮熟→冷却

精米→洗浄→水切り→綿→冷却「

」種付→引込み噛り→峨
混合→演す→仕込

n 塩
酸
母

食
乳
群
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もって桟意深く取組んでいる。特に原料の処理段踏は一番大事であり、原料の洗

浄ひとつにとってもこれをおろそかにすると後の工程でいくら挽回しようとして

も最終製品で満足のいくものはできない。水の管理にも気を使っており、配管に

サピが出ないかどうか十分神経を使っている。

最近の大手味噌メーカーが進める大量生産、低価格、簡便性(だし入り味噌、

粉末タイプの味噌)等といった特色を持つ味噌とは一線を画し、コストや入手は

余計にかかるが、良質の原料を使用した「良質な商品」と「常識的な価格J をめ

ざし、淡色系味噌についても 6 ヶ月以上の長期熟成といった特長を有する味噌造

りにこだ、わっている。

これらの味噌作りに関しては、よしのやの雲由賓取締役技術顧問の優れた技及

び他社にない創意工夫によるところが大きく影響している。

なお、雲田氏は、優れた味噌製造業者として数々の賞を受賞しており、最近の

受賞歴では、平成 9 年11月には農林水産大臣賞技術功労部門(フード・マイスタ

ー)を、平成立年11月には労働大臣賞卓越した技能者(現代の名工)を受賞して

いるところである。

2 安全性への配慮

出品財を含む全ての味噌の原料には外国産の大豆、米は A切イ吏用していなしミ。

大立は秋田県産リュウホウや北海道産トヨマサリを、米は全て新潟県産ゆきの精

を使用し、安全を雄認した出産のものにこだ、わっている。

原料に付着、混入する若干の汚れや異物は、井戸水をふんだんに使用し、洗j争

をl~XJま的に行うことで除去している。この徹成的な洗浄は、品質向上にも関連し

ている。このような細かい点にも雲田賓取締役技術顧問の厳しい目がいきとと守い

ている。

廃水処理に関しては、工場廃水は、 i幻投槽経由で下水道に連結しているが、高

付加の大豆煮汁、米洗浄水は、希釈後放流している0 ・
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受賞者の経営概要

組織と運営

よしのやの法人組織は、 1973年に設立され、採算性を重視するため、各部門は

独立採算t~Ijを採っており、次の 3 部門から成り立っている。資本金は35百万円、

従業員は 4 名である。

①清酒部門 1637年(寛永14年)善光寺西之f!'J IlIJにて創業

1743年(寛保 3 年)屋号藤屋を吉野屋と改める

② 味[l陸部門 1894年(明治27年) I床[l器製造を酒造と兼業し開業)

1973年(昭和48年)株式会社よしのや設立

③販売部門 1965年(昭和401:判長野キリン販指附設立(出資沈率42.8%)

熟成期間 6 ヶ月以上といった長期熟成を特長とする「善光寺みそj や味11副賞等

のオリジナルl部品とともに、デパート、ホテル、レストラン等での販売や通信販

売を主体に販売している。

2 経営の状況

3 部門のうち味噌部門の売

上は全体の約 1 割となってい

る。売上高、営業利益、経常

利識とも}順調に増加傾向で推

移している。

3 地域農業、社会への貢献

売 j..t:j

シピヒ総利益
牟紋~'ì;J!I!~Jl

;ìli;業利主主

公立主外手Ij主主
伝染外資JlJ
経?古手Ij主主
特別手Ij主主
特別損失
税目 1 1Ì自干Ij主主
当期利益

色分担リ主主

15'1: 3 月 J切
65,427,541 
17,844,205 
3,392,827 

11.451 ,378 
1.120,469 

12,795,824 
6,076,023 

6.076,023 
5,870,023 
9リ}18，757

14iド 3 月 JVl 13il三 3 JJ WJ 
62,951,928 62,083,553 
17,369,388 13,101.689 
3,512.009 4.273,896 

13,857,379 9.127,793 
3,346,535 5.251,963 

12,970,252 13,085,087 
4,233,662 1,294,669 

1,000,000 

4,233,662 2,294,669 
4,027,662 2.088,669 
3.148,734 A878.928 

前出のとおり、長野県は、日本一の味噌の出荷県であり、国産の大一豆や米の消

費t広大に貢献しており、よしのやにおいても、秋出県産大豆42 トン、北海道産大

2 トン、新潟県産米45 トンを使用している。よしのやは、善光寺に隣接する立
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地条件を生かし、清酒工場を核とする複合観第 3 図 よしのやの複合観光施設

光施設として「清酒工場見学コース」、「酒とみ

その店よしのやJ、「レストランさくら」、「うつ

わの店よしのやJ、「西之門の中庭J、「貸ギャラ

リー」を設け、善光寺参拝のおりにお寄りい

ただいた参拝者の憩いの場となっている。軒

先に杉の玉(酒林)の下がった明治期に建造

された古い酒蔵から入ると奥には近代的なコンビューター制御の清酒工場が年間

を通じて操業しているのを見学でき、また、「酒とみその店のよしのやj では

「善光寺みそ長期熟成」を販売している。

また、地域社会への貢献として、構内の蔵や庭等では、ジャズコンサート、土

井善晴料理講習会、獅子舞、陶芸展等のコンサートやイベント等を開催し、好評

を博している。

普友性と今後の方向

日本型食生活の重要性が認識される中で、発酵食品の持つ様々な機能性が注目

されているが、味噌に関しては、発酵、熟成が十分行われていないものが時たま

散見される。よしのやは、醸造の基本である発酵、熟成の管理に酒造技術を最大

限に生かし、醸造物本来の香味と機能性を併せ持つ味噌を消費者に提供すること

を会社の理念とし、今後もこの方針を貫くこととしている。このため、生産性が

悪くても、現状に妥協することなく、常に品費向上を第一義に考え実行している。

全国から集まる参拝客や郵パック商品などを通じ、通信販売の比率が徐々に増

加しており、本物の味をより多くの人に PRできる通信販売を、あらゆる機会を

利用して増やしていくこととしている。また、売}百やレストランでの製品に対す

る反応は、即製造現場にフィードバックし、品費向上に会社を挙げて取組んでい

くこととしている。

(執筆者農林水産省総合食料局食料部消費流通課

加工食品第一班課長補佐福島純夫)
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地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

(1)地域の立地条件

倉敷市玉島は、関山県南西部に位置し、海抜 Ornの低地水田地帯から標高100

mの丘陵地帯で、古くから玉島港を中心に交通・流通の要所であり、商業で栄え

た地域である。

「晴れの国おかやま」のキャ ッ チフレーズが示すとおり、 気象条件は温暖、穏

やかであり、年間降水量は11α氾~1.2∞rnrn、年間平均気温15
0

C と日照時間が長く、

台風、地震、雪など天災も少なく、気候に恵まれ、その風土を生かしたモモ、ブ

ドウなど果樹栽培が古くから盛んな地域である。

Q
υ
 

今
、υ



土壌は、第三紀層の礁を含む壌土、花両岩の砂壌土(一部に粘士層を含む)で

あり、やせ地である。

当地区は、水島臨海工業地帯に近接しており製鉄業、自動車製造業、石油化学

工業関連企業への就業の場にも恵まれており、兼業農家が多数を占めるが、果樹

農家では専業的農家が多しミ。

地区の南には国道 2 号線、 JR山陽新幹娘及び山陽本線が、東西に通り、地区

の北には山揚自動車道が通過している高速交通網にも近いところに位置してお

り、倉敷市の中心地へ30分、関山市内中心地までω分担度で行くことができる。

(2) 農林水産業の概要

当地域では、果樹農家の組織として玉島北盟芸協会(組合員数412人)が組織

されており、モモ、ブドウ、ナシ等の栽培管理技術の向上や生産振興が図られて

いる。

モモについては130haで、栽培されており県下最大の産地を形成している。平成

4 年度に岡山県で最初に光センサー選果機を備えた選果施設が導入され、「岡山

桃子J のブランド名で糖度保証をしたモモを出荷し前場の信頼を得ている。近年、

高糖度モモ生産のため、地力窒素の遅効きを抑制するための草生栽培や、土壌水

分を適度に保ちつつ株元の草を抑える訪草シートなども普及している。

ブドウの産地規模はllha、そのうちピオーネは8.5haと大半を占めている。

ピオーネは、昭和40年代後半に導入され、植物成長調整期(ジベレリン)の利

第 1 表 ]A岡山西・玉島北支店の果実の取扱
い状況(平成14年度)

1仁1口3 目 取扱最( t ) 販売金額(千円)
モ モ 1,095 566,000 
ブ ド ウ 109 124,000 
(うちピオーネ) (84) (95,000) 
ナ ン 142 44,980 
カ キ 55 10,258 
合その他栄樹計 17 2,247 

1.418 747.485 
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第 2 凶 ]A岡山西・玉島北園芸
協会の構成(平成14年度)



用による無抜化技術が維立された昭和58年以昨、キャンベル等からの品種転換に

より栽培匝積が増加した。栽培出積の拡大に伴い、品質の向上や作型を分けるこ

とによる労力分散を目的としたビニールハウスの導入が進み、ブドウ専業農家を

中心に2.5haで、ハウス栽培が行われ、 7~8 月の贈答用を '1::1心に高品質。なピオー

ネを出荷している。

ナシは、モモ栽培農家の補完品目として、 i挽生穂の「新高j、 f愛宕j が栽培さ

れている。

当地域では、広域農道、畑地潅がい施設などの生産基盤も整備され、近年、地

元企業からのU ターン就農者も多く玉島北園芸協会青壮部会や女性部会の活動も

盛んで、ある。

2 受賞者の略歴

昭和42年、 ?-'ft~llf>氏は18歳で就農。当時は、マスカット・オブ・アレキサンドリ

アlO a 、ネオ・マスカット30a 、早生1f!î40 a 、葉タバコ40a 、ノ対話20a の複合経

営から始め、昭和46年ピオーネに出会い、区11陛を上回る粒の大きさ、濃厚な食味

など、その有望性に着目し、 n百手1147年に 5 a のほ場にピオーネの試作導入を行っ

た。導入当初は、有核栽培を行っていたが、従来の整校法では樹勢調節が難しく、

思うような栽培ができなかった。試行錯誤を繰り返す中、山梨県の土産長男氏の

「実験イ自菊栽よき新説j 等を読み感銘を受け、大木整枝に着目するようになっ

た。このことが、その後の f トリプルH型平行整技」の開発に結びついたと

る。また、自家経営の経営分析を行う中で、

経営閣でのピオーネの有利性にも着目するよ

うになった。

昭和49年、隣地の 111林 1 haを購入し基盤整

備・園地造成を行い、翌年40a の園地とlO a

の用地に150m2の堆肥舎と850m2の堆肥原料

置き場を作り、ブドウ専作経営に転換した。

その後、岡山県下で植物成長調整期による
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写真 2 園地の施設整備状況

ピオーネの無核化、安定生産技術の研究が始まった昭和印年代から、いち早く品

種の構成をピオーネ中心に切り替えた。当時は、有核栽培を中心に行っていたが、

一部で無核栽培の試作に取り組み、無核化技術の確立とともに無核栽培に取り組

むようになった。

面積J広大に伴い施設栽培を開始し、 2 月上旬から加温開始時期をずらした 3作

型に無加温、簡易被覆を加えた 5 タイプの作型に分けて労力分散を図り、 7 月上

旬から 9 月中旬までの連続出荷体制を確立した。さらに、スピードスプレイヤ一、

ハウス自動換気装置なと守の機械施設導入による省力化を進めた。

岡山県のピオーネは、昭和60年前後から急速に全県へ波及していったが、津郷

氏はその間も関山県果樹研究会の会員として、仲間とともに技術の改善に取組む

とともに、先進モデルの事例として県内の多くの産地視察者、新規栽培者を受け

入れ県下のピオーネ栽培の普及に貢献した。また、岡山県でウイルスフリー苗の

生産が始まった平成元年には、現地試験問場としていち早くウイルスフリー苗を

導入し、ウイルスフリー苗の有利性を実証し、県内への普及に貢献した。

平成13年に長男が就農し、労働力にゆとりができたことから、地元大学と連携

して果物の機能性のPR' 消費拡大に向けた取り組みやホームページによる生産

現場や消費者への情報提供など、消費者との交流を深める 121世紀型ブドウ経営J

を目指している。また、ピオーネを補完する安芸クイーン、ゴルピー、オーロラ

ブラックなど新品種の安定生産技術の確立にも取り組み始めている。
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受賞者の経営概要

経営の概要

(1)家族によるブドウ専作経営

ピオーネを中心としたブドウ専作経営で、栽培面積170 a を家族労働力 3 人だ

けで管理し、躍用はしていなし、。この規模は、関山県でNO.lの経営面積である。

無理・無駄のない労力配分で、毎年高品質なピオーネを安定生産するため、 2

月上旬から加温開始時期をずらした 3作型に、無加温栽培、簡易被覆栽培を加え

た 5 タイプの作型により労力の分散を隠るとともに、 7 月初めから 9 月中旬まで

氏名
葎若干 ILíE
葎町五芋
葎溺了一時否

第 3 表

穏類
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(2) 系統出荷を基本とする販売

i~ド郷氏は170aの閑地から毎年20 t のブドウを生産しており、そのうち約90%を

農協、全農を通じて、市場に出荷している。

出荷箱には生産者番号がついており、津郷氏の生産する高品費な果実は、市場
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の仲卸業者や進物業者から「津郷ブランド」として高く評価されている。

津郷氏は、「産地は地元の仲間とともに発展するべきである。」との考えから、

系統出荷を基本とした販売を行っている。

なお、津郷氏のブドウのおいしさは近隣の消費者にも口コミで広がっており、

農園への案内などの看板を一切設置していないにもかかわらず、お盆の進物用な

どとして直張農園に買いに来るため、生産量の約10%が系統外販売となっている。

(3) 機械化作業体系を可能にする園地整備

津郷氏は、 f現代的な農業経営の基本は、基盤整備である。」との考えから、園

地の傾斜を10度以下に造成するとともに、幅2.0mの閣内道を整備することにより、

スピードスプレイヤ一、運搬車、パックホーなどの機械作業カ清巨率よく行える環

境を作り出している。

津郷氏は、この基盤整備によ 第 5 表施設及び農業用機側頭の所有状況(平成14倍jt在)

る省力化やt経労化を実感してい

ることから、新規就農者が現地

調察に来るたびに、「基盤整備を

しなければ、昔の農業と変わら

ない。農業を始めるのであれば、

まずは基盤整備から。」というア

ドノくイスをしている。

2 経営の成果

施
さ民壬又Fし

係!羽

(1) 代で築き上げたブドウ専作経営

昭和42年、津郷氏が18歳で就農した当時の経営は、ブドウ、葉タバコ、水稲の

複合経営で、あったが、いち早くピオーネが持つ品種の優秀性、経営団での有利性
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第 6 表経営収支の推移(単位:千円)
3ドl&:n1j'. 守主成 12"ド 主ド1&:13if "1勺&:14 11'-

民衆キllJlY.入 26.451 24.384 25.393 23.869 
t23長絞1;i;':l~ 13.164 12,347 10,459 11.318 

J;~1幾Jt宇':l~ 560 428 829 1,462 
12楽絞 660 616 564 682 
H巴，FHt 480 338 222 323 
ll/t材料貸 1.200 762 1,037 906 
光熱波 2,700 2.692 2,306 1,583 
巡t'i'手数料 1.500 2.199 1.465 1,860 
減官lIi償却資 3,600 3,507 2,596 2,954 
処分扱 664 137 。 209 
そのf也ff~E !j ll 1,800 1,668 1.440 1,339 

it12t定M2家数附日月γ間y与 13,287 12,037 14,934 12.551 
2,500 2,600 1,300 。

15,787 14,637 16,234 12,551 

に若自し、昭事149年には国地を購入して規模を拡大するとともに、昭和50年から

ピオーネ中心の経常に切り替えた。

規模拡大に持い、ハウス栽培の導入による労力分散やスピードスプレイヤ一等

を導入して省力化を関っている。また、樹体管理に必姿な資材も極力必要最小限

にとどめ、無駄な投資をせず、収益性を高めている。

現在は、ピオーネを主体に170a という陪 UI県ーの経営規模を家族で、行ってお

り、借入金もなく、農業所得約1，300万円という盤石の経営を一代で築き上げた。

(2) 安定生産と高収議

家族経営 3 人という限られた人員、時間の I-I::tで、無理のない労力配分で毎年高

品費なピオーネを安定生産するため、 2 月上旬から加iJ乱開始時期をず、らした 3 作

型に、無力11温栽培、簡易被覆栽;惰を加えた 5 タイプの作型に分け、労力の分散を

関るとともに、 7 月上旬から 9 月中旬まで同企品種の長期連続出荷を行っている。

出荷は、岡山中央卸売市場だけでなく、一部を京阪神や広島市場へも出荷し、

市場の信用擁保と安定した経営力を持っており、ピオーネでは県下トップクラス

である。

Iやでも、 7 月 ~8 月中旬のギフトシーズンに出荷される 1 kg化粧箱詰につい

ては、進物・ギフト類を専門とする市場イr!J卸業者や進物業者の間では、作/K~!I\ブ

ランド」として、高く評価されている。販売最は年間約20 トン、農業所得は約

1，3∞万円となっている。
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(3) 管理の省力化

県指標と比較すると加温栽培では、県の労働時間が470時間、lO a 当たりの収

量が1，500kgに対し、労働時間は360時間、収量は1，船Okgとなっており、限られた

家族経営の中で、多くの収量を得ている。

また、ハウスの換気や温度管理のための自動換気装置の開発や、ハサミ、ノコ

ギリなどの小農具の改良や農機 第 7 表ピオーネ成慢の単位当たり知勤時間及び収量(平副4年)

具のメンテナンスも自分で行い、 品畑一 ι 、 !当J 県雲?
加温栽培

大幅な生産コストの低減を可能

にしている。

(4) 後継者の確保

無加温栽培

簡易被覆栽培

1.6∞1.500 
344 I 440 
1.400 I 1.500 
Mo I 340 
1.400 I 1.500 

津郷氏のブドウ栽培に対する情熱をいつも身近に感じながら育った長男(博士)

は、子供の頃から果樹農業、特にブドウ作りに興味を持ち、 f自分もブドウを作

りたいoJ と思うようになった。社会勉強のため、高校卒業後、約 2 年間会社に

勤めたが、平成13年に就農した。

現在、長男はブドウ経営の後継者として栽培技術や経営のノウハウの習得を目

指す一方で\地元後継者クラブや]Aブドウ部会で活動しており、担い手不足が

懸念される中、地域や産地の後継者としても期待されている。

受賞財の特色

技術

(I)県下に例のない短梢せん定大木仕立て法による樹勢管理

岡山県下で通常行われているWH型短梢せん定栽培は、樹冠面積80~100m2

(植栽本数10~15本/lO a) で、ピオーネでは新梢が強く伸び、枝の管理に多く

の労力を必要とする。

津郷氏のブドウ園では、樹冠面積を150m2程度に拡大した「トリプルH型平行

整枝短梢せん定J (植栽本数 6 本/lO a) で栽培しており、枝の勢力を落ち着か
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第 4 医! トリプル日型平行整技の作り方

トリプルHll1告を校の拡大}jit

せることにより、ねん枝、説梢の管理などの省力化が図られている。

この技術は、津郷氏の精密な樹相観察、樹勢管理技術と相まって、開発・確立

された技術である。

(2) 適期管理を可能にした花穂・整房管理の省力化

ピオーネの房作りでは、開花時の花穂の切り込み(花穂先端3.5cmを使用)と

その後の房の整形に多大の労力を要する。

津郷氏は、花穂を開花時までに 1 新梢 1 花穂に制限し、花穂の切り込みはi諮問

時にハサミを使わずに一気に指先でしごき上げて除去し作業時間の短縮を関って

いる。

房の整形については、第 1 回目と第 2 回自のホルモン処理の限られた日数(約

10日開)の間に、果軸長 5cmに調整しでほぼ最終の果粒数である37粒前後に仕

上げている。

これらの技術により大規模経営でありながら適期管理が可能となり、省力と

品質化の両立が図られている。

第 5 図指先での花穂、切り込み 第 6 鴎房の整形
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(3) 栽培管理用機具の各種改善

施設栽堵の導入、経営規模の拡大に伴い、省力化が必要となってきたことから、

地域の仲間と協力して、ビニールハウスの自動
写真 3 自作した自動換気装置

換気装置、安全装置の改良・工夫、植物成長調

整剤処理器具(スプレー式)の試作・開発に取

り組んで、きた。

また、果粒が傷つきにくいよう刃先を丸めた

ハサミ、日詰まりしにくい特注ノコギリなど、

農業者の視点から、使い勝手がよくなるよう改

良し、作業の疲労軽減や省力化を i翠っている。

(4) 土づくりへの取り組み

ブドウの高品質安定生産には土づくりが不可欠であるとの考えから、本搭的な

ブドウ経営に取り組むため、昭和49年に購入した 1 haの農地のうち、lO a を堆肥

製造用地として、堆肥舎を建設した。

堆肥は、地元の畜産農家から午糞、乗馬クラブから馬糞を無償で譲り受け、自

家製の完熟堆肥を製造しており、このことは経費の削減にも役立っている。

また、闘地が住宅街から離れ、里山の懐に立地していることから、低コストな

堆肥作りを可能とし 第 7 関部分深耕

ているが、今後は、

地域環境への配慮か

ら、環境負荷の低減

に向けた取り組みを

強化していくことと

している。

津郷氏の土づくり

は、毎年、計画的に

50cmの深さまで部分

深耕し、土壌改良資
監視させる

監視さぜる
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第 8 表 Wdlli県ニューピオーネ共進会における津郷氏の成績

年度 l'幹事部氏成総
jjlt郷氏 g;~'TLJち

l 校長 (g) 1浩!交 1 ~~n立( g) 機JSt
IJ日干1162{1'. 2 !;j;1't 13.8 16.8 13.4 15.6 
IJH手116311'. 2 等1't 14.5 17.2 13.1 16.4 
5j完成 5l; ij'. 2 ~~';1't 15.6 17.5 12目9 15.7 
、I勺& 2 iF- 3 ~'Ì; 1't 16.1 16.8 13.8 16.7 
平成 3 iド 1 ~!Ht 1174.0 4 I188.0 4 13.6 1167.9 2 
〉ド /ìJ(: 13irõ ~~C~~r~本部運営委員会長'n 15.9 

司王 jぢ 15.2 17.5 13.8 16.4 
※会てハウスの古1Iで、出品している。

剤や落ち葉を埋め戻し活力ある車!ll根を養成するとともに、土壌中の腐植含量 3%

以上を自標とし、自家製の完熟堆肥を 1 樹当たり 400kg施用し、地力の向上を図

っている。

この土づくりによる活力ある細根の維持が、「トリプルH型平行整校短梢せん

定j の技術確立の恭縫となっている。

(5) 優れた果実品質

関山県ではピオーネの栽培技術向ヒを摺るため、毎年共進会を開催している。

津郷氏のブドウは外観、内容いずれをとっても高品質に仕上がっており、共進会

で何度も上位入賞しており、これらの実績は市場でも高く評価されている。

(6) 優良系統の選抜

ピオーネは花穂の着生が良く、ホルモン処理により確実に実止まりするため、

着果過多による着色不良、食味不良など品費低下を起こしやすい。

津郷氏は、栽培管理を厳正に行うことはもち

ろん、着色、糖度ともに優れたブドウを生産す

るため、圏内でもっとも品質の{憂れた株から穂

木と台木の根を採取し、自|翠の条件にあった苗

木を育成する分身繁殖に、平成ll :il三から取り組

み始め、平成12年から毎年10本程度を改植して

いる。
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(7) 農薬使用匝数の低減

消費者の安全・安心への関心が高まる中、産地では平成14年から農薬使用基準

に基づいた使用を徹底しているが、津郷氏は産地の動きに先立って、農薬使用の

記帳を始め、平成13年に長男が就農してからは、パソコンでの記帳を行っている。

特に農薬の使用回数の低減は、消費者に信頼される果実生産の基本と認識し、

園内の様子をきめ細かく観察し、病害虫の発生予察に基づいた適期防除による使

用部数の低減に努めている。この結果、地域の標準的な防除回数( 9 囲)に比べ、

2 月加温栽培では、 6~7 回と少ない。

なお、殺虫剤の使用にあたっては、できる眠り天敵への影響が少ない薬剤を選

択するなど、環境への配慮も行っている。

第 9 表防除暦と津郷氏の防除履歴(平成15年)
子(JA岡山間玉島北 津郷氏 (A矧1: 2 月加温)

防除時期 「 使用淡薬 j 防除時期| 使JiH主主~
発芽前 |ベフラン液剤250倍÷石灰硫黄合邦J 7 僚 は月 15 日|ベフラン i夜斉IJ250倍
事rr梢30cm 1 ジマンダイセン水和剤1000依÷ミクロデナボ14 月 16 日|サンドファンM水利剤10001Pi

ン水和剤1000倍+ピラニカ水利剤2000倍
トップジンM7)(利邦IJl500倍+アブロードフロ
アブル1000倍

花秘!整形期|リドミルMZ水利剤1000倍+ゲッター水利斉iJ
11500倍+モスピラン水和剤2000倍

幼果期 |アミスター 10フロアブル1000倍+ロデイー水15 月 10間コテツフロアブル2000倍
i和剤2000倍

摘粒i時期 [マネージ水利剤3000依又はトリフミン水利剤 15 月 23 日 i アブロードフロアブル100凶官
12000侍÷コテツフロアブル20001Pi

袋掛け前 [ストロピードライフロアブル2000倍÷スカウ
i トフロアブル20001音

袋掛け後 Ircボルドー66D40倍+モスピラン水和総2000倍
収穫後 Ircボルドー66D40倍 18 月 14 日 i マイトコーネフロアブル1000倍

9 月 1481rcボ:ルドー66D40倍

(回分施による細やかな樹体管理

一般に、ブドウ栽培では、秋に年間必要量を集中的に施用する基肥中心の施腿

を行っているが、津郷氏はより積極的に生育をコントロールするとともに、不必

要な施肥をしないという考えから、生育状況に応じて速効性肥料を施用する分施

を行っている。

これにより、一本一本、樹体の状態に応じた管理が徹底され、高品質で均質な

ブドウ生産を可能としている。
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第10表平成14年の分施実績(簡易被援栽培)

11主 j切 生育ステージ 施用資材
lO a~たりのtfíc{jî長
(窓索成分Jî1:)

4 月上旬 i潟芳三j哲1 1iiít安 lOkg (2.0kg) 
4 JJ t!J旬 発立ドj切 過 1) ン費支石灰 lOkg ( - ) 
5 月下旬 IJfJ1EJm 締翼賛カリウム lOkg O.2kg) 

ロングぽj自主カルシウム lOkg O.4kg) 
7 月上旬 務{立jりj 制駿カルシウム lOkg O.4kg) 
7 月下旬 務色1m始後 2 週間 硝駿カルシウム lOkg (1.4kg) 
8 n-，ご旬 I1又務後 化成肥料 30k耳 (3.0k耳)

2 経営

(l)ゆとりある経営を支える高い労働報酬

詩t郷氏は、 111林造成による問地の 第11表平成14年産の時間当たり家族労吻
報酬比較(円/時間)

団地化や罰内道の整備、スピードス 本郷氏

プレイヤーやハウス自動換気装置な

どの機械導入を行い、労働生産性を

大幅に向上させたことで、加温、無

加温、簡易被援の 3 つの作製のいずれにおいても、県平均と比較して、高い労働

報酬を得ており、ゆとりある経営を支えている。

(2) 優れた技術に支えられた高品質・高価格

津郷氏のピオーネは、精密な樹相第12表 平成14年 7 月販売{州各の比較

観察、的確な管理技術、徹底した土

づくりに支えられ、外観、内容とも

に優れており、加温栽培における販

売価格は、県平均より約40%高い評

価を得ている。

(3) 役割分担を明確にした家族経営

i~It郷氏 県平均
1634 1.188 
1.601 1.171 

刊百1.878 1.202 

※県平均:全段v芸術部取扱い実績

(円/kg)
亙亙
137.5% 
136.7% 
156.2% 

長男の就農を機会に、簿記経理、経営管理、ホームページの開設などの役割分

担を明確にした家族経営を行っている。特に、土づくりなどの重労働は、長男の
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就農により妻の労働が軽減された。また、毎逓土曜日を農休日に設定して、ゆと

普及性と今後の方向

普及性

(1)ピオーネへの転換と生産振興

|時山県のブドウ栽培は、マスカット・オブ・アレキサンドリアの温室栽培が現

在も継続しているが、古くはキャンベル・アーリーが栽培面積の50%以上を占め

る主力品種で、あった。しかしながら、消費増好の変化への対応が遅れ、生産量は

昭和42年をピークに減少傾向にあった。

このような中、関山県では、他県に先駆けて、ピオーネの無核化(種無し)技

術を確立するとともに、栽培耐積の拡大を図り、平成13年度には栽培面積約

~8 図 岡山県のピオーネ栽培面積の推移
栽培面積 (ha)

日4年 H5年 H6年目7年 H8年 H9年 HlO年 Hll'l三日12年狂13年Hl4"f:
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6∞ha、生産量7，7∞ t の全関 1 位のシェアを占める品種に育てた。

平成14年からは将来日襟1，0∞haを掲げて官民一体となってピオーネ生産振興の

-A替の飛躍をほiっているところである。

このような中にあって、 30余年に及ぶ津郷氏のピオーネ栽培は、関山県ピオー

ネの歩みそのものであり、「ピオーネ王国おかやま」推進の原動力となっており、

今後も活躍が期待されている。

(2) 産地拡大への賞献

岡山県では、昭和58年からピオーネの産地育成に取り組み、平成になって全県

へ面積拡大していったが、 i本郷氏はその関も新横・改植の先進モデル事例として

県内の多くの産地視察者・新規栽培者(年間約150人)を受け入れ、県下のピオ

ーネ栽培の発展に貢献してきた。また、農業大学校等の研修生を積極的に受け入

れ、地域の担い手の育成にも貢献している。

謝積拡大は現在も着実に続いており、 i本郷氏の高度な栽培技術、経営技術は地

域の栽培技術の向上のみならず、岡山県全体のピオーネ経営の目標となっている。

ピオーネをはじめとする大粒系 4 倍体穏無しブドウは、!隔広い年代層に好まれ

ていることから、今後とも需要の拡大が期待され、栽培面積の拡大に伴い、津英![\

氏の生産・経営技術、また果物の機能性のPRや消費者との交流活動はブドウ

業発展の面で活かされる要素を含んで、いる。

(3) 県内外での活躍

津英lp氏は、岡山県のピオーネ推進大会や全国レベルの大会で、講演やパネラー

として活躍するほか、平成14年度には、全国トップクラスの農家のみが紹介され

る「農業技術体系精農家技術J (農文協出版)に、 30余年のピオーネ栽培の集大

}主である独自技術の詳細を執筆するなど、地元産地の発展だ、けで、なく県や全国レ

ベルでの産地拡大に大きく貢献し、その 1) ーダーシップを発揮している。

妻は地元JAの女性グループで、研究会活動を中心に栽培技術向上に取り組ん

でいる。

長男は就農以後、地域の後継者クラブや農協青壮年部で活躍しており、平成15

年度中国四国地区JA青年の主張発表大会の関山県代表に選ばれている。
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津郷氏が一代で築いてきたぶどう専作経営は、次代のさらなる発展が大きく期

待される。

第14表津郷氏家族の役職歴等
区分| 所属・役職燈等
本人|・玉烏北農協(現]A岡山部)部芸振興協議会ブドウ部会長(昭和50:>[-'-平成 8 年)

・問山県果樹研究会ブドウ部会副部会長(平成12{jô-琉夜)
-岡山県就農アドバイザー(平成10年~現在)

安 I • JAI対山関倉敷ïJl.íアグリレディース会員(女性部)
長男|・倉敷市農業後継者クラブ副会長(平成15年-)

-倉敷地方事rr農業経営者クラブ連絡協議会 書記・会計(平成15年-)
.TA岡山間倉敷間青壮年古I1会員

2 今後の方向

(1)技術の公開と普及

津郷氏は、ぶどう経営草創期において、家計・経営調査及び労働分析の結果か

らピオーネの有望性を確信し、栽培技術が確立されていない中でピオーネ栽培に

取り組んだ。その後も地元ブドウ部会や関係機関、果樹研究会の仲開との共問研

究を通じて栽培技術の確立と普及に半生をつぎ込んで、きた。

今後も、「ピオーネ王国おかやまj の一層の発展のため、視察の受け入れや雑

誌等による事例紹介を通じて、自ら開発した技術を惜しみなく公開し、産地全体

の技術向上や活性化に取り組んでいくこととしている。

また、ピオーネの栽培技術の完成度を高める研究と並行して、将来の品種動向

を見指え、有望な新品種の探索や新品種に対応した栽培技術の研究を既に始めて

いる。

(2) 後継者の育成による経営の継続

一代でブドウ専作農家となり、ピオーネの栽培技術の確立や基盤整備に果敢に

取り組んできた津郷氏の背中を見て育った長男は、約 2 年間の会社勤めの後、平

成13年、迷うことなく就農している。

i事郷氏が確立した精密な樹相観察に基づく栽培技術を習得することは難しいこ

とではあるが、一緒に作業することを通して技術や経営のノウハウを伝えていく

こととしている。
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さらに、成長に応じて家族の役割を見直すなど、今後もゆとりあるブドウ関経

営の継続が期待される。

(3) 安全・安心への取り組み

これまでも農薬の使用に関しては、細心の注意を払い、劇薬などの使用は避け、

なるべく環境に{憂しい農薬の使用を心がけてきた津郷氏は、消費者の安全・安心

に対する関心が高まる中、生産現場に投げかけられた課題にいち早く取り組み、

地域の坊除麿よりも 2~3 囲少ない削除回数で栽暗管理を行うとともに、生産鹿

歴のI指示にも対応できるようパソコンを活用した栽培記録の管理を進めている。

今後は、天敵類の利用やフェロモン剤の導入なと苧環境負荷の少ない先進的防除

体系の導入にも取り組んで行くこととしている。

(4) 消費者との交流を深める 121 世紀型ブドウ経営j

「ピオーネ王国おかやまJ 推進の原動力で、あるW:郷氏が次に目指すものは、生

産現場-のみの取り組みではなく、その視線は「食J の現場にも向けられている。

「果物ほどピタミン、ミネラルが豊富な食べ物はない。しかし、現状では食卓

に果物が載る機会は少ない。消費を増やすためには日本の食文化を変えなければ

ならない。」との思いを持つ津郷氏は、消費者にもっと果物のすばらしさを実感

してもらうために地元大学の研究室の教職員・学生らと連携して、果物の機能性

の PRや果物を鈍った料理のレシピの開発などによる果物の消費拡大に向けた取

り組みを始めている。

また、「食」の安全・安心に対する消費者の関心に応えるとともに、果物にも

っと親しんで、もらうために、消費者に向けて栽培履授など生産現場の情報をイン

ターネットを活用しで情報発信するとともに、消費者交流会などを通じて、消費

者と顔が見える交流を深めながら安心!惑を与える生産・販売体系づくりを行う

121 世紀型ブドウ経営j を確立したいと考えている。

(執筆者独立行政法人農業・生物系特定産業技手l~研究機構

果樹研究所長梶浦一郎)
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内罷総理大臣賞受賞

出品財経営(アルストロメリア)

受賞者石井義明

(愛知県渥美郡渥美町大字上ノ山14- 8) 

地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

(1)地域の立地条件

ア、位置

渥美町は愛知県の最南、東西に40kmの渥美半島の先端に位農し、南は太平

洋、西は伊勢湾、北は三河湾に面している。

中心位置 北緯34度37分11秒 西経137度 6 分45秒

広ぼう 東西15.88km 南北 9.89km 面積 82比m2

イ、地勢と気象

町の中央部に標高200m前後の赤石山系の延長部が東西に連なり、これを境

に太平洋側と三河湾側に区分されている。

年開平均気温は、 15.9
0

C、最高気j昆 (8 月) 34.1 oC、最低気温(I月) -O.9
0

C 
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で冬期に降雪、積雪を見ることは希であり、降霜日数も極めて少ない。年間降

水量は1，ωOm限前後で、ある O

風向は 4~8 月では南の風が、それ以外の丹では北北西の嵐が多く、特に冬

期]の季節風は平均 5~6mと強いが、晴天 [1 が多く吾照時間は長い。(12月 176

時間、 1 月 181時間、 2 月 169f時間)

なお、太平洋側は冬期の季節風が丘駿部によって遮られ、比較的穏やかで、施

設悶芸がいち早く普及したが、 8~9 月には台風等による塩害、風害を受けや

すい。

(2) 農林水産業の概要

ア、土壌

地質は、第四紀古厩に属す洪積士壌であり、赤~黄褐色の砂壌土が主体であ

るが、壌土や植壌土も散在している。半島先端北西部の一帯は砂喋土壌が広く

存在している。土域全体は、地力の低い酸性土壌で、あり、生産安定のため堆肥

等有機物、石灰資材等の投入、深弱1:などの土づくりに梅加の努力が必要である。

イ、水利

渥美半島は、大きな河川 i も無く、かねてから水利には大変不自出し、イモ、

雑穀類が主体の貧しい農漁村地域で、あったが、 UB手043年に全面通水した豊川 i用

水により IIIJ内の耕地面積の90%がi関されている。

ウ、市場

地理的に関東、関西の大消費地の中間部にあり、京浜、阪神を始め地元名古

屋を含む中京地域への輸送条件に;官、まれている。車場への輸送は、三三河湾側に

国道259号線、太平洋慨に国道42号線の 2 本の国道が渥美半島を縦断し、国道

1 号線及び東名高速道路へと基幹道路艇に継がれるトラック輸送に全面依存し

ている。昭和61年から名古麗空港からの航空輸送の利用もあり、北海道市場へ

の輸送も行っている。

エ、農家戸数等

総農家数は、 2，208戸、うち専業農家1，140戸、経営耕地面積は2，511ha、うち

水田340ha、普通畑2，l55ha、その他16haとなっている。

豊川用水の通水により、現在、ガラス楓室184ha、ピニールハウス320haと施
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設園芸が発展し、主な作物の作付面積は、輪ぎく 582ha、スプレーぎく 106ha、

観葉植物23ha、温室メロン92haとなっている。

特に、輸ぎく 135億円、鉢物類56億円は、全国一の農業産出額を誇っている。

また、西北部海岸地域の砂磯土地帯では、キャベツ1，51Oha、未成熟とうも

ろこし215haが栽培されているO

2 受賞者の略歴

(l)受賞者

干441-3616

住所愛知県渥美郡渥美町大字福江字上ノ山

14-8 
いしい よしあき

氏名石井義明

生年月日 昭和28年12月 27 日 (写真1)

写真 1 経営主石井義明氏

(2) 農業等の経歴(農業に従事した年数や対象作目、表彰事業に参加し受賞した

ことなど)

昭和45~47年 愛知県立滋美農業高校にて農業の基礎知識を学ぶ

昭和47年 愛知県立渥美農業高校卒業。メロン、エンドウの栽培を始める。

昭和48年洋花(ストック)の栽培を始める。

昭和国年 アルストロメリア(リグツ系)の栽培を始める。

昭和55年 アルストロメリア(栄養系)の導入により出荷期がJ広大でき、 3 月

~6 月まで出荷が可能となる。

昭和57年株冷蔵による早生栽培を手がけ 1 月 ~6 月まで出荷を可能とした。

昭和63年地温を下げ、促成栽培を可能にするために、地中に冷水を通すパイ

プを埋め込む「水冷式地中冷却装謹」を開発した。その結果、 11月

からの出j苛カf可能となった。

平成 2 年 地中冷却の方法を、「水冷式チラー装置J から「空冷式チラー装置j

に切り換え、周年出荷栽培技術を確立した。
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平成 3 年 ]A愛知1渥美町アルストロメリア研究会を発足させ、初代会長とな

る。

平成 5 年 フラワーパケットを導入し、収穫作業の省力化を推進した。

平成 6ij:: 愛知県農業経営土に認定される。

日本花き生産協会一般切り花部会アルストロメリア部を設立する。

全国花き品評会農産調芸局長賞

平成 8 年長男(宏明)が就農する。

平成10年 フラワーパインダーを導入する。

全医l花き日IfW会 日本生産協会会長賞

主F成11年全国花き品評会農村文化社社長賞

平成12年 第 1 回路美郡関芸農産物総合品評会農林水産大臣賞

平成13年全開花き品評会農林水政大臣賞

第50関関東東海花の展覧会 日本花き卸売車場協会会長堂

平成14:f:ド第12開花の悶づくり共励会花き技術経営コンクール農林水産大

臣賞

受賞者の経営概要

経営の概要
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第 4 表花き経営収支の推移(最近 3 か年の実績)
平成12{f.皮 王子成 13年度 平成14年度

収入 収入 収入 収入 収入 収入
なîf:I 金額 :凬IEl 金手長 項目 金額 項目 長吉額 1頁設 金額 ;成自 金額
販売金額 45,882 租税公認 908 販売金額 61,582 程税公認 1,073 販売金額、 65，ω8 懇税公認

家~lí等消費全額 120 1主\Ïm 4,820 家事等泌総額 120 rili�'nlt 8,968 家事等消費金額 120 種荷 ~r 5,124 
雑収入 591 肥料費 1,304 雑収入 496 肥料費 1,749 雑収入 208 肥料費 882 

農Jm 138 民*~ 474 農具 '!'1 101 
ti薬衛生ïr 137 農薬衛生tr 512 農薬衛生紫 1,102 

õn材料費 2,188 諸材料費 4,263 諸材科 Jl[ 4,094 
修繕費 ω。 修繕資 1,512 修総t~ 1.∞9 

主b力光熱費 8,680 動力光熱w 10,632 動力光熱費 10,395 
作業衣料JI( 44 作業衣料費 66 作業衣料ï~ 66 

保険料 520 保険料 449 保険料 451 
減価償却資 5,824 減側償却費 5,453 減価償却費 4,768 

jffi 入~l( 4,338 雇人ÿÿ 4,727 麗人資 7,900 
利子割引ギ| 686 利子剣山科 164 利子割引料 115 
土地改良資 221 土地改良資 249 土地改良資 307 
福利厚生11( 701 福利厚生!~ 823 福手111手~!J!I 1,262 

通信t~ 423 通信 t~ 471 通信tlt 406 
交際費 1,623 交際費 1,339 交絞~r 1.448 
その他 855 その他 1,173 その他 1.086 
雑ïJI 104 雑'PI 11 雑it 23 

合計 46,593 ぷ仁泳3 三P子トi 34.504 ぷ口入芸ロ I 62,198 メ口込叩fil 44,108 合計 65,426 合計 41，808

第 5 表

作業名

定械
かん水
路日目
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金量
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ヘ
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日
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r
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r
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d
 
:
 

n
i
 

時働労h
Hノたあつ

臥
ハ
U1i
 

の(
ゑ

曲
一
出

培企尖
・
吋
J
イ
什

アメロyh
B
 

ス
一
カf
;

ル
一
勤
時
五

ア
τ
栄
一

の
内
問
「

内
庭
向
J

町
議
時
五

美
一
ちJ
­

諜
Tつ
労
一

と
一
日
立

氏
漬
け
し
町
お
必
初
日
印
加

盟
副
盟
4
2

35 
45 
35 
15 
460 
280 

寝蕊1 作業別に見て労力節減した点

hr 

自動かん水の利用による省力化
肥効の長い緩効性肥料の使用
*Jt穣的防除による薬剤使用の削減

800 
1.580 。

他の農家より栽培技術が高く、
薬芽の発生が少ないため、労力
が少ない
下薬取り. *ì!i~ミ機の使m820 

1.690 。 。

当初借入年月

H12.7.21 

借入金完済

生旦
日22.5.25
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第 7 表主な施設のj好手J状況

機争& ~円i 台数・偶数 i話 入 次

空冷式チラー装i校 9 合 :14, 13、 12、 9 、 7 、 4 、 2 、元( 2 í分) 1j� 
11妥bJl幾 9 "P'仁、1 :12 (2tì) 、 9 、 8 (2 台)、 2 (2 命)、 j己( 2fì) 年
プレハフマiy政w 2f� m、 5'1.: 
トフクタ 4 台 :13ÓIミ(:) í公共!日l購入)、協和60'1::

;1蓬トラック 2 台 :10、 2 ,]'. 
終ワゴン 2 子? :1 2、 751'
ノ f ソコン ] "ﾉ? ;13"1' 
フラワーノtインダー 1 t二、l ;10"1' 
日主筋点機- 1 í今? :13"ド

2 経営の成果

(l)ゆとりある農業経営の確立

fltlfll63年に石升二氏が開発した「水冷式チリング方式J は、平成 2 年に r~冷式

チリング方式j に変わった。それとともにアルストロメリアの路年栽培技術が確

立され安定した経営となった。アルストロメリアは夏期も花の収穫はTíT能である

が、石井氏は 7 月下旬から 8 月は収穫を行わない(第 2 表参目的。理由は切り花

品質が低 iごすることと旅行、趣味(ゴルフ、ジ、エツトスキーなど)を楽しむため

である。石井氏の平成14年度の操業粗収益は6，543万円、 j襲業所得は2，361万円で、あ

る。経済的にも時間的にも fゆとり j ある経営なのである。

(2) 後継者の確保

石井誌の長男は高校卒業後、種1'i'î会社に勤務し平成 8 年に就農した。就農の理

出は「サラリーマンよりも家でメ 1) アを作ってたほうが儲かる。仕事をやった分

だけ儲かるから魅力がある。働く時はきちっと働いて、遊ぶときは遊ぶというよ

うにメリハリがある。」と言う。

また、平成 9 年からは娘婿の鈴木氏も会社を辞め石井氏のもとで働いている。

農業の後継者不足が深刻化しているが、石:11二家には全く無関係である。(第 1

参照)
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(3) 労働時間の軽減

石井氏の栽培するアルストロメリアのlO a あたり労働時間は1，580時間と非常に

少ない(第 5 表参照)。ちなみに渥美町の輪ギクのlO a あたり労働時間はおよそ

えα)()時間である。

アルストロメリアは 4~5 月に切り花収量が増える。そこで石井氏は機械メー

カーと協同でキクの選花機を改良し、アルストロメリアの下葉取り・結束を行え

る機械を作り上げた。

これにより従来lO a 当たり1，200時開必要としていた出荷調整作業は800時間に

短縮され、 3 割以上の省力化を図ることができた。

また、従来は切り花を抱えながら収穫して運び出し、コモに包む作業をしてお

り、収穫作業は時間がかかり花弁を傷めてしまうことも度々あった。

しかし平成 5 年から収穫作業にプラスチック製フラワーパケット(名称:ハナ

パケ)の利用を始めた。この方法により収穫した花を、台車に装着した「ハナパ

ヶ」に入れ、そのまま出荷調製作業場に運搬できるようになり、収穫作業の作業

効率が約10%アップした。また切り花に何度も触れないことから、花弁の傷みも

なく品質劣化が防止できた。

(4) 順調な規模拡大

作業時間が短縮されたことで、規模拡大が可能となり徐々に施設面積を拡大し

ている(第 3 表参照)。

石井氏は渥美町内でもし 2 を争うアルストロメリアの大規模経営を行ってい

る。しかし借り入れ金は非常に少ないことが特徴である(第 6 表参照)。

長男もアルストロメリア栽培に慣れてきたことから、今後さらに規模拡大を考

えている。

受賞財の特急

~はじめに~

f将来は農業をやろう」。やんちゃで、校内でもリーダー的存在で、あった渥美
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農業高校 3 年生の石井少年はそう考えてい

た。授業も実智もよくサボった。しかし農

業高校生活の中で、わかった事が 1 つだけあ

った。「自分は野菜よりも花カf好きなんだ。」

愛知鼠渥美郡渥美町は「輪ギク J の産地

として有名である。当時、石井氏の家は野

菜農家であった。ちょうど握美の農業が、

豊川用水通水と同時にキクの産地として飛

躍的に拡大しつつあった頃である。

石井氏の頭には「野菜」よりも 11EJ があった。それはキクに対する'憧れでな

く、「どうせやるなら、誰も作っていない花を作りたいJ というリーダ一気質

(= I負けん気J) だ、った。

そんな気持ちを抱いて就農した石井氏は、両親と共にエンドウ、メロンを栽培

したが、「誰も作っていない花を作りたいj という気持ちは次第に大きくなり、

就農 2 年目からストックの栽培を始めた。晩生の品種を栽培して、ストックの夏

出荷を行い市場を驚かせたこともあった。また渥美町で「トルコギキョウJ の八

重咲き品麓を初めて導入し、栽培したのも石井氏であった。

しかし、市場を驚かせても石井氏は満足しなかった。石井氏の百標は「まだ日

本にない新しい花」、 f他人が栽培できない花j の栽培を成功させることで、あった。

石井氏はいつも新しい花を求め、海外の情報を収集していた。そんな時、花持

ちはいいが、日本では栽培が難しいと言われる花に出会った。それがアルストロ

メリアである。

未知の花であるアルストロメ 1) ア栽培を HB布]54年から手がけ、周年出帯を目指

し試行錯誤の末、数々の栽培技術の開発・普及させ、現脊では征本のアルストロ

メリア栽培の第一人者となった。(写真 2)

技術

(1)暖地における地中冷却促成栽培法の開発
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アルストロメリアは南アメリカ原産の植物写真 3 地中冷却のパイプ
• アルストロメリアの花芽分化促

である。別名「インカのユリ j と呼ばれ、化進のため、 1 畝に 2 本、鉄パイプ
持ちが良く、ヨーロッパでは人気の花であつが埋めてある。このパイプにlOOC の

水を流し、地中を冷やす。
た。しかし、渥美町のような暖地でのアルス

トロメリアの栽培には 1 つの大きな問題点が

あった。地面の温度が15
0

C以下にならないと

花芽が形成されないため、秋日の出荷ができ

なかった。

「アルストロメリアを閥年栽培できないだ

ろうか。j 石井氏は、地中に鉄パイプを通し冷

水を流すことで地中冷却(花芽の早期形成=出荷の前進化)ができないかと考え

た。早速、設計士を呼び試行錯誤を繰り返した。投資額は約400万円を要した。

そして昭和63年 6 丹、全国に先駆け地中冷却による試験栽培を開始した。①井戸

水(水温15~160C) を流す方法と、②水冷式チリング装置をイ吏い13
0

C以下の冷水

をタンクにj留めて循環させる方法を行った。①の方法は効果がなかったが②の方

法で開花が前進化した。これが、アルストロメリアのチリングチラーを使用した

地中冷却栽培の始まりである。その結果、 11月からの出荷が実現し甫場から高い

評価を得て、 11 本5∞円の切り花J として住目を集めた。

昭和63年、日本農業新聞に「チリングチラーを使ったアルストロメリア地中冷

却栽培」として紹介され、日本各地から視察が殺到した。石井氏はその技術をす

べてオープンにした。長野県や茨城県の試験場、遠くはオランダからも視察があ

り、その地中冷却促成栽培技術は各地に普及した。

その後、井戸水を使った「水冷式」は冷却水が詰まるなど問題があったため、

改良を加え、「空冷式」で冷却水を作る「空冷式チリング装置」を使用した。(写

真 3) 

現在、日本におけるアルストロメリア栽培ではこの「空冷式チリング方式J が

普及し、本場オランダでもこの栽培方法が、アルストロメリアの周年栽培技術と

して確立されている。
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(2) 株冷蔵による促成栽培への取り組み

石井氏は昭和55年から栄養系の栽培を開始した。当時リグツ系は、株冷蔵を行

っていたが栄養系で、は株冷蔵が行われていなかった。昭和57年、お井氏は栄養系

の収穫期間を前進化するため株冷蔵に取り組んだ。最も効果的な冷蔵期間を知る

ため、試験的に 5
0

Cで30 臼 ~120日の株冷蔵を行った。その結果、最も効果の高

い冷蔵期間は印~60日であることを確認し、 1 丹からの出荷を可能とした。

(3) 外部遮光の利用

夏季の施設内温度を下げるため、平成11年から施設の天井に水色の水性ペイン

トを塗るようにした。これにより施設内の温度が約 3
0

C下がり、地中冷却の効果

カfアップした。

(4) 出荷調整作業の機械化による労働時間 3 割短縮の実現

アルストロメリアは 4~5 月に切り花!I又最

が大変増える。採花はパートに任せるが、出写真 4 出荷調製作業

荷基準を守るため出荷調製は石井氏と家族が フラワーパインダーの導入で、作
業時間は30%以上の削減ができた。

行っている。石井氏は機械メーカーと協力し、

キクの選花機を改良しアルストロメリアの下

葉取り・結束を行える機械を作り上げた。

これにより従来lO a 当たり 1，200時間必要とし

ていた出荷調整作業は800時間に短縮され、

3 割以上の省力化を罰ることができた。(写

4) 

(5) 収穫作業における fハナパケJ の利用による作業性の向上

従来は切り花を抱えながら収穫して選び出し、コモに包む作業をしており、収

穫作業は時間がかかり花弁を傷めてしまうことも度々あった。

しかし乎成 5 年から収穫作業にプラスチック製フラワーパケット(名称:ハナ

パケ)の利用を始めた。この方法により収穫した花を、台車に装着した「ハナパ
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ヶ」に入れ、そのまま出荷調製作業場に運搬できるようになり、収穫作業の作業

効率が約10%アップした。また切り花に何度も触れないことから、花弁の傷みも

なく品質劣化が防止できた。

(6) 環境保全を考えた土づくり

渥美町の土質は赤色洪積土が主体で土質に恵まれていなしミ。石井氏は多把栽培

を回避するために、「土づくり」に真剣に取り組み、渥美町内の酪農家から堆厩

肥を入手しほ場に投入してきた。平成11年からは、町内の家畜糞尿を堆積発酵さ

せ良質堆肥として供総する堆肥センターを利用し、持続的生産を目標に「土づく

り j を実践している。

また芽かき作業等で発生した植物残さは、そのまま株元に敷き、マルチとして

利用し農業残さを出さないよう環境にやさしい農業を心がけている。

(7) 環境負荷の少ない栽培

アルストロメリア栽培ほ場は通常、多肥栽培を行うため土壌中のEC濃度も高

くなる (ECl.O~ 1.5) のが普通で、ある。化学肥料を一切使わない石井氏のほ場の

EC濃度は0.5以下である。石井氏の栽培方法は「余分な肥料は使わないJ rアルス

トロメリアが欲しがっている肥料を欲しがっている分だけ与える」といった、環

境負荷の非常に少ない農業である。

2 経営

(1)妻(富子さん)の役割

妻の富子さんの役割は、会計管理(帳簿の整理)、パートへの作業割りなどで

ある。しかし石井氏はアルストロメリアの普及のため全国を飛び、回っており、家

を空けることが多いため、富子さんはアルストロメリアの生育の様子、ほ場の状

態など常に把握し指揮をとっている。

(2) 新品種導入
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石井氏のアルストロメリア栽培技術の信用
写真 5 新品種試作ほ場

性は高く、オランダから栽培試験を依頼され 石井氏のほ場で試作されている
ることが多い。(写真 5 )オランダとの太いパオランダから夜輸入された新品種。

ラベルがたくさん並んでいる。
イプを持つ石井氏は、種高会社とも信頼関係

が厚く、オランダの新品種が日本で 1 番最初

に石井氏のいるアルストロメリア出荷連合で

導入される。

「新品種をいち早く導入する高品質の産地」

として渡英の市場で、の信頼は非常に摩い。新

品種は高単価で取引され、有利販売が行われ

ている。

(3) インターネットの利用

平成立年度から長女の発案で、母の自需要の消費者ニーズ把握のため、インタ

ーネットによるアルストロメリアの販売を行っている。平成13年度の母の日は、

1，1α治パックの花束を宅配している。手頃な値段で、新鮮な切り花を消費者に痕接

届けることで、アルストロメリアをより身近に感じてもらうことができ、「花持

ちが良い」と非常に好評であり、併せて消費者の貯みも把握できることから、現

在ではインターネットでアルストロメリアを使った誕生日の花束販売も働きかけ

ている。

(4) 労働条件の整備

アルストロメリア栽培は 3~5 月に作業のピークとなる。常雇用も 1 名いるが、

|臨時濯用のパートが多数を占める。作業部りなどパートの管理はすべて妻の富子

さんが行っているO

また、石井家では長男が就農したのを機に、 6 年前から労働時間、休日を決め、

給料ílJU を導入している。 6 月 ~ll月は遊休 2 日(木、日曜日休み)、 12月 ~5 月

は遊休 1 日(木曜日休み)としている。
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(5) 無農薬のアルストロメリア生産への取り組み

アルストロメリアは元来、病害虫に強い作目であるが、石井氏が目指している

のは「無農薬メリアJ である。そのために、施設まわりの除草、防虫ネット張り、

冬期の換気など耕種的防除手段を徹底して行っている。

平成13年度からは東京都内の f無農薬野菜の店j の中で「無農薬の花」を販売

し、常に完売になるなど高い評価を受けている。平成15年度からは「こだわりの

花j の店ができたことで、本搭的に「無農薬の花」として販売する。これにより

石井氏のアルストロメリアに高付加価値がつく。

普及性と今後の方向

普及性

(1) I空冷式チリング方式j を利用したアルストロメリア栽培の普及

昭和63年、宮本農業新開に「チリングチラーを使ったアルストロメリア地中冷

却栽培J として紹介され、日本各地から視察が殺到した。石井氏はその技術を隠

すことはせず、すべてオープンにした。

お井氏の指導を受け、平成元年には躍美IIIJの 5 戸の洋花農家が地中冷却装置を

導入しアルストロメリア栽培を開始した。井戸水を使った「水冷式j は冷却水が

詰まるなど問題があったため、改良を加え、「空冷式j で、冷却水を作る「空冷式

チリング装置J を使用した。それにより安定した栽培が可能となり、周年出荷体

制が確立した。 溢美町内で、アルストロメリア栽培が増えると、長野県や茨城県の

言式験場、大学教授、日本全国の産地、遠くはオランダからも視察f制項が殺到した。

そこでも石井氏は技術を臆さず、すべてオープンにした。その後、地中冷却栽培

は全国各地に普及した。

現在、日本におけるアルストロメリア栽培ではこの「空冷式チリング方式」が

普及し、本場オランダでもこの栽埼方法が、アルストロメリアの周年栽培技術と

して確立されている。

平成元年以後、渥美町ではアルストロメリア栽培農家は増え続け、平成14年に
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は栽培農家22戸、施設面積1，130a 、販売金額 8億円の一大アルストロメリア産地

に発展した。若井氏の産地発展に果たした役割は大変大きかった。

(2) アルストロメリア生産者のリーダーとして

ア 日本花き生産協会一般切り花部会アルストロメリア部の設立

アルストロメリアは日本に導入されてまだ腔史も浅く、切り花として確たる

地位を築いていなし、。石井氏は持年]A、経済連と一体となって東京、大i夜、

名古屋で、消費宣伝活動を行ってきた。しかしそれだけでは十分でないと考えた

石井氏は、アルストロメリアの消費拡大を関るため、平成 6 年に自ら日本花き

生産協会理事会に出向き、アルストロメリア部の設立を要請した。

石井氏の熱意により、アルストロメリアは一向史切り花部会のアルストロメリ

ア部として承認され、その後キク、パラ、カーネーションなどの部会と同列に

全開展開の花の消費宣伝をすることが可能となった。

また]FTDの母の日アイテムの会議に出席し、アルストロメリアを 1 アイテ

ムとして採用させるなど、消費拡大に対する熱意は誰にも負けなかった。

常に全国のアルストロメリア産地に出向き、産地会議を行い、①出荷規格の

全国統一、②各産地に適した品種の検討の必要性を解いているO 石井氏のモッ

トーは f自分の産地だけ良ければいいj という閉鎖的な概念を持っていない、

常にプラス思考の積極的な行動派である。

また石井氏は、印j り花は鉢花よりも遅れている。切り花生産者は f市場で

そノが売れればよいj では、今後生き残ってはいけない。出荷した花が消費者

に届き、消費者がその花の価値を味わうまでが生産者の f責任j であるJ と

いながら全国を飛び、闘っている。

イ 渥美のリーダーとして

]A愛知みなみのアルストロメリア出前連合は、 22戸で 8 億円の販売額であ

る。石井氏は地中冷却促成栽培法を開発し、その技術を広く普及させた。平成

3 年に渥美町内の個々の生産者 9 名に働きかけ共選組織である]A愛知渥美町

アルストロメリア研究会を立ち上げ初代会長を務めた。その後も下葉取り・結

束機の開発による労働時間の軽減、「ハナパケ」利用による作業性を向上させ
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るなど渥美のアルストロメリアは、石井氏の技術の浸透によって進歩してきた

と言える。

現在も常に他の生産者への栽培指導にあたり、地域産品であるアルストロメ

リアの品質向上、並びに産地育成のため尽力している。

2 今後の方向

(I)経営移譲と家方制を営協定

平成 8 年から後継者が就農した。石井氏が55歳になる平成21年に経営移譲を考

えている。今後は家族経営協定を結び、役割、給与、休日などを明確にし、ゆと

りある農業経営を展開したいと考えている。

(2) 地中冷却促成栽培のさらなる改善への取り組み

地中冷却法について、従来の鉄パイプから熱伝導率の高いアルミ製「ヒートパ

イプJ の試験検討を行っている。これにより、夏季の地中冷却効果がより高まり

省エネルギーにつながればコストダウンも図ることができる。また冬期の地中暖

房への活用についても検討している。

(3) 生産コスト削減

高価な花として扱われてきたアルストロメリアだが、近年は 1 本当たり単価も

低下してきた。今後は、施肥量・かん水量の削減のため養液土耕栽培などを検討

していく。

(心無農薬栽培

石井氏は耕種的防除を徹成して行っている。平成13年度からアルストロメリア

を無農薬で栽培し、東京の「無農薬野菜の店」の中で「無農薬の花」として試験

的に売り出したところ、常に完売となるなど消費者からの評価は非常に高かった。

さらに平成15年度から「無農薬の花J の販路を拡大し、高付加価値の花の生産を

目指している。
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(5) 地中暖房による生産量の増大

アルストロメリア栽培では夏期に使用している地中冷却の装置を冬期には使用

していなし、冬期に地中冷却のために使用しているパイフ。に20
0

C前後の温湯を流

すことで、地中にある生長点を加温し、より多くの花を収穫することを考えてい

る。地中暖房をすることで、室内の暖房i1üt度を抑える予定で、ある。

(6) 消費者ニーズに応える

「無農薬の花」の音刊函は非常に高い。しかし共販の枠内では販売の差別化が困

難なことから、石井氏は平成15年 9 月から共販出荷をやめ、個人出荷にした。

「無農薬の花J í生産者の顔が見える花j として市場の評価は上々、今後は花

の鮮度保持のため、パケット輸送も検詳している。

(の規模拡大

長男が就農して 7 年が経過した。仕事にも慣れたことから、今後はさらなる規

模拡大を考えている。

(執筆者前独立行政法人農業技術研究機構

花き研究所長浅野次郎)
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地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

岩間町は、茨城県の中央部に位置し、総面積49.93km2、耕地面積l，590ha、耕地

率31.8%で、畑は910haで、ある。 第 1 図岩間町の位置

主な農産物は、!降、生乳、米、ナシ、 一\:ーパ

クリ、ウメ等である。

気候は、年平均気温13
0

C、年間降水

量1，側阻と温暖な地域である。

町内には、 ]R常磐線と常磐高速自動

車道が縦断し、それぞれ岩関駅と岩間

ICカfある。

東京から80km、県庁所在地である水

戸市から24kmの距離にあり、立地条件

には恵まれている。

農地については、資産的保有傾向が

当地域崩辺では強いため、専業農家へ

の農地の集請が進まず、一方で、耕作放

棄地も増加する等、農業離れが進んで

いる。

第 1 表
総土地面積
耕地面積
耕地利用率
販売農家数

主;1問問

岩間町の農業概況
49.93km2 

1,600ha 
95.6% 

基幹的農業従事者数
産 1.1:\綴

1，1 05戸 (67%)
1 ，085人
鐙盤主主互盟

口目

11立
2 {立 生乳
3位米
4f立 なし
5 位肉JfH ‘

旦

産出額(単位: 1.000万円)
108 
70 
67 
19 
15 
12 

※王子成12年実績
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2 受賞者の略産

永田氏は、高校を卒業後土浦公設車場に勤務し、青果物流通に携わってきた。

しかし、父親の健康が思わしくなくなってきたことから、昭和53年に 7 年間の勤

めを辞めて、就農することとなった。

当時、父親は「永田農場j として養豚500頭と水稲 6 haの複合経営を行ってい

たので、農業の見智いという立場で経常に参加した。

しかし、氏は市場勤務の経験から農

産物よりも自ら値段を決めることがで

き、付加価値もつくため収益性が高い

加工品に興味を持っていた。

しいもの生産・加工・販売からス

タートし、様々な人や物との出会いか

ら、周年雇用ができる大根の生産、大

根つま加工・販売、克に大根おろし加

工・販売と発展してきた。

王子成 8 年に生産部門と、加工販売部

門を統合し、農業生産法人有限会社ナ

ガタブーズを設立した。現在、大根生

第 2 表経営の変遷
主な l勾幸子

としてはîJナガタフ ズ

産は、県内だけではなく、千葉県、青森県、北海道の生産者と契約し、年間安定

した加工原料の供給体制を確立している。平成15年の契約栽培者39人(法人間体

合む)のうち35人が茨城県となっており、契約栽培面積80haのうち50haが茨城県

となっている。現在の組織体制は、永田氏本人が社長、上の弟が専務、下の弟が

73 



受賞者の経営概要

経営の概要

農業生産法人「有限会社ナガタフーズ」は、現在、社員 7 名(役員 2 名)、臨

時雇用50名である。業務内容は、大根の生産、そして、大根のつま及びおろしの

売も行っている。

平成14年度の売上金額は、 5 億円である。

なお、自社生産大根を原料としているもの

が 1 割程度である。製品売上高に対する自社

生産大根の所得率は66.2%となり、茨城県の

王子均的な露地大根の所得率 (25.6%) を大き

く上回っている。(第 7 表)

第 6 表売上の推移(万円)
年次 i 売上額

昭和53'<1三 3.000 
EF成:3 王手 13.000 
平成14年 50.000 

第 7 表平成14年度大根生産に係る費用と収益(自社生産分)円/lO a
科悶 金額 科目 金額

極頂資 17.000 1収も吸も 収量 (kg) 5.675 
肥料費 27.800 単価 91 
'f'i 農薬，!Ji: 9.710 粗j収益 515.966 

光熱!lf)J力 '!.'i 1.700 粗収益計 515.966 
雇用労働費 31.000 所得 341.806 

汀j 小言「 87.210 所得彩 (%) 66.2 
支払地代 10.000 
ftt去P'!.U 76.950 
費用念 111- 174.160 
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受賞封の特色

技術

(1)生産部門

大根導入のきっかけ

永田氏は、市場を退職するときに上司に連れて行かれた高級料E即ðで出された

“見た自がすばらしく、またおいしくて感動した手作りの f大根つま J" が心に残

っており、周年雇用ができる加工品操業のヒントとなり、大根生産を開始した。

①新品種の導入と吏新

毎年、種苗会社から新品種の種子を取り寄せて言剤投栽培を行っている。品種

は青首系、自首系、両系統を採用しているが、品種選定は、春どりでは抽台し

ない品種を、秋どりではス入りしない品種を早晩性とともに選定基準としてい

る。特に、春どり品種で、は、水稲の幼穂調査と同じく大根の幼穂の長さを確認

して選んで、いる。

さらに、選んだ品種を加工して鮮度などを基準に適性の高い品種を絞り込ん

でいる。

また、産地リレーにより年開安定供給されるように、地域に応じた品種を選

定している。季節により大根の品種は異なるが、加工品としての品質には大差

はない。

②施肥

施肥については、甘みを引き出し、新鮮さが保たれるような大根を生産する

ため、栽培当初か

ら犠々な有機質肥 県名

料を用いてイ乍って

きた。
茨城県

現在は、長年の

経験と付き合いか

ら把料業者に委託

トンネル

ベタがけ

銘地
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して鶏ふんと稲わらを主体としたナガタブーズオリジナルの有機質肥料を調合

してもらい、関東地域の契約農家と自社では、この有機質肥料を使用して生産

している。

③病害虫防除

病害虫防除については、発生状況を確認しながらなるべく農薬の使用を減ら

すとともに、農薬成分が増えないようにしている。

また、連作障害に対しては、完熟の有機質肥料を中心とした土づくりに加え

て、春作にかんしょ、秋作に大根という輪作体系を厳守し回避に努力している。

④大根掘り取り機導入による機械化体系の確立

大根の生産にあたっては、 1 人で作業が行えるように機械化を進める必要が

あった。

平成 9 年に、実用性のある大根掘取機が開発されたので即導入した。また、

翌年に病害虫防除等も 1 人で行えるように乗用管理機を導入して、ここに大根

生産の機械化一貫体系を確立した。

⑤は穂作業の省力化

効率的には種作業を進めるために、シードテープの種子を使用している 0

6Ocm x 30cmのは種密度。 8 月 25日から 2 日間隔で 4 聞は種している。

⑥作物栽培方法上の工夫

大根作付面積が 8haと多く、その作業のほとんどを 1 人でこなすため、 i睦方

向は 1 方向とし、また、乗用管理機による病害虫防除等の作業性を考えて枕地

には作付けしていなし、

8haの畑から収穫された生産物は、全原材

料の10%を占める。

⑦トレーサピリティへの対応

平成14年から、委託契約している生産者全

員に、ほ場毎の生育及び農薬の使用状況の管

理記帳を義務づけており、いち早く、 トレー

サピリテイの確立に向けた取り組みを行って

いる。
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(2) 加工部門

似転生管珪!

永註l氏は、会計事務所の紹介で、大根おろし加工者と知り合いとなり、その

方を通じて大手食品会社との付き合いが始まり、大根おろし加工を開始した。

大根おろしは全議、食品会社との契約販売としているため、食品会社から衛

生管理の指導を受けている。

当初は、おろしの製!日1 を保健所に持参し、 写真 2 社内の細菌検査室

大腸菌等の分析をしてもらっていたが、時間

がかかることが課題となっていた。このため、

食品会社の要請に即回答できるように、事務

所内に細菌検査室を設罷し、専属職員を採用

して衛生管理を行える体制を整えた。

現在、つまも含めて毎日制11蔚検査を実施す

るとともに検査記録を記帳して製品管理を行っている。

さらに、加工施設内には、外部の人を入れないように最善の注意をしている。

この結果、 0157問題が起こった際も検査体制等が確立していたため、食品

業界からの信用をより《層高めることができた。

また、平成13年からは、新たに雇用した社員の衛生管理教育を、契約してい

る食品会社で、衛生関係の研究を担当していた方にお願いして、必ず実施してい

る。

(3) 販売

大根つま加工開始当初は、青果市場のルート

だけでなく、永|五氏自らが、需要が見込める魚

市場へも積極的に試作品を持ち込みセールスを

行って市場開拓を進めてきた。

平成12年に女性職員を営業担当として採用し

た。これで、永田氏自ら営業しなくても、販売

ルートの確保やマーケテイングリサーチ等がス
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ムーズに行える体制になった。 写真 4 I大根おろしJ の出荷形態

現在、大根つまの販売は、神奈川県から北海

道の50社以上のスーパ一等との取引を行ってい

る。また、魚、卸商約却社との契約により、年間を

通じて安定した販売につながっている。なお、大

根おろしは食品会社 1 社と契約して販売してい

る。鮮度保持のために、大根おろしを約一 40
0

C

で一時冷凍してから冷蔵貯蔵している。

さらに、搬送については 3 業者に委託し、全て冷蔵車を利用し、鮮度保持に努

めた製品を販売先に届けている。一方、北海道から原料を搬送した復路には、製

品のつまを搭載するなど、コスト低減にも努めている。

普及性と今後の方向

普及性

(1)経営の発展が地域と家族にもたらしたもの

永田氏は、平成 7 年に岩間町の認定農業者となり、翌年にはモデル農業経営の

展開と農業後継者の育成が任務である茨城県農業経営士の認定を受けた。

また、平成12年に笠間地域就農支援アドバイザーとなり、同年に財団法人茨城

県農業担い手育成基金の新規就農希望者受入品目哉として指定を受け、就農相談や

農業研修の受け入れなどを行っている。

これまでに、茨城県立農業大学校生や新規就農者を受け入れ、大根等の生産・

加工・販売による高付加価値農業経営について体験を通して指導を行ってきた。

さらに、平成12年度以降社員として向農大生等を採用し、将来一本立ちできる

農業経営者として育てるべく指導している。

また、茨城県農業法人協会の一会員(現在は理事)として、法人経営の手法等

(特にコスト管理)について、町内の農家等の相談にのっている。

また、永田氏は、様々な事業展開を支えてくれた妻の照子さんや家族に感謝し
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ており、この感謝の気持ちを形に表すため、平成11年に照子さんと家族経営協定

を結び、月給制や休E等を決めた。さらに、平成15年から照子さんに経理や雇用

の管理等を任せるよう見車しを行ったところである。

2 今後の方向

徹底した衛生管理による加工販売と、おいしいつまを作るための工夫と実践が、

ここまで、の経営発展につながった。

永出氏は、これからも、消費者の立場にたって農業生産を行い、自信を持って

農産物を生産・加工していこうと考えている。

また、来年には、社毘の建て替えを予定しており、手狭になった加工施設を新

たに建て替え再配置するとともに、女子トイレ、女子更衣室も新設し、職場環境

の改善を図ることとしている。

(1)経営戦略

永悶氏は、一層の経営の安定と「売り上げ10億円j を目指し、出荷品の多様化

やアイテムの増加を回るべく商品開発に取り組んでいこうと考えている。

具体的には、つくば市にある独立行政法人作物研究所で開発した紫サツマイモ

新品種「パープルスイートロードj に注自している。この品離は、紫芋でありな

がらおいしく、また健康捕の効果も期待されることから、平成ni:f三から試作を始

めた。今後は、加工に取り組むことを計画している。また、サツマイモは土地利

用型作物なので、この計輔が軌道に乗れば町内の遊休農地解消に貢献できると期

待している。また、自家産の大根は収益が高く、

品質も安定していることから、今後自家産原材

料の比率を高めるべく、周辺遊休地の借入と栽

培に努力することとしている。

①新たな経営感覚を持った人材の育成

ますます農業のグローパル化が進む中で、

これからの農業経営者は、経常感覚を磨き、

消費者ニーズの把擦に務め、生産・加工・流
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通までを視野に入れた経営を展開していく必要がある。

永田氏がこれまで取り組んで、きた中で得た経営感覚を地元研究グループ員や

県立農業大学校、鯉測学園の卒業生など次代を担う青年農業者に伝え、地域の

農業を担える起業者として育てていくこととしている。

(執筆者財団法人日本国芸生産研究所理事長伊東正)
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地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

地域の立地条件

大崎町は鹿児島県大限半島の中ほど、志布志湾に面し、東は有明町、西は串良

町・鹿屋市、南は東串良11fT、北は大隈IIIT ・輝北町の各市町に接している。 町は南

北に細長く、南部は志布志湾から北に向って

ゆるやかな勾配をなし、北部は標高150mか

ら 200mの正陵地帯で、三河川が志布志湾に

注いでいる。この流域沿いに水団地帯がひら

け、その中間の大地に畑地がひらけている。

北部は、山林、原野の多い地帯となっている。

地質はこの地帯特有のシラス土壌のうえに形

成された黒色火山灰土壌が多い。 気候は黒潮

の影響を受け温暖な気象条件に恵まれ、年間

平均気温17.6
0

C、降雨量2，1∞mm以上と高温多

湿で農作物の育成に適した風土で、ある。

農林水産業の概要

第 1 図

大崎町は台地にひろがる総面積10.082haの純農村地;市で、あり、かつ、鹿児島県
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を代表する音産地域、とくに主要な子午生産地域である。

農業は町の基幹産業で、就業人口に占める農業者の割合は38.4%となっている。

耕地面積は4.250haと県内 2 番目に広い。肉用牛、養豚、甘しょ、米、果樹、野

菜等を中心にした複合型の農業である。また音産は畜産を核にした耕音連携によ

る資源循環型農業の原動力になっており、地域農業の活性化に役立っている。

平成13年度の農業粗生産額は1.368千万円、主要農畜物別粗生産額はブロイラー

51ω百万円、肉用牛2，240百万円、豚1，1加百万円、討しょ翻百万円、米6æ百万円、み

かん5却百万円となっているO 肉用牛の飼養頭数は、 13，三間頭で現在も増頭している。

2 受覧者の略歴と経営の推移

藤岡数雄氏 (55歳)は、昭和41年に地元の農業高校を卒業後、父親が行ってい

た軽種馬生産、甘しょ、睦稲、園芸の複合経営の後継者として就農した。

昭和51年には美江子氏 (52歳)と結婚。翌年、父親から経営移譲をされ、これ

を契機に軽種馬生産を中止し、手づくりの牛舎を建て繁殖雌牛 7 頭による子牛生

産を開始した。以後、低コスト生産をモットー

に土地利用型農業をすすめてきた。

昭和田年にはコンクリートサイロを設置して

本格的にサイレージ給与を開始、昭和61年には

農地取得資金で飼料畑130 a を購入して自給飼

料生産面積の拡大を図った。平成元年には40頭

規模に拡大し繁殖専門経営に転換した。

平成 5 年には昼間分娩技術を導入することで

分娩時の事故発生を減少させ、平成 6 年には飼

料確保と飼料費削減のため、未利用資源である

焼酎粕の給与を開始した。

55頭の飼養規模になった平成 7 年には、労働

力軽減のためラップサイレージ体系を導入し、

更なる低コスト生産、省力管理を推進した。
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平成10年には家族経営協定の縮結により、家族の役割分担を明確にした。そし

て、平成13年 6 月現在では、1.350 a の自給飼料を生産し、 75頭の繁殖i雌牛を労働

力 3 人 (2，200時間/年間換算で、実質1.6人の労働力)で飼養している。

後継者については、長男はサラリーマンで、あったが会社を退職して就農した。

次男は、平成14年 8 月に新規就農円滑化モデル事業により、同一敷地内に繁殖雌

牛40頭規模で経営を独立するに至っている。

藤岡氏は県の指導農業士、町の認定農業者会(会員220名)の副会長、 JA協力

員として活動する他、内用牛経営者の現地研修や、国・県の行政視察等も積極的

に受け入れ、農業施策の参考に供するなど地域の農業銀興に大きく貢献している。

受賞者の経営概要

1 経営の概要

藤岡氏夫妻の牧場は借地を含め1，350 a の餌料畑(延作付1謡積1，950a 、借入依

存率56%、王子成14年にはさらに借地を増やし、 17haになっている)で成雌牛75頭

を銅養している。労働力は本人夫婦とニ男の 3 人。 ヲ汝雄氏と美江子氏は平成10年

に「相互に責任ある経営への参商を通じて、近代的な農業経営を確立するととも

に、健康で明るい家躍の建設を目的」として、①経営方針の決定、②収益の配分、

③将来の経営移譲などを定めた家族経営協定書を締結し経営を行っている。その

労働力、農業従事百数、役割分担の状況や収入の状況等は次のとおりである。
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第 1 表経営の推移

年次 イノド目構成
成dli!牛
E員数

昭和41il三 甘詩、陸稲、国芸
軽種民主i三藤

50ij三

51iF 甘言者、陸稲、図芸 7 

56司王 16 

61'1" 25 
平成 1 年 40 
2 {ド
3 年
5 五ド 45 

6 iド

7 年 55 

8 ::1': 
10守ミ 65 

12王子 73 

13,r 79 

lL1主ド 100 

種類
」呈旦盈
子午

飼主主頭数

百証平百五頭
育成11二他

経常および活動の推移

①農業高校を卒業と 1"]1時に後五l若者として就農

②結婚
③経営委譲を受け、軽f竜馬生産を rf!止。 1m伐材で牛舎
を手作り、成附UI~ 7 ílJlから子牛生産開始

④サイロ(コンクリート)を設置し、本格的にサイレ
ージ給与を開始

⑤手作りで牛舎を建築し投資を節約
⑥飼料畑購入130a (農地取得資金)
{也作目を中止し肉用牛繁破専門経営となる

⑦⑧ 飼料対1I購入30a (農地取得資金)
簡易〆ド舎 (IIrJ補助事業)手作り

⑨成雌!Ic.は 1 I� 1 回給与を開始(昼間分娩技術)
⑩⑬ 一斉/IIJ巴育を開始
焼酎*ÉIの給 fチを開始、中古バキュウムカーを i活用し、
自動給与システムを手作り

⑫ラップサイレージ調裂を開始、丸板とタイヤを利用
した回転機を作り、ロールを回転させ切腹rrの労働を
軽減

⑬⑬ 人工IIrlì育を開始
二男、県農業大学卒業、 iま11奈良染者交流協会の派米
研修(ワシントンナト1. 陥農家)
⑮家族経営協定を締結
⑬⑫子二身、派米研修終了、後継者として就農

!Iニ育成会(手作り)を建築
⑬農業機械整備と土地造成(補助事業)
⑮ ⑬子牛育成金(手作り)を建築
堆JJrli1主建設(補助事業)

⑫二男「新規就農円滑化モデル楽業」を開始
同一敷地内に牛舎建築、新規に成雌牛40頭規模で経
営独立、長男会社退職・就農
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(平成13年 6H現在)

1iÏ1j 考
(f乍業分拐等)

全般、飼料作、ボロ出し
飼料給与、環境整備、経理I!
附育、飼料給与、飾fJ↓作、ボ口出し

販売額・収入額

22.3笠壬旦
723千円



日
一
川
町
一
川
町
一

黒毛利稜
成艶ごと
73 
75 
73.8 

第 4 表
栗毛布麗
育成J二
2 
15 
4.7 

家畜の飼養・出荷状況
ゑl毛手n稜 g 間♂

王~
61 
48 
56.5 

/l:\荷60JiJi
控貿且盟

3 
1.8 

麗扇面脊
HIT 

(単{す， .奴)

安腕「
千了!ぷ午

8 
5.7 

1 主~i

第 5 表施設等の所有・利用状況
封立 造 株数 耳兄 符 所有 1Jli! 主す

l1Tf 'Jil1 資 1',1" 断続数数
形式能力 台数 lf� 金額(f'J) 125:分 (利問状況等)

LI二会 1 ヌド逃Ji 1 ;存在 260m' S47.2 1，5∞，ω。 悩人 育成LI二土手
牛舎 2 木造スレート l 棟 364 S56.8 750β∞ 個人 f:J LI二(手作り)
午会 3 木造波板トタン l 事l[ 64.8 S63.3 250.000 側人 育成LI二(手作り)

アt9zaf 牛舎 4 (簡易) 木造スレート 1 t見 176 II 3.3 6ω.000 11111人 f江 LI二(手作り)
+咋CAH引i又b l 十~[ 158 H 5.10 9ω.000 倒人 i手守二育成(手作り)

牛舎 6 l 事l! 36 H 7.6 150.000 側人 数料路利用
dch z 牛舎 7 木造 'ì皮絞トタン 1 ;f~[ 154 H 9.2 2∞.000 髄l人 I立小育成(手作り)

IIrtì育会 I 鉄骨・ゲージ H~[ 66 日 10.6 284.000 例人 子牛(手作り)
子守二台‘成会 鉄骨木造波紋トタン 1 ;f~[ 260 H12.9 1.000.000 1raj人 二円二(手作り)
子LI二育成金 向上 11* 250 H13.5 1.000.∞o 側人 子!I二(手作り)

方面 機械倉庫 3先'舟スレート 1 事I! 128 日1. 5 1.500.∞o 11M 人
二s泊U，b4 :lj~IJ~ 'iÍl' 鉄筋コンクリート 1 {#[ 320m' H13.12 4.067.∞o 側人 補助事業・自己負初分

トラクター (現在も使用) 4 台(全て rl'古) 2.500.000 知!人 62、 48、 48、 62J.ì6))
ジャイロテッダー lt仁、3 S57.4 430.000 似入

機
マニュアスプレッダー 3 t 1 J告 H 4.12 250.000 偶人 rl'i� 
ロールベーラー 1 合 日 8.3 2.370.000 f際人
タンプトラック 2 t lt� 日 6.4 2.000.000 偶人 IJ'TJ仁1

十成 トラクター 79.Hfr)J l ムIご1 H12.5 1.544.000 偶人 補効率1. 自己負担分
ベ}ルディストロピュ}タ 。 4.173.000 偶人
{也作業機101左 イシ IjjlJ二
マーュアスプレッダ} 9.5 日 13.3 806.500 備l人 補助事業 r~1 己負担

2 経営の成果

平成13年の経営実績は以下のとおりである。

総所得1，340万円、成錐牛 l 頭当たり年開所得18万円、所得率58.7% という素晴

らしい経営成果をあげている。また、子牛の生産原価も 16.3万円(労働費抜き
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10.5万円)と低コストを実現し安定性の高い経営を実践している。

受賞財の特色

技術

子牛生産で重要な技術は、成雌牛 1 頭当たり子牛を何頭販売・保留したかであ

り、その高低によって所得に大きな影響を与える。当経営のこれに関連する技術

水準はかなり高く安定している。

また、情報の収集にも関心が高く、県畜産試験場等の試験研究に基づく新技術

を率先して導入し成果を挙げている。

0生産性に関する主な実績を挙げると次のとおりである。(( )の経営診断平均

の数値は鹿児島県畜産協会が同一年度に実施した経営診断の上位規模膚(平均

54.7頭)の平均値である。)

-成雌午 1 頭当たり子牛販売・保留頭数0.99頭(経営診断平均0.78.頭)

・分娩間隔11.8ヵ月(経営診断平均12.5 ヵ月)

-子牛生産率97% (経営診断平均93%)

-労働力 1 人当たり成雌午飼養頭数46.5頭(中央畜産会・先進的畜産経営全国調

査王子均26.2頭)

・成雌牛 1 頭当たり年間労働時間48時間(経営診断平均67時間)

これらの成果は、地味な取り組みではあるが次のような努力の積み重ねによる
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ものである0

・牛舎は全て間伐材等利用の簡易牛舎

-飼15日乍物の収穫・利用は全量ラップサイレー

ジの通年給与体系

-重いラップサイレージを扱い易くするため回

転板を取り付け給与作業を改善

-機械はほとんど自家修理

-超早期離乳・人工11南青を実施し、子牛の下術

防止、母牛の繁殖機能匝復を促進

・成雌牛は全額 r1 B 1 回飼料給与J を実施し、

昼間分娩を実現 (85%)

-群飼育を可能にするため除角を実施

.受精卵移植技術の活用

01 臼 1 凶給与、昼間分娩、早期liílt:乳、 11甫乳

ロボット等により合理化を図って労働時間を

短縮し、労働力 l 人当たり飼養頭数の増加を

実現している。 品自立tJ9にはパーツ、パーツの

技術を導入する事例は多く見られるが、これ

らパーツ技術を統合し、一連の省力的飼養管

理技術体系として組み立て、定着させて成果

をあ 11'ている例は1tl!.にないといってよい。当

経営の最大の特長である。

写真 3 I1rH乳ロボットと子牛

5 ラップサイレージ

0省力化を図るため次のようなことを実践している。

-牛舎は全てパドックを付設して群管理を行い、飼養管理労働時間を短縮

.午弱には連動スタンチョンを設寵して倒体管理と捕獲の労働を軽減

-手作りの焼酎粕自動給与装置を設置して給与労働を軽減

-弱1:起作業の 3 述プラウ利用による作業時間の短縮

・ラップサイレージカa式の導入による収穫調製作業の軽減

. 1 日 1 間給与による釘j育管理労働の軽減



-受精対象牛、受胎確認牛の頭絡に色別テープを巻きつけ観察作業を簡易化

O環境保全技術は次のようなことが実践されている。

敷料搬入は母牛・育成牛・子牛舎は月 1 回、分娩牛舎は 3 B に 1 回実施し、堆

ß~舎(ブロアー設置)で自家製の土着菌も利用して堆肥化し、飼料畑に散布、元

肥として利用されている。このため、化学肥料購入は殆んどない。子牛舎の堆杷

の30%程度を母牛舎へ戻し堆肥として利用している。

敷科材はオガコを使用。牛舎、堆把舎周辺においても悪臭はない。パドック内

の汚泥は定期的にシラスと交換し、常に環境保全に留意した管理を行っている。

また、牛舎崩辺にはポーチェラカ、マリーゴールド、パンジーなど植栽し年間

を通じ職場環境の英化に努めている。

2 帝王

(処理フ口一図)

群飼、敷料(オガクズ)
ホイノレローダーで搬出l 牛舎 l

ι A 一部 (30%程度)戻し堆nEとして利用する

l 糊巴会 [ 

ι 

| 土地還元| 

持柏
田

ヱキ

=キ

1 

発酵槽 1~4 まで l 刃に 1 回移動(切返)
発酵槽 1~4 までブロアー設置

全て飼料作物に元肥として利用(マニュ7ス7. レッグ、一)
堆肥化に要する期間は4~6 ヵ月間

国際化の進展や産地問競争のさなかにあって、特に多労かっ収益性が低いと

われている肉用牛繁殖経営のあり方が、当経営の長年の実践によって築きあげら
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れた現在の姿のヰlに、実証されていると考えられるO 特筆されるのはa:全ての計

闘・実行が先ず、投資・経費の節約から始まる徹底した低コスト生産に向けた経

営の仕組みを構築したことと、②一般的には高く売れる子牛を作ることに力を注

ぎ、安い子牛でも採算の取れる経営への努力が不足している状況の中にあって、

当経営は市場平均価檎を目安に低コスト化で十分に引き合う経営を構築し、「コ

マーシャルストック生産j 経営の可能性を示したことである。

0収益性に関する主な実績を挙げると次のとおりである。

-年間総所得 l3，402千円

-所得率 58.7% (経営診断平均41%)

-家族労働力 1 人当たり年関所得 8，376千円

・成雌牛 1 頭当たり年間所得180千円(経営診断平均113千円)

.出荷子牛 1 頭当たり生産原価163千円

これらの成果は次のような努力の積み重ねによるものである。

-規模の拡大と並行して手作りによる牛舎等施設の整備で投資節約

・銅料畑は借地による面積拡大で投資節約(借地率55%)

-大型機械は中古導入(中小規模の時期は特に)による投資節約

.機械類の修理は自分で行い経費節約

-機械の保守管理徹底による供用期間の延長(償却費の節減)

・繁殖牛の規模拡大は自家保留主体による投資節約(自家産割合印%)

.価格の高い繁殖もと牛導入の抑制

-健康管理の徹底による繁殖供用期間の延長(償却費の節減)

.飼料費の節約

:成雄牛 1 頭当たり銅料作付延べ面積26.2a (経営診断平均15.4a) 

:成雌牛 1 頭当たり年間濃厚飼料給与量431沼(経営診断平均259kg)

:餌料作物はl∞%ラップサイレージに調製し貯蔵作業を効率化

:地域特産の焼酎粕を活用し購入飼料費節減(自動給与装麓手作り)

:飼料TDN自給率73% (経営診断平均65%)

0安定性に関する主な実績を挙げると次のとおりである。

①収益の持続性
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過去 5 年間の平均所得は970万円(1，000万円以上 3 匝)で安定している。子

牛の保証基準価格は304千円であり、生産原儲の実績と生産技術の高さから見

て経営存続に必要な所得は十分確保できてゆくものと思われる。

今後、受精卵移植等によって繁殖牛群の改良もさらに進み、家族内協業によ

って規模拡大も順調に進むことが予想され、一層の所得増加が期待できる。

②財務面から見た安定性

15年前の昭和61年の成雌牛 l 頭当たり負債残高は483千円で、そのうち102千

円(約20%) が営農勘定残高で、あったが、その後、飼養規模の拡大、低コスト

生産に向けた経営改善を着実に実践し、平成13年 6 月には成雌牛 1 頭当たり負

債残高は108千円(スーパ-L資金・音産振興資金・土地取得資金のみ)に減

少、営農勘定は預金残高にかわり、自己資本比率は81%となって安全性は格段

に高くなっている。

自己資本を蓄積し、低コスト化を進めることによって、経済変動への対応力

を強めている。

普友性と今後の方向

1 普汲性

午肉の輸入増大に対応するには品質的にも価格的にも、国際競争に打ち勝つ生

産イ本制が必要となる。

そのためには、上質肉生産技術の平準化を図る肥育技術の確立と何時に、肉牛

生産原価の50%を占めるもと畜費をどの程度まで削減できるからにかかってお

り、この観点から低コスト化へ向けた繁殖経営の充実が必須となる。

藤間氏の経営は、国内の多くを占める舎飼い方式による子牛生産での低コスト

実現事例であり、徹底した低コスト生産技術は特殊なものではなしどこでも、

誰でもやれば出来る技術である。この点で、全屈を範囲としたモデルとして普及

性に霞んだ事例と考えられる。

藤岡氏の低コスト生産技術は、曽於南部省産部会が平成 9 年 3 月に発行した
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刊誌コスト化へのヒント」と題した情報誌に掲載された14項目中 8 項目を占める

など、地域においても先進的であると同時に、全罰の肉用牛繁殖経営者への波及

の可能性を持った技術として評価されている。

そのほか、肉用牛経営者の集団による現地研修や個別に訪れる規模拡大志向経

営者を対象に休験に基づくアドバイスを行うと同時に、悶・県の行政視察等も積

極的に受け入れ農業施策の参考に供するなど、肉HJ牛繁殖経営の健全な発展に向

けて積極的な活動を続けている。

2 今後の方向

農業経営の基1111lJを肉用牛に決定し、繁殖牛を 7 頭導入してから約25:1:1':'が経過し

ている。当初から子牛生産に必要以上の投資をせず、可能な限り経費を節減する

という基本的な考え方のもとに、借入金は制度資金を活用しつつ、また、これに

依存することなく自己資本の議積と平行して、増頭計画に従って手づくり午舎を

建築しながら無理のない段階的な規模拡大を実行してきた。

今後は、さらなる繁殖牛群の改良と産肉能力の高い子牛を揃えることを目標に

している。又、藤岡氏は今後も増加するであろう耕作放棄地等を積極的に借地し

つつ、土地利用型農業を基本において、繁殖午150頭規模まで拡大し、経営の高

位安定を図る計画である。

この背景には、次男の独立に合せて同 a敷地内に40頭規模の畜舎を建設し次男

所存の牛群を導入するとともに、さらに長男の就農に合せて同様に長男所有の牛

群の導入を予定していることがある。経営収支をそれぞ、れのものとして責任を負

わせ、飼養管理は親子で作業分担をして一連の技術体系に基づいて…括管理する

経営手法を導入しつつある。親子・兄弟それぞれ経営収支を加にしながら、機械

を共同利用し作業の協業を実施する新しい形態である。

就農当初から責任を負わせやり甲斐を持たせる後継者育成の新しい方法とも考

えられ、さらに家族問における新しい協業といえるようなこれまでにない新しい

形の後継者育成と協業形態を生み出している。

今後とも着実に経営を発展をさせていくことが期待され、将来性にも{憂れた肉
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用牛繁殖経営として地域の、県内の模範的・先導的な役割を果たすものと期待さ

れる。

経営実ifi
1.6 
0 
74.4 
1.950 
74 
13.402 
堕位

盟主盟2
300.266 
並並立
盟主2
必呂Z
57.9堕
旦斗盟
0.99 
11.8 
1.3 

2生担Z
305 
256 
0.838 
笠坐10
301 
282 
0.936 
26.2 
56 
73 
48 
859 
108.818 
40.503 

経営の実績・技術等の概要

間 i 王子成12年 7 月~平成13iF 6 月
労働力員数 l 家族(人)
(15 i~) 雇用(人)

政雌牛平均飼養頭数(頭)
飼料~産用地延べ面積 (a)
年間予牛販売・保留頭数(頭)
繁殖部門年間総所得(千円)
成雌牛1ïlJl当たり年間所得(円)
盟盟主i監}

殖
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(2) 当j羽生産投刈 単位: Pl 
125: 分 ψm今u、、 額 !お雌 "1二 1 íI目当たり

干!f[Hキヰ 1.059.114 14,235 
もと*'1~ 770,000 10,349 
購入飼料費 3,460,475 46,512 
長'*合飼料費 688,424 9,253 
数料~!( 108,300 1,456 

ツ働2J2 ' 
係}存 。 。

家族 4,312,800 57,968 
4,312,800 57,968 

診療・[袋梨&ÓTlt~ 375,972 5,053 
光熱水'1~ 240,000 3,226 
燃料'1.J1 326,162 4,384 

家Y5 2,117,393 12.594.182 
建物・櫛築物 285.935 3,843 
機{{ifJ:!.・t!filí司 1,405,462 18.891 
了。1也 。 。

3,808.790 51,193 
11差点rm 155,080 2,084 
小Jl~よt，'1~ 。 。

消耗諸材料'1.~ 24,308 327 

n料料金その他 886,657 11.917 
さ&j羽生DH~則合計 16,216,082 217,958 
lVJ首位"J 1'，主 11'" 汗ft直li 1ifi 6,671.000 89,664 
JVJIII成牛採{全容i 1,681 ,000 22,594 
j関:;jミ剣 ii~1ド員、I'~同i容i 8,611,900 115,751 
MUi史物自Ii紅! 498,177 6,696 
2長引 t!=.ìlj'(茂〔官1m 12,096,005 162,581 
子11二Il\荷 1 íI氏当たり g:j~});({ilIi 163,460 
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(3) 損益計算書 主i主{立:円

IR 分 H可1!会也、 額 成雌牛 l 頭当たり
子Lj二販売収入 22.339.800 300.266 

売 脊成牛販売収入 300.000 4.032 

上 曙け住喜l犯幸等喜奴販売収入 198.177 2.664 
売収入 。 。

(f;当1J会 。 。

22.837.977 306.962 
期首飼養牛評価額 6.671.000 89.664 

16.216.082 217.958 
1.681.000 22.594 
8.611.900 115.751 

。 。

12.594.182 169.277 
10.243.795 137.685 
823.388 11.067 

。 。

52.300 703 
12.000 161 

自管主 労f資助 | 庭用|家族

理費
|ノj、計

その他 。 。

887.688 11.931 
常業利主主 9.356.107 125.754 

受取利子 。 。

タl主3Ur左トL - 1i!Z牛処分益 200.000 2.688 
その他 24.660 331 

224.660 3.020 

A業外資IU5 , 支払利子 234.031 3.146 
支払地代 83.500 1.122 
成よ!ニ処分損 。 。

その他 173.250 2.329 
m 490.781 6.597 
経常利益 9.089.986 122.177 
経常所得 13.402.786 180.145 

(執筆者社団法人中央畜産会常務理事内藤慶信)
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内器総理大臣賞受賞

出品財経営(肉用牛)

受賞者南阿蘇畜産農業協同組合

(熊本県阿蘇郡高森町色見2241)

地域の概要と受賞者の略歴

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

熊本県阿蘇郡は九州、|のほほ中央に位

置し、北部と東部は大分県と宮崎県に

接している。 地質は火山灰質からなる。

気候は平均気温1l~140C、年間降水量

は2，2∞~2，5∞rnrnとなっており、昼夜の

気温藻が大きく、夏期に冷涼である。

南向蘇畜産農業協同組合が所在する

高森町は熊本市から約50krnの位誼にあ

り、国道、県道が整備されていること

もあって輸送条件に恵まれている。

(2) 農林水産業の概要

第 l 図南阿蘇商産農業協同組合の
所在する高森町の位置附

阿蘇地域は地形的要件から比較的王子土日地の多いカルデラに開けた阿蘇谷と南郷

谷、起伏に富み傾斜地の多いノj、国郷と阿蘇外輪地域に大別され、農業形態も…様

ではなく、地域の特性に応じた多様な農業生産が行われているO

~iす蘇郡の耕地面積は23，470haで、これを構成割合の頗で見ると出が43%、普通
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畑25%、牧草地30%、樹関地 2%となっている。

阿蘇地域における農業を作物別にその生産状況を概括すると、米は豊富な水資

源や冷涼な気候を活かしてコシヒカリなどが栽培されており、平成10年から減

肥・減農薬栽培としての付加価値を付けた阿蘇コシヒカリが自主流通米価格形成

センターに上場されている。

野菜は夏期冷涼な気候を活かしてトマト・ほうれん草などの施設野菜やだいこ

ん・キャベツなどの露地野菜が栽培され、九州を代表する夏秋野菜産地となって

いる。

畜産は恵まれた草資源を活かして肉用牛などの大家畜を主体に経営が行われて

いる。

南阿蘇畜産農業協同組合は南郷谷に所在し、阿蘇五岳の南側の 2 IUJ 4 村と菊池

郡大津町の一部をその地区としている。

間組合管内 6 町村の平成13年における農業粗生産額は114億円で、これを構成

割合の順でみると米が24%、野菜カ'21%、肉用牛が18%等となっている。

2 受賞者の略歴

1布陣蘇畜産農業協同組合は昭和23年に南阿蘇の 2 町 4 村の畜産農協が合併して

設立され、以来、阿蘇の自然と調和した肥後あか牛の生産振興に取り組んで、きた。

また、昭和53年には、あか牛の繁殖経営と肥育経営を行う組合員を会員とする

肥後あか牛部会が設立された。 写真 1 南阿蘇畜産農業協同組合
の皆さん

認鰯毅掲饗

受賞者の経営概要

集団組織活動の概要

(1)南阿蘇畜産農業協同組合の概要
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ア組織機構凶

一ー (i!1iü[ システム・トレーすnティ)

イ 組織運営

高森支部
野尻支部
議京協支部
自水支部
久木野支部
長E詩文部
ïl!î原支部
錦野部会
( 8 支部)

日戸

計 650戸

組合で、は総会、理事会、監事会、支部会議等を開催して組織運営を行ってい

る。また、間後あか午部会では、組合員の意見の反映と事業計爾遵守のため、

支部会議、宮産路談会等を開催するとともに、肥後あカ斗二管理指導のための巡

回指導や牧野組合会議等が行なわれている。

(2) 活動の概要

ア 肥後あか牛生産農家

繁殖農家は肉午に米と野菜を組み合わせた複合経営を行っているところが多

く、繁殖牛の 1 戸あたり平均銅養頭数は 6 頭で、これを夏山冬里方式を主体に

飼養管理している。また耕種部門と肉牛部門を組み合わせることにより、堆He:

の耕種部門への利用、自給粗飼料の増産等、個別循環型農業経営が行われてい

る。

主」主
13 

終組ùtif: q二
(未経ilìi を含む)

組盟盟
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一方、肥育農家は、地域内一貫経営体制の中で、肥育牛の I 戸当たり平均飼

養頭数が87頭と、熊本県内でも比較的大規模な経営が行われている。

イ 共販活動

平成13年における子牛販売頭数は2，661頭であり、このうち70%が県内、 30%

が県外に販売されている。放牧と粗飼料多給による健康な肥育素牛として評価

が高まっている。

組合共販による平成13年度の肥育午の出荷頭数は1，032頭で年間 5 億 1 千万円

の販売高となっている。産直への取り組みは「まずは地元から」と、地域の第

3 セクターで運営されている物産館や温泉センターと平成 5 年度から取引をは

じめ、今日では地元小中学校と 5 つの物産館等で年間 3 千 5 古万円の売上げに

なるなど)1臨調な伸びを示している。また、平成11年度から肥育農家14戸を指定

してグリーンコープと産直取引をはじめ、年間240頭を目標に取引を行ってい

る。この取引は順調に誰移してきている。

子4二王子均販売

盤企i壬旦上

第 4 表肥育牛(あか1:1二)の出荷先別販売頭数・販売高(単位頭、千円)
12S 分 平成10年 平成11年 王子成 12年 平成13年

1直主 グリーンコープ
頭数 206 223 212 
販売商 121.549 125,855 120,821 

取ヲl 小*学校 頭数 51 42 43 65 
地元物産館等 販売商 28,190 22,794 23,280 35,209 

L県 省 連
頭数 1.246 1.069 1.068 755 
販売商 707,215 587.676 557.870 354.309 

之仁、1 言 1-
頭数 1.297 1.317 1.334 1.032 
販売尚 735.405 732.019 707.005 510.339 

ウ その他の活動

(1)肥後あか牛育種改良への取り組み

① 育種高等主託銀牛による優良繁殖用雌牛の生産

社団法人日本あか牛登録協会が定める育穣高等登録牛(高等登録牛の中でも
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産子の産肉性カ可愛れ繁殖雌牛能力評価得点が90点以上の繁殖牛) 162頭を組合

員が所有し、優良子牛の生産に努めている。この頭数は県内の背穂高等笠録牛

頭数の 6 割にあたる。

②子牛検査と品評会による改良増殖活動

生産される子牛全顕について年 6 回、 8 支部毎に品評会が開催され、組合員

の育種改良技術の向|二が図られている。優れた雌牛は農家で自家保留するよう

指導されており、平成13年度では286頭が保留され、育種改良と規模拡大につ

なカ古っている。

③超音波検査による産肉性の調査

繁殖雌牛については昭和63年度から趨音波検査により麗肉性の状況を調査分

析している。また、肥育午については平成11年度から20~22ヶ月齢の盟背牛全

頭の超音波検査を実施し、肥育の仕上がり程度を調査して適正出荷に努めてい

る。

(2) 斎産後継者の確保への玖り組み

熊本県内ではω歳以上の基幹的農業従事者が約48%を占めるなど担い手の高齢

化が深刻な開題となっているが、南開蘇畜産農業協同組合では組合員の平均年齢

は52歳と若い。組合における肥後あか牛産直システムの確立や消費者との交流は、

生産者が消費者から認められる機会を提供し、そのことが生きがいとなって後を

2 集団組織活動の成果

あか牛振興に向けた葎J阿蘇畜産農業協同組合における取り組みは、粗飼料多給

型餌育管理技術の確立、地域内一員経営体制の整備、産直システムの導入等によ

り肉牛農家の経営安定をもたらしてきた。組合の活動の成果はあか牛飼養頭数と

草地面積の推移にも反映されている。
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受賞財の特色

(1) 阿蘇の自然と共生したあか牛生産

あか牛は熊本県の気候風土に適した飼いやす

い牛として開蘇地方を中心に各地で飼養されて

きた。阿蘇の放牧風景に見られるように、あか

牛は放牧適性や粗飼料の利用効率に優れている

(単位:頭)
平成13/昭和61
115 
42 

(単位: ha) 

主主lì: 13/ヨ電極
188 
102 

写真 2 繁殖牛の放牧風景

といわれている。この特性を活かして南関蘇畜 写真 3 肥後あか牛繁殖牛舎

産農業協同組合では地域内で粗飼料の完全自給

に向けた様々な取組みが行われている。

具体的には、伝統的な夏山冬里方式に加えて、

周年放牧や夏山冬水田裏放牧による放牧期間の

延長、転作田や耕作放棄地による自給飼料の増

産、耕畜連携による稲わらの確保等である。こ

うした取り組みにより生産コストの削減が関ら 写真 4 肥後あか午肥育牛舎

れている。

また、牧野を利用する肉牛農家は、牧養力を

維持するために輪地切りや野焼き等、牧野管理

の維持に努めている。同組合におけるあか牛振

興に向けたこうした取り組みは、阿蘇の原野や

水資源の保全、各種資源の循環にも貢献してい
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る。

(2) 地域内一貫経営の確立

南1;可JÎ!来事産農業協関組合管内では組合設立の以前からあか牛の繁殖が行われて

きたが、昭和53年に 4 戸の農家で把育が開始され、今日では19戸が肥育を行い、

南阿蘇ならではの産地銘柄(粗錦料をたくさん食べて健康に育った牛)の確立に

努めている。これらの杷背農家の平均飼養頭数規模 (87頭)は県平均 (40頭)を

大11I話に越えている。

肥官民家は地域内で生産された子牛だけを把背素牛として導入することにして

いる。これは肥後あか牛部会における申し合わせによる。平成 2 年、肥後あか午

部会において、肥育部会員の提案により、繁殖農家は優良雌牛の確保に努め、肥

育農家は地域内で育成されたこ子牛のみを導入することが決議された。

今日、地域内の肥育農家が導入する子牛は、繁殖農家が出荷する子牛の 6 割に

kる。一方、繁殖農家の間には育種改良への気運がおまり、優良子牛の生産が行

われているO 組合では餌養基準を策定し、職員が定期的に給与飼料を調査する等

してその徹底に努めている。

(3) 肥後あか牛産車契約の締結

南阿蘇畜産農業協関組合における長年の努力の末に確立された地域内一貫経

営、すなわち、広大な牧野に放牧し、地域でとれた粗鋼料をト分に食べさせ、股

歴のIV=Jらかな子守ニを悶育索牛として導入し、肥後あか牛飼養基準に基づいて飼育

グリーンコープとの政薩システムの概要

(話し合い・交流活動・クレーム処理)

注文
納品

総3事

文
ロ
田
繁

注
納
帥
附
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管理する生産方式が安全・安心を求める消費者に認められ、生活協同組合グリー

ンコープ連合との間で月間20頭、年間240頭を取引の目処とする肥後あか牛産直

契約が締結され、平成11年度から肥育牛の出荷が行われているO

この契約は最低取引価格が保証されているので肥育農家の経営安定に寄与して

いる。また、これを契機として毎年産車交流が行われ、生産者と消費者との間に

信頼関係が形成されてきている。グリーンコープとの取引頭数は年々増加してお

り、平成14年度は311頭となっている。

(4) 全国に先駆けたトレーサピリティーシステムの確立

BSEの発生以降、牛肉に対する信頼回復が課題となっている中で、南阿蘇畜産

農業協向組合ではグリーンコープと連携し、牛肉 1 パック毎に飼養履歴が分かる

システムを整備し、平成14年 4 月から稼働させている。

このトレーサピリティシステムへの取組が早期に実現できたのは、組合を中心

とした長年の努力の末に地域内一貫経営体制が確立され、南阿蘇ならではの飼養

管理技術が確立され、その飼養の経過が一目瞭然となるシステムが構築されてい

たことによる。

トレーサピリティシステムの仕組み

データーメーノレ送信

{霞体識別番号 NO@@@@@ 

品種・生産者・生産者住所牛

の生年月 g ・と畜日・と場名

と場住所・飼料や飼育方法

飼育期間・生産者の飼育写真
子牛の生産者氏名・住所

メーノレ等での祁談回答・クレーム処理

普及性と今後の方向

産直ページ 伺体識別番号入力 |牛肉ハ・ 7帰品
*個体履皮表示

*個体識別委号
NO@@@@@ 

*ßE育地
ユドホωムヘ・ -'/7 トザレス

今日、南阿蘇地域では、水稲や野菜と組み合わせた援合経営の中で、あか牛農

家は平均 6 頭の繁殖牛を飼い、個別循環型の農業が営まれている。また、肉牛を
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飼っている農家の割合は総農家戸数の29%と、県平均の 9%を大きく上回ってお

り、南阿蘇ではあか牛は不可欠な経営部門となっている。

これからの肉牛振興を凶るには、安全な牛肉の生産はもとより、消費者の信頼

を得る関係づくりが特に重要となっている。このためには僧加農家での取組には

自ずと眼界があり、組合員一人ひとりの英知と行動を結集し、課題に対応、してい

くことが求められている。そうした意味からも南阿蘇省産農業協同組合における

これらの取り組みは他の模範となる。

(執筆者社団法人全国肉用牛協会事務局長遠藤幸男)
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財経営(養豚)

受賞者北斗養豚有限会社

(茨城県真磨郡協和町大字小栗3487-2) 

地域の概要と受賞者の略歴

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

協和町は筑波山の北西部、首都幽80kmに位

置する総酷積3624km2、人口17，1∞o人余りの気候

と水利に恵まれた農業の盛んな町である。北部

を除き、ほほ平坦で、西に小貝JlI、東に観音川が

流れ、関東ローム層に覆われた肥沃な農地を潤

している。

(2) 農林水産業の概要

農家戸数1，307戸、耕地面積2，270ha、農業粗生

産額は64.8億円で、内訳は米1 1.8億円、野菜35.9

億円、畜産4.7億円、その他となっている。

畜産では養豚が最も盛んで、、以下酪農、肉用

牛の}IJ買である。
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2. 受賞者の略歴

(1)北斗養豚有限会社設立以前

二i七斗養)J本有限会社の代表取締役社長小菅

忠一氏は、高校卒業後 4 年間は会社勤務を

していたが、昭和38年に母親一人で、行って

いた農業を一緒に行うことにした。米麦を

中心とした農業であったが、堆日自生産をか

ねて中ヨークシャーの雌豚を 1 頭銅育する

ことにした。これが養)J本経営の始まりであ

る。昭和41年、デンマーク式の50顕規模の

肥育豚舎を建設して規模拡大を i翠るととも

に、家畜商免許を取得t し、パークシャーと

ランドレースの種雄豚を導入して、近隣の

写真 1 北斗養勝;有限会社の皆さん

写真 2 デュロック

農家への犠付け業も始めた。その後、徐々に300頭規模まで豚舎を増築し、自分

が種付けして生ませた子)j訴を買い取り、肥育経営'を行っていた。

当時、さまざまな品種構成で生産されていた肥育素豚は、次第にLWD、 LWH

の三元雑種に集約されてきた。子豚市場で、の人気もこの 2 種類の雑麓が主流とな

り、良分が肥育してみると、 LWDの三元雑種が最も枝肉のバランスがよく、発

育・耐病性に優れ、ぱらつきが無いとの手応えを感じていた。

昭和45年から、自分自身納得の行くデユロックが欲しくなり、雌豚を導入して

純粋種豚生産ブリーダーを始めた。このころから、各地で、行われるパローショー

にも出品及び購買のためたびたび、参加するようになった。純粋種の生産は、その

後47年に自らアメリカに赴いてデュロックの雄 1 頭、批ít 5 頭を購入するなど、充

実した時期を過ごし、デュロックの繁殖雌豚80頭まで規模拡大した。

(2) 北-!.j-養豚有限会社設立後

ブリーダーとして得た利益を元に、昭和60年母)]本220顕規模のSPF豚一貫経営

に取り組むことにし、交換分合により水田の真ん中に農地を集穣して豚舎を建設
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するとともに、北斗養豚有限会社を設立して養豚専業経営となった。

すべて語系のSPF豚による取り組みとなったが、商社が供給する種豚は雌系の

LWはともかく、雄系のデュロックについては自分の好みにまったく合わない特

徴を持つ肱で、あった。結局SPFシステムによる一貫生産は、オーエスキー病の発

生により 3 年間で止めることとなった。

この経験は、小菅氏が長年ブリーダーとしてこだわりを持ち、改良を重ねてき

た豚の良さを再認識し、環境に左右されない豚自身の強健性がいかに重要かを思

い知る契機となった。そこで、、まだ古い豚舎で飼養していた自家産テ弓ユロックと、

圏内各地の種豚場から導入したLWの雌を用いて、ーからの出直しを図った。

その後、スーパーLなどの制度資金を活用しながら徐々に規模拡大をし、現在

は母豚却O頭の一貫経営を営んで、おり、小菅氏の奥様が経理を担当している。

平成 9 年には、出荷肉拡を銘柄化し、「キング(ポーク)宝食j と命名して生

産者10名とグループを作り、その核となって銘柄称造りに取り組んできた。更に、

平成11年には fキング宝食」の販売、飼料の一元指定配合等を行う有眼会社キン

グポークを10人の出資で設立し、グループが有利に飼料の購入、肉肱販売が出来

るようにした。

受賞者の経営概要

1 経営の概要

北斗養豚有隈会社は、小菅氏を代表取締役社長として奥様が経理を担当し、そ

のほか常雇いが 3 人、 i臨時濯いが 2 人で経営されている。労働力、役割分担等は

次のとおりである。
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2 経営の成果

飼養状況は第 2 表のとおりである。

純粋種豚の改良を行っているため種雄日本の銅養頭数が多い。

平成14年の年間肥育豚出荷頭数は7，329顕である。

第 2 表飼養状況(平成14íF-)
干:\li 'J;i'{ 品種 WJ首頭数 JtIJ;;!ミ頭数 麓 盟主盟主主

1巴 IJ隊
育= JJ~ 
部t 子目家
11m !以

繁殖雌IJ本 時
D 

f:ffUiltJJ本 L 
W 

受省財の特色

技術

1,013 
2,276 
590 
566 
274 
40 
38 
35 
38 
5 
5 

955 
1.452 
682 
593 
289 
40 
38 
35 
36 
5 
5 

繁殖育成!琢

殺雄育成日本

31 
4 
4 
4 
2 

4,927 

(頭)

璽麗玄
20 
3 
3 
3 

0 
0 

全堕Q

①純粋犠豚の改良を行いながら‘貫経営を行っていることから、年間 1 母豚

当たり産子数 (23頭)や出荷頭数 (22，6頭)は純粋種に足をヲ|っ張られてや

や劣る傾向にあるが、生体重112kgの肥育日数(175臼)や飼料要求率 (3.06)

は優れた成績である。

②飼料については、 3 社に依頼して指定配合したものを給与している。把育

用飼料にはとうもろこしの他に麦や晴好性の優れた菓子パン粉などを混ぜて

エキスパンダー処理(熱処理)をして与えている。また、妊娠豚や分娩後の

豚などその持期に合わせた内容を吟味した独自の館料を給与している。

③ 格付協会の十例寸け結果は不明であるが、銘柄豚「キング宝食j としての格

付率は70%である。

④種目本改良の中で、特に強健性に重点を置いていることから、抗生物質ー等を
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第 3 表 10名の飼養状況

生産者氏名
附u添飼養 肉豚出荷頭数・割合

備考
頭 数 キン夕、宝食 般豚 キング宝食ネ

北斗主主JI事 400 4,900 2.100 70 
野本畜産 400 3,750 3,750 50 
大畠 ì~(ô- 300 4,200 1.800 70 
斉藤孝夫 200 LW生産
t野手11% 150 1.960 840 70 
木村久男 120 1.750 750 70 
豊崎 �'7 200 2.450 1.050 70 
野村 im:~主 120 1.680 720 70 
本多邦砂J 200 2,660 1.140 70 
増ì!HlI径雄 130 1.820 780 70 

言| 2.220 25.170 12,930 66 

ほとんど用いなくても病気の発生が少なく、事故率カ可正い。

ア ブランド化

銘柄豚「キング宝食」の作出

小菅氏自身が長年の経験から、テQユロック、ランドレース、大ヨークシャー

の 3 品種を改良し、これを掛け合わせて 3 元雑種の肉豚を生産するシステムに

より、発育がよく、肉質の箆れた銘柄赫「キング宝食」を作り上げた。この

「キング宝食」のよさを認めた生産者仲間10名とグループを作り、餌養管理や

肉質の研究会を月に 1 田開催しながら、「キング宝食」生産の拡大とグループ

の拡大を図っている。

グループ共通の蹴格なルールに基づき、以下のように品質管理を徹底し、よ

り質の高い豚肉を販売している。

①原則としてHACCPに対応した食肉処理場において、豚のストレス、作業

スピード、冷凍方法、器具機材の消毒、作業員の衛生レベルに至るまでの基

準を設け、枝肉にした後独自の格付けを行う。

② 上物 (70%) 、中物 (20%) の合計90%のうち、厚脂のものと肉色、しま

りの劣るものを除いた約70%を銘柄豚「キング宝食」として流通し、残りは

一般豚として販売している。「キング宝食」に格付けされた場合、販売価格

は庭先出荷体重の62%に 3 市場(茨城、東京、摩木)上物平均価格を乗じて

決定している。その結果、年間の平均枝肉単価は、格落ちなどを考癒しても

農家手取り換算で上物価格 +30円前後となっており、養目事情勢が厳しい中、

きわめて有利な販売展開をしている。また、運賃及び食肉処理手数料は業者

。
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持ちである。 写真 3 ピギーハウス

イ 環境対策

①豚舎はすべてスノコ式であり、ふんはピギ

ーハウス以外はスクレーパで搬出し、開放型

撹持式発酵施設で完熟堆肥にしている。堆肥

は近隣のイチゴ農家等に供給している。ピギ

ーハウスのふん尿は貯皆式で、子豚を入れ磐

えるときに一度に抜き取り、堆肥化している。 写真 4 堆肥発酵施設

②尿汚水は活性汚泥施設で、処理して放流して

いるが、放流水は基準をクリアーして今ま

でに問題は起きていなし、

2 経営

平成13年 6 月 1 日から平成14年 5 月 31 日の間の粗収入(売上高)は2億7.755万

円に対し、所得は税引前当期利益1.845万円、役員報猷12.784万円、他に(右)キング

第 4 表貸借対照表 王子成wド 5 月 31 1:1 現在
資産の郎 災 ftf の部

苧i 日 五言 1iY[ (1勺) 不l 日 金 復[ (I:g) 

[流動 Tf FE 42 i 
金及び m

199,533364866 1 
47.000. 

1i1 流動掛災依金1 1 124194,66714 i 
21.822.3 

フじ 設卜 金 8.723.033 知A JUJ 1M' 入 受注 79.379.503 
製 1仁1131 42.327,401 えと :)J、 ~~ JIJ 10.627.984 

材 ギl 1.482.248 �i1 り f投 1.998,400 
[矧定資産] [ 99.513.288] 米 :)l、法人税勾: 8.130.200 
(手T J~ 限定資産) ( 99,464,448) ヨ|と 払 �'� ~~ 税 2.236.200 
主主 物 52.909.995 {限定 J'f!依} [ 23,477.688] 
建物付属設備 1.676.884 長 }切 日々 入 金 1.260.000 
f芯 5長 物 2.346.944 紋 米 :)'1、 ノA五、三 10.877.688 
機 j戎 主主 ii~( 6.584.689 'Í~ 。〉 言 i 147.672.349 

示可 運 搬 ←~- 7.002.779 
1二 J主総 Jt. 佑弘 6.679.143 
~史 1也 4.140.000 
ヨミ f初 17.992.170 資本の 1奇E
一括償去1I rt Dﾎi 131.844 資本金 i{lO,OOO,OO8O7} i 
(無形 ~m 定資政) 28.840) {利益剰余念 41.374.2 
'i 雪弘 五百 力日 入 ;{-Ý!五 28.840 当期米処UJ分利利主主益) 41,374.287 
(投 'tf 得) 20.000) (うち当 j ( 10.324,466) 
IH ft 会 20.000 ま? ヰ三 の ~fflS 計 51.374.287 
'tt 滋 。〉 メI 〉3、 199.046.636 災依及び資本の部言1- 199.046.636 



ポークからの給手羽∞万円を加えて5.229万円、所得率18.8%、母日本 1 頭当たり所得

は135.116円となる。

貸借対照表、損益言↑算書、販売費及び一般管理費内訳書、製造原価報告書は関

紙(第 4~7 表)のとおりである。

第 5 表損益計算書 l~ 王子成13:;10: 6 月 1 日
至平成14年 5 月 31 日

金額
河

277,551,378 

笠主主
18.454,666 
8,130.200 
10.324.466 
31,049,821 
41 ,374,287 

販売費及び一般管理費内訳書ー

221,551,473 
55,999,905 
47,722,294 
8,277,611 

9,386.443 

273 ,600 
17,390.454 

1,111,555 

277,551 ,378 

43,026,858 
16,013,000 

204,839,016 
263,878,874 

42,327,401 

29,980 
9,356.463 

273,600 

1,111 ,555 

47,343 

科目
[経常損益丙百τ7

(営業損援の部)
{売上高}
究上高

{売上原1illîJ
期首相}卸 i完
商品仕入高
当期製品製造涼価
合計
期末棚卸高

売上総利主主
{販売禁及び一般管理資}

営業利
(営業外損主主の部)

{営業外収益}
受取利息
雑収入
{営業外費用}
支払利息・割引料

経常利益
[特別損益の部]

{特別利主主}
図定資産売却益
{特別銀失}
関定資産除却損

税引前当期手社説
法人税等充当額
当期利主主
前期繰越手Ij主主
当期末盤金主溢

第 6 表

主主

平成13年 6 月 1 日
'JZ成14:f!三 5 月 31 日

科 目 金額(円) 手i 自 金額(円)
役 員 平民 酬当 27.840,000 減側償却] ~~ 1,578,681 
和d協口 料 守主 80,000 接待交際費 4,498,545 
福利厚生 1~ 1,262,747 旅'þ~交通費 74,822 
逆 tミ 4,340 通 ~![ 952,129 
一括償却資産償却資 65,923 支払手数料 1,198,575 
水道光熱~'f 171,123 諸 メZ〉三ミ、 �j 248,100 
事務用 ìì~ 耗品質' 106,907 E合7たj: 付 3ノ\L 44,000 

耗 I仁1131 ~~ 413,688 図書教育 ~~ 88,643 
支払保険料 262,080 1劦i! 11Iコn ~Ij 716,358 
11基 総 'f}( 2,049,355 主在 '{![ 594,795 
干且 f~i 公 認i 5.471,483 メ口ミ、 47,722,294 
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第 7 表製造原価報告書 gl 司王)í)t13{F6 )�l 1 日
主平成WF5 Ji 31 日

手 1. 1'1 長吉 ~Ji 

{材JUlïヲ材料料機長佼ilJJ] i弓
833,516 

飼料等仕入荷 10 1.958,332 
楽仕入尚 19,512,550 

ノ1イ3》、 122,304,398 
j切ヰミ;f~ギi 者#J 在[l潟 1.482.248 120,822.150 

[労 務 ~~l 
金 23,598,470 

法定福利~'( 555,684 
福利厚生'{'.( 720,681 24,874,835 
{製造経~~1 

"芯 カ ~~ 4,358,474 
Jt!.¥ 宇1. ~'.( 841.884 
水道光熱費 1.800,213 
ヨnZ-:応、 j~ '1'l 1,533.150 
淫 1'1 99,750 
消耗，W， '{.'( 7,736,628 
地代家賃 100,000 
支払保 i淡宇i 5,457,565 
4基 総 ~'{ 13,851.315 
減価償却l 授 22,670,797 
4~{~ ,{;'l 1.274,233 59,724,009 

当期]総製造'{;'l HJ 205,420,994 
メZ3》、 205,420,994 
他勘定振替 i白 581.978 
当期製品製造原制li 204,839,016 

普没性と今後の方向

普友性

これからの養豚は銘柄化が進むものと考えられる中で、すでにグループによる

取り組みは各地に認められるところである。しかし、北斗養豚のような種豚の改

良まで自ら行っているグループは比較的少ない。他の銘柄と競争ーしてより品質が

よく差別できるものを作るためには、特徴のある優れた種豚の確保が重要である。

種目訴の改良は大変な仕事であるが、それを地道に行い、グループで有効に利用し

て行くことは、これからの養豚に勝ち抜く上で有意義なことである。



2 今後の方向

このグループとしては現在年開 4 万頭の出荷であるが、これを 5 万頭に拡大す

る目標として以下の対策を講じている。

①グループ内若手を中心とする規模拡大

②北斗養豚での肉豚生産部門の拡大

(芝新規メンバーの加入促進

④増産後の品質水準の確保

また、伝染病の発生、豚舎の火災、価格の暴落等、そのたびあきらめずに精進

を重ねた結果、今日の経営があると考えていることから、これからも養勝経営暦

40年の様々な経験を生かし、消費者に健康と美味しさを提供する愛される養日本経

営を目指して努力を重ねる。

(執筆者社団法人 日材垂豚登録協会常務理事尾形員二)
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天皇杯受賞

~_"，..1\:I..."，..~_"_~ _，， .....'II;:a. "，..1\:1."，..1\:1."，..~ " ,..1\:1. ".....\0::・、1\:I._ r.......~_r.......\O::・iì:l._"..... ~_"..... ~_t\..... ~_t......1\:I._t...... ~_".....1、/.串と/d之J骨~弘之J事と/骨と/勿~宮~仏v骨~芳~棋とJお~完~勿~棋と~骨兵士J滅亡~と」

出品財経営(いぐさ(畳表)) 

受賞者千丁町ひのみどり会

(熊本県八代郡千丁町大字新牟田318)

地域の概要と受賞者の略歴

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

千丁町は、熊本市の南部およそ35kmのところにあり、八代平野の中央部に位

置し、東・南・商の三方は八代市、北は鏡11町 ・宮原町に接 している。面積は

11.18km2で、あり、南北に 1.6km、東西に 6 畑、 林

野はなく、平坦な干拓地の町である。

気候は、年平均気温16.5
0

C 、年間降水量

2;α)()mm程度と漏媛である。

総枇;百数は1，868戸、総人口は6，989人で、この

うち農家戸数は486戸(全戸数の26.0%)、農家人

口は2，457人(全人口の352%) である。

(2) 農林水産業の概要{いぐさのまち千了]

千丁町の耕地面積は、 784haで、あり、 Ilij の面積の約70%を耕地が占めている。

耕地のうちほとんどが水田で、ある。

農家戸数の内訳は、主業農家316戸 (65β%)、準主業農家48戸 (9.9%) 、副業農

家67戸 (13.8%) であ り 主業1業家の割合が高くなっている。

農業粗生産額は30.7億円であり、主な内訳は、畳表11.0億円 (35.7%) 、い ぐさ
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10.9億円 (35.3%) 、水稲6.4億円 (20.8%) となっており、畳表及びいぐさで 7 割

以上を占めている(第 1 表)。

第 l 表千了間]及び熊本県の農業粗生産額 (単位r' 億円， (%)) 

千丁町は500年前からの熊本いぐさ発祥の地であるとともに、現在でも、いぐ

さを中心とした町である。

(3) いぐさ生産を巡る情勢{国際的な環境下で産地の生き残りを懸ける]

①輸入の増加と作付開積の減少

畳は、我が国の自然・風土に適した呂材虫自の床材であり、現在の畳のスタ

イルは江戸中期以降、庶民の間にも普及してきたものである。畳は日本人の生

活様式と茶道、華道等の伝統文化の形成に欠かせない役割を果たしてきた。

しかしながら、近年生活様式の洋風化等により和室需要が減少し、特にここ

数年では外国産の安価な畳表の輸入が急増し、価格が下落して生産の減少に拍

車がかかっていた。

昭和元年からの統計によると、全国のいぐさ作付面積の最大は昭和39年に

12，300haで、あったが、輸入が昭和55年から20倍に増え、作付面積は現在では

1，905haと激減している(第 2 表)。

作付面積 (ha)

盤ム心

このことは、いぐさのまち千丁にも深刻な影響を与えた。特に平成10年から平

成13年までの関で、作付面積は約半分となり、約 4 割の農家がいぐさの生産を止

めた(第 3 表)。セーフガードの暫定措置が平成13年 4 月 23日から加0日開発動さ

れたものの、いぐさ生産に対する将来展望は暗く先行きの見えないもので、あった。
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② いぐさ生産の構造改革

誰もがいぐさ生産を諦めようとしている中で、はあったが、いぐさは千了Il\Jを始

めとする八代地域の主産業であり、いぐさカザ!決くなることは地域産業の壊滅を意

i味していた。

このため、平成12年頃から熊本県いぐさ関係者を中心に、産地の生き残りを懸

けた輸入品への対抗策である産地の構造改革対策が検討された。輸入品のほとん

どは中国産であり、中間産の安価な労働力の前には、生産コストの高い国産品は

価格競争力を失っていた。こうしたことから、構造改革対策は、輪入品との徹!ま

した差別化を基本とし、国産は高級高品質畳表の生産にシフトすることで、あった。

ここで注自されたのカ可愛良新品穣 fひのみどり J (第 4 表)であった。熊本農

業研究センターにおいて平成 2 年から平成 8 年まで選抜育成された新品穂で、

が細く、畳表に仕上がったときの美しさに特徴があり、平成10年に熊本県の奨励

品種に指定され、輸入品との差別化を図り、産地の生き残りを託す切り札として、

関係者に期待された。

しかしながら、「ひのみどり j には、従来品種と比較して生理的にデリケート

であり、苦カ宝枯れ易く、栽培が難しいという大きな課題があり、生産者への普及

は、安心して作付できないという噂が先行したため遅れていた。

第 4 表 「ひのみどり J の特性
「ひのみどり j の従来ål，:flTi (附Jll3 号)との比!I交

メリット -花の務伎が絞めて少なく，正Ji級な畳表の佐藤に適する。
-茎が;f緩めて刺l\く，:ill:目立で fl の詰まった丈夫なぞ;:去に千I:J二がる。
-変色茎の発生が少なく，色むらのない{S:表に仕上がる。
. ~[::表に加工後の変色が少ない。

デメリット . ~さを十分に充実させて収穫させる必嬰がある。
. ~装が刻IIいため，位衣一枚当たりの製織i時 IUJが焚くなる。
-納付け後の~I:=.脊が弱い。
-枯死tÆ<が発生しやすい。
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2. 受賞者の略歴[日本一の景表を目指す。研究会~ひのみどり会}

(1)研究会の発足と拡大

千了町の福島安徳氏(現千了町ひのみどり会会長)が新しいし、ぐさの品種を見

たのは、平成10年に県からの委託により fひのみどり J の品種試験を実施してい

た川口重信氏(現千了町ひのみどり会副会長)のほ場で、あった。福島氏は、この

新品種のこれまでにない色合いや茎の細さを見て、「この品種で畳表を織れば最

高級の畳表が出来る。また、産地が生き残れるj と感じたが、この年、試験中の

品種は収穫前に枯れてしまい、畳表に仕上げるまでには至らなかった。しかしな

がら、この品種の魅力に期待をかける仲間が20人集まり栽培方法の研究会が結成

された。 写真 l ひのみどり会役員と女性部の皆さん

研究会では、当初、この品種の栽

培特性も解らないまま試行錯誤を重

ね、 20名の仲間も 12名になっていた

が、 3 年間の研究の末、育萌と定植

手法が確立され、安定した生産を行

う目途ができた。そして、平成立年

3 月に研究会を発展させ、規約の整

備等を行い、熊本県内で初めての「ひのみどり」の生産者キ邸哉「千了間ひのみど

り会」が福島安徳氏を会長に発足した。

会は24名でスタート、「ひのみどり」の栽培技術や「ひのみどり J による畳表

の加工方法等の学習及び研究を白的として活動し、年々会員数を増やし平成15年

現在では143名となっている。

また、栽培が難しいと言われていた「ひのみどり J の作付面積も当初の12.4ha

から 106.0haに拡大している(第 6 表)。また、研究会から去った 8 名の仲間も会

に戻ってきた。吏に、わずかではあるが、いぐさを止めた農家も戻ってきた。研

究を始めて 6 年、会が発足してまだ 3 年余りではあるが、いぐさのまち千丁に再

び1苫気が戻りつつある。

に
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白) rひのみどり」種古の保護管理

「ひのみどり」は国産畳表の生き残りを賭けた品種である。この種菌が不法に

も外国に持ち出され、思本に輸入されることになると、産地は大きなダメージを

受け、立ち上がることができない困難な状況となる。

このため、 fひのみどり j 種苗の扱いは、種苗主主録権者である熊本県により、

種部の個人的譲渡を禁止する等、戯格な遵守事項が定められている。

本会は、熊本県の遵守事項の全てを約束し、実行することカまできる公的にも信

頼された組織である。このことは、本会カ曹長本県から種苗増殖ほ場の管理を委託

されていることからも伺える(第 1 鴎)。

第 5 表年譜 ※太字は f子了i可ひのみどり会」に関する出来事ー
形成 8 1n自(】い村主防、らの輸入が急椴し，産地への影終が深刻となる。
王子成 8"ド げひのみどり j 栽培試験が始まる。千丁目干においても試験ほがおti托される。
平成1Q{ド げひのみどり」が品種主主録され，熊本県奨励品級となる。

十F了 IIIJ Iひのみどり」研究会発足。会員20名
平成12"F 凶行E会からの発展により「千丁IIIJひのみどり会J 発足。会員24名

I jf,J1]õ 6 JJ I熊本県ひのみどり会J 結成
司王成 131!"- 主t淡についてセーフガード'lMfjÈ紡i置が発動される。

げ林誠一lt!!.の fいぐさ・公表についての構造調殺計測J が策定される。
王子成141，\，- 熊本県からの委託により「ひのみどり J 積前嶋殖ほ場を符喫する。
王子成 15年 i熊本県淡業コンクール秀賞受賞.全協E23実コンクール名投賞受賞

第 6 表 ひのみどり会会員数等の推移
13 14 15 

60名 99~， 143名
33ha 70ha 106ha 
2:35戸 217戸 220戸
335ha 317ha 324ha 
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第 1 図千了l可ひのみどり会の目的，事業，道守事項
ーーーーーーーーー冊目白雨問団問問ゐ同町岡田町向ーーーーー目白吟四回目--一ーーーーー---司自問司司自白ー一一ー寸

「(目的)
i 千丁 111] ひのみどり会は，いぐさ優良品稜「ひのみどり J の導入をし，八代郡千 TI町を中心に
i 良質ないぐさ及び、商品質畳表の生産及び研究をし，熊本県1室長表の品質の向上とブランド化を
: 1濁り，農業経営の安定を閑ることを目的とする。
: (司王業)
この会は第 I 条の目的の達成のために次の事業を行う。
wrひのみどり」を中心としたいぐさの栽培及び学習会の関俄
(2) rひのさらさ J ※を中心とした長表加工及び学習会の開催
(3) 畳表の流通の学習会の河催
(4) 畳表の価格対策及び共販の:jffi進
(5) その他呂的達成に必要な事項
(遵守事項)
この会は燥が定める「ひのみどり j 栽培農家滋守事項に従う
(1)県が作成する育街基準，栽域基準，力fI工基準を逃守し，県・農業団体が開催する育苗・栽

培. JJn工研修会に ßl~欲的に参加すること
(2) 積百配布農家を対象とした自主研修会に参加すること。 i 
(3) 配布農家は，熊本県ーい業協同組合を通じて況;;(\1 した種百jのみを育苗し， I当家増殖用を除く l
会株を本田に植え付けること i 

(4) 種苅法第 2 条により個人譲渡は37;止する。 | 
(5) 泥染めは天然染土のみを使用する。 i 
: (6) 収後したひのみどりい主主は，自家畳表加工としブランド畳表の加工を日指し，共販に努める。 i
: (7) 新製品「ひのさらさ J rひのさくら J rひのさやか」へのブランド化への協力を行うこと。 1 
:1主ひのさらさ J rひのさくら J rひのさやかj は， rひのみどり」によって製織された高級登 1
1 表のブランド名。;

-ーーーーーーーーー白血目白血但白血白血----目白血目白血---ーーーーー白血ーーーーーーーーーー------司問問即時同町四司自由同個目白-宇田由【【ー_.J

受賞者の経営概要

1 .経営の概要[高品質畳表の生産による所得の向上}

子了!ßJひのみどり会の会員の平均的ないぐさの作付面積は1.5haで、あり、熊本

県の平均をやや上回っている程度であるが、畳表の王子均単価の約1.5倍(第 9 表)

第10表一戸当たり経営概要等の比較(平成14)
①千了間ひのみどり会 ②熊本県 ①/② 

いぐさ作付面積 1.51ha 1.39ha 108.6 
うちひのみどり O.71ha 0.25ha 284 
公表生経枚数 6.020枚 5.564中文 108 
畳表平均単価l 1.497円/枚 1.306ドJ/枚 114.6 
粗収益 9.012千円 7.268千円 124.0 
続鴬~~ 3.970千円 4.000千円 99.3 
所得 5.042千円 3.298-1-円 152.9 
王 100.0% 94.9% 
L認主車業煮翌三 100.0% 

0
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になる「ひのみどり」のf生産が多いことから、所得は5似2千丹となり、熊本県平

均の1.5倍と高い(第10表)。

また、全会員が主業農家で、あり、認定農業者となっている。

2. 経営の成果

「ひのみどり J の導入による経営上の最大の長所は、品種特性により上級な畳

表に仕上がることから、販売単価が高く、所得の向ヒが期待できることである。

いぐさ生産は冬の楠付や哀の収穫など、厳寒期や炎天下で行う長時間の作業が

辛いものであるが、会員の女性からは、「ひのみどりを導入したことにより、い

ぐさの作付規模を少なくしても同程度以上の所得を得られるようになった。結果

的に労働が楽になった。」と喜ぶ声も出ている。

受賞財の特色

し技術{試行錯誤の中で、独自の技術開発]

(l)育苗技術の確立による安定生産

いぐさは、 1 株の原菌を10株、次に10株を

100株、 100株を 1000株まで株を分け、移植、

増殖し栽培する。 1 株から 100株まで増殖す

る過程が育 (131羽田j となり、およそ 1 明日]を要

する。吏に収穫までには半年以上が必袈であ

り、 1 株の}京高から収穫までの栽培期間は、

1 年半以上となる。

前述のとおり「ひのみどり」は、{憂れた品質:持f'l笠を有しており、高級畳表の生

産に適した品種である。しかし、形繋が優れた品種で、ある反冊、生育特性はデリ

ケートで栽培が非常に難しい。研究会で「ひのみどり J の栽培に取り組んだ当初

には収穫前に多くの株を枯らしてしまった経験もあった。研究会のメンバーは、
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枯死に至った要因の一つは苗質にあり、健苗を育成することが安定栽培の重要な

ポイントであることに着眼した。育苗期の「ひのみどり」は寒さ・暑さに弱く、

これを克服する必要があることから、本会では、試行錯誤を重ね、冬期、通常は

畑に移植する苗を水田に移植し樹養することで苗を寒さから守り、朝夕の気温が

下がり始める盆過ぎに移植を行うことで、商を暑さから守る手法を確立し、収穫

まで枯死株を発生させずに「ひのみどり」を安定生産できる技術を定着させた。

また、原苗の育成にあたっては、本会が町外の山間地に畑を借り、山間地の水

はけのよい利点を生かした健苗育成を共同で、行っている。

(2) 土づくり、輪作による地力増進

「ひのみどり j を栽培していく中で、栽培に失敗したほ場は、作土層が浅く、

透水性が悪化していること判り、また、当初の栽培から、年々奴量カ可民下してい

る等の生育が不良となる例があった。

地域の作付体系は、いぐさの後作に水稲作というのが通例であり、長年のこの

作付体系を繰り返し、有機物の投入は作物残さだ、けで、あったことが、連作障害等

の生育不良の要因と考えられた。

そこで、研究会では、~又量が確保されており、安定的な生産実績のあるほ場を分

析し、これらのほ場が実践している土づくり等を参考に生育不良の解決策を検討

した。

この結果、県内の畜産地域と連携し、畜産堆肥を投入すること並びにいぐさ栽

培を一年休ませ、水稲、麦、緑把作物等を組み合わせた輪作を実践することでこ

れらの課題を克服している。

(3) 製織技術の確立による高品質畳表の生産

いぐさは畳表に加工し商品と販売するため、高

品質畳表の生産には、良質いぐさの確保と高度な

製織技術が欠かすことができない。茎が細い「ひ

のみどり」の特性を生かした畳表を生産には、新

たな工夫が必要で、あった。
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畳表を製織する場合、予め原料のいぐさを加湿することにより、いぐさが折れ

ることを防ぐ。「ひのみどり」は従来品と比べ茎が細いため、これまでの感覚で

加混することが難しく、会員開での製品の仕ヒがりにムラが生じてしまう。この

ため、新たに、コンプレッサーとスプレーガンを利用した水分調整j去を開発し、

第 2 図 fひのみどり J の作付け体系
φ斜め字が部会隠発技術

1 月 2 月 3 月 I 41l I 5 月 I 6月月 8月 9 月 I 10月 日月 12月

(株分け} く自怒増殖期間〉

一部を由控地磁

(株分け) に再利用

八丹苗

(水田}

‘~Jt:.ilffi!'.設嘘f (株分け}

本医

{水間)

※ 10 a の栽穏に必要な株数出 27 ， 000株緩皮

っ
“



第 3 閣栽培等の課題と解決策
諜 題 解決策 従来の方法

. 1 関目の育在[時，衡が主主さに 1 月からの脊苗i時，水田に仮移植し，春を 時:接，畑で育世i
~~い 待って:tlll で脊在{
. 2 悶臼の育荷時，苗が暑さに 朝夕の気j員が下がり始める 8 月 1ヤード匂から 7 月末からの脊荷

~JlJい の育街
-茎色が淡く， IJ~培管理に注;音、 特別に栽峻展示ほを設践し，検討会を倒f能
が必~

• J収穫H年期 7 月 k旬 6 月下旬

品質の高位平準化に努めている。

また、畳表は、いぐさを横、糸を縦にし製織するが、「ひのみどり J の場合、

いぐさを織り込む量が多いため、縦糸が切れるおそれがあり、縦糸に高強度の黄

麻の混紡糸を使用する工夫も行っている。その他の製織技術についても、優秀な

技術を持つ会員が指導する加工講習会を開催し、会全体でのレベルアップに努め

ている。

これらの技術は、個々の農家での工夫を会に持ち寄り、成功談・失敗談を余す

ことなく会全体で検討し、会員全員参加によって発見・実用化されているもので

ある。

そして、会によって研究された技術は、会会員の技術の平準化を図るため、隠

すことなく開陳されている。

2. 組織運営{夫婦で参加、高い団結力]

本会は「自主的な逆営と会員相立の長i 己責任j により役員のみが組織運営に携

わるのではなく、全員参加を恭本に会員内の責任分担を明確にし、販売流通部、

加工部、栽培部の専門部会と 8 つの支部の役割を決め、行事ごとの金商・運営を

任せている(第 4 図)。

支部長は、会員との連絡を密にし、全員参加を基本に参加率の向上に努めてい

る。平成14年には、熊本県内の生産者に配布するための「ひのみどり j の原苗の

増殖ほ管理を受託し、会員全員が参加して作業するなど、屈結力は高い。

また、いぐさ生産は夫婦揃って作業することが多く、本会への参加は経営主の

みではなく、夫婦で参加することが多い。
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第 4 掴千丁1I1Jひのみどり会の構成
「ーーーーーーー回一ー一一一--白血問目明間司問問何時間同町一町田島司τニエニニニニニニニニ----由時即時町田田町古田明白ー--ーーーー一回目白山由目白山時叩叩司司同町同時司町田1

|炎iι
」ーーマ一一事務局(JA 2 名) I 

い___M自由四回目白ーー】ーーーー一一一ーーーーーーーー司自問問匂問団問団-----司----由自白山ーーー白血ーーーーーー【目白同町由時司司山由自白血ーーーーーーーーーーー--目白個目寸

普及性と今後の方向

1 .普友性

(1)会員への効果

まず、何よりも生産者にやる気が戻ったことが、本会設立の大きな効果と考え

られる。輸入等の影響により価棋が低迷する中で、「ひのみどり」に託し、生き

残りを賭けようとした本会設立のメンバーが、栽培方法を確立し、経営を回復{頃

i旬に転換出来たことは、周囲の生産者の大きな安心と目標になった。このことは、

入会者が年々増加し、当初の24名から現在の143名に増加していることからも明

らかである。

(2) 産地への効果

「千TIHTひのみどり会J の活動と安定生産のための技術を手本に、県内に急、速

に「ひのみどり j の普及が進んだ。そして、本会をモデルとした生産者組織が各

地(平成14年 6 月現在: 9 組織)で立ち上がり、さらに、これらの組織を束ねる

「熊本県ひのみどり会」が結成され、本会の福島会長がその代表を務めているこ

とや、他の高庇織への指導員の派遣等、中心的な役割を果たしている(第11表)。

また、福島会長は平成14年に附沼本特産農産物協会の地域特産物マイスターに

認定され、いぐさの生産・加工の全国的な指導者と認められている。
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第11表熊本県内のひのみどり生産部会組織一覧
i 活動地域 i 結成年月日 i 会員数 1 作付断続
県内全域 [平成12五F6月 561 499 
千了町 i 王子成12年 3 月 118 106 
松綴・小Jl lllIJ 平成12年 5 月 26 35 
八代Tlî. 南部 i 王子成12年 3 月 78 72 
八代恥北部 i 平成12年 4 月 84 59 
竜北町 i 平成12"f- 3 月 66 58 
$f�:llIJ. }fí:平成121'1三 6 月 136 136 

新地 i 平成12"ド 5 月 36 26 
i 平成13年 6 月 12 3 

1町他 j 王子成13年 6 月 5 4 

第四表市町村別ひのみどり作付附積の推移
日11 iF 12 13 14 15 

松橋町 0.8 5.8 
小川 11町 1.5 2.7 7.6 15.4 28.7 
J¥1trl� 7.2 20.5 19.3 74.4 129.9 
坂本村 0.5 
千了町 5.0 12.4 33.4 69.8 106.0 
f延町 6.0 11.1 42.0 111.7 162.6 
竜北町 0.8 1.4 10.0 36.0 58.1 
官僚IIIJ 1.4 2.9 
免 æl1fJ 0.2 0.6 0.6 0.7 
同!京村 0.9 1.1 2.4 3.3 
多良木田I 0.1 

~J 20.5 49.3 114.0 312.5 498.5 

2. 今後の方向

「ひのみどり」の普及が進んだことで、

経営の安定が図れつつあるが、一方で、、

会員の急激に増加(本年の会員は200名ま

で増加する見込み)した結果、栽培・加

写真 5 ひのみどり会ラベル
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工技術の平準化に努めているものの、技能の偶人差が懸念される。このため、技

術レベルの似通った会員のグループ学習を進め、畳表の品質の均質化に努め、安

定的な供給を悶って行きたいとしている。

また、消費者から信頼される「ひのみどり j 製品のブランド確立を図るため、

新たに本会の名称、と生産者名の表示を行い、顔の見える製品、安全・安心な製品

の提供に努め、栽培・加工方法の勉強会を重ね、日本一のブランドづくりを目指

し、日本の伝統文化である「畳J を千丁IHJーで苛工っていきたいとしている。

畳表の生産は、一年半いぐさを栽培し、収穫したいぐさを丹念に選別し、一本

一本を機械により織り込んでいく。おそらく、全ての畳表のいぐさには、生産者

の手が直譲触れているに違いない。ある消費者が畳替えをした捺、本会の生産者

夫妻宛に感謝の手紙を送っている。内容は次のとおりである。

「問問問同時司ー田島司司由明白骨司町田島司--司甲山白血但由自白血----白血ーーーーーーーーーー一ーーーーーーーー【司自同町匂同司司自司同町時伺悶司町四----目白血自由也回目白ーーーーーーー寸

「初春のおよろこび申し上げます。

昨年くれ、畳替えをいたしました。京間の八帖ニ間続き、

おかげさまで素晴らしい年が明けました。お礼申し上げます。

i 
t 
} 

1 

いつまでも自然のイ草を作ってください。お願いいたします。j
時同時間同司同町市町田冊目白同時司同町何時司自由---ー司---~回目白血自由也回目白血目白山岳山ーー略目白-同町-司白白白同町向司即時司自」

この手紙を受け取った婦人は、いぐさ農家へ嫁いで10年になるが、来る日も米

る日もきつい作業で、仕事の半さに涙したことも多々あったという。

しかしながら、この手紙により自分の畳表に込めた思いが消費者に届いている

ことを実感し、苦労の涙は感激の涙になった。農産物の多くは一つ一つが手作り

であり、そのありがたみを理解し共感する消費者はいかほどのものかと思われる

が、…方で作り手は、常に消費者のことを思い、良い物を提供しようとしている。

日本一の畳表のブランド化とは、消費者により良い物を提供しようとする生産者

の気持ちではないだろうか。

千了間Iひのみどり会には、真心を込めて畳表を作る生産者がいる。このような生

践者ーがいる限り、輸入品に負けることなく国産畳表は発展の見込みがあるのだ、ろう。

手紙は、彼女の宝物として、いつも持ち歩いているそうである。

(執筆者農林水産省生産局特産掠興課生産流通班工芸係長水田腸介)
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内題総理大臣賞受賞

出品財産物(茶)

受賞者大山次作

(長崎県東彼杵郡東彼杵町中尾郷1556)

地域の概要と受賞者の略歴

1 東彼杵町の立地条件と農業の概要

東彼杵町は、長崎県のほほ中央部に位置し(第 1 図)、町の西側に大村湾が広

がり、海沿いを走る国道は東彼杵町で分岐し、 34号線は佐賀県嬉野町を経て北九

州に、 205号線は佐世保市を通り、平戸、松浦市に通じている。長崎自動車道の

開設に伴い町内に東そのぎインターチェンジが設けられ、また、長崎空港まで、

15kmと交通アクセスに恵まれている。

!可の基幹産業は農業であり、海沿いの平坦地では基盤整備された水田に水稲の

ほか、イチゴ、アスパラガス、ピワ等の施設園芸作物等の農業経営、中山間地域

では茶を中心にみかん、肉用牛等による農業経営が行われている。

長崎県の茶面積は、平成13年現在761ha、荒茶生産量は1.050 t で全国10位の茶

産地である。このうち、東彼杵町は県内茶障の約52% (395ha)、荒茶生産量の約

72% (757 t) と県下ーを誇る茶産地であ

る(第 1 表、写真1)。

茶種は、四九州、i特産の蒸し製玉緑茶で、

その販売は主として長崎県、佐賀県の農

協グループが協同で佐賀県嬉野町内に設

立した西九州茶流通センターと地元の茶

商等を通じて行われている。

126 

第 1 国東彼杵町

df ，払
ぷ{ ; . 



第 l 表東彼;f'I:1I1J農業の概要 1 東彼杵町‘の茶líllJと被覆栽培
: 3.011P 総ごt :l1!l íTrPl1'i : 74.25km2 

総総1人2 !こ1 ・ 9.810 人 耕地: 1.270ha 
家数: 937戸 l干 i : 569 タ

専業農家数: (1 15 タ) 普通知11 : 135 ク

第 l 干jTí ~ít: (196 ク) 樹i潟地: 566 
'" 負í~ 2 綴兼 (421 (うち茶 li;l! : 395 ク)

茶~J::;r(i農家数: 283 タ E23佐平l[l佐藤綴: 311千万円(100%)
認定1足業者・ 105

'" 
lfj'[ Îi~ 124 ク (40%) 

(うち茶j史家73 "') zt長野菜 60 
'" 
(19%) 

3f古 ~iïûi 54 イシ (17%) 
4fj'[米 46 

'" 
(15%) 

5 fj�: 来総 20 ク ( 6%) 
6t立その他 7 ク ( 2%) 

2 地域の茶業の概要

東彼杵町の中 111開地域では、 -方で、茶専業農家の規撲拡大志向が強く、後縦

者も定着し、農地流動化事業を利用した規模拡大が行なわれている。 他方、兼業

農家の高齢化が進んでおり、規f具縮小が進行している。このため町役場では農地

流動化対策を推進し、認定農業者制度を活用し、意欲のある農家への利用集績に

よる規模拡大、省力化技術や施設の導入、生産基盤の整備により近代化を推進し、

若者に魅力ある産業として育成を図り、 fそのぎ茶」の銘柄確立を支援している。

町内の茶専業農家は、研究熱心で生産意欲が高く、試験研究の成果や先進県の

先端技術を積極的に導入している。また、茶農家・生産組織や関係機関の連携と

補助事業や融資の活用によって、生産施設・機械の組織的整備を図っている。

3 受賞者の路震

大山氏の賠{住主している中尾郷太ノ原は標高高;3却O∞O~35叩Omで
後継者も多くし、規模拡大を志向する専業農農-家が多いO

氏は、昭和36:q:: に 15才で就農、昭和]44年に23才で経営移譲を受け24歳で結婚し

た後、生産性の低い在来種から優良品種へ改植をはかるとともに所有している山

林や購入した荒廃みかん|認を購入し、妻及び長男とともに自力開墾によって、順

次茶掴を拡大し、現在650a の茶間栽培と荒茶加工に取り組んで、いる。
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品評会用の茶づくりは最高の生葉づくりと製茶技術を駆使して、「そのぎ茶J

の銘柄確立のため毎年チャレンジし、常に茶国共進会や製茶品評会では上位入賞

を果たした。特に、平成 4 年九州茶品評会、平成11、 14、 15年長崎県茶品評会に

おいて農林水産大臣賞、平成12年度農林水産祭において日本農林漁業振興会会長

賞を受賞した。また、品評会以外でも平成 3 年長崎県農林業経営コンクール知事

賞、さらに、模範となる茶業経営と生産技術で、最高の生業づくりと製茶技術を

駆使し、「そのぎ茶j の銘柄確立の貢献に対して、平成11年東彼杵町長より産業

功労賞を受賞した。

受賞者の経営概要

1 経営の概要

就農時の茶種は釜妙り製玉総茶で、製茶能率が悪かったが、昭和49年に将来の

消費動向を予測し、経営規模の拡大に取り組むとともに製茶加工を蒸し製玉緑茶

に転換した。以後、製茶効率を毘るため順次製茶機の能率拡大と自動化を鴎って

きた。

昭和50年代は本人と妻と父・母の 4 人の労働力があったが、摘採後、製茶加工

を行っていたため、一番茶のピーク持は夜も遅くなり何日も徹夜での製茶作業が

続いた。そこで、規模拡大とともに生葉最も増加した昭和田年に他農家に先駆け、

投入・取り出し等を自動搬送するラインを自動化し、製茶能率向上を留った。平

成元年に9OK1.5ライン、平成 6 年に卯K2ラインに増設し、生葉管理装置から蒸機、

製茶機、荒茶の合組機までの全工程(出荷用の袋詰め前まで)を自動化した。

このような省力化と規模拡大によって、茶園面積は、 650a (成鴎550a (うち

借地1∞ a)、幼木関100a) に達し、また、 1 筆のほ場は20~1∞ a で、全体筆数

は26筆である(第 2 表)。

現在の家族労働力は、本人及び妻並びに就農し

て 8 年目の長男の 3 人であり、さらに年間のべ1ω

日の臨時雇用を行っている(第 3 表、写真 2) 。
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第 3 表家族の構成
氏名 lfó宇 a長itî、1 労働日数 職業

大 LLi次作本人 57才 2401:1 tt業
ク タミ子安 53 1501:1 イシ

イシ ょミ武 士毛ザj 32 2401:1 イシ

ク:ìZ待i 父 83 
イシ ミツ !ま 83 

切手IJ 次Yol 25 i立H本Jt込 I

2 経営の成果

第 1 に、平成11年 2 月に関係機関の立会いのもとに「家族経営協定j を締結し、

報酬し休日、労働時間等を取りがとめ、家族がゆとりを持った営農と生活に取り組

むようになった。

第 2 に、県基準と比較した氏の平成14年の粧品'収支をみると、収入で1.4倍、経費

で 9 割、農業所得でお倍、農業所得率は1.8倍の成果をあげている(第 4 表)。

受賞財の特色

1 技術語の特色

i坊霜ファン、 i坊除用スプリンクラーの導入や枝条更新技術、被覆栽培、堆肥舎

の共同建設による有機物施記などお茶生産に欠かせない技術を早くから導入して

いるが、さらに以下のような特色が見いだせる。

(1)土づくりで品質向上

土層の物理性を改善し排水を良好にし、根圏域の拡大を図るため、開国u寺は重

機(パワーショベル)を用い、 1 ~1.5mの土層深耕(天地返し)を行っている。

平成13年までは、年間施肥のほとんどを農協の有機配合把料(菜種粕・魚、粕・

骨粉・硫酸加恩による自家配合肥料)で、行っていたが、王子成14年からは、春杷に

肥効調節型杷料入りの有機配合肥料を施崩することで、春から夏にかけての窒素
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第 4 表県基準と比較した経営収支(平成14年)
lO aE5 たり ①/② 

IR 悶 大 i11氏① 県基準 (%) 

)/又 車社 739.509 443.820 167% 

106.680 

入
その他(茶国 8.098
合計 A 747.607 550.500 136% 

肥料費 70.757 56.629 125% 
生 農薬ZT 49.727 31.377 158% 
ず'T- 競査器 39.243 21.784 180% 
胤 54.549 1.526 3575% 
部 うち家族 1~ 38.055 86,000 44% 

うち雇}羽 16.873 8.818 191% 
円 f2f苦学l ({古地料1.818 0 

その他(組合費 53，491 77.064 69% 
経計8 324.513 283.198 115% 

Ft紫購入22
ま 光熱水資 16809 l4.219 118% 
市 労働fE うち家族 F 6,855 9.100 75% 
力11 うち lHu羽 o 0 

1
1
11 J: 川川トそ主Iの絞却他殺費 12.509 27.464 46% 

部 86.689 129.425 67% 
門 6.776 55.522 12% 

睦
129.638 235.730 55% 

二11司 i並 負担 7加9

部門 I44.64276 7 

26.972 
合計 481.123 518.928 93% 

jîfr符
A-(B + C + D)+ (I~ + F) 311.394 126.672 246% 

農業所得率 42% 23% 183% 
1ìl Y出企準:販売金額はjilj九州、135流通センターの平成141!ミの;長崎県平均単価に長崎県~I~ì\~技術の茶tj:

ltJ止を掛けたもので，経費は長崎県農林業)1は，íl技術より '.!/J目。

把料の有効利用、環境負荷低減を i翠り、lO a 当たりの年開窒素施肥量は53必王gま

で削減している(第 5 表)。

その結果、化成肥料を主に用いる(県基準)場合よりやや割高となるが、:t1t把

施用による土づくりや一、二番茶摘採後の茶樹の更新技術を駆使することにより、

施肥窒素を減らしても多収、高品質茶の生産に繋がっている。

また、液胞の点j荷施肥試験を県下に先駆けて、定植 5 年目の30a で、行なってお

り、(写真 3 )現在の生育状況は良好である。今年(平成15年)の一番茶は、成
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間(定植 7 年目以梓)並の収量を実現している。

来年度からは、メーカーと試験的に協力して液肥

施加と樹冠内側除を兼ねた新たな散布装置を導入し、

吏なる省力化と環境保全型茶栽培技術にも取り組む

予定である。

(2) 標高差と整校時期で労働配分

茶関は、自宅から約 6kmの穂高150mに30a 、 200mvこ30 a , 230mに80a、自宅

周辺の標高340mに280a 、 380mに230a に分布している。この標高差と整校時期

を調整することで、“やぶきた" 1 品離で、摘採i時期の調一整を行なっている点が控

目される(第 6 表)。また、標高の高い茶i調が多いため摘採時期が遅れる利点を

第 6 表標高加作業

擦高(函積)
4月 5月 6月 7月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

150m(30a) 密国 間5町
。

(Hl) 
200~ 区玄3 区室翠

。

230m(llOa) (1 日) (0.5 日)ム

340m(280a) (6医R率)三塁図 ム 。-0
(5 日)

380m(230a) 際I(翠52日3) 窓蕊illl ム 0-0 
(4 日)

標高(街積)
8月 9月 10月 11月

上 中 下 よ 中 下 よ 中 下 上 中 下

150m(30a) 
口

200~ 口
230m(llOa) 

340m(280a) 
口 口

380m(230a) 口 口

※図滋沼 .語長製妥ζ ーせが校 ム:茶樹更新 ロ:秋整校 ( ):お数



活かし、玉緑茶に向く肉厚の充実した茶葉を生産している。今後は、規模拡大の

ために晩生品種(おくゆたか等)の導入も考えている。

(3) 病害虫防除の省力化

茶は、二番茶期から秋期にかけては防除が必要である。特に夏季防除の省力化

のため、氏は平成 5 ~::.に節水型スプリンクラーによる防除モデル屈を設置した。

これにより茶園内に入らず 1 人作業で、しかも防除時間は従来の20%で済むこと

を実証し、スプリンクラー設置閣を頗次拡大してい 古
写真 4 フェロモントラップ

った。現在、スプリンクラーの設置できない茶閣は

乗用型防除機で防除作業をしており、全国での機械

化を完成させている。

平成15年度からは、自国でフェロモントラップに

よるハマキ類の発生予察を行い、適期i坊 i誌に努める

とともに、調査結果については地域農家への伝達も

行っている(写真 4) 。

(4) 摘採・整枝作業の省力化

茶園管理で最も労力を要する摘採は、オベレーター 2 人と補助員の組作業で行

っていたが、季節雇用の確保が国難になる中で、平成12年にオベレータ -1 人で

の作業が可能な乗用型摘採機(コンテナ型)を共同で導入している。

乗用型は、従来の歩行型と樹形が異なるため茶闘の仕立て直しが必要で、ある。

仕立て直しは減収をもたらすが、それを最小限にとどめるため、平成11年から乗

用型中刈機をリースで導入し、計画的に樹形仕立て直しを実施して対応した。平

成12年は一番茶から本格的に乗用型による管理を始め、平成14年は一番茶の全障

を乗用型摘採機で摘採している。

茶園管理のために、平成12年に中刈機 (13人共同)及び摘採機 2 台( 5 人共同)

を導入し、平成13年には摘採機 1 台、防除機(ハダニなど難防除病害虫用) 1 台

(いずれも 5 人共同)を導入している(写真 5 、写真 6 )。これらはいずれも乗用

型でlO a 当たり茶鴎管理作業時間は、平成11年の約51% (約52時間)となり、大
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111高な省力化と )1窪労化を実現している(第 7 表)。

茶園管理!の省力化と製茶加工の自動化により、

な作業がオベレーター 1 人で、可能となり、摘採と製

茶作業がほぼ同時進行できる体制となった(第 8 表)。

また、役割分担を明確にしているため、生葉を全て

当日処理}J し、鮮度の高い製品づくりがさらに可能と

なった。

した高品質茶の生産

製茶加工技術の特徴は、生葉の合水率や日々の気

温、湿度の変化に合わせ蒸熱や加工条件を入力し各

;工程の設定を指示させるポケットコンピューターを

利用し自動制御による製茶加工を行なっている。

第 7 表作付け面積lO a 当たりの生産・製茶加工のタiJi勤時間の変化 (lìi紋:時11\])

作業の稔綴

(}j百蕗一一一

ブ'Jì.去
事施斑ケー

主主主

方法"桝羽

生戸理烹 t:1:. 

if~ 識J長期

間己主建r
1怒校， fÁji~刈り

方法
⑧j妓改良

深耕
平rt幾't'î資材投入

sr寝耳I，!ô
4.8 

担lij主
平蔵T4ij~
2.7 

スプリンクラー，重IJI吹
9 

歩行型
11 
3.6 

入力， 一， 二千存茶
10.2 

歩行lli!.一，二番茶
11.5 

歩行l\'I.船形変更のみ乗用.1l~
7 

歩行!日，樹形変廷のみ乗)fl裂

14.5 

歩行恕
10 

3 
102 
8 
110 

スプリンクラー，刺l!\~防除機
9 

:!J.<1 i烈
11 
3.6 

人力， 一， 二千存茶
5 

来rrn技Lーニ」二二番茶
3 

来rrぽl
4 

来月1君!

4.5 

主主型斗塑1且丞盟翠
8.8 
0 
0 

JZ全体行=数時UU 1 6,050 

51.9 
5.8 
57.7 
3,751 

n分 i羽地3設備:牙UfJ型摘採機浪人のための部地改良
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県j左添(参考)

24 
叙1 1政
8.6 

4走行lli!
13 
4.5 

λ)J，一，二，三番茶
12.2 

歩行刻一，二，三番茶
10.4 

4走行~í'1
6 

歩行波

8.1 

歩行淑
8 

1.8 
99.6 
15.2 
111.8 

H14/Hll 

部砿

100% 

100務
百む予5

49% 

蔀努

61% 

百務

88% 
。%
。%
51% 
73% 
52% 
62% 



第 8 表主要施設・機械の整備状況
名 l4、 規模・能力 兵口、 会主 導入~r皮
製茶工場 496m' 1 材i Hえ
農機兵庫 264m' 1 材i S55 

施 防箱ファン
620 a 

1.5~左/lO a
S62 , 63 , Hl, 3, 

H:Iカ 3.6~3.9 10. 8. 11. 13. 14 
きgz1又b 省力化|坊!な施設 650 a 

38本/lO a H5 , 9 , 11 (スプリンクフー) 2 t /11寺
:ljjJJ~ふ 480m' 1/6 (共同) S58 
I仕 120m' 1 S62 

来 Ji1� 1/13 Hl2 
90K 2 フイン J式 (350kg/ 1I寺) 日冗， 6 13 

来 11時間/lO a 1/13 (共同) Hl2 
乗用tîお 0.7時間/lO a 2/5 (共同) H12 
乗用 0.7時間/10a 1/5 (共同) 日13
乗用 1/6 (共同) Hl3 

機圧兵抑乏 トフクタ 18DS 1 H9 
トラック 2 t I 日10
トラック 2 t ダンフ。 l 狂3
トフック 半ま 2 H9 日9

議司
3隆 1 H8 
20a /1時 2 H6, 9 
lOa /11寺 2 S58 
20a /持 4 日仏 12 
lOa /11寺 2 日12

平成14年からは受託加工を止め、自国の製茶に専念している。市場ニーズを的

確に捉え、近年の深蒸し茶の要望に応えて、製茶ラインに蒸葉処理機を導入し、

改良を加えて、高品質茶の生産に努めており、そのため常に高単価で取引されて

いる。

なお、一貫した機械化を図るため、平成13年には加工施設の原料(生葉)受け

入れ部分に、長崎県内で、は珍しかった計量センサー付きのベルトコンベアーを増

設し、原料受け入れ作業の完全機械化を実現している。

2 経営面の特色

(1)経営の内容

氏の後継者(長男)は 8 年前に就農している。平成11年 2 月に家族全員が意欲

をもって経営に参加するため、報酬、休日、労働時間等について、関係機関の立

会いのもとに家族経営協定を文書締結している。役割分担は、本人と妻が主に茶

園管理を、長男が主に製茶加工と簿記・販売・出荷を分担し、報酬は妻及び長男
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へ毎月給与10万円を支給している。

-認定農業者 平成 8 年 3 月 2913認定

・家族経営協定文書締結 平成11年 2 月 26臼締結

・指導農業士 平成 9 年認定

資産台11長の整理や経営収支等の高~守管理はパソコンを用い効率的に行っている。

平成14年度の経費を11年と比較すると以下のとおりである。

①肥料費は、環境に配慮して、肥効調節型肥料と自家配合把料を主体とし、減

把を進めた結果やや抑えられている。

②農機具費は、製茶機械の自動化・高度化、栽培管理の乗用担管理機導入によ

り増加している。

③労働費は、前述の様な省力・ l陸作業化の推進により労鋤時間が短縮されたた

め生産部門で約 4 割、荒茶加工部門で約 2 割の ì~せがえになっている(第 9

表)。次頁参照。

販売剖では、長年高品質茶を出待してきたので、全体の 8 割を占める相対取引

のほとんどが、現物を{確認しない信用取引で行われており、荒茶価格は高値安定

しているO すなわち氏の平成14年政荒茶の平均単価は一番茶4，695円、二番茶1，950

円で長崎県央農協管内の平均単価(一番茶2，788丹、 二番茶938円)を大きく上回

って取引されている(第10表)。

平成14年度の荒茶販売額を 11年と比較すると経営全体では108%と高いが、乗

用型対応への樹形仕立て麗しの影響があったため、lO a 当たりでは98%と低くな

っている。

第10表対象作物の生産販売状況
{午付紙i紡

ALj羽 生主~'=[:ílî'U立
{l， i~' ÌÍlmno a 

荒;\~'=UE五1: 販売額 ?主主Pjí.官1Ii
地収:平均

(JIX.稼 IÍíiti't) 41 たり':1:楽 荒;'f~lft似i
(a) 

(kg) 
':t:.ilElit (kg) 

(kg) (千円) (円 /kg) (ILJ/k耳)

5 
515 弓軒認550 632 6.510 29.458 4.525 2.836 
(465) 20.925 406 4.185 7.677 1.834 1.l05 

12 
550 ー議二茶 30.000 545 6.000 28.404 4.734 2.995 
(500) 一 一一ゐぺ1沼飢i仕?弘i廿ノ舟iそ 27.500 500 5.500 10.696 1.945 1.199 

13 
620 守牟千存喜J占 33.000 532 6.600 2.622 
(550) 27.500 444 5.500 11.471 2.086 957 
650 33.000 508 6.600 30.988 4.695 2.788 
50) ==--.11九y ←ノもiいを 24.750 381 4.950 9.653 1.950 938 



第 9 表経営収支の年次変化
{~ A 、ノb SIL!;X;l1{ド 王子成14年

H14/H11 
栽諸説1右i 550a (うち成凶500a) 650a (うち成関550a) 
項 日 経営全体lO a 当たり 経営全体lO a 当たり 絞営全体lO a 当たり

荒茶販売額 37.630.000 752.600 40.673.000 739.509 108% 98% 
仕上げ茶販売額

JIJI. その他茶製品販売
5.840.000 

入 羽共事IPJi受UD託工料
その他(家事消費，雑収入) 242.678 445.376 
計A 43.712.678 874.254 41.118.376 747.607 94% 86% 

様古賀 336.632 6.733 307.403 5.589 91% 83% 
肥料費 5.297.843 105.957 3.891.610 70.757 73% 67% 
農薬薬剤投 2.179.355 43.587 2.735.002 49.727 125% 114% 
光熱動力 ~'l 1.802.322 36.046 2.158.353 39.243 120% 109% 

購麓整
339.227 6.785 518.237 9.422 153% 139% 

生 679.665 13.593 237.300 4.315 35% 32% 
758.084 15.162 514.375 9.352 68% 62% 

産 1.476.489 29.530 1.338.812 24.342 91% 82% 
っち1ft去 J~'l 1.476.489 29.530 1.338.812 24.342 91% 82% 

古11 fJ2機具資 1.905.126 38.103 3.000.180 54.549 157% 143% 
うち i1Y去;iF1J( 1.169.083 23.382 2.081.590 37.847 178% 162% 

I"J 労働!Jl( 5.345.150 106.903 3.021.000 54.927 57% 51% 
うち家族 E 4.360.000 87.200 2.093.000 38.055 48% 44% 

B'ili うち雇用 985.150 19.703 928.000 16.873 94% 86% 
支払利子 66.920 1.338 25.962 472 39% 35% 

直E主払築計購地B代入':11[ 100.000 2.000 100.000 1.818 100% 91% 
871.355 17.427 。 0% 0% 
21.158.168 423.163 17.848.234 324.513 84% 77% 

光熱動力資 772.000 15.440 924.501 16.809 120% 109% 

f15J加荒í~ 自その他諸材料費 363.575 7.272 372.698 6.776 103% 93% 
建物資 955.687 19.114 743.760 13.523 78% 71% 

図 うち償却J 'l1f 955.687 19.114 743.760 13.523 78% 71% 
農機j主':I1j 3.637.672 72.753 4.712.125 85.675 130% 118% 

長自 うち償却J ':If( 2.901.643 58.033 4.024.125 73.166 139% 126% 
474.850 9.497 377.000 6.855 79% 72% 
440.000 8.800 377.000 6.855 86% 78% 
34.850 697 。 。% 0% 

ヨ 6.203.784 124.076 7.130.084 129.638 115% 104% 
i宅税及び公認E言者負担 1.826.505 36.530 432.800 7.869 24% 22% 
述ヨミ康管理'l!i 999.849 19.997 254.455 4.626 25% 23% 
立口πμ うちm去Il資 45.655 913 45.655 830 100% 91% 
門その他 317.907 6.358 796.210 14.477 250% 228% 

首I-D 3.144.261 62.885 1.483.465 26.972 47% 43% 
メIコメ 30.506.213 610.124 26.461.783 481.123 87% 79% 

所得
18.006.465 360.129 17.126.593 311.393 95% 86% A (B+C+D)+(E+F) 

農業所得率 41% 41% 42% 42% 

注) 10 a 当たりの金額は，成図面積で除しているO

平成14年度におけるlO a 当りの粗収益は約75万円で、農業粗収入は約4.112万円、

所得は約1.713万円で、サラリーマン以上の所得を確保している(第 9 表)。
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(2) 経営改善への取り組み

①家族会議による話し合い

家庭では、家族会議を常に開き、日々の作業や経営改善計踊について 3 人で

で検討している。特に、家族の作業負担を減らすため、省力防除施設による農

薬被爆の恒i避や茶閥管理の省力化、製茶作業の自動化による軽作業化や盛夏期

作業の縮減により、労働環境の改善を積極的に実行している。

休日は、農繁期には作業や天候の状況により柔軟に協議決定し、農l:lt~期は毎

週休日を 1 日設けている。安は簿記の研修や女性の集い等に、長男は「若みど

り研究会j 等に参加している。

先進技術の情報があれば、家族や仲間と年に 2~3 1TIJは視察に出かけ、他産

地の動向を常に把握し、県. IUJ ・農協等が開催する研修会等には家族全員が積

極的に参加している。

②研究会活動・品評会への参加による経営改善

氏は、|町内の茶専業農家で、組織する「表みどり研究会」に昭和39年発足当初

から加入し、昭和51~52年には「若みどり研究会j の会長を鹿任し、関係機関

の指導を受けながら先輩や{rj1関と先進県を規察するなど、情報を交換しながら

研鎖に努めている。なお、現在は長男が同研究会に加入し、技術の研鍍に努め

ている。

普友性と今後の方向

普及性

氏は現在、長崎県央農業協同組合の茶業部会長を務めており、地域茶農家の信

望が摩く、町内で組織するそのぎ茶振興協議会、東彼杵町農業振興協議会等の各

種役員も務めるなど、当地i援玄で

また、茶業以外でで、も i町H昨I内の認定農業者で、組織する東彼j杵仰Jキ引F刊Iß問1町]認定農農-業者述絡協議会

の会長を設立当初初UiJカか、ら務めており札、 さらに長闘i崎"崎|時奇県指導農業士.普及協力員.寸i式鵡E免

研究モニ夕一として地域農業の振興に尽力しているO
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経営規模は町内で最大ではないが、一貫した機械化体系とシステム化を確立し

ている点では、他の経営体をリードしている。このため、荒茶処理加工施設の許

容量からすれば、先進的な機械化・装置化の下で、現行の 2 倍の経営面積でも、

現在の品質(荒茶単価)を維持することは可能と考えられる。

以上のことは、比較的規模拡大の行いにくい中山間地域においても、機械化・

装罷化によるシステム化により、規模拡大による生産量の拡大と高品質化の並進

が可能なこととを示唆している。また、摘採機等の乗用型の複合管理機について

は、個人所有よりも機械化組合を活用した方が、より経済的であることを経営面

から立証しており、集団営農の先導的なモデルとして評価できる。

2 今後の方向

茶園管理や製茶加工はほぼ理想に近いものができているものの、施肥や施設・

機械に対する投資による規模拡大の余剰労働力が大きいため規模拡大の余地は十

分あるため、さらなる低コスト化を目指してlOhaまでの規模拡大と法人化を考え

ている。販売面では現在の販路に加え、産販等多元的販路づくりを目指している。

平成14年からは、農協主催の一般消費者を対象とした茶摘体験ツアーに参画し、

一番茶の繁忙期にもかかわらず、自闘、製茶工場を開放しているが、これを今後

も継続し、「そのぎ茶J のPRを行うとともに、一般消費者の生の声を開き、それ

を茶生産・販売に活用していきたいと考えている。家庭生活においては、省力化

体系を充実し各週休日制の導入や余暇を充分に楽しめるよう報酬を大幅アップす

ること等、家族全員がゆとりと安心できる暮らしを目指している。そして、長男

への経営移譲は、 3 年後をめどに考えている。

以上のように、規模拡大や機械化・システム化や家族労働者への「ゆとり」の

確保など先進的な農業経営を行いながら、今後も先導的な役割を維持し続けるこ

とが期待できる。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課茶業班茶生産係長飯野秀洋)
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地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

(1)地域の立地条件

昭和村は、群馬県の北部で、ある利根郡の最南端部に位寵(第 1 鴎)し、東は利

根付に、北と西は利根JII支流の片品川を境に白沢村と沼田市に、南は勢多郡赤城

村に接している。片品川沿いの河岸段丘と赤城山北関麓の丘陵地に集落が点在し

ている(第 2 I'R])。東西 10.8km、南北9.8kmの溺状で、総面積は64.17平方kmで、あ

る。機高500~800mは扇状に広がる丘陵地と300~450mは片品川の河岸段丘で、

2~3 段の段丘直iとなっている。面積割 第 2 国群馬県北部(利根沼EEI地区)

合は耕地40.9%、山林32.9%、宅地3.8%、

その他22.4%である。土壌は、浮五に富

んだ火山灰の砂壌土で、耕土の下に30~

100cm前後の榛名軽石層があり、保水力

に乏しくなっている。
第 11~1 群馬県全図

総戸数は、 2 ， 110戸、

総人口は7，990人で、こ

のうち農家戸数は806戸

(全戸数の38%)、農家人

口は3，805人(総人口の

群馬際
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48%) である。

交通は、県道ド久屋渋川線、県道沼田赤城線、県道昭和インタ一線が主要幹線

となっており、広域圏中心都市の招|王i市には 2km、車で約10分、県都の前橋市

には36kmで、約 1 時間、村ー内を南北に関越道が縦断し、平成10年に昭和インター

チェンジができて首都圏の東京からも 1印kmで、約 1 時間30分に位遣している。

気象は、本州中央山岳地帯に属する内陸性気候で、年平均気温は11.6
0

C、最低

気温は… 5
0

C、最高気温30
0

C、年間降水量は1.161mmで、夏は涼しく比較的しの

ぎやすいが、冬は寒さが厳しく、 12月から 3 月までは降雪があり全般的に冷涼な

地域である。

(2) 農業の概要

総農家戸数の内訳は、専業農家は310戸 (38.5%) 、第 1 種兼業農家303戸

(37.6%)、第 2 種兼業農家113戸(14.0%)、自給的農家80戸 (9.9%) である。農家

人口の内訳は、 16~59歳が2，028人 (53.3%) を占めている。また、農業就業者は

2，380人であり農業立村といえる。

経営耕地面積は2，413または約2，410haで、水田 7 7 ha (3.2%) 、普通畑2，l80ha

(90.4%)、樹底地80ha (3.3%) 、牧草地76ha (3.1%)であり、 1 戸当たりの経営

規模は3.32ha、 3~ 5haの農家数は196戸、 5.1ha以上の農家数は114戸で、県内で、も

大規模経営の農家が多い。こんにゃく栽培面積は878haで、野菜とともに中心的作

物であり、栽培農家数は、 377戸 (46.8%) で 1 戸当たり経営規模はえ3haで、こ

んにゃく専作農家は5.o~1O.0haの大規模経営で、あるO

平成13年度の農業粗生産額は8.227百万円で、野菜4，384百万円 (53.3%) 、畜産

1，727百万円 (21.0%) 、工芸作物1.186百万円(14.4%)、果掛549百万円 (6.7%) 、

その他381百万円 (4.6%) である。

2 受賞者の略摩

林氏は、昭和48年に群馬県利根農林高等学校農業科を卒業後、両親と共にこん

にゃくを中心にアスパラガス、イチゴ、 トマトを組み合わせた複合経営に従事し

た(第 1 表)。
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就農と i可特に昭和村生越 4 百クラブに入会し、

H併056年にこんにゃく生産技術向上のため、生越

こんにゃく研究会を設立。普及センター・農協等

の主催する各穂研修会に積極的に参加、こんにゃ

く栽培の有利性を認識し、地区の基盤整備の進展

とともに、こんにゃく栽培に専念すべく経営展開

を図った。結婚を機に経営移譲を受け、高収量の

写真 l 林氏夫妻

「はるなくろ」から、収量性・耐病性の高い「あかぎおおだまJ の導入、更新を

図った。また、大型機械を導入し効率化・省力化を国り、さらに的確な温度管理

が可能な大浪貯蔵庫の新設により、種いもの資質を安定させ、県内でもトップク

ラスの大規模こんにゃく経営を実現した。

第 1 表農業経営の発展経過 (a) 

みそ1 if'.指令 経営の経過
経営Il!ífît コンニャク
({I'l地泌総) ~&í計ffii有i

S.48 18~)立 就E2 コンーヤク(在米絞り，アスパラガス，イチゴ，トマト 240 150 
~!三越 4H クラブ入会

50 20 イチゴから撤退し，ウドを導入 Jlltlí!b青年部入 tfi$
55 25 新訂，Hí rはるなくろj を導入 350 200 
56 26 LI:越コンニャク研究会，発足・入会
59 29 新品種「あかぎおおだま j を導入 500 (30) 400 

借地による妓模拡大と民地の条約
62 32 結婚 経営'移談を受ける
H. 2 35 「あかぎおおだま」への，W'11Tí吏新完了，ウドから撤退
3 36 子f色 rp 子?を IJlJ ftf:ì
4 37 采JTl tí立1'J 機の導入 (2 条fí{[ え) 550(40) 500 
9 42 大Ií2 トラクタ，ブームスプレイヤの導入により紡除作業の省力化を限る
10 43 小麦被援栽培j の導入 560(48) 520 
11 44 認定j;23走者に認定される

愛知:選別機の滋入による部終作業の経減化
12 45 アスパラガスを撤退し，こんにゃく l字書店ーとなる

大烈ll'j'線路建設 (330m 2) 640(151) 620 
14 47 県こんにゃく iL毛共進会で、民林水J}巨大防災受託 804(252) 724 

受賞者の経営概要

経営の概要

(l)経営耕地

現夜の経営耕地面積は804a 、こんにゃく 724a 、総肥80a で、うち借地は252

141 



a である。これは、昭和村の農家 1 戸当たり平均経営面積と比較すると約 3 倍で、

昭和村はもとより群馬県を代表する大規模こんにゃく専業経営である。

(2) 農業労働力

林氏夫妻は、年間をとおし、一貫してこんにゃく栽培に係わり、植付から収

穫・出荷、貯蔵まで、を行っている。植付及び収穫は最も労働力を要する作業であ

り、規模拡大とともに作業の外部化を図り、植付(延べ115名)及び収穫 (242名)

林茂木善茂 木人)
}I関子 (安)
良事lì (長男)
蒜[11自 1\ (父)
三畏j

(3) こんにゃく関連施設

役割分:ffl
栽培管理，経営管政
摘{す，収穫，扇i用管理
就学中

貯蔵庫等の関連施設は自宅周辺に配寵されており、生産施設の完全分離による

居住環境の改善を実現している。また、経営規模の拡大とともに現在の機械化・

省力化栽培体系を確立した。林氏の装備は、群馬県でも最先端の大型機械・施設

となっているが、一部作業機では鉄工所で部分改良し、使い勝手を高めさらなる

効率化を囲っている(第 3 表)。

第 3 表 主要施設・機争点装備
名 称 規模・能力 T分数 導入51二度

方面
専用 1fT II':&Jil, 330m' 1 ;ちIi 日.12設 写真 2 ブームスプレヤー

トラクター 28ps, 104ps 2 i分 S.62，狂.9
トラック 2t ,1.5t 2� S.60 , H.12 
土壊消毒機 8 ヨf>:爪 l 台 H.13 
植{寸機 来月EW 2 "É仁、I 日.4， 10 
種いも選別機 I 台 H.l1 

1幾 収夜機 2 台 日.8 ， 12 
ブームスプレヤー 1000 リットル 1 "ﾉj H.9 

ソiヨて プラウ 1 台 H.9 
プラソイラー 1 台 狂.9

ロータリー 1 "ﾉ� H.4 
フォークリフト 900k日 2t 2 "ﾉ� S.63 , H.12 
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写真 3 専用貯蔵庫 写真 4 乗用生子植村機 写真 5 コンテナ出荷

2 経営の成果

販売額は2.300~2.700万円と安定しており、これは天候の影響に左右されずに

安定した高い収量を確保していることによる。なお、経営費では大型機械化体系

への移行中で、あり減価償却費等が過重となっているが、今年度以降、順次負担が

軽減され、改善する見込みである(第 4 表)。

第 4 表経営収支の披移 )
 
j
 

I
 i
 
(
 "FI文 H.12"FI主: H.13:ij三 IJt H.1 4"jミ)文 Y;~~Iりをj

JIi 1:1 (絞'討会体) (絞rþt念体) (経rl~~念体) lO a 4Îたり Cl.3ha規模)

キ1主111主1 !坂うi'~ 'iíf[ 27,415,949 25,921,984 22,829,579 316,336 289,586 
雑収入 2岩盤土ぷ;;;;? 73.165 
小計 (A) 22,902,744 316.336 289,586 

手'Tiwm 152,267 125,654 127,442 1.760 31:3 
JJ~料~'{ 1.961.583 2,071.508 1,916,680 26,173 18,126 
1見築資 4,019,036 4,164,566 3,182,403 43,956 44,320 
ノj、政Jl '1N 280,314 35,345 404,374 5,585 13,516 
動力光熱水資 848,405 935 ,886 837,676 11.570 6.310 
続材料~.I( 3,392,783 281,877 386,846 5,343 5.974 

暴持活
11\術手数料 394,885 200,774 315.337 4.355 。

i附llfif氏去iJ ÿ~ 3,969,864 4,667,209 4,198,095 57,985 29,371 
11主総~I( 992.369 475,292 1,197,556 16,541 506 
租税公課 416,092 818,905 367,480 5,076 3.166 
mun労1:1 3,413,350 3,995,900 3,714,81:3 5l,31O 18,853 
支払j世代 727,670 845,710 958,690 13,242 12,311 
その他 496,261 430,767 454,445 6,277 3,283 

ノj、言 l' (B) 21.064,906 19,079.393 18,061,837 249,473 156,079 
}好者1， (A) 一 (B) 6,402,415 6,944,004 4,840,907 66,863 133,507 
資料:前総統計・ 'IW報センター Pl'-・)íX; 14年産こんにゃくいも ~tí;~~.，( J
i主: 1 ~\!fUIx.入には. ]Aの出荷奨励金等を合む。
2 lfi~'l'-:i句のHCt't'm 1立毛~[字分を 1'!lJIx.~itと相殺し. J\IIt入秘:[- (総JJ巴等)を計上した。
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受賞財の特色

技術

(l)借地による規模拡大・ほ場の集積による機事師日用の効率化

林氏は、経営規模の拡大を図るため土地の集積・団地化に努め、現在では自作

地を552a 、自宅周辺 3km以内に 6 戸から252a を借り受け集積している(第 3 図)。

lO a 当たりの労働時間は県平均に比べて 8 割、特に栽培管理や収穫調製にかか

る時間が短縮されている。これは、ほ場の大区画化、集約化と積極的な機械化の

ヨ

B日 o

7日 G

6日 G

5日 o

4日日

:300 

20日

100 

自

長註主き
メ1-〉3、二ill

栽培管理E
収穫溺製

家族労働
栽培管理
収穫綿製

}jìl用労働
栽培管理
収穫誠製

S58 

全体
5,460 
3,200 
2.260 
3,000 
2,200 
800 

2,460 
1,000 
1.460 

第 31ま! こんにゃくの主主培面積の推移

H.10 

H4 H12 

|包自作地図{音地 i

第 5 表労働時間の推移
日.12

lO a 当たり 全体 lO a 当たり
104 6,790 109 
61 3,980 64 
43 2,810 45 
57 3,230 52 
42 2,450 40 
15 780 12 
47 3,560 57 
19 1,530 24 
28 2,030 33 
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H1 :3 

会体
6,850 
4.100 
2,750 
3,050 
2,300 
750 

3,800 
1.800 
2,000 

H14 

(時間)
H.14 平均

lO a~たり (県)
95 116 
57 68 
38 48 
42 98 
32 55 
10 43 
52 18 
25 10 
27 8 



投資によるものである。特に、収穫作業体系を手選別の20kg麻袋詰め方式から、

半自動化選別の 1 トンコンテナ出荷方式への切り替え、また、平成12年には高機

能の専用貯蔵庫の建設により収穫調製作業がさらに省力化され、規模拡大が可能

となった(第 5 表)。

(2) 交換耕作・小麦被覆栽培の導入による病害抑艇と生産安定

近年、県内のこんにゃくは専作による連作が進み、車問禽病の発生が増加傾向に

ある。利根地域では11年に大発生するなど、薬剤による防除体系の見藍しカ濯、務

となっている(第 4 図)。一方、生越地区には遊休農地がなく借地による緑肥作

物の導入は困難な中で、レタス等の野菜農家も単作化が進み連作障害が発生して

きたことから、ほ場の交換耕作により作日間の

連作障害の軽減を図っている。林氏は、 2 戸の

野菜農家と自作地に隣接した 5 0 a を交換耕作

し、病害の抑制を鴎りながら同時にほ場の集約

化にも努めている(第 6 表)。

林氏は、地域の普及センター、 ]A と連携し、

根腐病対策として県農業試験場で開発された

「小麦被覆栽培技術j をいち早く導入し病害抑制

に努めている(第 5 鴎)。

40∞ 

..--" 3500 

露出∞
i呂田∞

誤 20∞
~ 15∞ 

嬰 10叩
+令」

s∞ 
。

第 4 図 年次別十郎知お発生面積
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第 6 表作付体系の状況

L瓦\\三空 日.10 H.11 H.12 H.13 

、明日

ん

や

く

j主 作 470 440 580 630 
野菜跡地 50 60 40 50 
(交換耕作) 20 (50) 
緑肥跡地 20 20 

(冬作)
520 520 620 700 

志議 !l~ 20 
アスノfフガス 40 15 

メ仁主3、 言 1- 560 535 640 700 

第 5 図 輪作と小麦被覆栽培の組み合わせによる宇則寓病抑制効果

% 
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10 

。

ライムギ 小笠(守礼子ム約小麦〈ツラネコM勺 慣行〈大差θ

|ロ郵車検覆図輸{乍十麦|

(a) 

H.14 

654 
50 
(50) 
20 

(冬作)
724 
80 

804 

小麦被覆栽培技術は、耐性菌の発生によって薬剤防除が困難になったほ場にお

いて、主として小麦を被覆栽培することで、根腐病の発生抑制効果を高めた安定

した耕種的栽培技術である。

林氏は、作付の全ほ場において、種いも植付時に畦開に小麦、 1I庄上に大麦を播

種し、 1日 g 以上種いものほ場は小麦・大麦を、 150g 以下の種いもは畦聞に小麦、

生子(親芋に着生した子いも)は畦間に大変を播種している。 8 月中旬、こんに

ゃくの地上部が開業して遮蔽することで麦類が枯死し、土壌微生物層、土壌構造

や化学性の改善、把料成分の保持などが向上することで本即寓病が抑制されるもの

といわれている。また、副次的に枯死した植物体の被覆による雑草防除、土壌の

流亡の防止に効果が高い。その結果、林氏のほ場は周辺ほ場に比べ十回寓病の発生

が少ない。加えて、麦類の間作は、キュウリモザイクウイルスを保毒した有麹ア
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ブラムシを誘引し、こんにゃくえそ萎縮病の発生抑制効果も高くなっている。

(3) 循環型農業を実践した安全・安心なこんにゃく栽培への取り組み

食品残さ肥料や有機質土壌改良資材ー (BNB) を施用し、有機物のリサイクル

を進めながら土壌環境の改善を図っている。化成肥料の施肥量は県内平均に比

べ少なく、病害の発生しにくい施肥量に抑えている。緑肥作物の鋤込みは、地

域資源の存機物リサイクルを進めながら土壌改具、土壌環境の改善を図ってい

る。現在のところ、有機質土壌改良資材等は単価が高いため経費は高くなって

いる(第 7 、 7 -1 表)。

第 7 -1 表施用肥料の比較 (1な袋)
肥料名 成分 (N-P-K) ljj. 官llIi

0林氏
有機1'1土主義改良資材 2.6 -4.8 -0.5 2,000 
食品残さIlr.\半、l 2.0-3向8-0.4 1,380 
有機アグレット 6 -6 -6 1,627 
有機ペレカ 6 -6 -6 1,700 
IBS-1 号 10-10-10 2,020 

O.fff主j災家
鶏3を 3 -7 -4 330 
IBジシアン444 14-14-14 1,800 
またはスーノ'\-IBS222 12 -12 -1 2,190 

校:林氏は，以上の肥料をiFtl:， ほjJM1Hこ緬lみ合わせる。

※ 3 年生施用例

林氏

有機質土壌改良資材 16;∞o円

有機アグレット 6，508円

BS-l 号 6，060丹

計 28，568丹

施nJ l止袋/lO a 金額

8 16,000 
8 11,040 
4 6,508 
4 6,800 
3 6,060 

20 6,600 
6 10,800 
6 13,140 

一般農家 (ßB;J'[1村)

鶏糞 6，6∞円

Bジシアン必4 10，部O円

計 17ぷ)0内

小麦被覆栽培は、 j紺誌はおを抑制する低コスト・省力栽培技術となっており、防
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除薬剤の大幅な削減につながっている。アブラムシ防除では天敵への影響が少な

いアドマイヤー粒剤を使用している。

土壌消毒時に被覆資材として使用されるポリマルチの回収は、昭和村農業用廃

プラスチック適正処理推進協議会(村、農協)を通じて村ぐるみで全量を適正に

処理している。

(4) 高度な種いも管理技術による安定生産

優良な種いもの確保を図るため、無病で生産性が高いほ場の選定、化成肥料の

施用量の削減、適切な栽培管理を実施している。収穫後はキュアリングにより養

水分の減耗を防止し、貯蔵施設では種いもの大きさ別の温湿度を管理を実施し、

種いもの選別を冬季の重点作業と位置づけている。この結果、過去 5 年間の平均

収量は3，346kg、県平均収量 (2，503kg) を 3 割以上上まわり、高技量を実現して

いる(第 8 表)。

作付面積(内俗ー地)

520 (48) 
520 (38) 
臼o (15υ 
700 (233) 

2土ぷ笠i

2 経営

(1)生いもプール販売による経営安定

(a , kg) 

倣考

えそ萎縮病，根腐病多発

こんにゃく芋(生玉)の販売は、従来、生産者から仲買商、原料加工業者、農

協に直義販売さる時価取引のため、出荷時期の需給バランスにより生玉価格相場

が変動し、価格相場の様子を伺いながら出待する傾向にあった。規模拡大後は、

収穫作業にかかる労力、雇用面から計画的な収穫作業の必要性から、従来の時価

取百|から出荷年の販売価格の平均の価格取引であるプール販売を導入した。この

結果、販売単価は地区平均舗格並みであるものの、計画的な出祷作業が可能とな

った(第 9 表)。
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第 9 表 こんにゃくの販売，加工状況 (kg，円，問/kg)

f\引\支項\目¥ l!反究形態 販売設 J!反売額
ヰ1 命日

林氏 平均(利絞ri':íFFI) 
日.10 ~E::伝 186.090 20.411,491 109 102 
日.1 1 生:J~ 115.050 23.915,060 207 193 
H.12 ~E玉 193.080 27,415,949 141 141 
日.13 g~]，- 256.860 25,921,984 100 95 
H.11 生三五 239,760 22,829.579 95 96 

(2) 機械化作業体系の確立と雇用労働力の有効活用

林氏の作業体系は、 トラクターによる耕うん・施肥作業、乗用型 2 条槌付機に

よる植え付け、ブームスプレーヤによる一人防除体系、掘取機、選別調製機、フ

ロントローダによる収集・積込み、ブオークリフトによるコンテナ貯蔵等、機械

化が悶難な収穫後の調製作業を除き機械化作業体系を確立している。雇用者の適

性に合わせて運搬係、選別係等役割分têを明確にし、効率的に作業を行っている。

躍用の導入は、重量運搬や作業姿勢等での負担が軽減され、健康でゆとりある作

業環境となっている。また、経営主の年間労働時閣はサラリーマン並の時間を実

現している(第 5 表)。

(3) 地域社会への貢献

林氏は、 18歳で地域の 4Hクラブに加入し、議年には会長を務めた。 20蔵で消

防団への加入以降22年間にわたり、消防・訪災活動、若手団員の育成指導に携わ

ってきた。平成 6 年には精勤賞を受賞し、平成 8 年には分団長を務めた。また、

地元小学校のPTA会長や村づくり協力員を、平成14年からは青少年育成補導推

進員を務め、青少年の健全背成と明るく豊かな地域社会作りをモットーにリーダ

ーとしても活躍している(第10表)。

なお、奥さんは昭和62年の結婚と問時に、地域の若妻会に加入しリーダーとし

第10表主な役職
役職:1"， (加入組織) 力lJ入期間 役員年

金二越 4H クラブ S.48-55 S49 会炎
昭和村a~紡!まi S.50-H.8 狂.8 分店長
1:1:越コンニャク研究会 S.56- S56 郎会長
村づくり協力尽 H.8-13 
東小学校PTA H.7-12 日 11会長
~越アスパラガス研究会 S.48-13 H.11-12会長
青少年育成補導推進災 狂.14-
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て活躍し現在は地域の婦人部に所属している。

村づくり活動では、こんにゃく研究会員として毎年10月に開催される村の秋祭

りにおいて5，∞o食を一度に煮込む「巨大こんにゃく鍋」イベントにかかわり、消

費者との交流、村農産物の消費拡大・宣伝等地域の活性化と発展のために積極的

に取り組んでいる。

林氏の入会している地元の生越地毘こんにゃく研究会は、展示ほ・試験ほの設

置、視察等により会員の栽培技術の向上に大きな役割を果たしている(第11、 12

表)。平成14年にはその実績が認められ、県内でも優秀な研究会に生産委託され

た県育成の新品種「みやままさり」採種ほに選定され、 948kg (平均収量669kg)

の種いもを生産し、新品種の普及に貢献している。

この研究会は昭和田年に設立されたが、林氏は発起人の一人として参加を呼び

かけ、自ら初代副会長を務め研究会発展の牽引力となり創生期を支えた。さらに、

多くの視察研修の要請に対して、快くヲ|き受け入れている(第12表)。このよう

な中で平成13、 14年には、県こんにゃく実績検討会で栽培者200人余に対して自

第11表生越こんにゃく研究会実験ほ等設置一覧

主旦1 実験内容

日目9-11 環境保全を考慮したこんにゃく安定栽培の笑証・小麦被援栽培によるボルドー液
散布船l数削減

日.12 微生物崩壊マルチの検討
H.13 野菜跡地におけるこんにゃく施肥量の検討
日.14 新品種「みやままさり j 採種ほ設lifi:

第12表平成14年度林氏のこんにゃく研究会活動実績

な尽 実施内容

H.14.3.24 生越研究会，総会・栽培議習会
5.22 ~I三越研究会，新品種「みやままさり J t車検ほ他付
8.16 ~t:越研究会こんにゃく立毛共進会
8.12 地区こんにゃく立毛共進会(生越代表として出品)
8.23 利線沼田こんにゃく立毛共進会 Ol!!.反代表として出品)
8.27 群馬県こんにゃく;立毛共進会(利被沼[j代表として出品)
8.30 地区こんにゃく研究会県内視察に生越研究会で参加
9.5 群馬県こんにゃく研究会現地研究大会に生越研究会で参加I
10.28 群馬県こんにゃく立毛共進会掘り取り調査
11.12 ~t:越研究会，新品穂 fみやままさり J 採種ほ技n取調査
H.15.1.20 利根沼[jこんにゃく実総検討会にて実績発表
2.12 1洋馬県こんにゃく実紡検討会にで実続発表
3.10 ~越研究会，採種ほ種いも選別及び土づくり研修会
3.28 生越研究会，総会・栽清講習会及び栽清実績発表会
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第13表主な視察者の対応実績

なぞ 来訪問体 人数

区.13目9 1洋馬県子持村コンーヤク研究会 24 
イシ lÞY'J![;保 11.楽"日コンニャク研究会 15 
H.13.10 1洋潟県南牧村コンニャク生渡部 20 

タ 鮮潟県お同一宮コンニャク研究会 15 
日.14.2 1洋潟県Hi交野コンニャク研究会 12 
H.14.9 栃木iJi~JJìUí'.jJ~jth こんにゃく生産部 22 

イシ 群馬県下1-.[1コンニャク研究会 20 
H.14.10 群潟県).1[; 111 コンニャク ~U防1\ 12 

イシ 鮮民昨日Tj Iflflr コンニャク研究会 17 

らの栽培技術を発表・公開し、県全体の新技術の普及やレベルアップに大きく

献している。小麦被覆栽培の県内への拡大は、林氏の成果がきっかけとなってい

る。

普及性と今後の方向

普及性

林氏は、大型機械化作業体系、高度な貯蔵方法による省力安定栽培を実現して

おり、この取り組みは今後のこんにゃく経営規模拡大のモデルになるものと考え

られる。特に、野菜農家との交換耕作、小麦被覆栽培の導入が土壌病害の抑制に

つながっており、麦類等の保護作物の有効性、環境保全型農業の実現性を広く認

識させるものと期待される。

県内における平成15年度の新就農者は158人であるが、利根沼田管内では39名

(県内の25%) を占めている。その中でも農業振興を第一に掲げている昭和村は

25名(地区の64%) で、うち 6 名(村の24%) がこんにゃく部門に新規就農し、

若い人の農業への取り組もうとする姿勢は高い。 昭和村においても高齢化が進む

中で、若い人達がこんにゃく部門に就農し、担い手として確保されることから、

こんにゃく栽培技術の指導や普及等、林氏に寄せる期待は大きい。



2 今後の取り組み

林氏は、輪作と小麦被覆栽培、緑肥の鋤込みの耕種技術を基本に土壌病害の抑

制を推進し、こんにゃくの経営規模は現状の面積に抑え、野菜農家との交換耕作

や緑肥作物(ソルゴ一等)の計画的な作付けで、化学肥料や農薬を抑えることで

収益性の改善と環境保全にも配慮しつつ、高収量性、安定性を確保したこんにゃ

く専作経営の一層の拡充を鴎り、地域のリーダーとして活躍されることが期待さ

れる。将来、養分吸収特性に基づいて優良な有機質を投入し、生産性の高い新品

種の「みやままさり」への更新を図り、農業機械の効率・安全利用による省力

化・低コスト化生産を進め、輸入農産物に対抗しうる農業経営・技術の確立を目

指している。

(執筆者農林水産省生産局特産振興課茶業班茶流通係長鈴木貞美)
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天皇杯受繋

出品財経営(林業)

受賞者千歳林業株式会社
(北海道虻田郡倶知安阿字琴平152-27) 

地域の概要と受賞者の略産

1 地域の概要

千成林業側の所在地である倶知安町は、札幌市から南へ95kmに位置し、後志

支庁管内の中心地にあり、羊蹄111 と東西25kmにわたって続くニセコ連峰に挟ま

れた盆地にある。羊蹄LUは、コニーデ型独立峰で、その姿、形は日本を象徴する

富士山に似ていることから蝦夷富士とも呼ばれている。主産業は農・林業で農産

物は、水稲、小麦、馬鈴薯、小豆等で中でも馬鈴薯の生産地として知られている。

倶知安IIITの総而積は26，l24ha、森林面積は17，032ha (65%) である。所有形態別

では国有林5，758ha (34%) 、 第 11~J 北海道虻田郡倶知安町位置関

道有林2.410ha (14%) 、一位置鴎

般民有林8，864ha (52%) 、

林種別では人工林2，963ha

(1 8%) 、天然林1l，816ha

(69%) 、その他2 ， 253ha

(13%) である。人工林のう

ち、カラマツ、 トドマツカ宝

人工林全体の44%を市めて

いる。

地域の林業は、昭和40年
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代まで、は鉱山の坑木用丸太の生産に向けて、カラマツを中心に植栽してきたが、

鉱山の閉山と共に坑木用丸太の利用が減少し、代わって建築材向けの生産を目指

してトドマツが多く植栽されるようになった。これらの人工林の多くは、優良大

径iオの生産を自標とした長伐期施業を中心に山づくりを進めている。また、 30ha

以下の小規模所有が全体の63%を占め、不在村者の占める面積比率も56%と高い

のが特徴である。

2. 会社の沿革等

沿革 昭和58年 3 月千歳林業側設立

昭和62年 3 月 千歳林業側と宝塚興業械が合併

宝塚千歳林業附を設立

昭和63年 2 月 宝塚興業(掬と分離、千歳林業側となる。

社員数 50名(男46名、女 4 名)

事業内容 民有林の造林、造材、森林土木事業、国有林立木販売事業、一般土

木事業、大規模森林所有者の森林整備

受賞者の経営概要

1 .事業内容

写真 l 千歳林業側のi隊員の皆さん、

昭和58年の会社設立時から平成 4 年までは 前列右から 2 人目が角出社長

主に森林組合を通じた民有林の造林、造材、

森林土木事業を実施しており、平成 4 年以昨

国存林の立木販売事業や…般の土木事業など

も手掛けるようになった。また、平成 8 年か

らは附日鉄鉱業や(槻大昭和製紙、新宮商行、

(附日本製紙などの大規模森林所有者の森林整
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備も請け負っている。

その事業の対ー象毘域は約7，200haに及んで、おり、国有林、道有林、大規模森林

所有者、地元森林組合等の森林整備に関する事業として年間約2∞~3∞haの間伐

や1∞haの植栽、 850haの下刈を実施している。(第 1 表参照)

第 1 表最近 3 年間の森林整備に関する事業内容
事業内等 | 平成12年度 j 王子成13i手堅一

o o 
193330  
111 93 
850 850 

(liif立 ha)
平成14i!，)Jt

0 
260 
118 
850 

木材販売量は第 2 表に示したとおりで、王子成l~度は30，∞Om3近い販売量とな

っており年々増加している。これはすべて間伐による生産量で、あるO 皆伐にくら

べ間伐は木材を搬出するコストが多くかかり j江主義をあげることが難しいが、千歳

林業側では後述するように機械化ときめ細かい採材等により利援を確保し、その

事業を拡大している。

2. 経常収支

最近 3 年間のキ37常収支の状況は第 3 表に示しているとおりである。

厳しい林業界にあって、ここ 3 年間、売上高で 6 億 5~6 千万円台、売り上げ

総利益で 1 億 3~4 千万円台を確保しており、販売費及び一般管理費を除いた経

常利益も 3~5 千万円台と安定している。

千歳1'*業側の経'常収支の推移
平成12年度 i 平成13iF皮
61立6，833万円 6 依5，901万内
lfìi13,0777J P:J 1 f立4 ，8527:1" 111

9，344万円 8,9977j1IJ 
a275万円 5.343万円
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3. 雇用及び労務対策

従業員数は、高鵠~50名(男46名、女 4 名)、従業員の年間稼働日数は平均250 日

程度である。このほかに季節的に雇用する従業員が10名程度である。特に伐採等

事業に従事する職員の平均年齢は41歳となっており、労働者の高齢化が進む林業

関係の会社としては比較的若い作業員で構成されていると言える。(第 4 表参照)

なお、これらの社員は、全員通年雇用とし、健鹿保険や厚生年金、林退共など

に加入している。

倶知安町は道内でも有数の豪雪地帯であり、通年雇用には冬季の事業量の確保

が重要となるが、冬期間は積雪量の少ない白老に設置された出張所を中心に、白

老、苫小牧、日高方面の自社有林の整備や国有林等の間伐などの事業を行い通年

雇用の労働計闘を立てているO また、時期的に作業が集中する期間には、一部臨

時雇用も行い、労務に無理のないように配癒している。

組織は管理課、業務部、造林土木部の 1 課 2 部体制で、繁忙期にはそれぞれが

連携し事業を展開している。業種は造林、造材、素材販売、森林土木が主体で冬

期間の除雪事業なと守も行っている。

第 4 表従業員の年齢構成
110代 I 20代 I 30代 I 40代 I 50代 I 60代 i 計 1
12 人 I 8 人 I 16人 I 7 人 I 13人 I 4 人 I 50人|

第 2 閤千歳林業(株)組織図

千歳林業(株)
代表取締役角関義弘
常務取締役栃木幸広
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受繋財の特色

1 .林業機械の活用

林業事業を行う上で、事業費の低減は必要不可欠のものである。コストダウン

を図るためには、機械化が重要なポイントのーっとなるが、千歳林業附は、在来

型から高性能型へといち早く転換してきた。

機械の導入状況は第 5 表のとおりである。グラップルが15台と多いが、アタッ

チメントの交換により林道、作業道の開設はもとより、伐採木の集材、土場での

仕訳、積み込み、地帯えu寺の刈払い物の除

去まで徹底した機械化を国り、機械の有効

利用に努めている。

後志支庁管内の間伐事業における 1 m3当

たりの事業費は平均 6 千円前後であるが、

千歳林業側では 3~4 千円経度であり、将

来は 3 千円台前半の事業費を目標としてい

第 5 表林業機械導入状況
車f( 類 台数

I 有量n: j 
チェーンソー 25 
メリ払機 30 
クロ…ラトラクタ 5 
動力校打ち機 2 
ハーベスタ l 

f徒生 グラップル 15 
キャリアダンプ 2 
lli! 移動式チッパー機

写真 2 林業機械を活用した効率的
る。 な作業

また、コストの出減にはオベレーターの

技術能力が大きく作用するが、オベレータ

ー養成のためには北海道の林業機械オベレ

ーター養成事業に積極的に参加したり、会

社独自の研修をf船長している。

このような機械化は、「きつい、汚い、危

険j というイメージを払拭することにもつな

がり、伐木から造材、運材といった一連の林内作業の徹底した機械化により労働

災答の妨止、労働荷重の軽減など職場の作業環境の向上にも貢献している。
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2. きめ細かい採材

木材の販売による収入を確保するためには、径級区分による仕分けを縮かく行

い、用材比率を向上させ、 I本当たりの売り上げを高める必要があるが、千歳林

業(械では、語要者の要望に極力応えるために、敬遠される小口の販売に着目し、

きめ縮かな採材を行うことにより利益を上げている。また、広葉樹は、銘木市や

原木市への出品を積極的に行うなどの工夫をして価格の向上に努めている。

3. 森林経営

千歳林業側は会社有林l.032.20ha、個人所有林245.24haの合計1，277.44haを管理経

営している。(個人所有林は代表取締役角田氏が所存)

これらの森林の経営にあたっては、「森林施業計画」を自社独自で、樹立し、良

質大筏材の生産を目標としている。また、保育や間伐などの作業は確実に実施す

ることとし、実効性のある計闘となるように心がけている。

なお、千樹本業附の森林整備事業における社有林等に係わる事業(間伐や下刈

など)はの割合は約10%程度である。

第 6 表千歳林業側が経営している森林の資源構成 (単位: ha) 

指針投 I-lI 取 -N V-VI VII-取 IX-X XI 以仁

2.92 35.88 3.52 0.12 0.16 42.60 
2.32 14.68 52.52 105.56 2.96 178.04 
92.36 23.88 13.84 0.60 130.68 

0.40 54.04 317.28 123.84 289.92 785.48 
140.64 

27.20 118.44 373.92 229.52 293.04 1.277.44 

(1)森林施業の特徴

森林経営の特徴の 1 つに林地の有効利用や多面的機能の発揮を考躍した複層林

施業がある。その背景には、人工林の木材需要動向の変化に伴って、長伐期施業

よる良質体径材の生産に移行していることや伐期に達した時点での一斉皆伐を避
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け、持続的な林業経営を行う考えからである。

千歳林業側が実施している複層林施業の大きな特徴は、帯状伐採による施業で

ある。一般的な複踏林施業では、関伐により樹高や校下高が高くなり本数密度も

疎となることから、林内の空間を利用して植え込んでいく方法で実施しているが、

機械化によるコストの削減が困難となることや、立木への損傷などが懸念される。

これらを解消するため、検討を重ねて得た結論が帯状伐採による複層林施業であ

る。帯状に伐採することで、高性能林業機械での作業が容易になり、残存木への

損傷も少なく、さらに機械化によるコストの削減にもつながる等の利点がある。

(2) 地域社会への参両

近年、大規模森林所有者が会社の倒産などに伴い、L1J林を売却する事例が見受

けられるが、千歳林業側ではこれらの山林を購入し、適切な森林整備を行い地域

の森林が荒廃することの防止に努めている。林業の経営環境が厳しい中にあって、

新たにL1J林を購入し整備することは会社としての負担は小さくないが、地域の森

林を守り、育てることに情熱を傾け努力している姿勢は高く評価できる。

千歳林業側は、社有林を地域の山づくりに生かす目的で綾層林施業モデル林、

低コスト試験地、広葉樹植栽試験地、作業路チップ敷設試験地などを設定してい

る。

これらの試験地は各種の研修会などで広く活用されるほか、多方I爾からの視察

研修の場としても生かされている。

社有林の一部は、北海道が指定する「林業技術伝承の森j として、カラマツ優

良大径材生産のモデル林になっており、地写真 3 林業技術伝承の森(カラマ

域の森林所有者等に対ーする技術の継承に努

めている。

また、代表取締役である角田氏は、北海

道が認定した f指導林家J として、各種研

修会への参加や地域の森林所有者に対する

指導、社存林を活用した研修会や北海道主

催の研修会での講師を行うなどその知識と
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技術力を発揮、地域の山づくりに向けて力を注いでいる。

普及性と今後の方向

厳しい経済状況の中にあって、林業会社の経営を行うことは多くの努力と創意

工夫が求められるが、千歳林業(t*lにおいては、機械化によるコスト削減ときめ細

かい採材による収入の確保などにより着実な経営を行っている。

千歳林業附が行っているきめ細かい採材は、従来、土場で捨てられたり、林内

に切り捨てられたままになっていた間伐材の利用を促すことになり、他の森林所

有者も積極的に間伐に取り組むようになってきている。

また、千歳林業(械が取り組んだ複層林施業は地域に波及し他の森林所有者も取

り入れるようになってきている。

このように千歳林業械の事業実施と森林づくりへ取り組みは、地域で山づくり

を進める森林所有者に非常に良い影響を与えており、地域密着型の林業会社の経

営モデルとして一つの方向性を示している。

(執筆者農林水産省林野庁研究普及課研究企画宮藤村武)
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内閣総理大臣賞受賞

出品財産物(わさび)

受賞者安藤敏男

(静岡県田方郡天城湯ヶ島町湯ヶ島191-5) 

地域の概要と受賞者の路躍

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

天城湯ヶ島町は、伊豆半島の中心部を流れる狩野) 11 と平行してmTの中央部を国

道144号が走る、出また山の緑豊かな町である(第 1 図)。年間3∞Ommを越える

降雨は清流となり、天城山系より湧き出してワサピ罰をi間すため、ワサピの栽培

適地となっている。当地域のワサビ栽培は、昭和33年の狩野JII台風により大きな

被害を受けた。被害面積約

45ha、 138.924千円、被害施設

97箇所、 191.376千円が計上さ

れ、完全な復興には昭和37年

度までかかった (1天城j易ヶ

島町災害復興誌J 昭和43年

発行、復興委員会編)。さら

に、これまで、当地域で

1種重で、あつた「だるま J 穣が苗

不足に陥つた。このため、河

復興誌には、 f一刻も早く優

良品種を以って全わさび田を
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植え付ける事と、さらに一歩進んで、この際、ダ、ルマに勝る品種の発見、栽培に一

層の努力をすべきであり、なお同時に粉山葵を圧倒するために生わさびでなけれ

ばならないと言う考え方を広く世・聞にPRし、生山葵の需用を今自から広めてい

くべきである。J Iまた今後は、栽培技術を研究して、一年半或いは二年の収穫を

短縮して一年或いはそれ以下で栽培できるよう・・ (中略) ・・又は、半期を他

所で育成し、後半期を本田栽培してその栽培面積を倍増するかいずれかの方法に

より反収率の向上を計ることも最も大切な事と思う。j など、ワサビ産業そのも

のの復興に向けた、強い決意が記されている。ワサビ栽培はまさに自然との閤い

である一方、渓流に強固なわさぴ屈を築くことは防災工事そのものであり、山崩

れや土砂の流出を防ぐなどの役割も担ってきたと言える。

(2) 農林水産業の概要

ワサビ栽培は今から400年ほど前、静岡県安倍JII上流にある有東木において始

まったと言われる。伊豆地帯においては今から260年ほど前から盛んになった。

現在では、静岡県におけるワサビ、栽培面積は146.91ha (第 1 表)、産出額は約22億

円で、全国のワサビ産出額の約58%を占めている。天城湯ヶ島町およびその隣町

第 I 表静岡県下のワサビ、生産状況(平成14年)
農林挙務所別 干lîfil]村名 農家戸数(戸) 栽培而積 (ha) 4良茎生産量( t ) 
伊_rrl. 下回前 19 5.00 12.70 

東伊Ii. JUJ 19 4.40 13.80 
i可ì1!主 11可 56 11.10 33.10 
松111奇 IIrJ 23 4.00 7.00 
間{手tIi.町 11 2.00 5.30 
賀茂村 3 0.50 0.70 

東部 伊東市 3 0.40 0.50 
御殿場rl1 15 1.60 4.70 
ゴ二日巴!町 7 1.00 2.00 
天城湯ヶ島田I 195 40.00 84.00 
中伊立IIIJ 163 39.00 90.00 
小 111111J 7 2.50 7.10 
富i:1~市 4 1.00 3.00 

':10 音11 í1J'岡市 131 33.00 84.00 
志太篠原 会谷11汀 I 0.04 0.50 

}II根 11庁 0.05 0.05 
ヰリ11*艮 111] 6 0.26 0.50 
本川根町 20 0.50 0.80 

~と迷 春野町 7 0.43 0.15 
水筏11汀 3 0.13 0.01 

合計 694 146.91 349.91 
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の中伊豆町は、栽培面積において県下の約54%を占めるこ大産地となっており

(第 1 表、第 1 図)、平成14年度の天城湯ヶ島町の年間産出額は約4.6億丹で、あった。

2. 受賞者の略歴

安藤氏は昭和23年 9 月 6 日、現在の静岡県田方郡天城湯ヶ島町に生まれ、昭和

46年 3 丹日本大学商学部を卒業後、山梨県富士吉田市菊地わさび店にて 1 年間加

工研修を経た後に、家業である⑫(まるいわ)安藤わさび店に従事し現在に主つ

ている。

役員歴

昭和58年 4 月~昭和ω年 3 月 天城湯ヶ鳥町山葵組合研究部長

昭和61年 4 月~昭和63年 3 月 天城湯ヶ島町体育協会本部役員

平成 2 年 4 月~平成 3 年 3 月 天城湯ヶ島町立天城中学校PTA副会長

平成 43ド 4 月~王子成 6 年 3 月 天城湯ヶ島IßTIlJ葵組合説組合長

平成 5 年 4 月~平成 6 年 3 月 天城湯ヶ島町消防団分団長

平成11年 4 月~現在

平成11年 4 月~現在

平成14年10月~現在

表彰授

天城湯ヶ島町山葵組合組合長

静岡県山葵組合連合会副会長

伊豆の国農業協同組合山葵委員会委員長

昭和56年静陣県山葵組合連合会品評会静岡県経済連合会会長賞

昭和62年 天城湯ヶ島町産業祭品評会 2 

昭和63年 天城湯ヶ島町産業祭品評会 2 等賞

平成元年 天城湯ヶ島11汀産業祭品評会最優秀賞(町長賞)

平成 2 年静岡県山葵組合連合会品評会優秀賞

平成 2 年 天城湯ヶ島町産業祭品評会 1 等賞

平成 3 年全国わさび品評会神果神戸青果市場賞

王子成 3 年 天城湯ヶ島IIIJ産業祭品評会 2 等賞
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平成 4 年全国わさび品評会大会実行委員長賞

平成 4 年全国わさび品評会全国農業協同組合連合会長賞

平成 4 年静関県山葵組合連合会品評会{憂秀賞

平成 4 年天城湯ヶ島町産業祭品評会最優秀賞(町長賞)

平成 6 年静開県山葵組合連合会品評会優秀賞

平成 6 年天城湯ヶ島町産業祭品評会最優秀賞(町長賞)

平成 7 年金問わさび品評会関西市場賞

平成 7 年静閥県山葵組合連合会品評会優秀賞

平成 7 年天城湯ヶ島町産業祭品評会 1 等賞

平成 8 年天城湯ヶ島町産業祭品評会 1 等賞

平成 9 年全国わさび品評会大会実行委員長賞

平成 9 年天城湯ヶ島町産業祭品評会 1 等賞

平成10年静開県出葵組合連合会品評会優秀賞

平成10年天城湯ヶ島町収穫祭品評会最優秀賞(町長賞)

平成11年天城湯ヶ島町収穫祭品評会最優秀賞(町長賞)

平成12年天城湯ヶ島IIIT収穫祭品評会最優秀賞(町長賞)

平成13年静関黒山葵組合連合会品評会優秀賞

平成13年天城湯ヶ島町収穫祭品評会最優秀賞(町長賞)

平成14年全国わさび品評会農林水産大臣賞

平成14年静関県山葵組合連合会品評会優秀賞

平成14年天城湯ヶ島町収穫祭品評会最優秀賞(向長賞)

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

安藤氏は開業以来80数年に渡って続く⑧(まるいわ)安藤わさび店の 3 代目で

あり、1.3ha (静岡県第 2 位の栽培面積)のワサビ回、加工工場 1 軒、小売店舗

2 軒を、 4 人の家族と平成14年度は16名の従業員で運営している(第 2 表、第 3
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第 3 表従業員の雇用形態および各部門における年間労働日数および時間
性別 極m形態 ~t j)ì~ J1反売 加1 仁

従業員 タj 女 if~JHJ ノ f ト 1'1 数 l!i\'li日 日数 n寺Ji\J !こi 数 l時間
1 。 。 260 1,950 
2 。 。 260 1,950 
3 。 。 260 1,950 
4 。 。 260 1,950 
5 。 。 156 1,170 
6 。 。 296 1,924 
7 。 。 296 1.924 
8 。 。 296 1,924 
9 。 。 177 1.150 
10 。 。 296 1.924 
11 。 。 296 1,924 
12 。 。 296 1.924 
13 。 。 177 1.150 
14 。 。 177 1,150 
15 。 。 296 1,924 
16 。 。 177 1.150 
合計 1.196 8.970 1.715 11.146 1.065 6.922 

*No.1O~14{土、 ì'Ï'迷の沌勤務、 15、 16{立、ヲミ城会館勤務

第 4 表主要な農機具および施設の保有状況
f見機 J4 施設

名称 台数 名称 村立 逃 'B'U英
トラック及び普通Eド 4 U.l~1H たたみ石式 100 a 
モノレール 7 合Jijc 50m2 

バックホー I I Li~即日よけ施設 ノ f イプ式 100 a 
i持活機 3 冷蔵庫 3f平
ウインチ l 
クローラー l 
おj:jl\丘機 7 

表)。安定した生産から加工・販売までの一貫した経営が特色である。家族専従

者、従業員ともに、就業規則に碁づき快適に従事している(写真 2 )。特に、平

成14年度からは子(長男)が専従しており、後継者も育っている。

また、作業の省力化を図るため、モノレールを全ワサピ回に設備したり、管理

機(耕運機) 7 台を各ワサビ回に配寵している。また、パックホーや削岩機・ウ

インチ等を装備し少しぐらいの災害では車ぐに御請できるよう整えている(第 4 表)。
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2. 経営の成果

生産されるワサピは⑧のワサピとして高い

市場評価を得ているO 平成12~14年における

農業所得は、農場部門、加工部門ともに安定

している(第 5 表)。ワサピ生産では、市場日

には休まず出荷して市場の信頼確保に努めて

写真 2 出荷前にワサビの姿を整える
“わさび、むしり"の作業風景

おり、加工・販売では、安藤わさび店オリジナルの醤油漬を開発・販売している。

安藤氏は、天城湯ヶ島町山葵組合長に就任後にワサビの農協出荷を推進した。

それにより、新しい市場の開拓や市場を分散させることによる値崩れ防止に対応

できるようになった。また、インターネットなどを通じた販売も行い(安藤わさ

第 5 表経営収支の推移(千円)
平成12年 王子成 13年 平成14ifo

j足場部門 加工部門 農場音1I門 方III部門 1足場合1I門 加工部門
販売額 A 49,682 61,544 48,666 56,515 46,229 57,759 
{I多絡 'Ei 556 856 199 358 222 956 
}渥JfH~ 15,712 15,657 16,329 15,147 11 ,656 15,416 
通信広告 。 162 。 244 。 153 
種苗~l( 13,827 。 13,098 。 11 ,793 。

農薬費 。 。 213 。 177 。

諸材料絞 1,557 。 1,298 。 1,079 。

光熱7j(Q'( 669 1.138 781 1,203 989 1.167 
共済掛け金 286 236 202 125 134 51 
減侃fi償却費 2,081 1,617 2,035 1,748 1,960 1,632 
利子 29 。 80 。 59 。

出荷絞'1'i 2,987 734 3,384 191 3,258 263 
貸借費 111 448 78 438 76 404 
厚生~'i 1,361 1,500 1,292 1,938 1,236 1,854 
秘税公費 。 2,034 103 1,873 269 1,604 
交際・旅費 559 674 720 691 539 642 
限定資産処分損 。 。 223 53 。 。

キ1m 620 2,695 802 2,919 2,232 3,742 
捌在n }拐首 1,391 22,637 1,422 18,901 1,208 20,262 

θ期末 1,422 3,442 1.208 3,785 1,245 2,929 

小専夜著言i- B c 40,330 46,952 41,050 42,050 35,649 45,223 
12,000 12,000 2,700 10,200 

農A業-所B得-C 9,352 2,592 7,616 2,465 7,880 2,336 

*1足場部門とはワサビ生産、加工部門とは加工・販売部門のことである。ただし、売店でのワサビ販
売額はj足場部門に計卜‘している。
*専従者とは、家族の中で従事している者である。
*四捨五入のため小計、農業所得が内訳の足し i二げ猫と‘致していなし、。

166 



ぴ店ホームページ1JRL : httpj/www.maruiwa.jp/) 、販路の拡大を図っているO

受賞財の特色

1 .技術

(1)品種の改良と登録

当地域では、前述のように昭和33年の狩野川台風の被害により、「だるまj 種

が苗不足をきたした。そのため、和歌山県の f真妻j 種が選定され、転換されて

いったが、「真妻」種は天城湯ヶ島IIIJのワサピ田に最適な品種で、はなかった。こ

のような中、安藤氏は独自の交雑により、間!日]に適した!日穂への改良を試み、平

成 6 年には、個人では日本で第 1 号となる「まるいわV号」を品種登録した。ま

た、「まるいわE号j もミヨシ種苗KK (許諾権を譲渡)により登録された。品種

登録には、安藤氏の品種の流出を防ぐ目的がある。特に近年では、ワサビは台湾、

韓国、ニュージーランド、カナダ、ベトナム、中間などでも生産されており、加

工製品を中心に年間220態円程度輸入され、根茎も輸入額の 1 割程度を占めると

いう。そのため、安藤氏の品種の海外への流出には特に警戒している。氏はこの

後も品種改良を重ね、 Ik 1 J という品種や、第171註|全罰わさび、品評会の農林水

産大臣賞受賞品種である fまるいわ刊号」を相次いで育成した。「まるいわ刊号j

の特色は、根茎の根元の葉柄がやや赤くアントシアニンは中、根菜の型は総太、

太さは太、長さは長、芽がつんでいて形状がよく、表皮の色は緑色が強く、すり

下ろしたときの香気、辛味が強く、粘りがあり写真 3

品質が優れていることである。また、菜割れが

ほとんど発生しないので、葉柄を原料としても

使用できるのが長所である。特に、葉柄の根本

を赤色にして三杯酢i震に、先を青色にして醤油

漬に使用できるように、改良が進められた品種

である。
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(2) 優良種苗の安定生産と常時供給体制の確立

安藤誌は、苗購入費には粗収入の27%をかけるなど、ワサビ栽培には優良苗の

確保が重要であるという特色を十分に把握した経営を行っている。特に、病害の

予防と優良種子の大量確保のために、種子採取用 写真 4 大型冷蔵庫内に貯載さ
の苗の生産に高価格の茎頂培養苗(メリクロン苗) れた苗

を積極的かっ多量に導入している。また、商の

常時供給体制を確立するために、大型冷蔵庫に

苗を長期保存したり(写真 4) 、秋でも活着がよ

い「セル苗(ポット苗)J の導入を進め、それに

より年閣を通じて安定した出荷体制を整える眠

り組みを進めている。

2. 経堂

安藤氏は苗生産を全面的に委託することにより、低コスト化や優良苗の安定し

た確保に努めている。また、天城湯ヶ島町山葵組合長に就任後はワサビの農協出

荷を推進した。これにより新しい市場の開拓や市場を分散させることによる値崩

れ防止に対応できるようになった。

普没性と今後の方向

1 .普及性

出品財の親である「まるいわV号J 及び iK 1 J の種子を組合に提供し、苗も

順調に配布、収穫されたものは目揃い会でも揃いの良さで注目を集め、高い評価

を受けている。なお、「まるいわ刊号j は平均的に揃いが良く、選別の苦労がな

く、出荷先無指定で多くの市場へ出待している。
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2. 今後の方向

「まるいわ刊号」の生産量はまだ少なく、現在は品韓登録も検討しつつ、増殖

中である。また、ワサピの農協出荷や苦の常時供給体艇の確立による産地の維持

は、今後も引き続き取り組む必要‘がある。さらに、景気が惑い肢の中でワサピの

消費量拡大のために、農協などと協力したキャンベーンの実施や、インターネッ

トを活用したi直売など、いかに市場以外のルートを探すことができるかが販売拡

大の鍵だと考え、取り組みを進めている。

(執筆者:農林水産省林野庁研究普及諜研究企画官北島博)
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地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

久木野村は、熊本県の東方、阿蘇カルデラの中で南外輪山一体にあり、東は高

森町に、西は俵LlJ峠を越えて関原村に、南は南外輪山を経て矢部郷(矢部町、清

和村)、北は白 111 を隔てて白水村及び、長陽村ゐに接する。年間平均気温は13
0

C で、

夏は30
0

C近く、冬は零下になることもある。年間降水量は2.000mm前後で、ある。

第 l 図熊本県阿蘇郡久
木野村位置関
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初霜は10月中旬頃で、年に数匝の積雪がある。耕地は主として阿蘇の火山噴出物

からなる赤ボクや黒ボクが広く被い、必ずしも肥沃で、はない。

久木野村の森林面積は3、 378haで、総土地面積の66%を占めている。弐有林面

積は2，725haで、スギ、ヒノキが主に植栽され人工林率は55.5%で全県の人工林率

61%に比較すると低い。これら人工林は、戦後植栽されたもので、除関伐を必要

とする林分が大半を占めている。

なお、久木野村には、 3 名の苗木生産者がおりヒノキ荷を主に生産しており、

村内及び他の地域に供給している。

2. 受賞者の略歴

羽田氏は昭和52年に高校を卒業と同時に、農業と苗木生産

に従事し、その後、本格的に家業の苗木生産を引き継ぎ、現

在に吏っている。

(l)腹歴

昭和52年 3 月 熊本県立熊本農業高等学校卒業

昭和52年 4 月 農業及び111林用苗木生産に従事

平成 2 年 4 月~平成10年 3 月 久木野村林業研究クラブ会長

l 羽 EEI誠次氏

平成 7 年 9 月~平成11年 8 月 熊本県樹高協同組合青壮年部会長

平成13年 4 丹~平成14年 久木野村立久木野中学校 PTA会長

(2) 表彰

平成 3 年度熊本県苗畑品評会熊本県知事賞

タ タ 熊本県商連会長賞

平成 4 年度熊本県富畑品評会熊本県林務水産部長賞



受賞者の経営概要

1 .家族構成

経営は本人夫婦で、行っており、父母も苗畑作業を一緒に行っている。

第 1 表家族構成
氏 名 本人との続柄 年齢 j t向 要

羽防次雄 父 70 
。 公子 lヨ 66 
'l 誠次 本人 44 i墨…イシ やすよ ヨS 42 農業
。 誠一自11 長男 19 !大学在学中
ク 絵美 長女 17 I 1かlJi:盗空中

2. 苗畑の概要

苗畑はヒノキの挿し木苗を中心にクヌギ、コナラ等広葉樹苗を生産しており、

その規模は1.5haで、ある。これら高畑では、マメ科のクロタラリアを作付けし、

緑斑と併せて線虫の発生を抑制している。

3. 経営の概要

羽田家では昭和28年からヒノキの挿し木苗の生産を始め、以来50年関、三代に

わたってより臭い苗木生産のための試行錯誤を繰り返し、技術の開発を行ってい

る。

林業を取り巻く厳しい状況の中、 3 代目の羽田誠次氏はとノキの苗木に加え、

多掠化する造林檎種に対応するためにクヌギやコナラ、ケヤキ等の広葉樹の生産

も行っている。また、ポット(コンテナ)育百にも取り組んでおり、治山等公共

事業用にクヌギ、ヤシャブシ、ケヤキ、カエデなども生産している。
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よ日制将
13 {ド 14 :fl~ 

樹手E i百i絞 床主主 fザWi I ilJ行 T劦禛ll ほミ'Mミ 14j: 在î I ILJff 
本数本数本数 本数本数本数
11 75.01 72.0 1 1 80.01 75.0 

と
1 líl!床桜
2 :fF生 40 75.0 60.0 60.0 30 63.0 55.0 55.0 35 70.0 60.0 60.0 

ノ
21f1!151ミ必ミ

キ
3 ilô~t 3 2.0 2.0 2.0 5 7.0 5.0 5.0 2 3.0 2.5 2.5 

44 77.0 62.0 62.0 36 70.0 60.0 60.0 38 73.0 62.5 62.5 
タF まきつけ 25 400kg 35.0 25.0 35 400kg 40.0 20.0 30 300kg 30.0 20.0 
コミ

25 35.0 25.0 35 40.0 

明:蜘Z
30.0 20.0 ギ

コ
まきつけ 10 150kg 20.0 15.0 20 200kg 30.0 ::;0.0 25.0 
1 1凶床f去、

ナ 2 :fF~J:. 2.0 2.0 1.5 
ブ

10 22.0 16.5 20 30.0 20.0 20 30.0 25.0 

Y に
まきつけ 24 32.0 15.0 20 36.0 20.0 23 45.0 15.0 

。〉 2l fj引ドはFh44手
f也

24 32.0 15.0 20 36.0 20.0 23 45.0 15.0 
1:r 103 151.0 118.5 111 166.0 120.0 111 167.5 122.5 

写真 2 ヒノキ部1:Hl (2 年生) 3 広葉樹(クヌギ)部1:111

4. 労働

就労状況は、第 3 表~第 5 表のとおりである。自家労働754人、雇用労働266人

の延べ1020人で雇用者はそのほとんどが久勺性である。

u別立:人)

I 
RIUfl lT;男女別割合50: 50 
hJf JFJの男女別割合10 : 90 
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第 5 表 山林用苗畑作業の月別労働配分(平成14年) (単位:延人)

月別
自家 雇用

主な作業 1nlJ 考労働力 労働力
l 73 46 119 }草木掘取り、選苗、仮植、ポット市出荷
2 105 48 153 イシ 夕 、 、苗木出荷 (ポット前出荷台む)
3 106 73 179 f占木出荷、床作り、ヒノキ槌付け (ポy 卜市出荷含む)
4 88 37 125 ヒノキさしつけ、広葉樹播種
5 48 。 48 前畑管理、施肥、ポット苗ポット入れ
6 50 。 50 ク 夕 、 Jノ' 

7 33 。 33 イシ 、クロタフリヤ矯穏
8 45 。 45 。

9 36 。 36 。 、クロタラリヤ鋤込み
10 9 。 9 。

11 29 。 29 床作り、施肥、とノキ秋さし、広一
12 71 54 125 }宮木掘、施肥、選菌、仮槌、ポット市出荷
言1- 693 258 951 

5 圃収支の概要

最近 2 年間の経常収支は第 6 表のとおりである。

平成14年度の収入は15，456千円で、支出は1O，7l4千円であり、差引収益は4，742千

円となっている。

第 6 表最近 2 ヵ年の収支概要(平成13、 14年) (単位:千円)

区 分 資 呂 13年度 14年度 市市 考
収入 (A) 苗木売上金額 13.941 15.456 

労務費 5.672 6.154 労務には白君主労務も含む。
政接生産'if 資材費 4.395 4.173 資材には原苗代、(稜子代)

その他 176 薬剤費、肥f4'i:'t、燃料費など
支出 (B) 10.243 10.408 また、その他に椴包材料、回定資

地代等 328 306 産焼却Z号、組合負担金事務費など
1-コL 10.571 10.714 を含む。

差引 l収益( A - B) 3.370 4.742 

6. 生産基盤

生産施設は第 7 表、苗1:UJ機械は第 8 表に示すとおりである。

第 7 表生産施設
fjf[ 類 規 私i 施設数 考
作業小屋 60m' 1 簡易小屋

建物類 資材及び農機具倉庫 184m' 2 !日牛舎を利用
車隊.接客兼休憩室 60m' 

ìl'1f水施設 :JI: p 70mボーリング l 
紡)武林(jmU なし
その他 なし

174 



第 8表立î:J:lII機械
機械の稜類 能力 数段 導入年月上l 考
トフクター 28P5 l 台 561句三 ロータリ付き
雨水鉛，íJfll.機 セット !li 1 i分 560"j三
動力 i吹綴機 1 台 557"ド 動力・ポンプ・ホース・ I~I 草b巻l収機
背負式IlJ'tJ~総 2Éコ、 日11"ド・Hl3il三
管理11機 2 ムl二l 552"ド. H14"l� 
i告17J'(ポンプ 2ﾉ�' H5iF' HWl三 ロ リータンク

トラック 2 t 1 ムI=f 
iJir，トラック 2� 

受賞財の特色

1 .技術及び経営の特色

(1)技術の特色

ア 挿し木による高木生産

従来、ヒノキ富木の生産は実生によるものが一般的であるが、氏が生産し

ている※ナンゴウヒは実生によるものではなく、挿し木増殖が特色である。

ナンゴウヒの挿し木苗は、根系の発達を促す必要があり、挿し穂の長さ、

挿し床等の試験研究を独自に行った結果、現在は100%に近い発根率を得て

おり、 1 年後床替を行い 2 年生部で恨系の充分発達した山行商木の生産が可

能となっている。

※ナンゴウヒについて

昭和30年に久木野村及び、隣議する i町村のスギ、ヒノキ林分の調査が九州大

学により行われ、その時ヒノキ林のr:[:tで挿し木造林地があり、しかもそのヒ

ノキ林が従来の一般の実生系と違う樹相を呈していることから見出され、こ

の地方に古くからの伝来の独特のものであることが判明した。

発見された地域が、久木野村及びJ;!iJ[tI1の i町村を含め南郷容と呼んでいるこ

とから、地名にちなんで、「ナンゴウヒ J (南郷檎)と名付けられた。

イ :t*司悲林

一般にヒノキ挿し木は母樹の樹齢が増すにつれ、挿し木の発根率が低下す

る傾向にあり、生産の当初は発恨率の良い若い母樹は極めて少なく、現在の
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ように多量の穂木の確保は国難で、あった。そこで採穂国の整備の必要性を痛

感し、ナンゴウヒの造林をし採穂閣として利用し、多量の穂、木を確保してき

た。現在造林地を一定期間採穂林として使用し、下校高が高くなり作業が困

難になる樹齢には、次の造林地から採穂出来るように12年生、 7 年生、 4 年

生の林分を採穂、林として利用している。

ウ育苗

ヒノキ苗床は、植付けの前年度に緑肥作物を作付けし、これを畑にすき込

み緑聞として利用している。緑肥作物の中 写真 4 ヒノキ挿し木高の根の様子

でも特に初期成育が良好で、 2 か月近くで

1.5~2.0rn近くに達し、またネコブ線虫抑制

に優れるマメ科の品種でクロタラリアを作

付けし、緑肥と併せて線虫抑制効果を国っ

ている。

除草は、除草剤散布と人力との併用によ
写真 5 挿し木蔀の苗床(昨年

り労力の省力化を図っている。潅水施設は、 秋にさし木を実施)

商焔に水田を利用しており近くを農業用水

が常に流れており、干ばつの際はいつでも

対応できるように潅水ポンプ 2 台を整備し

ている。井戸は主にコンテナ苗木の潅水に

利用している。

病虫害対策は、高冷地のため病虫害の発

生率は低いが、根切り虫対策に床作りの際薬剤を施し、春期の虫害の防除を

している。

斑培については、緑肥作物クロタラリアの利用と、基肥に完熟した鶏ふん

(10 a / 3 t) 及び石灰窒素(10a /40kg) を施している。 5 月に芽伸びを

促進させるため硫安を施し、 6 月にイ出足把料(14:12 : 9) (10 a /50kg) を

1 回施しているが、苗木の成育状況によっては 8 月下旬に再度追肥すること

もある。

苗木の養成に、根切りは根系の充実と成長の促進に重要な作業であるが、
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挿し木首木は発根により形成されており、 i直根がないために根切り作業の必

要性はなし、。

また、昨年より秋挿しをr，N践的に行ったが、発根率も春挿しと余り変わら

ず良好である。これにより、春先の成長が1手い分挿し穂、の長さが短くてすみ、

採穂の作業効果も図られている。

育苗の一連の作業は苗木の背成に適応し、またその合埋性が充分認められ

る。

(2) 経営の特色

これまでナンゴウヒを主に生産してきたが、近年の造林樹種の多犠化に応じて、

クヌギ、コナラ、ケヤキ等の広葉樹苗木も生産をしている。

また、平成 3 年にポット(コンテナ)商育甫技術の確立を図る実証栽培を実施

したのを契機に、一殺の山行き菌木に加え、クヌギ (10千本)、ヤシャブシ( 7 

千本)、ケヤキ (8 千本)、コナラ(15千本)、ヤマザクラ (10千本)、カエデ (5

千本)等のコンテナ苗木を生産し、造林用及び公共事業用苗木に出待している。

普及性と今後の発展方向

(技術、経営の分析及びその普及性と今後の発展方向)

ナンゴウヒの特徴として、挿し木の発根率が高いほか、①幹は通直で断固は正

門に近い②トックリ病に犯されにくい。材色は辺材自色で心材は淡黄色で材質は

粘気があり硬いなどの特性をもち成長は晩生型でいつまでも成長が衰えないこと

から、長伐期、大筏材生産に向く品種ということがいえる。

しかし、ナンゴウヒの特性の中で

たり札、初期成長の悪さカかミら、発見から40数年を経ても造林量が伸び悩んでいるの

が現状である。

また、ナンゴウヒ苗の生産は平成 9 年度の162千本をピークに減少し、近年の

生産は11万本前・後で推移しており、本県のヒノキ苗生産量の 6%程度であり、造

林されている地域も阿蘇の限られた地域である。

ただし、枝性の問題については、摘栽密度により十分改善されるという報告も
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あり、適切な密度管理により枝は暴れないといわれている。こまめな枝打ちと適

切な間伐を実施するならば、ナンゴウヒの特性から長伐期施業による優良大径材

生産が可能である。

材質面からみれば、ナンゴウヒの市場性は高く、大径材はかなりの高値で取り

引きされており今後の期待度は高い。

また、ナンゴウヒには、細枝系と太枝系の 2種類の系統が存在するといわれて

いる。氏の採穂閣の中にも篤林家が養成した細枝系クローンとナンゴウヒ精英樹

の中から成長性、樹幹の通直性等のクローン選定基準により選抜されたクロ ン

により養成された母樹があり、今後この中で細枝、太枝の違い、初期成長の良否

等で選抜を繰り返しながら、ナンゴウヒの中での優良な種萌の生産ができる採穂

留の整備を百指している。

さらに、氏は生産の効率化を図るため、ナンゴウヒの秋挿しを試験的に行って

いる。結果は発根率も春挿しと余り変わらず、春先の成長する分の 5cm程度を

短くでき、採穂作業の効率化とともに、植付け、穂、木の採取、挿しつけ等の作業

が集中する春先の労務の平準化が図られることから、今後の展開が期待される。

また、氏は村の林業研究クラブの発足と同時に入会し、会員と共に高木生産技

術の背得に努めてきた。技術の向上・改善に対する意欲は旺盛で常に先頭に立ち、

穂木の長さと発根率、さし床の客土の導入等の研究を重ね、その普及に努めた実

績は高く評価される。組合の研修会、青壮年部の研修会にも積極的に参加し、技

術の取得、情報収集を行っている。

氏には、 1 男 1 女の 2 人の子供がいるが、長男は現在県外の大学に在学中であ

る。将来は家業を継ぐ意欲は受け取れる。

(執筆者農林水産省林野庁研究普及課研究企画官藤村武)
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天皇杯受賞

出品財産物(水産加工品)

受賞者株式会社阿部長商店マーメイド食品

(宮城県気伯沼市字赤岩港121)

地域の概要と受賞者の略歴

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

気仙沼市は、宮城県の最北端に位置し、東

西16.7km、南北20.5km、総面積184.26km2で、

東は唐桑半島を経て岩手県に接し、西部・北

部は森林地帯、沿岸部はリアス式海岸を形成

し、太平洋に面している。湾口には大島を擁

し、気仙沼湾は波静かな天然の良港となって

いる。

人口はやや減少傾向で平成13年 3 月末日現

在で61.421人となっており、その就業人口は32，418人(平成 7 年国勢調査による)、

うち第一次産業は4，782人であり、その68%である3249人が漁業就業者である。

気仙沼市は平成22年度を目標年度とする第 4 次市総合計画を策定し、その将来

像を「活力とやすらぎのある国際水産文化都市J として、市勢の発展に努めてい

る。(第 1 閲位置図)

(2) 水産業・水産加工業の概要

気仙沼市は、沖合に寒流・暖流の交錯する世界 4 大漁場の一つである三陸沖漁
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場があり、特定第三種漁港である気位沼港を擁し、 写真 1 さんま水揚げ風景

遠洋・沖合漁業の根拠地であるとともに、沿岸漁

業・養殖業においても重要な役割を果たしている。

この気仙招港は、隣の唐桑町を含め、遠洋・沖合漁

船166隻、漁船乗組員2.500人以上を擁する全国有数

の船籍港であり、平成14年における気仙沼市魚市場

の水揚げ量は、数量で90，825 t (全国12位)、金額で

243億5，474万円(全国 8 位)、主な水揚げ魚種はまぐ

ろ延縄、かつお一本釣、さんま捧受網、いか釣であ

る。生鮮かつお、サメ類、カジキ類はいずれも全国

一位の水揚げを誇り、さんまについても約22，200 t 

(全国 4 位)のオ吋暴げがある。(写真 1 さんま水揚げ風景)

宮城県における水産加工業生産量は平成13年では425.705 t であり、北海道に次

ぎ全国第 2 位であり、県の食品製造業の出荷額の約51%を占め、気仙沼、女Jl I 、

石巻、塩釜の地域経済を支える重要な地場産業となっている。主要な水産加工品

は、ねり製品、堪蔵品、冷凍食品、冷凍水産物などであり、生鮮冷J林産物のう

ちカツオ、サンマが全自第一位の生産量を誇っている。これまでは遠洋や沖合漁

業で水揚げされた魚を原料として、産地魚市場を核として発展してきたが、漁業

生産の著しい減少に伴い、原料確保が困難な状況となりつつあり、現在では加工

原料の多くを輪入原魚、に依存するようになってきた。

また、長ヲ!く不況の影響や消費の伸び悩み、多禄化する消費者ニーズに応じた

商品開発、価格競争、輸入品との競合、さらに、最近の安全・安心な食品を求め

る社会的要請を背景とした衛生管理対策への対応など、水産加工業を巡る経営環

境は依然として厳しく、近年の水産加工品の生産量は総じて減少傾向にあるO こ

のようななか、冷凍水産食品製造業だけは、簡便性・晴好性を求める消費者ニー

ズに即した調理加工品の増加等により、近年出荷額が増加し比較的堅調に推移し

ている。
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2. 受賞者の略歴

側阿部長商店マーメイド食品代表取締役で 写兵 2 阿部泰治氏(中央)

ある阿部泰浩氏は、昭和38年に気位沼市に生

まれ、昭和61年 3 月に明治大学商学部を卒業

後、主宰水産附に就職した。当時、受賞者の

父親である阿部泰児氏は、昭和43~に設立し

た側阿部長商高の代表耳硝間交として水産物冷

蔵、冷凍、加工処理等の事業に従事していた

が、ともに経常に携わっていた叔父が急逝し

たことにより、阿部泰浩氏が気仙沼に戻って鮒阿部長商店の専務取締役となり、

父親の事業経営を支えることとなった。以来、三陸地域の基幹産業である水産業

と観光業を企業経営の両輪に据えた各種事業を推進しつつ、厳選した原料の買い

付けから加工までをオリジナルな生産システムで一貫して行う企業として附岡部

長商問を成長させてきた。平成 9 :i:f.には、新時代に対応した水産加工のモデル工

場として衛生管理を徹底させたHACCP対応の工場を建設し、主に地場で水揚げ

されるカツオ、サンマ、サメなどを原料として用いた水産加工部門の拡充を宮内、

独自の商品開発にも力を注いできた。また平成12年 1 月にはマーメイド食品米|主i

FDA水産食品耳ACCPの認定を取得している。その手!胞が認められ、平成14年 1

月からは父に代わり 40才の若手ながら同社取締役社長に就征するとともに、気仙

活センター加工業協同組合理事、気仙沼魚市場買受人協会主型事、気111紹鮪出荷組

合副組合長、気仙沼市水産加工業振興協議会気仙沼ブランド普及推進委員会カツ

オ部会長などの重安を担い、現在に怠っている。(写真 2 間部泰浩氏(中央))

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

[1可吉15泰浩氏が代表取締役を務める(凶阿部長腐店は、鮮魚から水産加工品までを



扱う水産事業やホテル経営を中心とした観光事業など幅広い事業を展開する、気

仙沼を代表する中規模の水産企業である。資本金は5.000万円、水産部門の従業員

は236名(うち女性は131名)、水産部門の施設としては鮮魚の買いイーすけや冷凍・

冷蔵保管を行う気仙沼工場および志津川工場、水産加工部円であるマーメイド食

品気仙招工場および志津川工場を擁する。

これらの施設を主体とした水産事業は、気仙沼など南三陸に水揚げされるサン

マやカツオを主体に、秋サケ、マグロ、カジキ、サメなと守前浜物を中心に扱って

いる。サンマは生鮮向けから加工品まで、全国の市場を通して販売している。年

によって変動はあるが、年平均 1 万 t を扱う。サンマの取扱数量は全国 1 位であ

る。

マーメイド食品は、気仙沼地域では他に先駆けて衛生管理を徹底させた

HACCP対応の工場として平成 9 年に設立された。原料はあくまでも前浜物にこ

だわり、利用度の低いサメなどの加工原料イ七にも精力的に取り組んでいる。主力

商品として生産される加工品は、サンマ謂味食品やカツオのタタキなどのほか、

東北・関東の量販活向けのパック商品など多岐にわたる。販売先は量販店やグル

ープ企業のほか、東北地区の学校給食、生協や経済連の共関購入向けもある。カ

ツオは、前浜沖で秋に漁獲される廃りガツオを原料確保し、自社の超低温冷蔵庫

に保管。カツオの漁期が終わった後の端境期を中心に、刺身用商材として加工し

出荷している。

以上のことからわかるように、側阿部長蕗店における加工は、水産資源・観光

資源の農富な気仙沼地域の特性を最大限に生かしつつ、 11扇広い事業展開によって

生鮮出荷から切り身やフイレーなどの 1 次加工、味付け調理などの高付加価値加

工に至るまでさまざまな切り口で商品を提供できることが特徴であり、開社の強

みである。

fあぶりさんま」を生産するマーメイド食品気仙沼工場には、 80種類を越える

加工機械が取り揃えられている。そのうち、「あぶりさんま」に使用する機器類

は下記のとおりである。

解凍機 2 台

金属検出装置 一式

さんま処理機

真空包装機
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成形コンベア他

自動梱包機

式
ム
口

バーナー

オートチェッカー・選別機 一式

コンテックフリーザー 一式

2 .経営の成果

側阿部長商店の水産部門の総売 i二高は75億円、うちマーメイド食品の総売上高

は下記のとおりである。なお、当該受賞財による売上高は3.∞o万円である。

鞘売j
1992年に設立されたマーメイド食品で、は、 f前浜物にどこまでもこだわり、気

1f[!沼でオ吋易げされる中でも、利用度の低い魚、の価値を高めていきたい」として、

これらを原料として用いた新商品の開発にも精力的に取り組んできた。平成12年

に初めて加工品品評会に出展することとなったが、同年の第26間宮城県水産加工

品品評会にて「フカチャーシューJ が水産庁長官賞を、翌日年の第27@1同品評会

にて fフカしゃぶしゃぶj が農林水J1左大臣賞を受賞した。さらに今回の受賞財で

ある「あぶりさんまJ は、平成14年に県の「たくましい企業づくり j 戦略の一環

として実施されている第 6 開みやぎものづくり大貫工おける技術賞受賞に引き続

き、平成15年 2 月に開催された第29間宮城県水産加工品I品評会において農林水産

大臣賞の栄誉に浴したものである。

以上のように、受賞者の製品開発力は高く評価されている。

受賞財の特色

1 .技術

(I)受賞財の概要

受賞'財である fあぶりさんま」は、厳選したさんまのフイレーを甘酢で、しめて
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表面だけを軽く焼き上げ、食べやすく個別包装した、全く新しいタイプの刺身感

覚の冷凍調理食品である。刺身のように切ってそのまま食べたり、寿司穂や巻き

ずしの芯、酢の物などとして幅広く利用できる。

アンテナショップ的な気仙沼市と東北ーの収容人数を誇る志津川町にある同社

直営のホテルの料理の 1 品に加えたところ好評を博したことから、業務用と小売

用に分け、平成13年 9 月より関東・関西方面に出荷を始めた。現在は 1 日あたり

1.000~ 1.500パックを生産しており、販売先は一般前民(量販店、スーパー、通

販)、業務用(ホテル・外食)と全国展開を図っている。

原料は 9~1O月に気仙沼港に水揚げされた脂の乗った句のサンマに限定し、鮮

度を損なわないよう徹底した温度管理下で前処理(開き加工)し、漬け込み(酢

じめ)、災り、パック、冷凍の一連の工程をその日のうちに行うなど、原料や鮮

度や素材のよさに強いこだわりをもって製造されている。

酢じめしたサンマの薄皮を剥いで、調理した商品が近年ヒットし多く流通してい

るが、この「あぶりさんま」は甘酢に漬け込んだうえ、手作業によって丁寧に火

で、来って仕上げているのが特徴であり、香ばしさが付与されることに加え薄皮を

剥がずに利用できる点が画期的である。身には火が通っていないため、生の刺身

感覚で食べられる。

品評会では、「味と見栄えがよく、ほどよい脂の旨味とサッパリ感があり、パ

ッケージもスマート。職人の味を、簡単、便利に家庭で食することのできる新商

品」など高い評{[眠を得ているO

(2) 製造工程の概要

「あぶりさんま」の製造工程の概略を国示すると、以下のようになる。

• 
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次に、各工程について説明する。

①原料選別

原料となるサンマは、 9~1O月に気仙沼港に水揚げされた脂の乗った旬のサン

マに限定し、常に地元船の加頭などからサンマの漁獲日、漁場位置、水温等の情

報を得て良品サンマの仕入れに努めている。間社では毎年サンマを8.000 t ~ 

10.0∞ t 買い付けしているが、そのなかから「あぶりさんま」の加工に適した脂

の乗り(脂肪量として20%程度を日安)のものを

選別している。水揚げ当自に選別されたサンマは

箱詰めされ、エアブラスト方式で、急、速凍結さ

れ、 -30
0

Cの自社の冷蔵摩で保管される。このよ

うに新鮮な冷凍サンマが年間を通して原料として

利用されるが、 9~1O月の漁獲時期には生原料を

使用する。生原;Ji3j.は味がまろやかで光沢も優れて

いる。(写真 3 冷凍サンマ)

②冷凍原料のWÍ'凍

写真 3 冷凍サンマ

原料となる冷凍サンマは加工の前日から当日朝にかけて解凍処理され、加工さ

れる。解凍における温度管理は徹底しており、品温は解凍終了までコンピュータ

制御でコントロールされている。解凍機中に 8 uCで900分おき、その後品j昆 4
0

C

以下の 3%の境水中で14-15時間解凍される。

③聞き処理、定形カット

サンマ魚体の前処理は開き処理機を使用している。開発初期には腹骨を抜く作

業を手作業で、行ってきたが、開き処理機の改良を

重ねてきた結果、魚体に応、じた頭・尾のカット・

開き処理、中骨・腹骨の除去ができるようになり、

手作業にも劣らない切り口の聞き処理が可能とな

ったため、平成15年から導入された。定形にカッ

トされたフイレーは10
0

C以 Fの冷却水によって洗

浄される。(写真 4 カットしたサンマフイレー)

④振り坂
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サンマフィレーに対し塩を加え、 1 時間漬け込む。塩を加える量は10%が基本

であるが、漁獲時期や漁獲場所によって脂質量が異なるため、原料魚の性状に応

じた塩加減となるよう調整している。このときの塩加減の調整が、一定品質の製

品を得るための重要なポイントとなる。

⑤調味i夜の漬け込み

自社オリジナルの調合による調味液(食酢、砂糖、アミノ酸配合調時件)に漬

け込むことにより「酢じめj を行う。「人類最古の健康食」といわれる食酢の減

塩効果、疲労回復、血液浄化、食欲増進、ストレス解消等の効果に注目し、その

効果を最大限に引き出すため、合成酢や加工酢を

用いず、安心して食することのできる醸造酢に限

定して使用している。また着色料、保存料は一切

使用していなしミ。

漬け込み作業はチルド室内で行い、泣けむらを

なくすために 1 時間ごとに漬け込み返し作業を行

っている。(写真 5 漬け込み風景)
あぷ

⑥炎り

写真 5 漬け込み風景

漬け込みの終了した酢じめフイレーは、手作業で了寧に調味料を拭き取り、網

に並べる。目視により形状が揃っていることや異物のないことを確認したあと、

特殊バーナーを使用して条る。この炎り工程により、身は生のまま表面はこんが

りとした焦げ目と香ばしい風味がつくが、その微妙な焼き加減が最も難しいため

機械化が不可能で、あり、熟練した技術者が時間をかけて丁寧に焼いている。

均一な焦げ目の得られる炎り技術を生み出すためにバーナーのノズルやガスの

種額などを替えて試行錯誤し、最も適した条り条件が生み出された。サンマの薄

皮はそのままでは食べづらいが、来ることによって皮が日に残らず食べやすくな

るとともに、香ばしい風味により生臭さも消える。

⑦真空包装、冷凍

集り工程を完了後、冷却された製品は手作業によりγ寧に袋詰めされ、真空包

装機で、真空パックにされ、ラベルがJ!M寸される。その後、瞬時に凍結できるトン

ネルフリーザー(-42
0

C) により、 20分以上かけて凍結した製品は、金属探知器、
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写真 6 包装 写真 7 製品

ウェイトチェッカーによるチェックを経て箱詰めされ、… 30
0

Cの冷凍庫にて出荷

まで保管される。(写真 6 包装・ 7 製品)

(3) 経営

受賞者は、地元践にこだ、わった商品開発、低利用資源活用法の開発など、地元

の水産・観光資源を最大限に生かした独自の企業活動を推進するとともに、地域

の経済発展や雇用雌保に貢献している。

商品開発について、とくに独立した部門を設けているわけではないが、製造部

門には必ず調理経験者を配置し、開発・試食などもホテル部門と加工部門の相互

連携により行われている。農林水産大臣賞を受賞した「ふかしゃぶしゃぶJ や

「あぶりさんま J などの逸品も、ホテルで、反響のあったものについてさらに改良

を加え、試行錯誤しながら商品化した。

食品の安全性に対する社会的要請をいち早く受け止め、気仙沼地域の水産加工

施設としては他に先駆けて米国FDA水産食品HACCP認定を取得したことにみら

れるように、加工工場内の衛生管理は徹底しており、社員教育も行き届いているo

HACCPプランに基づき月一度の勉強会を実施したり、毎告の朝礼時に衛生指導

を行うほか、クレーム告知板なども設けるなど、どのように小さな情報でも社員

会員で共有できるよう努めており、「垣根を作らずすべて話し合いで対処するJ

という強い方針のもと、従業員全員が一致註!結してHACCPに取り組んで、いると

いう意識をもっている。近年では環境保全に対する取り組みとして、サンマの加

工残i宰を循環的に利用した新製品を開発したり、カキ殻を利用した浄化槽設備の

設置により工場排水等の汚染流水を防ぐ取り組みにも力を入れている。

社内では、表彰制度を設けたり、勤勉な社員を産業技術センタ一等に研修に出
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すなど、従業員それぞれが目標を持ちながら達成感を持てるように努力している。

水産加工工場には常勤・非常勤の日本人とともに中国人研修生14名を実習生とし

て受け入れているが、中国人研修生には通訳をつけて勉強会にも出させたり、各

種の交流や行事への参加機会を与えるなどの配慮も行き届いている。また、福利

摩生への取り組みとして、自社設備の利用・慰安会(ホテル)、独身寮(自社所

有マンション)、託児所、従業員休憩所、社員食堂を設置しており、企業内託見

所「マリンパル」は、男女がいきいきと働ける職場環境づくりへの取り組みであ

るとして、 2∞2年に宮城県の「男女いきいきワーキング推進事業」において県知

事より褒状が贈られた。

地域社会への貢献を示す特筆すべき例として、産地市場の衛生管理基準の強化

を図るため気仙沼魚市場の「カツオのタンク取り j 販売方式の導入をカツオタン

ク取り検討委員として強力に推進し、王子成15年潟、期からの導入を実現させたこと

が第一に挙げられる。このことによって、気仙沼市場において飛躍的に流通の効

率化が国られることとなった。また、気仙沼市を挙げて取り組んで、いる気仙沼ブ

ランド普及推進委員会においてはその「カツオ部会J における部会長を務め、気

仙沼ブランド認証商品の第一弾「戻り鰹たたき」のブランド基準および加工工場

の衛生管理基準策定を取りまとめならびに全国へ向けての「気仙沼ブランドj の

商品化に成功し、すでにその販売が開始されている。このような地域社会の活性

化に向けてのきめ細かな活動は、地域水産業におけるリーダ的存在としての責任

感、使命!惑を強く感じさせるものである。

このほか、宮城県をはじめ全国各地の小中学生を対象に「工場見学J r市場見

学」による教育活動の実施を行いつつ、子供述に水産都市「気仙沼」に対する理

解を促し魚のおいしさ、魚、食の大切さ、製造工程における安全衛生管理の大切さ

を伝えていることや、災害時の物資支援活動についても積極的に対応し、平成15

年の宮城県大地震の際にも、石巻などの被災地に対し、ホテルから無料の入浴券

を配布したりしていることなどからも、{憂れた企業理念を窺い知ることができる。



普及性と今後の方向

気イ何百は今、地元魚、のブランド化と普及に業界を挙げて取り組んで、いる。受賞

者は、海外からの輸入水産物とのコスト競争と差別化が地域産業が存続するため

に不可欠であり、気仙沼の魚のよさをアピールし、ブランド化を成功させていく

ことが必要であることを繰り返し強調している。産地ブランド化には必然的にト

レーサピリティーを伴うが、 HACCP認定取得を含めて原料の麗歴を明確化させ

ることにも、地域に率先して取り組んできた。また、気11MBに水揚げされる水産

物のなかでもとくに、現状で、は付加価値の低い魚介独の有効利用に向け、特別に

強い危機感、使命!惑をもって製品化の努力を続けている。側間部長臨自の、こう

した地道な取り組みが地域に波及することにより、地域全体の活性化に繋がるも

のと確信される。

(執筆者独立行政法人水産総合研究センター 中央水産碗究所

品質管理研究室室長 岡崎恵美子)



内鶴総理大臣賞受賞

出品財生活(生活改善)

受賞者ひじき生活改善グループ

(沖縄県島尻郡与那原因I字板良敷824)

地域の概要と受賞者の略歴

地域の概要

沖縄県では「食料・農業・農村基本法j 制定と農政改革大綱の基本方向に即し、

食料の安定的供給のための自給率向上を自標とした生産の維持拡大や農漁業・農

漁村の多面的な機能の発揮等を推進し、その普及事業の運営に関する指針及びガ

イドラインである f沖縄県農林水産一業振興アクションプログラム」を設定し、高

齢化に向けたゆとりある農拐、村社会の形成、農漁村の担い手となる人材確保等の

事業を推進している。

(1)地域の立地条件(第 1 圏、第 2 図)

与那原町は、沖縄本島南東部に位置し、東シナ海側の県都那覇市から東へ 9

km太平洋側にあり面積

4.45km2、人口 15 ，448人

(4，844戸)で、かつては陸

上・海上の交通の拠点と

して栄えていたが、現在

は那覇市のベットタウン

となりつつあり、前面の

中城湾では、住宅・臨

第 1 図沖縄県本島
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第 2 国与那原町の位置
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業・港湾施設等をイ本整備しi関いのある海辺の街づくり計顕である沖縄県の「中

城湾マリン・タウンプロジ、エクト」の埋め立てが進められている。

(2) 地域の高齢化とその対策

与那原町の60歳以上の人口は2，942人(全人口の19.04%) 、 70歳以上が1，487人

(9.63%) で高齢化が進んで、いる。高齢者の生き生きとした長寿社会を形成するた

めに、健康で暮らせる社会作りと生きがいを持って参加できる社会作り、すなわ

ち健康、介護、擁護体制の充実とそれと開時に多掠化する高齢者のニーズに対応

したレクリエーション施設等年齢に即した仕事の場の提供等に、沖縄県、与那原

軒、漁協は力を入れている。

(3) 農林漁業の概要

与那原町の平成12年の就業人口は、 6，541人第 3 次産業4，980人 (76.1%)、第 2

次産業1.395人 (21.3%) 、第 1 次産業147人 (22%) でそのうち農業104人、水産業

43人である。

グループが所属する与那原・西原町漁協は、与那原町と西原町の 2mTを地区

(昭和50年 5 月に甜原町を地区に編入)とする漁協で、正組合員36入、准組合員

100人、職員 2 人の漁協で、グループの所在する与那原町当添地域は、世帯数は

430戸、うち漁家24戸で、与那原町唯一の漁村-地域となり、その漁業は、当添漁

港を拠点とする中城湾を中心に主に沿岸域でのマグロ・カジキ漁やソデイカ漁、

地先海岸のひじき潟、等であるが、潟、家経営は小規模で高齢化した家族を中心とし

た労働形態となっている。その中で、ひじき製品の生産販売は、漁協の唯一の販

売事業となっており、この地域の安定した収入源となっている。ひじきは県内外

において需要が高いことから沖縄県により増・養殖指導も行われその生産が奨励

されている。

2. 受賞者の略歴

(1)グループの組織の成り立ち

Q
U
 



この地域の漁家の女性は、毎年行われる海神祭の地域対抗ハーリー(手i曹舟競

争)において地域住民等に振舞われる「沖縄風ひじき炊き込みご飯J (ジ、ユーシ

ー)約1∞kg分(おにぎり約1，∞0個分)の食事作りをしているが、知識や技術の

習得をして漁家生活の向上を図る必要性を感じ、生活の合理化、海浜清掃活動、

漁協事業への参加等を自的に、昭和53年 1 月に26名でj語、協婦人部を結成、その後

部員は29名まで増えたが、転業等により現在は19名となっている。

与那原・西原町漁協における漁業は、 1 人乗りの小型動力船によるもので、漁

業専業ではなく、半農半漁等の兼業で生計を立てているが、漁家の女性達が家計

を助けるために、地先の海岸に自生して、昔から家庭で食生活に取り入れている

ひじきを、皆で力をあわせて収轄して販売できないかと考えた。当初は、各漁家

で自家用に加工しているような方法を、共向でドラム缶を使って 6~7 時間ひじ

きを煮るという原始的な方法と、乾燥場や保管場所もないままに製造した製品は、

良質・均一なもので、はなかった。

昭和56年に、漁協から県、町に共同処理場の設置を働きかけるとともに、良質

の製品を作るため、水産業改良普及所に作業改善の指導を仰いだ。これらの働き

が功を奏し、昭和58年度の漁業構造改善事業としてとりあげられ、加工場が建設

され、漁協がひじきの加工・製造に取組むこととなった。

昭和61年 1 月 16日、加工場で働く 11名が結束して「ひじき生活改善グループJ

を結成し、ひじきの収穫と加工を通じて生活改善を行う活動に材各的に乗り出し

た。グループは、農家の女性達が組織している生活改善グループとの繋がりをも

つため、平成 3 年 4 月 1 B に「与那原町生活改善実行グ、ループ。連絡協議会」に加

入し、その活動の幅が広がり、いつでも話しあえる場としての漁協加工場を活動

拠点に、漁協婦人部の活動と生活改善グ、ルーフ。の活動を両立させている。

グループ発足から半年後の昭和62年 7 月 17日に「ひじき生活改善グループ会期」

を制定し、現在に至っている。

その目的は、「本会は、生活改善実行グループ員相互の連絡を密にし、情報、

技術の交換をはかり地域における生活改善や漁家女性の能力向上を促進すること

を目的とする。」。

日的を達成するための事業として、
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①生活についての研究活動に関する事業

②漁業収益につながる生産・加工等の工夫や作業改善に関する事業

③ グループ員の団結を囲め、他組織も含めた親睦を深める事業

④ その他、会の目的を達成する必嬰な事業

また、漁家女性の視点で、次の集落!勾の誌な家生活合理化にも取組んでいる。

①家計簿の記1I長、貯蓄日擦の設定、冠婚葬祭金の統・(1，0∞丹、お返しなし)

② 「ばっかり食J (偏食)の改善と水産物の活用による食生活の改善

③ 無公害石鹸の利用・販売、定期海浜清指等海をきれいにする運動

④視察研修等、他組織との交流等

⑤ 町内展示会、漁業者交換大会等事例発表会への積極参加、非邸哉のPR

(昭和55年、 59年、王r:成 5 年の漁業者交換金医!大会で事例発表)

グループの構成員は、全員が与那原・西原町漁協の准組合員で、あるO 年齢111高53

~74歳、平均年齢65.8歳でかなり高齢化しているが、会長の冨名腰美智子さんは、

かつて県婦人部連合会の会長を歴任、平成 5 年に生活指導士として知事から認定

されており、強力なリーダーシップを発揮している。(第 1 表)

議ザ

10 
11 

なお、これらの活動は、伝統的なハー 1) ーの食事件りに始まる地域のため、自

らのためという全員の奉仕の精神により成り立ってきており、活動費といえるも

のは、 1 人当たり年会費1.0∞円と、不定期iに入る漁協の補助金、試作品の販売利

益等ではあるがその額はわずかである。
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受賞者の経営概要

1 .経営の概要

(1)グループの活動状況

ひじき生活改善グループが取組んで、いるひじきの

生産加工活動は、それまで漁家の家庭食材や畑の肥

料としてのみ利用されていたひじきを、現在の f与

那原ひじき J (写真1)としてブランド化に成功し

たことである。県外で主流の細かく淡白な味の芽ひ

じきと比べ、「与那原ひじき J は太長くて荒いが成

写真 I 乾燥ひじきの製品

熟した美味しさがあり、独特の歯ごたえと新鮮な風味が好評で、平成 2 年、 3 年

に天皇陸下への献上品ともなった実績がある。この功績は、与那原町のみならず、

沖縄県の地域資源を生かした特産品の優良事例として、地域の活性化とPRにも

大きく貢献した。

グ、ルーフ。の具体的な作業と手順等の工夫は次のとおりである。

① ひじきの収穫

ひじき(ヒパタ自、ホンダワラ科、ヒジキ属の褐藻)は、漁協の第 1 種共同

漁業権の内容となっており、与那原町の中城湾の一帯で収穫できるが年により

その分布は変化する。波打ち際の岩にうっそうとこげ茶色に生い茂るひじきは

長いもので 1 m (平成ni!三は大不作で、20cm位にしかならなかった。)である。

例年 2 月から 5 月のひじきの収穫作業は、この地域の春の風物詩となっている。

大潮の潮の引く 2 、 3 時間を見計らって、ひ

じきの葉で手を切らないように軍手をして手際

よくカマで刈り取ってカマスに次々と押し込

む。 1 つのカマスにlOkgから 15kg、 1 回 j毎に

出ると 100カマス近くを収穫するが、滑りやす

い岩場の危険な作業であり重労働でもある。

(写真 2)

194 

写真 2 ひじき掃、場



② 運搬作業の省力化と収穫量の増加

当初は、海岸から加工場までカマスを担いで、運んでいたが、漁協と相談して

総トン数 Z t の小船で運搬するようにしたので、重量運搬から開放されると同

時に大量の刈り込みが可能となった。

③加工設備の改善による蒸煮作業の迅速化

大型のfE力釜等の導入により蒸煮のn寺関が大幅に短縮され、専用の干場、保

管庫が設寵され、作業がスムーズにできるようになった。

④ 家庭用小袋詰等

家庭消費の拡大を目標に、 4 種類の袋詰製品(lOOg 、 50û g 、 1 kg、 5kg) 

を作った。また近隣の人のために、ゆでたままのものも販売している。

⑤ ひじきの消費拡大と魚、食普及の推進

専門機関に成分分析を依頼、 I~I信を持って紹介できる食品として袋には栄養

価と調理方法を表示し、また調理方法を工夫して、炊き込みご飯や和え物等を

積極的に町内外のイベントに持ち込み紹介、マスコミへ公開する等普及に努め

ている。

⑥作業に適した服装装備の工夫

収穫作業時、乾燥作業時の作業服や岩場で滑らない地下足袋等装備の工夫も

震ねて安全で、作業し易いように工夫している。

⑦ 増殖作業や海:を持さない運動

収穫のみを行うことはj魚場の荒廃につながると考え、ひじきの資源を絶やさ

ないために県の試験場の指導を受けて、株分け(岩盤上に自生する 5~8mm

の新芽の生えた岩をタガネ等ではがして、漁場とする岩場に強力瞬間接着剤で

貼り付けると 5~6 年ひじきが生えてくる。)による増殖作業や環境問題にも

日を向け海浜の定期清掃、無公害石鹸使用による海を汚さない等の自然を守る

活動も積極的に行っている。

⑧ 生活改善運動

漁家家計簿の記11援による家計の見直しゃ地域生活改善グループとの積極的な

活動交流を行い、毎年水産業改良普及所と連携しつつ発表会・交換会等へ積極

的に参加し、漁家のf問題点や活動を知らせ合っている。
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2. 経営の成果

ひじきは、 99%が乾燥しての販売、今では与那原町の特産品「与那原ひじき」

と知られるようになり、平成 2 年、 3 年天皇畦下への献上品となる等県を代表す

る特産品ブランドまでに成長した。

この特産品作りの取り組みは、ひじきを単に家庭用の採集と利用に終わること

なく、水産試験場普及センタ一等の漁業関係機関や生活関係普及員の指導を受け

ながらひじきの増殖試験、収穫、加工・販売促進、 PRについての工夫を絶えず

行い長年取組んできた成果である。

沖縄県内のひじき分布繁殖している海岸は、与那原町地先とその北の具志川市

の 2 カ所で、そのうち、来肘哉的にひじき加工に取組んでいるのは与那原町の「ひ

じき生活改善グループJ だけである。このことは県や漁協でも高く評価され、平

成12年には老朽化した備品器具等の一斉交換も行われ、時給労賃もそれまでの

ωo円から8∞円になる等、待遇や職場環境も改善されている。

婦人部結成当初の昭和日年、原料採取量4，印Okg乾燥重量400kgだ、ったひじきは、

関係機関の協力を得て、加工工程のボイル時間を圧力釜の導入により 6 時間から

1 時間40分に短縮することに成功した。昭和58年には原料38，9∞kg ・乾燥3，5∞kg

に、昭和59年には実績が認められ、漁協を事業主体に沖縄県水産業構造改善特別

対策事業により、共同処理加工施設が導入され、原料64，5∞同・ 5，8∞kgvこ増産で、

きた。年によってはばらつきがあるが現在も平均しでほぼ64，500kg . 5，8∞kgを維

持している。 (197頁第 2 表)

以前はひじきの栄養価を説き、どう料理したら美味しく食べられるか等その普

及に力を入れていたが、今ではそのよさが伝わり、漁場に立て肴板を立てて探難

防止を呼びかけなければならないまで、になっている。ひじきの製品の販売は、漁

協から i町内の 7 業者に対して行われ沖縄県内の消費が主であるが、その内 1 業者

はひじきそばを作り東京の高島屋等のデパートに卸している。

また、ひじき収穫期以外の時期も、漁協の視察研修、ピクニックと婦人部の結

束は囲い。婦人部の長寿の秘訣はこのやる気と使命感であるといえる。
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受賞財の特色

1 .技術

(l)加工事業

本格的に漁協婦人部が加工事業を始めたのは、昭和53年からで、県内でも婦人

部が加工にかかわっているのは与那原だけである。

昭和59年にはひじき工場が漁港に完成した。それまでは大きな鍋やドラム缶を

使い 6~7 時間かけて炊いていたが、平成12年からは新しい呂転鍋と圧力釜を導

入し蒸す時間も 1 時間40分程度に短縮された。

第 31型 ひじき製造加工行程

ビグ
日==

話器 削 < 探究泣 u積関

目当 司竺2J
1 臼Z早均1. 51 男;1;で法滞する. 2{.O陥/fIl叶

a る 9 同I t S 医力

UH.I司':5{)安是

/ 
問，， 2~

第 4 図炊き込みご飯レシピ

F持E野重量重量改良晴及センタ目

材料何人分}

-米 3h,,' <lU転は絞って水銃密切コてお宮堕す.

-乾絵ひじ章 5{)g ③ひじ樹立置もって.箆し.\ìJってお古ます.

-三枚肉 30Qg ③申でた豆枚向1<1: .1)1さ〈切ってお審車T.

-人重量 100g @>人齢、ネギはみじん切りにしてお謹ます.

-だし汁 3.5h,7' 日量級に泌を入れ‘ゆでた-技潟、人撃を入れてよく混ぜ
-ツナ缶(IJ、) 1缶 合bせ‘分霊童の閣僚料で味付げをします.
-しようゆ 火事じS @ゅの鏑にだし汁をλれ、水気を切った米とひじ容を入れ
，~民 IJ、苫じ1 て、ツナ街豊入れます.

-サラダ油大さじ3 ①炊宰あがったら、ヰギ密入れて軽〈混ぜ合わせ.盛りつけ

-ヰギ 主事玄 E主す.
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収穫したひじきを加工場に運び、真水で、何度も洗

った後、大きな議に入れて煮て、その後、渋みを取

り柔らかくするために圧力釜で蒸し、乾燥場に広げ

て天日で 2 住開干す手間のかかる加工工程を経て、

乾燥ひじき製品を作り袋詰めして販売している。

(第 31~J)

3 ひじきの加仁品

2 月から 5 月にかけて収穫期のひじきに加え、 トピイカの加工、消費拡大にも

取組むため新製品の試作を始めている。

ひじきはカルシウム等ミネラルが豊富、ガン発生要悶となる変異原性物質を吸

除去する働きがある健康食品である。妙めもの、ご飯への炊き込み(第 4 関)、

てんぷらにも向いているので、ひじきを税った食品は、ひじきかりんとう、酢の

物、月見だんご、ゼリー、日持ちする佃煮等(写真 3 )もあり、その中でも佃煮

は常備食として共同調理で作り置き、野菜サラダやご飯のふりかけにもなる。一

人での料理作りは億劫になり勝ちであるが、語らいながらする共同調理だと仕事

がはかどり、新しい料理に挑戦して、レパートリーが広がっている。

!泉水産物消費拡大促進推進母体主催の「暮らしに生かそう県水産物料理講習会」

では、伸び悩みの状態にある県水産物の料理方法を広く知ってもらうため、各漁

協とタイアップし平成 2 年から 5 カ年間かけて県内各地で講智会を開いていた

が、会場には約百人の主婦が集まり与那原・西原Il!r漁協婦人部のメンパーが中心

となってトピイカの煮物、和え物、 トピイカとモズクのてんぷら、 トピイカを使

った野菜妙、めをわかりやすく解説しながら調理したこともあったO

2. 経営

時々の活動は、平成12~15年事業実績 (201頁第 3 表)のとおりであるが、こ

の中で特筆すべき活動をあげると次のとおりである。

(1)特産品作りと安定した収入の確保 (201頁第 4 表)

nH;fIl58年に加工場ができたことで生産の基盤と活動の拠点が確保され、活動が
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第 3 表 平成12守三度~平成15年度活動実績

王子成12年度活動実績(平成12年 5 月 1 日~平成13年 4 月 30 日)
丹 内 容 場 所
5 刀 ひじき収穫・加工作業 漁場 ひじき加工施設
6 よI ひじき加工作業浜消お- 漁場ひじき加工施設漁港
7 FJ ひじき加工作業組織活動検討会 漁場ひじき加工施設町内
8 月 新ひじき料理試作与那原祭試食即売 ひじき加工施設 与那原コミュニティセンター
9 月 トビイカ消波拡大試作 ì，(\\ttl1 ~.ml原コミュニティセンター
10月 ひじきの試作 漁協
11月 組織活動検討 町内
12月 ひじき侃煮詰毛清掃 漁協漁PJ
1 月 県漁業者交換大会参加l 那覇市
2 月 ひじき収穫作業・加工作業 漁場 ひじき加工施設
3J'J ひじき収穫作業・加工作業 漁場 ひじき加工施設
HJ ひじき~)l;íì芸作業・加工作業 漁場 ひじき加工施設

平成13年度活動実績(平成13年 5 月 1 日~平成14年 4 月 30 日)
)J ドョ 容 場 1好
5 月 ひじき収穫・加工作業 漁場 ひじき加工施設
6FJ ひじき加工作業 浜ìi日記 ひじき加工施設漁港
7 月 ひじき加工作業 ひじき加工施設
8)J 新ひじき・イカ料理試作 与那原祭試食即売 ひじき加工施設 与那原コミュニティセンター
9 月 トビイカ消費拡大試作 i,(it1hh 
1OJ'J ひじきの佃煮 漁 thh
11月 組織活動検討 町内
12月 ひじき 1ITl~:兵約t母 漁協漁港
1 月 v芸漁業者交換大会参加 1JII務iTtî
2 月 ひじき I1又抜作業-加工作業 漁場 ひじき加工施設
3 月 ひじき収穫作業・加工作業 漁場 ひじき加工施設
4 月 ひじき収穫作業・加工作業 漁場 ひじき加工施設

平成14年度活動実績(平成14年 5 月 1 日~平成15年 4 月 30 日)
月 内 自千主Jマr 場 戸斤
5 月 ひじき収穫・加工作業 i牧場 ひじき加工施設
6)J ひじき加工作業 浜清掃 地域産物有効利用講習 ひじき加工施設漁港町内

会 伝承料現!レシピ集原稿検討会施設建設要請活
動検討会

7J1 ひじき加工作業定期総会総織活動検討会 ひじき加工施設 l町内
8 月 地域海産物有効利用講習会(とぴいか消費拡大沼 ひじき加工施設 与那原コミュニティセンター

イチヤガラス(しおから)試作検討)
那!ボまつり試食即売会参加j

9Ji 地域海産物有効利用 r.Vt沼会(トピイカ消費拡大試 漁協
イノドイチャガラス(しおから)試作検討)

lOJ:J 地域海i[物有効利用講習会(ひじきの1m煮) 漁協
11月 要請活動検討 fI日両
12)J 地域海産物有効利用講習会(ひじき 1m煮) 浜 ìi!j- 漁協漁港町内

婦施設建設~諸活動検討
l 月 県漁業者交換大会参加 :lJII草丹市
2 月 ひじき収穫作業・加工作業 漁場 ひじき加;ヱ施設
3 月 ひじき収穫作業・加工作業 漁場 ひじき加工施設
4 月 ひじき収穫作業・加工作業 i牧場 ひじき加工施設
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平成15年度活動実績(平成15年 5 月 l El~平成15年 9 丹 1 日)
JJ l勾 草子 jJ)j rifr 
5 月 ひじき収穫作業・加工作業 漁場 ひじき力11~[自主設
6 月 ひじき加工作業 ìJt清掃 地域海産物有効利用可\): ひじき力11工施設 i魚i荏 iIlJ内

1EI会 視禁容lìJf1i多会(め:光ilr)
7 JJ ひじき加工作業 政究会活動検討会総織活動検 ひじき力11:0官設

H百I.L二日k 

8)1 地域ìflj: illi物有効利用泌資会(イカ料理I!試作) 1F ひじき加工施設 与j高原コミュニテイ七ンター
)JI\原告を試食日JJ~'，己(ひじきの1111煮)
i兵MI~主

第 4 表ひじきの販売実績
fド!文

平成n:iF-皮

3.8担主堕
~血
盟12.289
」盟必E
1.763.013 

唱"行，'" 可句立 15:1f'.f:\[王子 1成 14:1刊文 七百万芸ふ

&引3.637 t 1 1.10ω00 
1l.000 I 0 
f;.808.893 I 6.260.000 
918.858 I 960.000 
1.896.886 I 3.880.000 
資料:漁協通常総会資料

中 ST^成13年度の損失のJjjt凶は、操業が 2 事業、:1Ft支にまたがるため、前年度求、本年度予|ミの担m在Ilし捌

援で原倣j仮売が多くなったことが係国である。 ii古果的には、操業開始から終了までの期間分は赤今:
にはなっていない。

展開できた。漁業の担い手としての誇りを持ちながらひじきの特産品化が進めら

れた。加工場設置前は 1 t にも満たなかった製品が設置後は 6 t 、最高i時には

6.5 t までになった。製品が売れ残ることはなく、毎年収穫が待たれるほどの人

気製品にまで、なっている。

(2) 潟、家リーダーの育成

特産品作りの活動を県や全国の青少年・女性漁業者交換大会等の活動発表大会

で紹介したり、富名腰会長が県漁協婦人部連合会役員に選出されたり、活動の11.屈

を広げ、学習した成果を生かし、漁協経営でも女性の組合員受け入れ嬰請を行う

等活発に行動している。また同会長が生活指導士も認定され、自信を持つで活動

している。

(3) 潟、家女性高田龍ネットワークの構築

管内のj語、家女性寺旦織の共通の漁家生活課題を確認し、共同で解決するための検

討会が年 1~2 由開催されるようになった。その中で、漁家女性高fii織ネットワー
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ク交流会をもち、海産物利用技術の交換やリーダー育成の場として定着し、喜ば

れており、関係者の評価も高い。

普及牲と今後の方向

1 .普及性

現在のメンバ-ll名は、年齢幅は53~77歳、平均

年齢65.8歳と高齢化しているが、生涯現役をモット

ーにこの地域のひじき生産・加工の重要な担い手と

なっている。(写真 4 )グループが取組んでいるひ

じきの収穫、加工、製品開発、調理・試食会、 PR等

までの一貫した活動の成果は、それまでj語、家の家鹿

食材や肥料としか利用されていなかったひじきを、

県を代表する知名度の高い特産品「与那原ひじき J

としたもので、皇室への献上品(写真 5 )ともなり、

沖縄県における漁業振興に大きく貢献しており、こ

の活動は、生涯現役を目指す他の地域の高齢者の活

動の範となるものである。

2. 今後の方向

写真 4 集合写真

写真 5 御紋付木杯

今後も現在の活動を継続維持して行きながら、次の新しい展開も考えながら行

動している。

(1)ひじきの消費拡大と魚、食普及の推進

これまでひじきの消費拡大を図るため、漁協や関係機関のよき指導を得てひじ

きの良い点や調理について勉強を重ねてきて、その成果を町内外にイベント等に

より PRしてきたが、今後は子供達へ「与那原ひじき」をより食べてもらうよう
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さらに継続した伝承学習の機会を増やして行くこととしている。

(2) 後継者の育成

グループの平均年齢は65.8歳であり、重労働となる収穫作業が悶難となってお

り、労働力の峰保も必要となっているので、後継者の育成に務め、若い漁家後継

者が継続的に収入が得られる魅力ある雇用の場、活動の場として行くことを日指

すこととしている。

(3) 農水産物直売市の設置

これまで、視察や検討を重ねてきた地域農水産物を展示販売するための直売事

は、生産者と消費者がふれあいながら地域産物を認知してもらえる場所であり、

地域の活性化やアンテナショップとしても大いに役立つので、町のハード事業と

して直売市の設置実現に努めることとしている。

(心新製品の開発

乾燥ひじきや佃煮等の尚品化は目途が付いてきたが「与那原町高齢者能力活用

センターJ が落成し、調理加工室が整備されたのを機会に新製品の開発に取組み

やすくなったので、ひじきを主としながらもトピイカ等他の海産物や農産物を活

用した新製品の開発に取組むこととしている。

(5) 可愛いおばあさんの喫茶店の開設

高齢者や潟、家だけでなく、若い人、子供たちにこれまで、培ってきた技術や知恵

を伝えてゆくため、気軽に誰でも立ち寄れて、話し、交流できる休験喫茶を開設

すべく、店舗となる場所の借り入れを進めており、現在インテリアとメニューを

考えているところである。

(執筆者社団法人 自本真珠振興会専務理事i"îlll正宜)
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財産物(水産加工品)

受賞者株式会社阪本屋

(滋賀県大津市長等 1 -5 -21) 

地域の概要と受賞者の略歴

1 地域の概要

(1)地域の立地条件

大津市は、本ナHのほほ中央に位置する湖国滋賀県の県庁所在地であり、古の大

津京と称された頃より湖上交通の嬰として、また陸上の主要な街道が集中する交

通の要衝地として栄え、琵琶湖の南西に広がる東開20.6km、南北45.6kmの組長い

地形を有した面積302.33km2の都市で、平成14年 4 月 1 日現在の人口は295.539人

で、気織は四季を通じて琵琶湖周辺の平地部が高 第 1 国大津市位置凶

く、気候については北部の一部を除き冬季に晴天

が多い太平洋型と吉われており、平成10年には市

制施行100周年を迎えた授史ある湖都である。(第

1 図位置国)

また、滋賀県、大津市は湖面、 i胡都と称される

とおり県の面積の 6 分の l を占める琵琶湖が地域

を象徴しており、地方名も湖を中心に湖南(大津

市、草津市、守山市等)、湖東(彦根、近江八幡、

八日市等)、湖北(長浜市や高島郡等)と三つに

区分され、地域における人々の暮らしは常に琵琶

湖とともに育まれてきた。
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我がi主|最大の淡水湖である琵琶湖は、面積670.5km2で、琵琶湖大橋から北側を

北湖、大津市が位置する方向でもある南側を南湖と Il手び、北ìMJの平均水深43m、

最深部は103m、南部jの平均水深 4m とされ、県内のみならず京i坂神地域1.400万

人の生活と産業を支える貴重な水の供給源とされるとともに、約切様類の魚類や

約40種類の貝額が棲息、する授かな漁場となり、観光資源の豊かさ等から年間約

4;α)0万人の観光客が訪れ、期間滋賀県のシンボルとされている。

こうした琵琶湖の重要性に鑑み、滋賀県では、水笠悪化や漁獲減等により明ら

かな環境異変の恒常化に歯止めをかけ、 21世紀に向けた湖沼保全のモデルとする

ため、 1999年(平成立年)度より概ね50年後の琵琶湖のあるべき姿を念頭に、 20

年後 (2020年)の琵琶湖を次 l世代に継承する姿として設定した壮大なる再生プラ

ン「マザーレイク21計画(琵琶湖総合保全整備計画)J をスタートさせている。

(2) 地域の水産業・水産加工業

滋賀県の水産業は大関して琵琶湖漁業、河川漁業、魚類養殖業、真珠養殖業お

よび真珠ff]:J'!養嫡業に分類でき、総生産量は最近10ヵ年では全体的に漸減傾向に

あり、平成13年の総生産量は3.162 t で、うち琵琶湖漁業は約68%を占めている。

生産の主1MI となる琵琶湖漁業は、近年、 j島、場環境の悪化や設兵士整備に伴う水ヨ

シ帯の減少などによる漁場生産力の低下、ブラックパス・ブルーギル・カナダモ

などの外来水生動植物の異常繁殖等により、漁獲量は過去最大の10，300 t を漁獲

した l昭和32年当時と比べて、大きく減少しており、平成13年の漁獲量ーをみると

2,135 t で前年比39 t (1.8%) の減少、総生産額では1.615百万円で91百万円の増

加となっている。

主な漁獲魚種はアユ、フナ、スジエピ、ホンモロコ、シジミ、ワカサギ、イサ

ザなどであるが、この内、小アユは744 t で前年比40t (5.7%) 増加し、ニゴロ

ブナが32tで 8 t (33.3%) 、シジミが144 t で64t (80β%)、それぞれ増加してい

ることは明るい材料といえよう。

その他主要漁業である河川漁業の 3 水系漁獲長(淀川・姉川・安曇!日水系)は

31 t で前年比17 t の減少となり、魚類養殖業はコイ、アユ、マス類の食m収穫量

が983 t とされている。
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なお、琵琶湖沿岸には40の漁業協同組合があり、流入河川域には22の河川漁業

協同組合が設けられ、地域漁業が営まれている。

この内、大津管内においては堅田、大津、湖南、瀬田町Aの四つの漁協と、葛JII 、

勢多JII、大戸川の三つの河111漁協が存在するが、近年、漁業経営体数は増加の傾

向にあり、それに伴い漁労体数、出漁E数ともに上向きとなっている。

次いで、滋賀県の水産加工業で、あるが、全県 1 単協(滋賀県水産加工業協同組

合)で、業界を束ね、指導力を発揮しており、平成13年における近畿農政局滋賀統

計情報事務所の調査結果によれば、実経営体数は108 (海産魚介類関係を含む)

で、内、琵琶湖産魚介類関係の経営体数が95 (全体比88%) と記されている。実

経営体数108の内、 74経営体が前記組合に加入しており、その内の14会員が大津

地区に属し、さらに、その内の半数(7)会員治判f寿司製造(県内56業者)に関

与しているとのことである。

経営体は湖沼漁業を反映し、比較的規模の小さな中小企業で、経営形態は個人

経営が全体の 3 割、会社経営が 7 割とされている。

生産量総数は13，355 t で、量的には練り製品や調理食品等が約10，1∞Ot を占めて

いるが、伝統的に地域ブランドとして象徴されるのは、鮒寿苛、鮎佃煮等の琵琶

湖産魚介類関係の加工品で、生産量は2，部3 t (全体比22%) とされている。その

内訳は塩蔵品(ふな塩切り) 9lt 、 1m煮類1，861 t 、漬物58 t 、魚介類冷凍品873

t となっており、生産額は約301意円前後とされ、ピーク時の昭和58年当時と比べ

れば、生産量も経営体数もかなり減少し、かつては全体量の14%を占めていた鮒

寿司(ふな塩切り、漬物)が 5%程度まで激減したが、原料資源の回復努力もあ

り今後の生産量アップに大きな期待が寄せられている。

滋賀県水産加工業協同組合では、①原料となる湖産魚介類の減少、②コスト高

に伴う利益率の低下、③製品販売力の低下、④価格や品質屈での競争激化、⑤従

業員の確保難といった業界の藍面する具体的問題点を的確に把握し、その改善策

に最大限の努力を注いでおり、とりわけ、原料となる湖産魚介類の減少を最重要

課題と受け止め、県や潟、連、第 3 セクターの(財)滋賀県水産振興協会等が、従

来から実施している代表的湖産魚(ニゴロブナ、ホンモロコ)の種苗生産、放流

を中心とした増殖事業の推進や、ブルーギル、オオクチパス等外来魚の駆除(捕
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獲、魚、粉化)活動に側面から支援している。

また、こうした勤きに呼応し、県はレジャー活動に伴う環境への負怖を軽減し、

琵琶湖臨時の生態系や水質等の保全を自的とした「滋賀県琵琶湖のレジャー利用

の適正化に関する条例J を平成14年10月に制定し、本年 4 月 1 EI より施行してお

り、これにより、遊魚により釣り上げられた外来魚の再放流(リリース)も禁じ

られることとなった。

こうした原料資源のI国復努力に期待する一方で\伝統的水産加工品の持つ価値

存続や新製品開発、託ACCP管理システムを考践した品質・安全性の向上努力、

若い担い手の背成などの諸対策が、組合青年部の活動と一体となり、推進されて

いる。

2. 受賞者の略歴

株式会社阪本屋は代々、川 i魚料理と鮒寿可を得意とした江戸時代本多氏路所落

お抱えの御用料亭で、当時、一般には商品化されていなかった鮒寿司の商I官I化を

考えた初代創業者が、東海道と北国街道との合流点である現在地の札の辻にて、

鮒寿司専門の阪本原分店として明治 2 年に開業した。

近江を代表する老舗の鮒寿司躍である。

創業者の代より、東京で、開かれた水産|専覧会や内 I'IJ勧業博覧会において県下|唯

一の出展を許され、以後、褒賞、金杯、名誉大賞等、多数の輝かしい受賞歴を有

し、戦後においても県内の物疎品評会、水産加工品評会において知事賞の栄誉に

輝き、平成 3 :fj三の 4 月に現株式会社への改組が行われている。(写真 1 受賞の

数々)

当代社長の内出健一郎氏は大津市生まれの

43歳で、妻子を合わせ 4 人の家族構成である

が、学生時代は高校、大学と陸上ホッケー選

手とし活躍した生粋のスポーツマンである。

そのため、卒業(大阪商業大学商学部)後

もスポーツ関連の企業に就職を果たし、活躍
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していたが、男女を含む 3 人兄弟の中で、唯

一男の長男として育った健一郎氏には、自身

が語るように幼少時より家業継承の自覚が芽

生えており、 3 ヵ年奉職の後、昭和田年 4 月

1 日に有限会社阪本崖に着業し、永年スポー

ツで、培った強靭な肉体と精神力による日々の

研錯努力の結果、凡そ20年後の本年 5 丹、め

でたく代表取締役社長に就任し、阪本屋第 5 代目の継承者として老舗の暖簾を守

っている。(写真 2 阪本屋の皆さん)

元来、琵琶湖沿岸地域の食生活は、近江米と湖(淡水)魚、によって特長づけら

れているが、淡水魚は鮮度落ちが早く、劣化しやすいため、生魚や煮魚で、食する

以外は保存のきく形にしておく必要性があり、地域伝来の生活の知恵、により、大

量に獲れた魚をひとまず塩漬けにし、必要に応じて飯漬けにされるという食文化

が継承されており、そこから派生して鮒寿司に代表されるナレズシや佃煮といっ

た郷土色溢れる加工技術が育まれてきた。

かような伝統技術を受け継ぎながら、初代と 2 代目、 2 代目と 3 代目、 3 代目

と 4 代百といった具合に、常に親子 2 代が連携し、互いに切瑳琢磨しながら技術

の向上を図り、今日を築き上げてきたのが当家(抜本屋)の伝統と見受けられ、

その基本的製造技術は開業者の記した巻物等に収められ、今も家宝として大切に

保存されながら技術の伝承が忠実に行われている。(写真 3 家宝の巻物)

こうした努力の証が、先代から続く数々の受賞歴であり、平成15年 2 月の第20

困滋賀県水産物加工品品評会において、当該

鮒寿司が総出品点数185点の頂点に立つ、栄え

ある農林水産大臣賞の受賞として結実するこ

ととなるが、受賞者は者り高ぶることなく、

鮒寿司製造に吏なる愛情と誇りを抱き、何れ

は 6 代目を継承するであろう高校生のご子息

に対しても、日常生活の中で、家業の生き甲

斐と伝統技術等を、ごく自然体で示している
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姿が自信に溢れており、感動的でもある。

(写真 4 受賞の鮒寿司)

また、永年にわたり加工組合青年部のリー

ダー的存在として業界の発展に寄与するとと

もに、団体、教育機関等による工場視察の受

け入れ、強H寿司等の食文化や大津市の歴史に

関する講演、大津商工会議所の常任議員とい

った社会貢献も果たし、社長就任後においても組合青年部と親会との橋渡し的な

存在として、業界の育成、発展に努力している。

受賞者の経営概要

1 .経営の概要

1869年(明治 2 年)に現在地において開業したl坂本屋の本家筋は、江戸時代本

多氏膳所藩お抱えの御用料亭とされ、 JII魚料理と近江地方の食文化を代表する鮒

寿司を得意としたため、創業以来136年間にわたり鮒寿司を製造、販売している

老舗商店で、昭和37年に有限会社、平成 3 年には資本金1.1∞o万円で株式会社に改

組し、平成11年には資本金を1.9∞万円に増資と、堅調な歩みを続けている。

この閥、一貫して魚住寿司の製造販売と湖魚、の佃煮の製造販売を行っており、伝

統に忠実な基本的加工技術に裏付けられた確かな味と、時代ニーズに適した商品

開発や包装形態等にも配慮しながら、同社を象徴する鮒寿司に加え、小鮎、ごり、

海老、もろこ、しじみ等の佃煮や甘露煮類、鮎宝来i貴、お茶漬うなぎ、海老立と

いった品目を取扱い、年間売上高は6，αゅ万円、うち農林水産大臣賞受賞財で、ある

鮒寿司の売上は約30%の1，800万円となっている。

また、従業員数は 7 名で内 4 名が女性であり、正社員 2 名、パートタイマー 2

名の典~阻むな小規模経営体であるが、就業規則や福利厚生等の対応策は万全と施

されており、 3 年以上勤務の従業員には調理の衛生面、法規隠を自覚させるため、

調理師試験の受験を会社として奨励し、合格者は現場責任者に据えるなどの配慮
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も行われている。

販売については製品の大半が一般消費者を対象とした宅配、小売とされ、鮒寿

苛新製品の出回る歳暮、正月商戦での販売が主で、北海道から沖縄にいたる全国

各地に売上の 7 割を占める約4，∞0名の固定客を保有し、本店と大津駅名高街の 2

店舗における直売も行うが、県内販売量は比較的少ないと言う。料亭や卸売専門

店への販売は 5%程度に過ぎないと言われている。

こうした経営方針は、原料となる湖産魚介類の漁獲が減少した平成初期に構築

されたものと思われ、消費者への直接販売を旨とすることから、量産せずに良質

のものを安定的に供給し固定客を長期にわたって確保することをモットーとした

ためで、現経営者(健一郎氏)は量産可能当時の百貨癌販売も打ち切ったと

こうした経営理念が企業の安定化に大きく寄与しているものと判断される。

2. 経営の成果

受賞者は企業理念として①安心、②伝承、③良質という三つのキーワードを掲

げ、顧客に対し①保存料、合成調時間等添加物等は一切使用しません。②受け継

がれてきた家伝の製造方法と郷土の食を守ります。③議選した材料をもって良い

商品を作ります・-との姿勢を社是として貫き通しており、こうした姿勢こそが

今日における安定した経営の成果そのものである。

滋賀県における水産加工業の現状は、総じて、原材料となる資源(琵寵湖産魚

介類)の枯渇、生産コストの増大による利益率の低下、製品の売れ行き不振、価

格・品質加での競争激化、従業員の確保難、資金繰りの悪化、食品の安全・安心

確保への新たな取組等の悶難な課題を多数抱え、厳しい事態に直面している。

かような事態の中で、受賞者は経営体としての自らを冷静に分析し、厳しい経

営環境の中を、巧みな舵裁きで前進し続けていることは大いなる称賛に値する。

つまり、厳しい経営環境下における小規j菟経営体の利点を踏まえ、過剰な投資

や量産を控え、商売の基本である品質保持の安定化と顧客を第一とするモットー

を掲げた上で、本物・グルメ指i旬、健康・栄養指{旬、安全・安心指向といった近

年の消費者ニーズを背景に自社商品の価値を最大限に活かし、吏には原料となる
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i胡産魚介類の資源や増殖の動向等を生産品目に反映させながら、老舗の伝統で、あ

る優れた加工技術によって生み出される確かな味を棋拠とした製品作りを行って

おり、その結果として、資源状況により比II史的に安定的な生産量命の期待出来る佃

煮類と、生産量が少なく、高価格でありながら関定客に支えられた鮒寿司とが、

相互に補完関係を保ち、経営戦略との大きな利点を生み出している。

さらに、同社は鮒寿司製造の原料コスト軽減にも努めており、近年、資源の減

少により原料イ耐告の高騰化している抱卵ニゴロブナを、仕入れ段階において、卵

の最に応じた価格設定による、きめ細かな購入方法を採用することとし、製品販

売の際にもこれに応じた販売価格のランク付けを行うことにより、徳用品販売も

可能とした。

こうした努力の結果、製品は毎年完売し、製造量はここ数年約 1 t で推移して

いるため、売上もほぼ横ばいの状況にあるという。つまり、ここ 10数年来のニゴ

ロブナの不漁続きにより、原料高によって経常収支に変動が見られるものの、顧

客の安定確保を社是としているため、製品の値上げを10数年来鍛え霞いているた

めで、経費節減を図りながら、信用取引を霊視し、顧客を確保することで長期的

な経営の安定を間っているわけである。

受賞財の特色

1 .技術

(1)受賞財の概袈

受賞財である鮒寿司は、古くから今に伝えられる滋賀県特産の腕れずしで、日

本最古のすしとも言われている。 店JIIれずしは、塩漬けした魚を塩味のご飯ととも

に漬け込み、乳酸菌で発酵させて熟成させたすしで、中国や東南アジアに原形を

持ち、日本には稲作とともに縄文時代晩期に伝わったとされる1::1本最古の保存食

の一つである。

当該受賞討の原料は、定番とされる100%琵琶湖産のニゴロブナで、 4 月頃の

産卵期に刺網等により漁獲され、厳選された体形150g 以上の雌が使用されてお
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り、副材料として、米は地元滋賀県産の近江米が使用され、添加物として、塩漬

けは並塩、本漬けは天塩が使掃されており、それ以外の保存料等は一切使用され

てはいなし、。(第 2 図ニゴロブナ図鑑)

この天然素材を、先祖伝来の洗練された加工技術により了寧に下処理された後、

約 2 年の漬ー込期間を経て商品化された受賞財の、時間が醸し出す味わいは、複雑

にして深く絶妙であり、鮒寿司特有の酸味溢れる香りと、切り分けられた魚卵の

色鮮やかさは、 i底や価格等による単純な髄値判断で、は計れない、古からの食文化

を脇縮させた逸品である。

その出来事!とえは、ワイン製造にも相通じるものがあり、年毎に香りや卵の色に

微妙な差が生じるとのことで、正に自然環境に委ねられた伝統食品ならではのロ

マン説れる受賞財と言えよう。

(2) 製造工程の概要

鮒寿司の作業工程の概略を図示し、工程毎に説明すると次のとおりである。]マ

繰付説明部分は受賞者が特に強調する工程上のポイント。
食塩

食塩 米→炊飯→浪合

①原~;;I魚→②鱗除去→③エラ・内成l除去→④塩漬け→⑤貯蔵→⑥水洗→⑦本漬け
~ 

約 1 年半

→⑧貯蔵→⑨桶出し→⑩包装→⑪冷蔵保管→⑫商品として出荷

約 5~6 ヶ月

①原料魚、受入れ

原料は大津、今津、近江八幡の生産者より仲卸が買い入れた琵琶湖産ニゴロ

ブナを100%使用。ニゴロブナの雌が重宝がられることから 4 月頃の産卵期に

琵琶湖で漁獲されたものを使う。また、休形150g 以上の鮮度の良い物を使い、

水揚げ後 2 時開以内に塩漬けまで処理する。

②鱗除去
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普通は包丁で鱗を完全にこそげてとる。鱗は発酵しても軟化しないので必ず

きれいに除去しておく。

③偲・内臓捻去(内臓の筒抜き)

鯨を取り、鯨ぶた(間、の向から)のところから腹を裂かずに、約30cm位の

長さで、一端を鈎裂に曲げた針金を用い、鋭い先端部分で浮袋を突き刺しなが

ら取り出し、鈎型部分で、内臓、胆嚢をからめるようにして上手に素早く抜き取

る。抜き取りが終われば、よく水洗いし、

血の気を取り、水分を充分に切る。この際、

鮒の鮮度が悪化していると素早い筒抜きが

困難となる。また、卵巣を傷めず、針金一

本で手際よい処理が可能になるまでには、

最低10年の熟練を要するという。商品価値

の決め手となる作業工程である。(写真 5

内蔵除去方法)

④塩漬け(塩切り) - 1 年半一

柚に塩を敷き、ワタを抜いた腹の中へ、

総のところからギュウギュウ塩を押し込

み、塩詰めした鮒の腹を上にして桶中に並

べ、再び塩をたっぷりふり、魚、を並べる。

こうして、魚、塩、魚、と交互に重ね、 f可思;

にも重ねた状態で落し蓋をのせて漬け込

み、 1 週間ほどして水が上まで、上がったら重石をして趨漬けする。その後、約

1 年半ねかす。(写真 6 塩漬け作業)

⑤貯蔵

この間、塩水を足していく。

⑥水洗い(塩出し)

翌年の夏、土用の頃、塩切りされたフナを取り出し、軽く洗い、塩をバケツ

に出していく。塩出しした鮒をー尾づったわしで洗い、臭み、油焼けの原因と

なる表面の皮をきれいに除去し、さらに、問、の内側等の脂分を取るため、一尾
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づっ竹ささらで仕上げて確認した上で、良く水でゆすぎ、;塩気を完全に洗う。

そうした上で、金~f5 に刺して A晩干し、塩分、水分を完全に除去するO ここで、

翌日分の米を洗う。(写真 7 塩出し作業) 写真 8 ご紋詰め込み作業

⑦本漬け(米→炊飯→食塩と混合)一製品ま

で約 5~6 カ月一

前住洗った近江米をやや岡めに炊き(水

は定期的に水質検査を行っている地下水の

み使用)、扇風機で炊いたご飯をさます。

そのご飯と塩とを混ぜる。それを前日から

干した鮒の腹の中に詰め込み、梯にご飯と鮒を交互に漬け込む。(写真 8 ・ 9

ご飯詰め込み作業・本漬け作業)ー拐の 1:1:1 には 1 段25~26尾の鮒が 6 段重ねら

れる。このI~~の米の分量:は鮒

lOkg (2.7貫目)につき米 6

~ 8 kg (l.5~ 2 升)を月1 い

る。そして、再上部に竹皮を

敷き、隙i習を埋め合わせるた

めの藁縄を敷きつめておく。

最後に落し蓋をし、出来るだ

け葉議のある重石を乗せて、

自然に発酵するのに任せてお

けば早くて 5 ヵ月程で熟成

p
h
υ
 

つ
山



し、鮒寿司が完成する。(写真10本漬け後の桶)

⑧貯蔵

この問、塩水を足していく。

⑨桶出し

11月以降、漬込んだ鮒の出来具合をみて

桶から出し、一尾づっ計量し値段を決める。

鮒寿司を取り出すときは、一並びを全部取

り出す。なお、鮒寿司の味は、桶から出し

てすぐに食べるのが最も美味しいとされて

いる。(写真11出来具合の確認)

⑩包装

真空包装にする。

⑪冷瀧保管

冷蔵庫にて保管する。

⑫商品として出荷

受注後、冷蔵庫より出し、それぞれの形態に包装し、出荷する。賞味期間は

70日間としている。発酵の終わった製品であれば、夏場でも常損下で 1 ヵ月は

劣化しないとされている。

なお、大型の鮒(大体600g 以上クラス)は再度、ご飯に漬けなおし、 11月

頃に様子を見て出荷が可能とされる。

2. 経営

受賞者は、鮒寿司製造を原料の入手可能な量の範囲内で行い、多い年には 4 t 

もの製造を行った年もあったようだが、近年はニゴロブナが激減しているので、

多い年で 1 t 程度の製造にとどまっている。しかしながら、近年の県民一体とな

った琵琶湖再生プランや、レジャー利用の適正化に関する条例等が実行段階に入

札資源問復の兆しも見えはじめてきたことなども考慮に入れ、設備と入手の面

から生産の上限を 3 t まで可能とし、生産体制に余力を残している。反面、小鮎、



ごり、しじみ類を中心とした佃煮類が安定した生産量を保っており、受賞者の顔

的存在である鮒寿司製造との生産バランスを維持し、経営の安定化に寄与してい

る。

機械設備については、鮒寿司製造が手作業による伝統技法であるため、ほとん

ど必要とせず、炊飯用の蒸気釜が数基据えられている程度である。但し、衛生管

理に関しては十分配属:を加え、数年前より全ての製品を真空パックして出荷する

こととし、従業員の長靴、ゴム手袋、帽子、作業着なども滅菌してから作業体制

に入る等の改善を施し、食品衛生の向上に努めているO

受賞貯の販売価格は、鮒の日方に応じて販売しており、 100g 当たり 3，5∞円程

度とされ顧客重親の立場から、量産体制が可能とされるまでの間は価格拘置きの

姿勢を堅持し、ここ10数年来は据え置かれたままである。

なお、受賞者の経営理念は「萌いは牛のよだれの如く、お客様に細く長くご愛

顧賜りたい」とのことで、鰭けより顧客重視を第一に掲げ、「量産時代に活躍し

た父親は、地位や名声を嫌い、製品そのものに全精力を注いだ職人気質の強い男

で、経営はどんぶり勘定的で、老舗意識も薄かったが、生産量の少ない自分の時

代には、逆に老舗意識が強まったj と語り、伝統の有難みを今日、素直に表現す

る誠実感溢れる若き経営者である。

普及性と今後の方向

滋賀県では今、マザーレイク 21計画に代表されるように、県の象徴である琵琶

湖の総合保全整備を県、業界、県民が一体となって推進しており、併せて、 i胡産

魚介類の資源回復努力が精力的に行われている。その結果、近年の漁獲量も 2，αゎ

t 台で低位安定化の傾向を見せており、平成13年の統計数値によれば、主原料と

されるニゴロブナの漁獲も、 15cm以下の漁獲体長制限や産卵期の漁獲規制等が

功を奏し、 8 t の増加を見せている。事実、大津管内においては漁業経営体数が

増加の傾向にあり、それに伴って、漁労体数、出漁日数ともに上向きとされ、原

料資源の確保面における環境改善に明るい兆しが生まれている。

これに呼応し、訪日産魚介類を活用した加工品は、近江の食文化財‘ともいえる伝
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統食品であることから、昨今の消費者ニーズ

(健康、グルメ、本物等の指向性)にも適合

し、全国的にも根強い人気を保っていること

もあり、近年の厳しい経済環境下にも係わら

ず、経営体数も横這い状態を保ち、県内実経

営体数108の内、 56業者が鮒寿司製造に関与し、

47 t の完成品を生産しており、伝統食の存続

に貢献している。(写真12早期完売)

また、滋賀県では鮒寿司や鮎飴煮が伝統ある湖国の食:文化に大きく貢献したこ

とを評価し、平成10年に県の f無形民俗文化財j に指定するなどのパックアップ

も行っており、これら湖産魚介類の加工品を、学校給食にも積極的に導入するな

ど、伝統食品の存続維持にあらゆる角度からの努力を傾注している。

さらに、滋賀大学教育学部の堀越晶子先生を中心とした「滋賀の食事文化研究

会」が、鮒寿司の歴史、食文化、栄養、食品分析等の科学的考察を加え、広く世

に情報開示を行っており、鮒寿苛の普及に大きな力ともなっている。

かようなことから、受賞財は本来的に普及潜在能力を有しており、日本の伝統

への囲帰現象や、地球環境の保全に絡む琵琶湖再生の動きなどと歩調を合わせ、

我が国古来の伝統的加工食品として、ますます付加価値を高めていくものと確信

しており、受賞者の後継者育成努力にも弾みがつくことを願って止まない。

(執筆者社団法人大日本水産会品質管理部部長欝藤寿典)
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天皇杯受賞

出品財むらづくり活動

受賞者綾織町地域づくり連絡協議会

(岩手県遠野市綾織町)

地域の沿革と概要

1 立地条件

協織地区の属する遠野市は、岩手県の東南部に位置し、北に早池峰山、東に六

角牛山、西に石上山、これら遠野三山に代表される北上山系の標高1，∞Om級の稜

線が美しい盆地状の地形で、総面積は約邸Okm2で、ある。

2. 社会、経済的条件

(1) 地域産業、経済及び就業の状況

遠野市の産業は農林業が中心であり、農業においては、水稲を基幹に葉たばこ、

ホップ、酪農、肉牛、野菜等との複合経営が行われている。

一方、遠野市は、柳田図男の「遠野物語J により、「民俗学発祥ゆかりの地J

として、また「河童J や「座敷童子」などに代表される 「民話のふるさと j とし

て全国に広く知られ、観光客も多い。 近年、こうした観光客を対象とした農林水

産物の販売なども増加傾向にあり、地域産業上重要な部門となっている。

(2) 交通

遠野市は、岩手県内陸部と沿岸を結ぶ交通の嬰衝であり、古来、各地の様々な

人々との交流があり、厳しい自然とともに生きる暮らしの知恵が、信仰!・芸能・

円
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慣留となって伝承されている。

総織地域は、遠野市中心部から西方、市の中心部までは、事でおよそ 5 分の距

離である。盛岡から宮守村を抜けて遠野に向かう国道396号線と、花巻・北上方

面から遠野に向かう国道283号線の 2 本の国道が通っており、交通の便の恵まれ

た地域である。

3. 地区センタ…設置

遠野市は、昭和29年に 1 町 7 村が合併して市制が施行された。 市制施行の際、

旧町村の単位で行政区が設定され、各行政区に多目的施設である「地区センター」

が設置され、地区活動の中心的な場として利用されている。

4 岡市民憲章

昭和46年12月には、自然愛護、郷土理解、健康教養、市民生活、産業開発を運

動主題とした市民憲章が制定され、市民運動の礎となっている。

むらづくりの概要

上地区の特色

綾織地区は、遠野市中心部から 6kmに位置する国間地帯で、総面積57.l3km2、

世帯数595戸(うち農家数は348戸)、人口2.095人である。国定公園早池峰山を背

にしている薬師岳を源流とする猿ケ石川が中央部を流れている。

標高は230m~必Omで、県内でも寒冷地帯に属し、四季の移り変わりが明瞭で

ある。年平均気温は 7 ~ 9 ocで、冬季には氷点下15
0

C を記録することもある。年
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間昨水量は約l，OOOmmで、あり、降雪期間は11

月中旬から 3 月中旬までの約 4 ヶ月間で、積

雪量は玉JZ:問者rsで、30cm桂皮で、ある。

土壌は黒ボク土が大方を占めて肥沃で、あり、

傾斜度 8
0

未満の土地は水田として利用され、

それに連なる傾斜度 8 ~20o の土地が畑地と

して利用されている。

綾織地区は、遠野市の中でも平坦地に恵ま

れており、総戸数595戸のうち約 6 割の348戸

が水稲栽培を中心に農業を営んでいる。主な

農業経営類型は、オd詰+野菜÷肉用牛である。

平成 4 ::9::より、ほ場整備事業により大区画の

第 1 隊i 綾織町位置臨

水田が整備された。なおこのほ場整備事業の際には、女性の声により、日本で初

めて、ほ場に付帯する水洗トイレである f田んぼの中の公衆トイレ」が実現して

いる。

2. むらづくりの基本的特徴

(1)むらづくりの動機、背景

総織地涯では、地域組織ごとに市民憲章を実践しようと取り組んできた。しか

し各地域組織が個々に活動を行っていては、地域住民が-体となった活動が難し

くなってきた。そこで、昭和54年綾織地区セ
写真 1 IIIんぼの中のトイレ

ンターの新築を契機に、「各行政毘長」、「遠野

市社会福祉協議会綾織支部」、 f遠野市交通安

全協会綾織分会j、「綾織PIJI坊犯協会」、「綾織

町婦人会」、 f綾織町体育協会j、「民生見童委

員協議会」の長を構成員とする新たな地域づ

くり組織として、「綾織PI]地域づくり連絡協議

会J (以下、 f地域づくり協議会J) を設立した。
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地域の転機は、県営低コスト水田農業大区画ほ場整備事業(以下「ほ場整備事

業J) の導入に向けて、平成 2 年より始まった話し合いからである。担い手の確

保や転作の集団化などをめぐり話合いが続けられた。

そして、ほ場整備事業の導入に向けての話し合いの中で、女性たちが大型ほ場

内に女性トイレがないことに問題意識を持ち、「田んぼの中にトイレを欲しい」

と市役所に申し出た。この問題提起を契機に地域をより住みやすい環境とするた

め、「団体や行政に提言していこう」と綾織地涯に住む女性なら誰でも入会でき

る「あやおり夢を咲かせる女性の会J (以-f ， r女性の会J) を組織し、会への参

加を呼びかけ、地域の話し合いの場への参加を始めた。

一方、これまでの個別完結型の零細な稲作農業に危機を感じていた若者たちは、

ほ場整備事業の導入を契機として、魅力ある農業の実践や農村の実現のためには、

農地の利用集讃を関りながら大区画ほ場を活用した低コストで生産性の高い営農

を実現する必要があると考えるようになった。そして、自らが地域農業の担い手

となり地域活動の核となるため、平成 5 年に「樹哉後継者会」を組織し、先進地

の研修や地域の話し合いの場に積極的に参加し始めた。

地域づくりの話し合いの中では、こうした女性や後継者の青年から、総織地域

の将来の農業・農村について具体的なビジョン(夢)や意見が多く出され、この

ことが、綾織地域が変わる契機となった。

また、話し合いの中で綾織地域の優れた伝統にも気付き、地域の文化や資源を

見直しながら、掘り起こしを図るとともに、その復興、保存活動や発表の場の拡

充にも取組み始めた。

(2) むらづくりの推進体制

むらづくりの推進体制は第 2 図に示すとおり、地域活動推進の中心は、 f地域

づくり協議会J であり、この組織の下に、地域ぐるみで景観形成や住民が参加す

るイベント等を行うための実行委員会が組織されている。また、地域づくり連絡

協議会と密義な協力、連携の下で、営農、女性の活動、郷土芸能の伝承などを行

うためのそれぞれの組織が設置されている。

また、昭和55年から、情報伝達、コミュニケーションを図る手段として全戸配
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布の「ミニ広報あやおり」を発行している。

「地域づくり連絡協議会J の会費として、

1 世帯3，500円を徴収している(会費は、交通

安全協会や防犯協会の会費等にも充当され

る)。また、遠野市では平成 3 年から地域づ

くり支援事業として、市内の各地域に 1 地域

100万円の助成金を支出している。こうした

地域住民自らの会費や市の助成金を用いなが

写真 2 受賞者の写真

ら、長期的観点に立って計闘的な地域づくりに取り組んでいる。

むらづくりの特色と優秀性

1 .むらづくりの性格

綾織地i玄は旧 IIIT村という広域的な地域で、女性と若者の夢の実現をキーワード

に、住民総参加の持続的地域づくりと農業の振興を、創意;工夫に寓んだ、取組みを

進めている。

活動の推進母体である「地域づくり連絡協議会J の下に、地域ぐるみで「フラ

ワーロードの整備j、「銑織まつり」等に取組む実行委員会があり、また、協議会

との密接な協力・連携の下で、農業振興や女性の活動を進める組織が有効に機能し

ている。

綾織地区では、地域住民が地域づくりに何らかの形で加わるとともに、地縁集

団と機能集団がうまくかみ合うことにより、約600戸に及ぶ地域が一体感を持っ

て、地域、世代間を越えて親近感のある密度の濃い人間関係を形成している。

綾織地i去のむらづくりの特徴は以下の 5 点にまとめられる。

①女性、若者を中心に、各層各世代が自信をもち役割を担っていること。

② 若者による担い手組織を中核とする持続的で効率的な農業生産システムカ苦情

築され、地域農業が発展していること。

③男女共同参画社会が形成されていること。
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④若者と女性による取組を契機として、地域を見直す活動が広範に展開され、

これが世代間交流や地域間交流に結びついていること。

⑤行政をはじめとする関係機関との効果的な連携を保持していること。

これまでにさまざまな夢が形となり活動の成果をあげている一方で、綾織地区

では今も新しい夢が次々と生まれている。高齢化社会を迎えた日本の農村の中で、

女性や若者が夢を語ることができる脇織地区は、その夢を叶えるための地域全体

の理解と協力にあふれでいる。
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2. 農業生産簡における特徴

(l)担い手組織の結成と効率的な地域営農システムの確立

前出の「綾織後継者会j は、平成 6 年には、新たに担い手組織として fあやお

り夢現会21J へと発展した。これには、 21世紀に|向け夢を実現させるという意味

が込められている。

fあやおり夢現会21J は、同じく平成 6 年に市からは℃稲大型機械化体系実証

試験」を受託し、低コスト栽培の実証を行った。平成 7 年には、集問転作地

89.3haの作業を請け負い、担い手中服哉としての実績を積み重ねた。

平成 8 年には、「綾織地区営農組合J が設立された。「あやおり夢現会2U は、

営農組合から地域農業の担い手として指定され、水稲と集団転作の作業を一括し

て受託することになった。

現在では、「あやおり夢現会2U は、綾織地区の農作業受託組織として、水稲

は耕:起・代掻き. [日植・収穫作業を、集団転作の大豆・小麦・そば等は耕:起から

収穫までの一連の作業を、それぞれ受託しているO そして、大型機械化体系によ

る効率的な作業を行うことにより、水田の高度利用と生産性の向上が図られ、転

作の大豆・小麦・そばの作付面積は拡大している。こうした転作作物は地区内に

ある道の駅「遠野風の丘」での利用などを通じて、地産地消の柱となっている。

(2) 耕畜連携による循環型農業の推進

平成10年から、「あやおり夢現会21J では、地元の畜産農家や隣接地域の大型

事産農家と連携して、循環型農業に取組み、稲わらと交換した堆肥の施用による

土づくりを行っている。平成14年には稲わら供給面積は22haに、よ倒里散布面積は

154haに拡大している。

(3) 産底活動

野菜を中心とする生産者は、道の駅の建設が決まると、平成 9 年に綾織町内で

簡易な産直施設を運営し、道の駅での本格的開業に向けて、品揃えを確保するた

め消費者ニーズの把握に努め、接客方法を学んで、きた。平成10年の道の駅「遠野
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風の丘」の開業と同時に、協織地区の生産者を含む産車組合が84名(綾織地区か

らの参加はお名)の組合員によって*Jl*哉された。現在では、産車施設での売り上

げは年間 2 億円を超えるに至った。

道の駅の産直コーナーでは、生産者自らがレジに立つ。これにより、消費者と

の会話など通して、消費者ニーズの把握と売れる喜びを肌で感じ、また、消費者

ニーズに対応して取り扱う品百も少しずつ増えている。消費者からは f顔の見え

る商品j としての評価を得るとともに、安心で、きる生産物を提供しようという生

産者の責任感も高まっている。こうして、生産者と消費者との信頼関係を深めた

交流を築きあげている。

水田を若者達 (rあやおり夢現会2IJ) に任せている高齢者にとって、産車にお

ける野菜所得の増加は新たな生きがいになっており、また、今後一層、土地利用

型農業における農地や農作業の「あやおり夢現会21J への集積が進むことも期待

される。更に、高齢者の作った野菜が売れることで、それまで産直に興味がなか

った家族も産直活動を手伝うようになり、その中から将来の産直の後継者も生ま

れてくるなど、産直活動を通じた野菜生産は、円i骨な農地の権利調整環境を整備

し、土地利用型農業を含む地域全体の農業構造の改革を進展させるとともに、高

齢農業者等に生涯現役の生きがいを与えることとなった。

(4) 女性の起業活動

一方、「女性の会j では、夢を咲かせる店を持つという目標があった。道の駅

の建設計画を知り、この自分たちの夢を「道の駅j 建設計画へ盛り込むことを市

に要請した。「女性の会」の熱意により、行政と二人三脚で、道の駅開業時には、

その入口に「夢咲き茶屋j を開店することができた。

地域の食材を利用して、今では殆ど作られなくなった遠野地方の郷土料理の

「かねなり」ゃ「きりせんしょ」を中心メニューとし、「そばJ、 fおにぎり J、「お

でんJ などを提供している。初年度の売上げは計画の 2 倍にも達した。このため、

「女性の会J では、事業者として社会的に自立し、組合員自身が責任をもち、消

費者へのサービスを安定的に継続していくために出資金を募り、平成11年には

「企業組合夢咲き茶屋J とした。

226 



3. 生活・環境整備語における特徴

(1)フラワーロードと杏の盟づくり

元来、花壇づくりが盛んな地域で、あったが、平成11年に「花街道あやおり実行

委員会j を組織し、国道沿いに延べ 8kmにわたり 4 万本のマリーゴールドの蔀

を植栽し、「イエローベルト j を住民総出で創りあげている。

また、特色ある地域づくりの一環として、大正時代まで

を綾織地区の花木として植栽し、沓の花が庭先を彩つているO これは、 3 カ年開

の計闘で「在j の苗木6∞本を綾織地域の全世帯に配布した結果である。

将来は、地域の名所である「桜街道」と併せて、「杏の里j としてPRを行い、

杏加工品の特産化も図り、地域の活性化を悶ることを考えている。

(2) 樹哉まつり 地域ぐるみの世代間交流の場

平成 6 年に綾織地区センターにナイター照明が整備されたことを契機に、可愛

織まつり j を毎年盛大に開催している。地域の子供から高齢者までの世代間の交

流や、住民間土のコミュニケーションの場とするとともに、地域の伝統芸能であ

る五制裁しし蹄り、石上神楽、山口太神楽、遠野郷南部田植踊り、綾織南部はやし

などの上演披露の場となり、地域住民の述荷感の強化を図っている。

(3) 生活環境の整備は身近なところから

女性が中心となって、綾織らしい自然と共存した環境作り活動に坂り組んでい

る。

生活環境の整備を図るため、「女性の会」に「環境づくり部門j や「トイレ管

理部門」を設け、「田んぼの中の公衆トイレの清掃j や IEM簡を使った生ゴミ

の堆肥化J などに取り組んで、いる o EM曹を使った堆肥は、産直で販売する野菜

の栽培に利用している。

景観形成の割においても、「田んぼの中の公衆トイレj は休憩室を兼ねた曲屋

風とし、ほ場内に点在する自己水楠は、女性達のアイデアを参考に、その壁面を石

垣風にしたもの、展望台を策ねているもの、水車小屋風にしたものなど、農村景
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観に融合するよう工夫を凝らしている。

(4) 夏の風物詩手作り灯篭「夢灯り J -

綾織地区では、毎年 8 月のお盆の時期に、地域住民による手作り灯龍である

「夢灯り J 800基が設置される。これは、「女性の会」が「お盆に灯寵を作り、夢

灯り街道として、帰省客を迎えたい」と提案し、「地域づくり協議会」の呼びか

けで実現したものである。「遠野物語かるた」の絵が映し出される灯龍が各家庭

の玄関に 2 基ずつ設置される。今では、地域の夏の風物詩となり、市内の各地域

にその活動が広がっている。

(5) 食農教育や伝統文化の伝承における活動 写真 3 夢咲き茶屋のみなさん

高齢者や女性達が中心となって、平成12年

から農作業体験と地域の食文化や伝統文化の

伝承活動を、小中学校と連携しながら積極的

に行っている。学校農民での野菜栽培支援や

生産物の買取り(夢咲き茶毘)、総合学習の時

間における郷土料理づくりへの取組みなどが

あり、次代を担う子供達の農業・農村への理解と愛着が深まっている。

また樹、哉の地名にもあるように、かつては各農家で、羊を飼い、羊毛を用いた機

織りが盛んで、あった。こうした機織りの震史や文化の伝承活動も「女性の会」を

中心に行われている。

また、綾織地区には、「綾織しし蹄り保存会J (45名)、「石上神楽保存会J (11 

名)、 f山口太神楽保存会J (21名)、「遠野郷南部田植踊保存会J (80名)、は刻哉南

部はやし保存会J (50名)の 5 つの郷土芸能保存会が地底別に組織されている。

各郷土芸能保存会には小中学生が多く含まれており、高齢者が小中学生を指導す

ることにより郷土芸能が伝承されている。

(6) 交流による地域活性化

平成12年には、鍋物を夜なべしながら楽しみ、地域づくりについて語り合う
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「ナベナベサミット」が「女性の会」の呼びかけにより開催され、東北 3 県

森県、秋田県、岩手県)から 100名以上の参加者があった。以来、この催しは 3

燥の持ち閤りで釘:年開催され、最近で、は都市部からの参加者が半数を超える。更

に、平成13年からは、県内版の「いわてナベナベサミットj を遠野市で開催して

いる。

また、「夢咲き茶屋」で、は毎週土告に、消費者を対象とした餅つきや焼きとう

もろこしなどの季節の食材を提供するイベントなどを行い、生産者と消費者との

交流を一層盛り上げている。
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第 2 表綾織地区むらづくりに関する年表
I貨店 i 内

在漉菰町通域づくり迷絡協議会設立
/1):地区だより fあやおり 1.創刊
正綾織R汀青壮年連絡協議会結成
cl 地区センターに夜間照明 2 機設詮
③ママさんサッカーが感んになる
①子供会活動発表会開始
②綾織的γド・高生の会結成
。〉第 7 行政13:がむらづくり促進活動卒業モデル地区指定
②絞殺x町青年団体協議会10周年記念式典
①交通事故紡止町民の集い
②忠釜i苓参道石段完成
③綾織町体育協会30周年記念
ハ，-口叶....，.，..町動実践活動表彰受1:t

校舎落成
①東京都武蔵野市との児童交流
②地逮協10周年記念祝賀会
③テレビ中継局落成祝資会
〔1)県営ほ場事芸術事業採択
1瀧織後縦者会結成

①あやおり12弓見会21設fL
②あやおり芸35を咲かせる女性の会設立
33あやおり祭り始まる
。綾織地区営EZ組合設立
①椴撲場完成
②日lんぽのトイレ完成
①道の~R I迷野風のIiJ オープン
⑨「夢l咲き茶屋J オープン
①企業組合「夢I咲き茶屋j 法人化
②「花街道あやおり実行委員会J 設:\1.
③「15の里あやおり実行委員会J 設立
公〉拶咲きめん羊の会設立
①集落持|水事業採択
②ハシクグFライデイング日本選手権
CI 北東北ナベナベサミット開催

宅手

綾織中学校再建述動

H元年

H4iド
H5iF 

H6iド

互主主
H9ijミ

HlO王手

H1l1F 

Hl2iド

店主巨
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①しし断り、南部はやし、面秘え III日
りの伝承

②国道286号線沿いで死亡事故が多
発したことから慰霊塔を建設
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①水稲作業受託、転作受託1

①七地利用調整を行い夢:lll.会に-1;託委託

否夏葉支ぞ説坊主内jリ例
②フラワーロード
③ 3 年で全戸に海市配布
④伝統織物「綾織j の復活

秋田、岩手の鍋1' 1球を持ち寄っての否定



第 3 表平成14年度綾織地13:行事一覧
)J [ごl JJ( I'J I;!.J 守子 イ本

4 JJ 22 FJ マリーゴールド稀まき 各地区から 12人参加 地述i湯

5 n 1 日 ~fÎW木配布 干iIì椀Jlî 105本 地述i泌

5)J 10 日 :lm事会、除草剤散布 地区センターと同巡の雑草駅除 J也!ili1Zh
5 月 21[1 マリーゴールド古{配布 各行政j迂で手f泊を分扮する 地述協

5)1- 綾織小学校j;22主体験
大紋・人参づくり 地元民家

大紋販売(おでんだね) ~q咲き茶滋

6 月 101=1 話~1江予ílJI技;(Iî 花街道の雑草!~g除 地j主i私

6 JJ 30 EI 花街道あやおり 全戸一斉のマリ ゴールド槌え 地述i泌
7 )J 8 1こi 紋織まつり災行委員会 地区センター I :lt!!述 l必
7 JJ 22 [1 綾織まつり災行委只J 会 地区センター j也述i窃

7 JJ 27E1 綾織まつり 地収センター j也j主協

8 月 4 1'1 市内一ñ河川消JiJ} 各地 i反 地迷1お
8JJ4Ll 石上神社まつり 争jI楽、 しし踊り若手納 地 iまちだ行委民会

8)J- 綾織小学校波数体験
そば栽培、そば打ち j弘元成委託

機織り体験(タペストリー) めん九三の会

8 PJ 25 LI 愛;ff干111社まつり 神奈、しし~Ifiり奉納 地 lポ災行委H会

9 月 8 1:1 愛公ネ1\1 1吐まつり 神楽、しし協り2\i;納 地区実行委H会

9 )J 15 EI 駒形干1\1社まつり 絞綴u判部はやし 地12<:災行委長会

主l勺'&15年
事rr年交賀会 地区センター 池!ili協

1 JJ lO日
2 JJ20El m上，\(;51!i :tj詳述勤扱進大会 市民センター J血迷協

2 月 2211 第 2 JTIIいわてナベナベサミット <<IÎ~ 8 線、 100;Jヨ参JJII 女性の会

3)J3[1 合同歓送迎会尖行委長会 地区センター j出!ili l:íí'h

3 JJ 13 FI Jlll司 f. 4:~ 池 16:センター 地返i泌

3 FJ27EI 合同歓送迎会 ftl! 15{センター 地述1あ

(執筆者農林水産省農村振興局農林政策課企画第 1 係長大津尚史)
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内閣総理大臣賞受賞

出品財むらづくり活動

受賞者小川区

(蚊阜県郡上郡明宝村小川)

地域の沿革と概要

1 .明宝村の概要

「小川区」のある明宝村は岐阜県のほぼ中央に位一置し、県庁所在地である岐阜

市とはωkm、飛騨地域の中心である高山市へは55kmの位置にある O 村内は東海

地方を貫く大河「木曽川及び長良JIIJ のそれぞれ源流域(吉田川及び弓掛1I1) J

に当たり、飛騨地域と美濃地域の接点という地理的条件にある。行政面積の95%

は森林で占められ、農地は河川に沿って細長く続いている。

総人口は22∞人あまりであり、主たる産業は農業であり、水稲のほか、気象条

件を活かした f夏秋トマト J、畜産(肉用牛、

養豚等)が盛んである。

近年明宝村はいわゆる「地域おこし」が活

発な地域として、全国的にも評価の高い地域

でもある。現在その中には「明宝レディースj

等スキー場の運営、畜産加工、農産加工販売

事業など 5 つの法人(第三セクター)を設立

し、地域経済並びに活性化に貢献している。

近年は「東海北陸自動車道J が開通した結

果、岐阜市はもとより、名古屋市など大都市

圏とも時間距離が大幅に短縮し、都市農村交
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流活動が活発となると共に交流入口も増加するなど、村民の暮らしにも大きな影

響を与えている。

2. 小川区の概要

川、JII 区J は村の北東部に位置し、中心部とは県内でも有数の交通難所である

は、)1 111，長(標高912m)J で隔てられ、車で30~40分の距離にある。しかも村内の

6 地区のうち、小川区:だ、けが水系が異なる「木曽川水系(弓掛JI I) J の山間地域

であり、集落は木曽川 i水系支流の弓掛川に沿って点在している。

現在、小川区は総人口250人あまり、戸数は79戸、うち農家が26戸(全体の

33%) である。地誌面積4，565haのうち、耕地は18haと総面積の0.4%に止まり、

大部分が山林となっている。農地のうち、田が 3 分の 2 、焔が 4 分の l 、残りが

樹問地と牧草地となっている。さらに、聞はほぼ整備が終わっている。

地域産業はかつて農林業で、あり、うち農業部では稲作が中心であるが、高原地

荷という条件を活かし「夏秋トマト」の栽培が盛んである。

小川区は、小JIII峠を境として村の中心者防、らやや遠距離にあり、周囲を山並み

となる盆地性の地形条件という影響からか、社会的にもまとまりのある地域社会

が形成され、それが地域のまとまりのよさ、結びつきの強さの背景となっている。

むらづくりの概要

1 .地区の特色

小川地区は、村中心部とは小)1 111'告によりやや隔絶された地形条件であり、小川

峠からみると、周囲を山並みで閉まれた「盆地(桃源郷)J 的特性を有し、こう

した自然条件から地区住民のまとまりの良さに影響しているものと推測される。

さらに、地区内には財産区区有林があり、以前は区民総出で森林の除関伐作業

を行い、小川地区の財産の保全活動を行っていたという実績、伝統も息づいてい

る。地区の特徴を表すことばとして「団結心の強さJ があるように、「全員参加
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のむらづくり」がキーワードである。

小川地区には、行政連絡組織としての「小川区」のほか、婦人会、老人会とい

う親睦団体、林業組合、農事組合、 トマト組合などの生産組織、こぶしの盟とい

った農産加工活動寿国識がある。さらに自主的なむらづくり組織である「小川ふる

さとづくり委員会J 121会J 1区若会J のほか演劇クラブ、民蹄クラブ等もある。

都市部から小川地区に嫁いできた若い女性は、「小川地区はとても行事の多い

ところです。でも、仕事や家事をやりくりして参加しています。」という発言の

ように、地区民全員が何らかの形でむらづくりに参加しているのが小川地区であ

る。また、住民一人一人がもっている技術やノウハウ、経験などをむらづくりの

場で活用しているのも特色である。

このように小川地区は、全員参加のむらづくりが実践されている。「自立した

むらづくりを楽しみながら進めている。J という表現がピッタリするように、ま

ず身近なところで活動し、少しでも良いから成果を生みだし、成果は地区全員が

共有するという特徴がある。また、「地鼠住民が主体的でむらづくりに駅り組み、

さらにむらづくりを楽しんで、いる」、それが継続的な活動を生み出している源泉

である。

2. むらづくりの基本的特徴

(l)むらづくりの動機、背景

むらづくりの直接のきっかけは、コミュニテイ活動の核である「小川小学校J

において、昭和47年に行った「小川小学校での花壇づくり」である。当時、子ど

も達が通う学校環境を少しでも良くしようという趣旨で、親達が総出で地区内か

ら資材を調達し、学校の玄関脇などに花壇を作った。その花壇づくり活動が評価

され、全国表彰を重ね現在で、は地区のシンボルともなっている。

こうした活動が背景となり、「学校から地区全体に活動の輸を広げよう j とい

う意識が住民の間で盛り上がった。 活動に当たっては、自治活動組織であるは、

川区J を母体としているほか、若手グループが小川地区の将来を語り、活動する

組織である 12 1 会及び区若会」の会員や公民館、そして小川区民会員が参加
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し、地域の活性化を目指すため設立した「小川ふるさとづくり委員会」がある。

さらに、「演劇クラブや民踊クラブム農産加工グループ。組織で、ある fこぶしの

盟」、そして平成15年春には、都市農村交流と体験を行うための施設として整備

された「小川きの虫」の運営を主として行う「小川ふるさと活性化委員会」など

多数の活動匝体が生まれ、多くの註i体が総出で連携しながらむらづくり活動を進

め、「自ら考え、自ら行動し、地域づくりを進めるj という自立した精神と団結

心あふれる地域として活動している。

(2) むらづくりの推進体制

小川区のむらづくりは地区住民全員が主役である。

村内 6 つの地区のひとつとして自治活動組織である「小川区」があり、地区の

対外的な行総主絡事務や地域樹d.:、文化活動、地梯京境整備などに取り組んでいる。

しかし、役員の任期が原則 1 年であるため

継続的な取り組みが難しい、むらづくりには

もっと柔軟で継続的な活動を行うことのでき

る組織体制が必要であるなどの理由によって、

平成立年に f小川ふるさとづくり委員会」が

小川区:総会の承認を経て設立された。現夜役

員は10人(任期 4 年)、会員は区民全員であり、

むらづくりの実質的、中核的な組織である。

また、むらづくりでは f若い世代の意見を取り入れつつ、継続的で発展的な取

り組みを行うこと」が必要である。そうした点で、若者層の活動グループである

121会と区若会」がある。まず、 121会」は平成年代初め頃、 21世紀の小川地区を

考え、活動することの必要性に関する意識が20歳代から30歳代を中心とする若者

層で高まり、集まった有志グループである。また、 IIR若会」は 121会」のけゆミ

ら、特に20歳代の独身者を呼I心とした若者層が集まった有志グループである。弼

グループとも、小川区等の他の札織と連携し、環境美化活動などを日常活動とし

て行っている。

こうした若者層を中心とした 121会と区若会j は有志グループの活動組織であ

-235-



り、活動内容に限界を感じたため、むらづくりを小川地区全体との取り組みとし

て発展させるため、平成11年には f小JIIふるさとづくり委員会j を設置した。

現在、役員は10人、会員は地底住民全員であり、「小川区j と協議しながら、

他の活動団体と連携・共同しながら、むらづくり活動全般を支えている。

このほか、むらづくり活動では多種多彩な活動グループが存在する。例えば、

自治公民館活動を担う「小JII公民館J、文化活動関係では、地芝居を行うための

子どもから高齢者まで10数名が会員となり、年 1 居小川小学校体育館で発表して

いる「小川演劇クラブJ、郡上踊りなど民謡を踊る「小川区民踊クラブj などが

ある。

さらに、古くなった消防団詰所を改装し、 3 名の女性グループが大根の漬け物

などの生産販売を行っている「小Jl IIまこぶしの里」、都市農村交流を推進するた

め、平成15年春にオープンした簡易宿泊交流施設である「小川きの塁J を運営す

るため、区民から出資を募り設立したは、JIIふるさと活性化組合J がある。

またむらづくり、環境美化活動の原点で学校花壇づくりの場である「小川小学

校j がある。生産面では「小JII農事改良組合、小川生産森林組合」のほか、特産

の夏秋トマトでは、「明宝トマト組合」に加盟している組合員と共に、新規就農

者が 2 組 4 人を数え、そのうち 1 組 3 人の女性グループは「ストリームマムj と

いうグループを作り、生産販売活動を行っている。

このように、小川地区のむらづくりは、当初の小川小学校における学校花壇づ

くり活動から、 21会や区若会という若者層の活動、さらに「小川ふるさとづくり

委員会ムそして多種多彩な活動間体へと広がっている。勿論、こうした活動の

中心となるのが「小川区」である。

むらづくりの特色と優秀性

1 .むらづくりの性格

(l)自主性を活かしたむらづくり

小川 i地区の道路等の環境整備や施設整備の面で明宝村が支援・協力している。
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しかし、取り組みの順序として、「自分違の地域をどうすべきか」という問いか

けがあり、そうした問いかけに基づき f自前の構想を作成」し、行政に提示し、

具体化において行政からの支援・協力を受けている。

具体化に|捺しては、まず小川地区では何ができるか、という発想と共に地元で

出来ないことを行政から支援を受けるというプロセスが定着している。このよう

に自前、自主性を尊重したむらづくりである。

(2) 者壮青が団結したむらづくり

むらづくりは行政主導や一部の住民に偏重した取り組みに終始したので継続的

な成果は期待しにくい。その点、小川地区では高品鴻Aから子ども、男性・女性の

思別なく、地域一丸となって取り組んでいる。

小川誌の役員は壮年層が中心であるが、若い力をむらづくりに活かすため、さ

まざまな活動組織を立ち上げている。それが 121会J や「区若会」である。こう

した若者活動グループが活動し始めたのが10数年前である。

そして、主体的な活動が住民全員を巻き込むまでに発展したのがは、JIIふるさ

とづくり委員会J である。このように f老荘背が出結したむらづくり」が特徴で

ある。

2. 農業生産自における特徴

(1)若い力を伸ばす農林業生産活動

耕地面積は地区面積の0.4% (18ha) に止まるというように小揃積である。こ

こで水稲のほか、気象条件を活かした麦秋トマト、斎産などに特徴をもっている。

そのうち、「水稲j は寒暖差が大きしきれいな水を利用し消費者にも評判の良

い「おいしい米づくり」を行っている。また、「夏秋トマト j では生食用は]Aを

通じて販売し、完熟トマトについては f明宝レディース」など村内の第三セクタ

ーに加工用として出荷している。

このうち、新規就農者 2組 4 人(1人は20歳代男性で、もともと農業志向であ

り脱サラし就農した。もう 1 組 3 人は結婚して住民となり、地区内で就農して見
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たいという思いの30歳前後の女性グループである。「ストリームマムj という名

称の組織を作り、夏秋トマトのハウス栽培を行っている。)が、小川区などの支

援により、農地の貸し付命けを受けハウス栽培に取り組んでおり、生産活動と共に

むらづくりにおいて新風を吹き込んでいる。

(2) I互助j 意識が育む林業からむらづくり活動への発展

小川地区は以前、森林面積の大半を占める林業のむらで、あった。現在も 600ha

ほどの区有林がある。区有林の徐間伐を行うため、以前は地区民総出で急傾斜の

林地で協力しながら作業を行った。そうした「共同意識、互助の意識J が地底住

民の開に脈々と息づいている。

(3) 身近なところでの働く場づくり

近年、「ストリームマムj など 2 組 4 人のほか、農産加工を行っている「こぶ

しの里J に女性 3 人など、農業生産や農産加工など地域資源を利用した新たな就

業機会が生み出されている。特に、女性にとって家族や子どもの近くで就業でき

る機会があるということは、精神的なゆとりにもつながっており好評である。

(4) 地産地消を目指す取り組み

明宝レディースなどの第三セクターとはひと味違った地区独自の取り組みとし

て、収穫した野菜類にこだ、わった、漬物類の生産販売を行っている「小川農業婦

人クラブこぶしの里J がある。

平成 4 年からスタートしており、加工施設は消防団詰所だ、ったところを改装し

女性 3 人で活動している。大根の漬け物など 8種類を生産し、地元のみちの駅な

どで販売している。 Iこぶしの里j では、施設設備に余り投資せず、手作りの良

さで評判をとっている。 働く女性にとっても近くにこうした働く場ができたこと

が大変好評である。

3. 生活・環境整備面における特徴
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(I)美しいむらづくり

むらづくりのきっかけは、昭和47年小J1 1小学校における「学校花壇づくり」で

ある。花壇づくりには、子どもや先生はもとより、児の親達が積極的に動いた。

河原から石を運び、LlIから木材を切り出し造成した。それが地法全体に広がった。

そして、学校花壇づくりが数々の受賞に主り、花壌づくりはむらづくりのシンボ

ル的存在となっている。

今では小111小学校の花壇だけでなく、小川

地区の玄関である f小川峠の花壌J I県道沿道

の花壇J I集落の入り口の花域J I各世帯庭先

の花壇J I公共施設前庭の花壇」など、地区住

民にとって心和むむらづくりである。それは

小川地涯を訪れる都市住民などにとっても印

象の深い風景となっている。

(2) 手作りのむらづくり

写真 2 県道沿道の花壇

小川地区のむらづくりのルールは、先ず地区で仰が出来るのか、出来るものは

自前で行い、手作りの良さを大事にしていきたいという意識である。

そうした取り組みには、 f学校花壇などの花

壌づくり J をはじめ、「子ども遠のためのスケ

ートリンクづくり J I自 111神社の参道の階段が

急であるため、高齢者が|二りにくくなったた

め、手作りで整備した遊歩道」などで、資材

を村から提供してもらい、労力は地元で協力

するという手作りのぬくもりが感じられるむ

らづくりである。

(3) 地域のなかにある学校づくり

写真 3 遊歩道の手作り整備

地区内のほほ中央に、コミュニティの核ともいうべき「小川 i小学校」がある。

木造 2 階建ての校舎が歴史を偲ばせるたたずまいである。現夜、 17名の児童、 3
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クラスの複式学級である。「小川小学校j は地域の学校といってもよい。花壇づ

くり、スケートリンクづくりに父兄が熱心に取り組んで、いる様子と共に、授業の

一環で大人達がもっている経験や技術(例えば、山野草の取り方、木工品の作り

方、民話など)を積極的に子ども達に教えたり、体験させたりしている。一方、

児童の授業参観には父兄のみならず、地区住民も気軽に訪れている。勿論、学校

運動会へも地底民が全員参加である。

こうした地区住民と子どもとの交流の成果は、小川 i小学校校長が「ここの子ど

も達は子どもらしい子どもである oJ という発言に示されている。

(4) 関かれたむらづくり

小JII地区は四割に山並みが続く、桃源郷的性格の地域である。それが地区住民

のまとまりの良さ、屈結の強さの背景ともなっている。反面、外部との交流がや

やうすいという面もあった。しかし、 2 組 4 人の新規就農者にかける地区全体の

支援や協力体制でも分かるように、地区外の住民との積極的な交流、そして受け

入れにより地区をより活性化させたいという願いは強い。そうした表れのひとつ

が、「小JII きの虫」である。

第 2 国小川区の内部組織

「
小)111食事改良組合

i晶

子一i 小川、側
i車 I , 

-会計

話事トーJ 小)11 こぶしのill. -総長 (6 qr，)

|小)11ふるさと附ヒ総合|

ι斗
小川E号制クラブ

寸そ州文化サークル・間体|
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第 1 表農(林・漁)業等の概要

¥¥¥¥  限布160年 平成 2 年 平成 7 'ド 平成 121ド
ii立近年(平成14年) 時lì 考

対60年比構成比 農業後継者確保rt~

総[lJ:;lìi数 92)5 82i=ﾎ 80戸 79戸 791弓 85.9% i∞.0% 事業 50% 

決議定数 59 41 37 28 26 44.1 32.9 
I 兼 0%
50% 

内 専業 4 3 6 5 6 150.0 7.6 50% 
訳 H在 7 2 2 14.3 1.2 認定箆業者数(うち法人)

tミ I IH正 48 36 24 21 19 39.6 24.1 O() 人

数
主主 内 :ì=.業 6 6 7.6 基幹的1立梁従事者数

8 人
設t 当主 j:=.~ 2 2 2 2.5 出稼E千三

数 2 lJilJ業的 29 25 18 160.6 22.8 60iF 0 人
空宇 ~I，農家数 33 0.41 43 51 53 67.1 14"ド 0 人

模規畑農家数
O.5ha米1r:fil 39 35 25 21 14 35.9 18.2 f1 MÍたり平均耕作

0.5~ 1 ha以上 27 23 15 14 10 37.0 12.7 茸lA奨

1 ~ 2ha米i!日 2 2 200.0 2.5 0.7ha 

2 ha以 iニ 。 。 。 。 。

耕地 21.4ha 20.6ha 19.4ha 18.7ha 18.1ha 84.6% 100.0% 地区iîìHí'i 4,565ha 
羽j 111 14.7 14.1 13.2 12.7 12.1 82.3 66.8 耕地率 0.4% 
地 内 普通知i 5 4.9 4.3 4.4 4.4 86.2 24.3 林野率 94.9% 

もEミ&dffをk i 訳 樹閑地 0.6 

13。1Sβ0ha m539ha m0s3 9 M 
0.7 116.7 3.9 ほ場殺事UìE十1

牧平均h 1.0 0.9 90.0 5.0 同 97.0%

採草放牧:ll!! 利用機設定率一%

も面い作fd? ー 水稲 ha 10.4ha 63.8% 1/ 
J主な経営類型

野菜 0.15 0.29 I 0.58 I 0.7 0.75 500 
水稲
トマト

生産rJi*後業R 
資目立 2087i円 25百万円 21古万~I 27百万円 28百五 111 140.0% 50.9% 1 )=1当たり

野菜 2 4 10 12 14 7ω"。 25.5 
}1!.f:$在級生泌総1

水布ß 18 17 14 13 13 72.2 23.6 
2.1百万円
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第 2 表村づくりに関する各種年間行事
fJ 日 事業名 イ椅 考

5 Ji 26 EI クリーン作戦 -各組の花峨の花捕え

-花桃等の下草刈り

7 fJ 7EI }兵{本み
7 月 7 日 工事現場見学 . rlJj宝トンネノレ関係の工事現場の見学
7 月 14EI 初術事[Ii訴 -禰!立

鍵ヒ切組二村博氏

下切組小波久夫氏

7 月 141ゴ 初得lJ 1'iJi i同ゲードボール大会 -小JI[小体育館にて

7 月 25 日 心!防総生法講習会 -郡上広域消防署署員の指導にて行う

8 月 15 日 戦没者慰霊祭 . ì争福寺 仏号ミ子を頼み行う

8 月 151ヨ 小JI!花火大会 -小川花火師会 有志の方々によって打ち上げられた

8 PJ 24 日 鮎祭り -スケート場にて

10月 3 日 1事i[盗作り -老人クラブ

lOJl 8 日 衣装誠べ -区 4 役婦人会役員

10月 11 日 祭礼の機材fJ -蛾立て紙総工 しめ純作りなど

10月 12 日 祭礼 -大子iJi楽奉納

10Jil3 日

10JJl8 EI 衣装片づけ .1ズ 4 役婦人会役員

lOJi 27 日 粗大金物不m品収集 -水沢上へ迷搬して仕分けた

llFJ 3 B 甘j凶祭り .1玄役員氏子補笈区民

llJi 6 EI 村政座談会 . lJî.業報;Ef言、;

11月 16EI 2寄街舎について ト通学が出来るように姿望
11月 29 日 村 1幹事3主要望筒所祝祭 -談会建設委員恭縫整備課12<: 4 役 七木委員

1 n 1 1ヨ *jfiF歩け歩け大会 -主主流センター-J~.1;JJ往復

UJ 11::1 新年互礼会 -交流センターにてplm l:OO

2 FJ 3 日 村正文隆談会 . 118 村合併について

2 月4FI 明宝トンネル姿望 -藤井孝男衆議院議員

2 月 5 口 .11iI土交通省

-中部地方整備局
3 月 16[1 王手祭り -区役員氏子禰立区民

3 月 23 日 小川区総会 -庶民

(執筆者農林水産省農村振興局農林政策課企画第 l 係長大津尚史)
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田本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財むらづくり活動

受賞者豊永開発振興会

(向山県新見市豊永佐状)

地域の沿革と概要

地域の概要

(1)地域の立地条件

ア 県内位置・地形上の特色・面積

新見市は岡山県の西北部、東西22.0km、南北44.0km、面積351.99km2~こ及ぶ

県ド第 2 位の広大な市域を有している。

が占めている。

イ 交通綿・主要都市までの所要時間
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県庁所在地の岡山市までは、市街地から公共交通機関利用で約 1 時間、自動

車利用で約 1 時間半であるが、市内周辺からは公共交通機関利用で約 3 時間を

要することからマイカーは家庭の必需品となっている。現在では中国縦貫自動

車道が開一通し、新見市内から大阪へも約 3 時間で行けるようになった。

ウ気象条件

気温は県南部に比べやや低く、年間平均気温は12.4
0

Cで、北部と南部とでは

1 oCの温度差が見られ、北部は気温の低い秋冬期がかなり長く、北部は降雪も

多い。降霜期間は、 11月上旬から 5 月上旬におよび準寒冷地である。雨量は年

間l却0~ 1.7'∞'llUllで、県南部を大きく上まわっている。

エ主要産業

産業別就業人口で見ると第 3 次産業従事者が多く約50%、第 2 次産業が約

35%第 1 次産業が約15%となっている。

鉱工業では、全国有数の質と量を誇る石灰石を元とした石灰関連産業が中心

で、その他、木材製材、繊維、電気機械器具製造業、プラスチック製品製造業

などが主なものである。

商業への就業人口は多いが、小型店舗が多かったため、消費者が県南の郊外

型信舗へ行く傾向が強く、販売は低下傾向にある。最近市内に一部大型店が整

備され、周辺地域からの消費者の流入も見られる。

(2) 市町村aの農ー林水産業の概要

中北部地帯は米、南部地帯はカルスト台地を中心とした悶芸作物(野菜、ピオ

ーネ、もも等)と、葉たばこが主に生産されている。また、地域の貴重な資源で

ある千屋牛の繁殖、服育経営が北部地域を中心に行われている。

これら特徴ある農産物の産地形成がなされているが、近年就農者の高齢化、後

継者不足、有害鳥獣による被害の増加等により耕作放棄地が増加額向にある。

過疎化の影響があり、農業生産は減少傾向ではあるが、特産のピオーネやもも、

夏秋トマト、花き、葉たばこ、肉用牛などの生産は感んである。
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むらづくりの概要

1 .地区の特色

(1) 市町村内の位置、地形上の特色

事rr見市豊永地域は、市の南部に位遣し、地形はほぼ菱形で、東西6.7km、南北

9.8km、周囲34.9km、面積は29.746km2で、標高350m~500mの地帯に、 17の集落

と肥沃で、広大な畑地が広がり、農業振興地帯を形成している。

穏やかな小起伏の台地が広がるカルスト地形で、各地にドリーネやカレンフェ

ルトがみられる。錘乳?I司は地域の観光資源となっている。

(2) 農林水産業の概要

葉たばこの産地として、全国に名声を博していた時代もあるが、昭和61年に豊

永地域に最初にピオーネが導入され、現寂では、葉たばこに替わり、ぶどう(ピ

オーネ)がIド心作目となっている。阿新地域の中でも特に品質の優れたピオーネ

は、販売額も年々増加し、平成14年度には、 3 億円に達し、県下有数の産地とな

っている。また、雨よけ夏秋トマト、肉牛、もも等が生産の多い作自である。

平成14年度のそれぞれの生産状況を栽培面積、販売金額でみると、ぶどうが

27品a、 322，1∞0千円、ももが5訓la、 26，ω0千円、 トマトが1.4ha、 30，∞0千円、葉た

ばこが 4ha、 18，400千円、肉牛が14，1α)()千円となっている。

市内で、は農業生産の盛んな地域で、あることから、専業農家率も23%と高くなっ

ているが、担い手確保対策、高齢化対策、廃悶化防止対策が必要になってきてい

る。

2. むらづくりの基本的特徴

(l)むらづくりの動機、背景

豊永地区の広域にわたる村づくり組織活動の歴史は古く、昭和57年に豊永開発

振興会が発足し、当初から、地域の中心産業である農業関係組織の連携を中心と
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しながら、女性組繊、高齢者組織、消防問、

青年国等の各種組織を構成員として、文字ど

おり地域全体の振興を図るものとして活動し

てきた。

これは、地域の産業や、生活環境その他の

課題解決を進め、特産品開発、農産加工品開

発などを行い、地域全体がともに発展してい

こうという、発足当初からのリーダーをはじ

写真 1 受賞者の写真

めとする地域住民の問題意識の現れともいえる。もちろん、県、市の行政組織や

農業協同組合との連携もとりながら、地域の発展方策を検討している。

振興会結成後は、まず話し合いによって、 f豊永地区集落総合推進方策j をた

て、情報連絡施設や、集落拠点施設の整備などを計画的に推進することを基礎と

した。これと同時に、地域の耕碕農家、斎産農家の存機的連携を進めていくこと

も、関係機関の協力を得ながら継続的に実施している。

振興会が企画した最初の事業は、最永地区文化祭で、住民の親i壊を深める活動

であり、それが発端となり、また、地域総ぐるみで取り組んだことカ王女子結果を結

び、 7訟を変え数を増やし内容を充実して現在も続いている。

早くから広域での活動を起こし、常に話し合いによる課題解決を心がけてきた

ことから、地域での合意形成の成果が、 59年の“農村情報連絡施設"竣工、 61年

の“豊永山村・広場"竣工、 63年の“最永ふれあいの家"完成等と続いていった。

特に、平成 3 年からは中山間地域農村活性化総合整備事業に取り組み、振興会

が中心となってむらづくりと総合整備のあり方とを協議し、事業導入の運びとな

った。その結果、畑地の基盤整備とぶどう、 写真 2 ふれあい盆踊り大会の風景

トマトの生産拡大、集出荷施設及び農業生産

振興拠点施設(農業構造改善センタ一、ふれ

あいセンター満奇・-後記)の整備等が図ら

れた。

その問、各種行事も、ふれあい運動会、環

境美化運動、ゲートボール大会、盆踊り大会、
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ほたる祭り、山野草炭、菊花展等、次々と活動の輸を広げていった。

その中で、近年、就農者の高齢化・担い手の不足等に伴い、地域の活力が失わ

れつつあることから、地域住民から危機感を訴える声が高まり、「豊永開発振興

会J 役員会において、組織の再編強化と事業内容を協議した結果、平成11年度に

は構成組織員の拡大と地域有識者を加えるなど、組織の河編成と事業内容の充実

を関った。

これにより、さらに地域の各種組織が名を連ねることとなり、同時に各部会に

学識経験者として、地域有識者カ功日わり、会の運営と、企画推進を強力に進める

こととなった。

(2) むらづくりの推進体制

発足当初の振興会の組織は、主要['J'l体と地 13:総代で構成し、生活部(生活環境

整備) ・文化教養部(児童・生徒・地区民教養向上) ・産業部(農業振興)で、

2 年後のH百和59年に建設部(滋路整備)を加え、 4 音15前日による活動を行ってきた。

平成11年の組織再端により、地域部体の全参加・有識者の参加等により組織構成

員の若返りとともに、構成員の充実拡大を関った。

組織も、総務部(地域環境の整備) ・振興部(農業振興) ・教育文化部(地区

民の教養向上、地域の担い手の育成) ・福祉部(高齢者対策)の 4 部に名称変更

するとともに、事業内容も若者に魅力ある地域づくり、住み良い環境づくり、地

区民の述'帯感の強化などに重点をtill:いた活動とすることに決定した。

振興会役員のうち、会長(1)、副会長 (2 )監事(3 )、顧問J (若干名)は代

表者会議において協議し、総会において決定するが、各部の部長(1)副部長

(2 )は各部会で選出している。

財源は会費(全戸 :3∞P1 :年)と寄付金により運営している。

組織構成員は、総務部は 4 間体の代表、有識者 6 名、地i主総代 8 名・振興部は

6 凶体の代表者、有識者 7 名、地区総代 8 名・教育文化部は12関体の代表者、有

識者 6 名、地l託総代 8 名・福祉部は13同体の代表者、有識者 3 名、地区総代 8 名

と全体では25閲体の代表者、存識者22名、地区総代32名による構成となっている。

発足当初から、事務局は新見市豊永市民センターと師新農協豊永支所が担当し

ており、また、各部会の活動や、振興会布
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すめている。

集落毎に構成する地区総代が振興会構成員であることから、地区民への連絡、

連携がよく、また各種間体が参加していることから、地域住民はもちろん、地域

内にある関係機関(学校、市、 ]A、郵便局)とも連絡調整が密にでき組織とし

ては円滑な運営が行われている。

むらづくりの特急と優秀性

1 .むらづくりの性格

集落単位のものになりがちな地域活動を、 20年の長期にわたり、 300戸を上回

る広い範囲で展開し、専門部を設け、話し合いによって地域振興を進めてきてい

ることの地域発展への貢献は特に大きい。また、色々な取り組みをとおして地域

のPR、経済効果も期待できるが、それ以上に、地域住民の地域を愛する意識の

醸成につながっており、むらづくりにとって大きなプラスとなっている。

それぞれの札織が振興会の各部に所属し役割分担を持つことで、自らの活動の

目標もでき、自発的な企画取り組みを促進することができている。各種交流行事

を積極的に展開することで、地域外の人々の活力も有効に地域発展に結びつけて

いる。

子供から高齢者まで、また、男性、女性の各組織が活躍の場を持ってむらづく

りに参加し、交流することが、地域の輪づくり、地域への理解を促進している。

昔から行ってきた地域の宝の掘り起こし、文化振興の活動も、“続豊永村誌"

“カルスト台地の 111野草"“カルストの爽風"として形にし、次々と伝承していけ

るよう配車されている。

また地域環境を活かした地域特産農産物、特産加工品開発にも積権的に取り組

み、それを関係機関が一丸となって支援してきていることから、生産面でも弼新

地域のモデルとなっている。全般に、高齢・過疎化により農業生産が衰退傾向に

ある中で、特に豊永のピオーネは消費市場から信頼される阿新ブランドの中心と

して現在も発展を続けている。農業後継者確保、近年では新規参入者の研修受け
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入れにも積極的に取り組み、優秀な経営モデルが成立していることから、周辺地

域が目標とする産地になっている。ピオーネで発足した労働支援組織の活動も、

産地の維持発展に有効にはたらくと同時に、他地域や、ほかの生産部会から、労

働力不足解決の効果的な取り組みとして注目されている。

果樹、野菜等の専業経営が多数成立することから、認定農業者も多く、家族経

営協定も締結が進んでいる。

振興会として、行政機関との交流も常に行ってきており、新見市長が各行事に

参加して意見交換することを始め、平成9年度は青空知事室、平成13年度は地方

振興局長とのふれあいトークを開催している。

各種取り組みの成果も、言刊謝され、平成元年にはコミュニティーづくりで県知

事賞を受賞、平成10年には、豊永農産加工組合が知事表彰を受けているO

女性も地域の防災を支えようと結成した婦人消防団は平成13年に全国操法大会

優良賞を受賞。

代表的な農産物のピオーネでは、県品評会の最優秀賞をはじめ各種表影を受け、

優秀な経営を実践する生産者の中からも各種 写真 3 ピオーネ団地

表彰受賞者を次々と生み出している。また、

平成10年に 11司新農協ぶどう部会として岡山県

農林漁業近代化表彰を受賞しているのも、豊

永地域の活動が中心となって称えられたもの

である。

ともすれば形式的な繋がりになりがちな広

範臨の組織活動を、各札機が積極的に参加する活動をとおして、長年継続してい

ることが地域の発展に大きく貢献している。

また、その活動を関係機関も常に支援、参加する形で互いの成来に結びつける

ことができている。

このような活動は、今後、崩辺地域の活動にも反映され、中山間地域振興のー

モデルとして、さらに発展を図っていきたい。
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2. 農業生産面における特徴

振興会に振興部を設け、ぶどう(ピオーネ)産地の強化とPR、消費者との交

流をはかるため、豊永特産品祭り(ぶどう祭り)の開催による生産者と消費者の

ふれあい、ピオーネの全国への発信運動のためのピオーネ大使の f桂三枝」への

委嘱(新見市)、ピオーネ大使のぶどう園の設置をしている。そうすることが地

区民の生産意欲の向上と消費者への責任ある商品販売につながるなどの成果をあ

げている。

また、一層の産地拡大と、将来おとずれるであろう就農者の高齢化によるぶど

う閣の管理不足や廃園化防止対策として、労働支援組織“豊永ピオーネがんばろ

う会"の結成を国るなど、将来に向けての産地拡大維持策の取り組みも行ってい

る。この活動は、農家と非農家との交流にもつながっている。

地底内のゼオーネ生産者の'+，から、毎年、県品評会で多数の上位入賞を果たし

また、県内の特に優秀な青年農業者に贈られる“矢野賞"の、ピオーネ栽培者初

の受賞者が生まれるなど、豊永地匿のピオーネ生産は、品質、生産量、経営実績

などから、新見市のみならず、阿新地域のモデルとされ、地区内はもとより、周

辺地域の農業後継者の確保育成にも貢献している。

このようなことから、優秀な専業経営が増加し、徐々に新規就農者が生まれ、

生産却討葉も年々拡大し、平成14年度、阿新地域のピオーネ販売実績 5 億円達成の

中核となっている。

さらに、担い手確保のための活動として、子供の時代から農業に親しむ機会を

設けるため、幼稚腐兇・小中学生への体験学習の場の提供にも積権的に取り組ん

でいる。地域内小・中学校と連携して、食農教育推進を行い、ぶどうの管理作業

体験や地域農業生産の学習を、生産部会員が指導者となって積極的に実施したり、

学校給食への地元産農産物(野菜、ピオーネ)の供給拡大にも取り組んでいる。

体験学習には毎年農業士も取り組み、また、地域特産物の利活用として、小中学

生と高齢者がそば打ちと豆腐づくりを通じて交流するなど地域ぐるみでの取り組

みが行われている。
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この他に、農業後継者が県内の都市住民に呼びかけ、ピオーネ狩りなどをしな

がら、意見交換を行い、地域、農業への理解を進めるとともに、他地域との交流

の輸の拡大を図っている。

3. 生活・環境整備面における特徴

会の働きかけが突って平成 4 年には、地域拠点施設として豊永構造改善センタ

ーが完成、各種交流・スポーツ行事や調理実習などに活発に活用されている。ま

た、地区内の観光資源である満奇澗(錘乳謂)路辺整備でふれあいセンター満奇

(豊永地域活性化施設)が平成 6 年に完成、地域資源の紹介、特産品の加工・販

売、特産品祭り等を行い、地域内外の交流に役立っている。

j長ー業に要する水は、昭和40年代に1.1111色濃概施設が完成しており不便を感じてい

ないが安全な欽用水雌保が充分で、きていなし、。また、水が不足することから水洗

トイレの普及率が低く、地域全体で、の飲用水確保のための運動に平成12年度から

取り組み、平成16年度完成に向けて工事が始まっている。

地域外との交流を進める一方で、観光に訪れる人々による、空き拓・ゴミの投

げ捨てが I~I 立つことから婦人部による空き缶拾い、生徒による空きf缶五万拾いなどを

突施しているO また、地域・家庭の環境整備運動として、沿道・観光施設への花

の植栽、花誌の配布なども実施されている。

また、農水地域は、石灰岩質土壌の準高冷地で、あることから、貴重な LLi野草な

どの植生に恵まれ、それを親しみ守る活動も行っている。 振興部の中の豊永山野

草育成会、愛好会を中心に、平成 3 年にはミニ写真集“カルスト台地のiJJ野草"

を作成するほか、“カルストの爽風・. 111野草たちのメッセージ"としてマップ

を作り好評を待ている。平成14年にはその一環として中学生らとともにウォーキ

ングコース案内看板を設置した。

高齢者を対象の活動として、安心して暮らせる地域づくりを進めようと平成13

年度から f農永ふれあいサロン」と称して、ボランテイアの方々の協力により年

10凶健康講話・健康体操なと守の講鹿を実施し好評を得ている。これには、振興会

内の各組織が内容に)おじて活動し、子供述の参加により、高齢者との和やかな交
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流が行われる場面もある。振興会が行うイベントが地域に定着しており、地区内

外の人々の交流の機会となる行事を次々と企画し、年々種類が増え、今では、一

年中各種交流が行われている。

-ふれあいマスつり大会( 5 月)

・ふれあいホタルまつり( 6 月)

・ふれあい盆踊り大会 (8 月)

・ふれあい特産品まつり( 9 月)

-地区民運動会( 9 丹)

・ふれあいスポーツ大会 (11月)

・ふれあい文化祭( 2 月)

それぞれの行事には、関係機関はもとより、振興会各部に所属する各組織が参

加し、特に特産品祭りは地区住民上げての開催といえる行事となっている。

ホタル祭りや特産品祭りには子供太鼓が演じられる他、女性達による銭太鼓な

どの演技が工夫されることから、地域文化の伝承にも役立っている。

この他、地域の文化、腔史を伝える活動として、平成 7 年には606ページから

なる“続最永村誌"を編集発刊した。

豊永地区には、満奇i悶(まきどう)、日時坂鍾乳穴(ひめさかかなちあな)

の自然の資産や三尾寺(みおうじ)などの文化資産が農寓にある。これらむらの

宝の掘り起こしにも取り組んでおり、豊永ふるさと宝の地図を作り、まず地元の

人々からよく知ってもらい、ふるさとに誇りを持ってもらうことに繋げている。

この他にも各部が意欲的に多数の活動を行っているが、はi問地域だけに過疎化

が進み、高齢者1lt帯が増えている。このような中で、豊永地区民生委員会、婦人

会、栄養委員会、愛育委員会などが協力して、年 4 問、高齢者世帯へ心のこもっ

た弁当を作って配布し、お年寄りとの交流を国り好評を得ている。

また、生涯学習運動の展開として、絵画教室をはじめ14の教室を聞いており、

約3∞人の地区民が参加している。
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第 1 表農林水産業の概要(豊永地院)

¥¥¥¥~  60'1'- 判記 2if 平成 7 iド 平成12iド
:@:斤 {fô

日未I恨備íiHiill!琳 222辺考111037312経β営%%%%%人本平成13年対60"!'比構成比
380 360 357 352 358 I 94.2 
300 272 255 246 245 I 81.7 
61 45 62 57 58 I 95.1 I 32.0 

ん家 y主数A 文
117 58 47 88 27 I 23.1 I 14.9 
122 169 146 99 96 I 78.7 I 53.1 

43 41 I I 22.7 
57 53 I I 29.3 

基出L将れ右足紘男丘紛子率年B糾従ω1城3事年hA者数 1.2% 
数 84 87 I I 48.0 。%

80 88 102 136 163 I 141 
90 83 105 114 116 I 129 I 49.4 l F'当た 1) 平均緋0作5規2h模a 

O.5~ 1 ha以上 132 134 112 106 103 I 77.3 I 43.4 
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2 ha以 i二 2 。 。

:rJt-
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f同会吋f会{会一 同i採曜-仰が時民地
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40 
42 6 9 13 13 31.0 平日 来1.2%

7)(稲 39.4 30.2 30.3 24.0 24.0 80.9 
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1業312 1 
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~ ~t+: lH~イ仙台l 501 264 151 49 34 5.8 7.2 

i土HWI二 35 68 22 25 14 40.0 3.0 
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第 2 表むらづくりに関する年表
年次 百E 面 生 i舌 面

11日和 業をたばこと杭とl牛を制中:心としたf齢指長山村組う地域で、 生産組Iきì~織i坊、 畜ìm と耕稜稜農家の有横機的連携携
密図ること 、女 組発織、高 者 織と、青織化年会問、 起団など各 地域組織の の迷50年代 をにして、地域の展を日そ 紐 の動がこった。

'.)l:~;iKIJfJ発振興会設立 (4/28)
118和57 iit永地区集落総合推進方策樹立

~"5 11TI1 .，f l'f~主の IlfJ11Ji (以後勾:年)
昭和159 農村悩 ヱ
|昭和60 豊永地 決定

118 手'1161 翠1 永地区で、ピオーネ泌培開始 t主:tKIIIH!
(第 3 JVl山村振興段林漁業特別対策本業)

昭和63 間新農協ぶどう部会設立
~~永地区ふれあい迷重IJ会開1m
、ふれあいの家完成

校舎完成
平成元 地域環境美化迷Jlì)Jを皮肉(不法投棄根絶)

コミュニティ活動俊秀一 命と て県知事表彰受賞
~IL)jX; 2 腕り大会問 年)

ゲートボールー五 = 

22永地区グランドゴルフ大会併11佳
玉1^)JX; 3 幼f-ftilm移転車rr築

中山!潟地域tE村活性化総合2妥結IJ事 cl" I.Li問地域炭
業取組み(-平成 6 、ぶどう i羽) 農道、公!必)

ピオーネ販売額 1 億円突破
構造改議センター竣工

王子成 4 (事rr~是業構造改善事業)
ぶどうハウス栽培開始

EE永中学校新グ‘ランド完成

玉[勺JX; 5
中山間地主主農村活性化総合主主備事業収総み
豊永ふれあいスポーツ大会開催
f~:永地域活性化施設(ふれあいセンター満奇)完成
第 l 問はたるまつり開催(以後勾:年)

王子 IJX; 6 
豊永いきいき(桃)まつり開催
第 l 回授永ふれあい(ピオーネ)まつり IJ山政
(以後毎年、平成14年度から特成品祭り)
菊花渓 IJfJ1iJ~ (以後毎年)

平成 7 ピオーネ!坂売額 21Jな円突破
主ili 1 閲とんどまつり関1!l(
fdi豊ノ'ki';J誌 11:\1坂
秋の I Li野l'1I援開催

主iξIJX; 8 ぶどう集出荷施設完成 ~jk.ふれあい加工施設竣工
統l!JlJK村誌の出版が備北出版貨を受賞

平成 9
豊水農産 11111 組lDが問 llj\\l ll~llii.語、 t if. iíí

育祭矢口事室の開催交流グループ活動表彰を受賞

王子!戊 11 ブドウ集出荷総設地築
振興会組織強化再編
独身者の集い IJfJ 1佳

司王1&12 豊永ふれあいマスつり大会開催
豊永簡易水道水源地織査着工

王子!蕊 13 地方振興局長ふれあいトーク開催
婦人消防隊、会i主I~詩人操法大会出場(俊良質)

平成14 ピオーネ販売額 3 億円達成
登jKfllî易水道工事着工
婦人消防隊、 i河山県知事表彰受賞
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第 3 表前年度のむらづくりに関連する各撞行事等の一覧表作成14"ド皮)
むらづくり

4JJ 5 月 HJ 7 )J 8 月 9)] 1M:! l1)J 12)J ln zFJ 3 月組織等の名称

-"" 山村広場管理、環境M\!1nlJ v 

i 母一l ぷlLitぅ訂=t
ふれあいサロン 換恥

~!;:7k開発振!!4~会 ふれ ふれ ふれ ふれ ~æ~jk ふれ ïlîllJ]牟 ふれ ふれ

O!1bk地域づく あい あい あい あい 当U:{E あい を WJ あい あい
り推進委民会) マス ホタ 一ηノ"匂丸でm比し 特産 E主 スポ む会 文化 ilJi芸

釣り ル祭 主主腕 ,\1, � 、 一ツ f}又ξ ぷ二同〉、

火会 り り大 つり 大会
l一{ b、

地区 I~l'i~' 学校 地域 ノ f ソ

民巡 消防 kllソむfメ1A1 iお1:11: コン

重iJ会 意識 を考 化先 教家
己主J易 える 進地
m修 メZ〉3、Z 純資

司し

年 liH活動
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(平成時度(第42回)農林水産祭)

平成15年11月

財団法人日本農林漁業振興会



はじめに

農林水産業者の最高の栄誉である天皇杯、内閣総理大臣賞及び日本農林漁業援

興会会長賞の三賞受賞者を表彰する「平成15年度(第42回)農林水産祭式典J

は、勤労感謝の自の 11月 23 S 、明治神宮会館において、三賞受賞者、農林水産

大監賞受賞者並びに各界代表者、中央、地方農林水産関係者等多数の参加のも

とに行われます。

本年度の三賞受賞者は、農産、園芸、畜産、蚕糸・地域特産、林産、水産、台

らづくりの 7 部門の農林水産大臣賞受賞者557点のなかから、中央審査委員会に

おいて厳正に審査が行われ選考されました。この中には夫婦連名の表彰が 1 点

含まれております。

これら栄えある受賞者の業績は、内外の情勢が大きく変化するなかで、今後の

我が国農林水産業と農山漁村の振興、発展の実践的な指針になるものとして関

係各方面から、高く評価されるものであります。

本冊子は、天皇杯等三賞受賞者の業績の概要をご紹介したものです。

目次
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1 天皇杯等受賞者の一覧

( 1 )天皇杯受賞者

;;<1. 
Jζ 主主 者

氏名等(年齢)
表彰行事部 内|出 ロ

ロロ Rオ
住 所

経 ρ凸とん 鹿児島県熊毛郡中種子町 賄団法人種子島農業 第 15 回農業機
農 産 i 械効率利用等

(農業機械錦子・ 野間4287-1 公社 農業高度化推
十ピス磯体) 進全国共励会

(代表塩釜二郎)

経 営 岡山県倉敷市 津 郷 主，-<-主. 正 第 32 回日本農
調 業賞

(ブドウ) 玉島道口 2548 (5 4 才)

* 
経 営 鹿児島県曽於郡大時町 E泰 開 数雄 平成 14年度全

議E日ζ 産| (5 4 才) 留優良畜産経
(肉用牛) 野方3021 営管理技術発

藤 岡 美江子 表会
(5 2 才)

蚕 糸
ρ凸主ん 熊本県八代郡 千了町ひのみどり会|第 52 回全国農

t也 業コンクール
(いくさ(畳表) ) 千丁町大字新牟田 (代表福嶋安認)

特 産 i l 平成 14年度熊
318 本県農業コン

クール

経 営|北海道虻田郡倶知安町 |千歳林業株式会社 |全国林業経営
推奨行事林産

(林業) I 字琴平152-27 (代表角田義弘〉

71< 産
産 物|宮城県気仙沼市

(水産加工品) I 字赤岩港 121

城・

1
u

t呂
1
1

田
正・甘M

9

産
会

2

水
評

第
県
品

店高長
品
部
食
阿
ド
社
イ
会
メ
式
一
株
マ

(代表向部泰浩〉

む ら i むらづくり|岩手県遠野市綾織町

づくり|活 動

綾織町地域づくり

連絡協議会

(代表及川行雄)

(注)氏名等欄に*印を付したものは、夫婦連名の表彰を示す。
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( 2 )内閣総理大臣賞受賞者

F主i之 賞 者
部 F守 出 ロ口ロ 員才 表彰行事

住 所 氏 名 等(年鈴)

経 ρ凸三!，. 愛媛県温泉郡重信町 有限会社ジェイ・ 第 32 回日本農
農 産 業賞

(経営体) 大字北野田 711-4 ウイングファーム

(代表牧 秀宣)

経 ρ凸主2ム 愛知県渥美郡渥美町 石 井 義 明 第 12 回花の国
国 ヨ士 づくり共励会ヱ'" (アノレストロ 大字福江字上ノ山 (4 9 才) 花き技術・経

メリア) 営コンクール
14-8 

経 d営 熊本県阿蘇郡高森町 南阿蘇畜産農業協 第 32 匝日本農
当日ζヨ 産 業賞

(肉用牛) 住見2241 同組合

(代表穴見 盛雄)

蚕 糸
産 物 長崎県東彼杵郡東彼杵町 大 山 次 作 第31 @1長崎県

地 域 茶業大会
一dノ&bi4、 中尾郷 1556 (5 7 才)

特 産

産 物 静岡県田方郡天城湯ヶ島町 安藤 敏 男 第 1 7 回全国わ
ネ本 産 さび品評会

(わさび) 湯ヶ島191-5 (5 5 才)

生 f苦 沖縄県島尻郡与那原町 ひじき生活改善 平成 14年度農
71< 産 山漁村いきい

(生活改善) 字板良敷824 グループ きシニア活動
表彰

(代表富名腰美智子)

む り むらづくり 岐阜県郡上郡明宝村 小川区

づくり 1舌 動 小 )1 1 (代表日下部 修)

ワ
ム



( 3 )日本農林漁業振興会会長賞受賞者

戸ムζえ 賞 者
部 門 i 出 品 財 表彰行事

イ主 所 氏 名 等(年齢)

産 物 長野県長野市 株式会社よしのや 第 52 回長野県
農 産 l みそ・しよう

(農産加工品) 大字長野西之門町 (代表藤井信太部) ゆ品評会

941 

経 営|茨城県西茨城郡岩拐町 |農業生産法人有限会社 i 第 52 圏全国農
業コンクール関

(大根つま) I 大字福島672 ナガタブーズ

(代表永田良夫)

全
口
問

度
畑

年
高

4

林
成
山
会

平
田
評

次
才
4

ム

誠
川
げ

出司
月1

「
川
寸

産 物 滋賀県大津市 株式会社阪本屋 第 20 回滋資県
水 産| 水産物加工品

(水産加工品) 長等1-5-21 (代表内田健一郎) 品評会

岡山県新見市 豊永開発振興会

づくり活 動 豊永佐伏 (代表藤井卓巳)
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2 天皇杯受賞者の業績概要
(天-1)

|農産部門|

出品財経営(農業機械銀行@

サービス事業体)

財団法人種子島農業公社

しおがま さぶろう

代表塩釜三郎氏

鹿児島県熊毛郡中種子町野間4287-1

種子島農業公社は、平成 7 年、労働力不足等による地域農業の衰退傾向に歯止めをかけ、「将来にわ

たって農業を地域の基幹産業として発展させていく」としづ認識のもとに設立された。

公社の設立後は、年を追うごとに受託作業の種類やその受託面積の拡大が国られ、平成14年には、延

べ受託面積は、早期水稲、かんしょ、さとうきびを中心に1 ， 919ha (設立時の2.2倍)に拡大し、管内農業

者全体の75%以上がこの農作業受委託の患恵を受けている。

経営の特徴は、以下のとおりである。

1.合理的な農作業受委託システム並びに受託者・委託者の協力体制の構築

農作業の受託は、受託面積調整会により各町毎の範囲内で集約し、受託者(担い手)育成を図る方向

で、公社夜営と再委託との調整を行っている。また、機械作業に適合した作付基準・収穫圃場の基準等

を再設定し、それを委託者と受託者が協力して遵守する体制を構築した結果、地域での機械化作業体系

が確立され、効率的な作業受託が可能となり受託面積が拡大した。農作業の受託支援による委託農家の

余剰労力は新規導入作物であるばれいしょ生産に向けられ、これが新たな戦略作物として発展し、地域

農業の振興に寅献している。

2. 農業公社のきめ縮かな対芯と内部組織の改善

公社の受託作業については、再委託先と連携を閤り、年間を通した作業受託体制を整え、地域の雇用

創出にも貢献している。規模拡大指向農家の受託者には、優先的に農地集積を斡旋する一方、機械技能

操作研修、現地研修、農作業安全講習等を実施し、オペレータの育成に努めている。また公社は、さと

うきび良質種苗の供給や株出管理の適期作業を行い、農家のさとうきびの単収確保等に貢献している。

3. 安定した公社経営及び農作業受託経営の利益の確保

平成13年度、公社の法人収入は449百万円を超え、営業利益も25百万円と黒字となっている。一方、

公社が受託する農作業のうち 5 割程度は再委託されるが、受託者55名のうち、受託作業収入が500'"'-'1 ， 0

00万円の受託農家が 17名、さらに 1 ， 000万円を超す者が 4名育っている。

4. 地域農業への貢献

地域の受託紐織の核として、農作業受委託の実施を通じて地域全体として効率的な農業生産システム

(栽培方法の高位平準化・機械化や農地流動化、担い手規模拡大、高齢農家支援、資源循環型耕畜連携

等の総合的な推進)を構築し、地域農業をリードする役割を担うと同時に、地域のために様々な活動に

取り組み、地域の農業者からの信頼を得ている。

4 



(夫- 2) 

l 園芸部門|

出品財経営(ブドウ)

津郷宜正氏

岡山果倉敷市玉島道臼 2548

昭和42年、津郷氏が 18識で就農した当時の経営は、ブドウ、葉タバコ、水稲の複合経営で、あったが、

いち早くピオーネが持つ品種の優秀性、経営面での有利性に着告し、昭和47年に 5 a のほ場にピオーネ

の試作導入を行い、昭和49年には菌地を購入して規模を拡大するとともに、昭和50年からピオーネ中心

の経営に切り替えた。

現在は、ジベレザン処理による無核化ピオーネを主体に170aという間山県ーの経営規模を後継者を含

む家族 3名で、行っており、借入金もなく、農業所得約 1 ， 300万円という盤石の経営を一代で築き上げた。

氏の技術と経営の特徴は以下のとおりである。

1.独自の整技技討すの開発

津郷氏のブドウ菌では、樹冠罷積を 150rrf程度に拡大した「トジプノレ日型平行整枝短梢せん定J (植

栽本数 6 本/10a) で栽培しており、枝の勢力を落ち着かせることにより、ねん枝、副梢の管理など

の省力化が図られている。

2. 労力分散と同一品種の長期連続出措

家族経営 3名という限られた人員、時間の中で、無理のない労力記分で毎年高品質なピオーネを安

定生産するため、 2 月上特から加温開始時期をずらした 3 作型に、無加温栽培、簡易被覆栽培を加え
た 5 タイプの作型に分け、労力の分散を図るとともに、 7 丹上旬から 9 月中旬まで同一品種の長期連

続出荷を行っている。

3. 農薬使用田数の低減

盟内の様子をきめ細かく観察し、病害虫の発生予察に基づいた適期防除による農薬捷用回数の低減

に努めている。この結果、地域の標準的な防除回数( 9 屈)に比べ、 2 月加温栽培では、 6"-'7 回と

少ない。

4. 地域農業への貢献

津郷氏は先進モデ、ル事例として県内の多くの産地視察者・新規栽培者(年間約 150人)を受け入れ

るなど「ピオーネ王関おかやま j 推進の原動力となっている。さらに、農業大学校等の研修生を積極
的に受け入れ、地域の担い手の育成にも貢献している。

民
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(天- 3) 

|畜産部門|

出品財経営(肉用牛)

藤岡数雄 氏

藤岡美江子氏

鹿克島県曽於郡大崎町野方3021

藤岡氏夫妻の経営は、大隅半島のほぼ中央部に位置する大崎町にあり、経営主の藤岡数雄氏は、昭和

41年に地元の農業高校を卒業後、父親が行っていた軽種馬生産、甘藷、陸稲、園芸の複合経営の後継者

として就農した。

昭和51年には父親から経営移譲され、これを契機に軽種馬生産を中止し、手造り牛舎を建て、繁殖雄
牛 7頭による子牛生産を開始した。以後、低コスト生産及び省力的飼養管理を留りつつ、着実な規模拡

大を行い、現在では繁殖雌牛74頭の経営となっている。
その特徴は、以下のとおりである。

1.投資抑制と低コストかつ省力的な餌養管理

必要以上の投資をせず、可能な限り経費を節減するという考え方を徹底しており、現在10棟ある畜
舎のうち 8 操は手づくりで建築するなど投資抑制に努めている。また、繁殖ステージごとに群管理を

行い、牛群ごとに牛舎を草分(分娩期、種付期、妊撮期)することにより、繁殖管理を省力化してお

り、平均分娩間隔は1 1. 8 ヶ月と I年1産を実現している。さらに、 1 日 1 由の飼料給与による昼間分娩

及び晴乳ロボットを活用した竿期離乳等、一連の省力的生産技術体系の確立に取り組むことにより、

低コストかっ省力的な飼養管理が成り立っている。

館料給与については、土地利用型農業を基本とし、自作地600a、借地750aの館料生産基盤を確保し、

全てラップサイレージに調製して通年サイレージ体系を確立している。また、鹿児島県特産の焼酎粕

を無償で譲り受け、飼料利用している。

このような一貫した低コスト生産と省力化、効率的な作業体系により、舎飼方式にもかかわらず 1
頭当たりの飼養管理時間が48時間と少なく、労力的に余裕のある経営を行っており、生活にもゆとり

ができている。

2. 新しい家族間協業形態の創出

平成10年に家族経営協定を締結し、美江子氏は日々の飼料給与、畜舎周辺の清掃等の環境整備、経

営全殻の進捗状況の把握、不足部分の補完等を担当するとともに、今後の将来計画も夫婦問の話し合

いのもとに実施されている。また、経営収支を子息それぞれのものとして責任を負わせながら、飼養

管理は親子で機械を共同利用して作業分担をするという新しい家族問の協業形態を生み出している。

3. 安定性の高い経営

総所得1 ， 340万円、成雌牛 1 頭当たり年間所得18万円、所得率58.7% という成績にみられるように、

素晴らしい経営成果をあげている。また、子牛の生産原価も 16. 3万円(労働費抜き 10. 5万円)と低コス

トを実現し安定性の高い経営を実践している。

-6 -



(天- 4) 

|蜜糸 地域特産部門 l

出品財経営(し 1 ぐさ(畳表)) 

千了町ひのみどり会

代表福嶋安徳氏

熊本県八代郡千丁町大字新牟田318

安舗な輸入畳表が念、増し、いぐさを生産する農家が激減する中で、産地の生き残りを懸け地域一体と

なって日本一の畳表の生産を目指した研究会を立ち上げ、優良新品種の導入や加工に係る諸課題を独自

に解決し、高級高品質畳表の生産を通じて所得の向上を鴎っている。

1.高品質畳表の生産による農業経営の安定化

生活様式の洋風化による和室需要の減少、さらには安価な輸入品の急増による価格の下落といった

厳しい環境の中で、優れた品質特性を存した新品種「ひのみどり j の導入や高級高品質な畳表の生産
を通じた輸入品との徹底した菱自IJ化を図った。これにより、会員農家の経営の安定化、所得の向上を

実現し、輸入品との競合等様々な課題を抱える産地における構造改革のモデ、/レとなるものである。

2. 試行錯誤の中で独自の技術開発

従来品種に比べ苗が枯れやすく栽培が非常に困難な「ひのみどり j の安定栽培に向けて、冬期の水

田への移植・調養といった育苗技術や優良ほ場の分析による土づくりや輪作体系の導入といった連作

障害回避技術を確立した。さらには茎が細い「ひのみどり j の特性を活かした高品質畳表の生産に向

けて、新たにコンプレッサ一等を用いた加湿法や縦糸への黄麻の混紡糸の利用などの製織技術を開発

した。これらの技術開発は、試行錯誤の中で本会が独自に実用化したものであり、会員のみならず、

県内各地への普及も行っている。

3. 高い団結力によりブランド化を目指す

本会は「告主的な運営と会員棺互の自日責任J によ-り全員参加を基本に運営されており毘結力は高

い。また、個々の農家の成功談や失敗談を余すことなく会全体で検討するなど、全会員の技術の平準

化を留っており、「ひのみどり」ブランドの確立に努めている。

4. 普及性と今後の方向等
輸入等の影響により価格が低迷する中で、本会の活動による会員農家の経営由復は、周圏の生産者

の大きな安心と自標になっている。

また、県より本会への「ひのみどり J 原苔に関する生産委託を通じた普及拡大や、本会の活動が県

内各地における生産者組織の活動の模範となっていること、さらには県全体の生産者組織における中

心的な役割を果たすなど貢献は大きい。

今後、会員の増加や「ひのみどり J の普及に伴い会員間に生じる技術格差を解決し畳表品質の均質

化を関るため、会員間のグループ。学習の強牝を図る。また、本会の名称、と生産者氏名を表示するなど

顔の見える製品の提供により消費者の信頼を得た国産畳表ブランドの確立に努め、ひいては我が聞の

「畏j 文化の継承発展に貢献していくこととしている。
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(天- 5) 

|林産部門|

出品財経営(林業)

千歳林業株式会社

代表角田義弘氏

北海道虻田郡倶知安町字琴平152-27

千歳林業(株)では民有林の造林事業や国有林の立木販売事業を中心に事業を展開しており、最近で

は近隣の大規模森林所有者の森林整備も請け負っている。これらの事業は年間200haを超える間伐や850

haの下刈を中心に行われている。このような事業による年開売上高は 6億 5 千万円を超え、その経常利

益は年間 4 千万円から 5 千万円と安定している。

技術と経営の特徴は以下のとおりである。

1.徹底した機械化

林業事業を行う上で、事業費の低減は必要不可欠であるが、千歳林業(株)では高性能型の機械に

いち早く転換し、集材、土場での仕分け、積み込みなど徹底した機械化を図っている。このような努

力により 1 ぜ当たりの事業費は 3~4 千円程度と近隣の平均事業費 (6 千円)を大きく下回っている。

2. 従業員の通年麗用の実現

雇用に関して、北権道内でも有数の豪雪地帯である倶知安町にありながら、白老に設置した出張所
を中心に雪の少ない苫小牧、日高地方の事業を組み入れて50人の従業員の通年護用を維持しているの

は特筆に値する。

3. 所有規模の拡大と地域の森林管理

千歳林業(株)は外部からの委託によって各種事業を実施しているほか自社有林等の森林管理を行

っている。近年、大規模森林所有者が会社の倒産などに伴い山林を売却する事例が見られるが、千歳

林業(株)では機会があればこれらの山林を購入している。それは、所有規模の拡大とともに地域の

森林の村外への流出を防ぎ、さらに適切な森林整備により地域の森林が荒廃することを防止するため

である。地域の森林を守り、育てることに情熱を傾けて努力する姿勢は高く評価できる。

4. 地域林業への貢献

千歳林業(株)が行っているきめ細かい採材は、従来、土場や林内で切り捨てられたままになって

いた間伐材の利用を促すことに繋がり、他の森林所有者も積植的に間伐に取り組むようになってきて

いる。このように千歳林業(株)が行う事業が地域の森林整備に与える影響は非常に大きいものがあ

る。
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(天- 6) 

|水産部門|

出品財産物(水産加工品)

株式会社阿部長商j苫マーメイド食品

代表阿部泰浩氏

宮城県気仙招市字赤岩潜121

受賞財である fあぶりさんま j は、厳選したサンマのフィレーを甘酢でしめて表面だけを軽く焼き上

げ、儒53IJ包装して急速凍結した冷凍調理食品であり、原料魚であるサンマの素材の特性を十二分に生か
しつつ、現代の食噌好に合致した生感覚の逸品である。

産物の特徴は以下のとおりである。

1.鮮度と素材

9 ""'10月に気仙沼港に水揚げされる地元産「旬のサンマJ を限定使用し、徴底した品質管理のもと、

前処理(開き加工)、漬け込み(酢じめ)、笑り、パック、冷凍の一連の工程を効率よく行うなど、地

元原料の鮮度・素材のよさに強いこだわりをもって製造されている。

調味液については、食酢のもつ疲労回復、血液浄化等の効果に注目し、その効果を最大限に引き出

すため、醸造酔に限定して使用し、着色料・保存料は一切使用していなし、。

2. 幅広く利用できる食材

サンマの薄皮はそのままでは食べづらいが、実ることによって皮が口に残らず食べやすくなるとと

もに、身は生のまま、表面はこんがりとした焦げ屈と香ばしい風味により、生臭さも消え、寿司ネタ

や酢の物など幅広く利用できる食材となっている。

3. 安全・安心の取り組み

「食の安全・安心j に対する取組として、気仙沼地域の水産加工施設としては他に先駆けて米国の

FDA水産食品HACCP認定を取得した。

また、気仙沼市場の衛生管理基準強化・流通の効率化を図るための「カツオのタンク敢り」販売方

式の導入や、気仙沼ブランド普及推進のための「戻り鰹たたき J のブランド基準・加工工場の衛生管

理基準の取りまとめなどを積極的に推進している。

4. 地域水産業の活性化

これらの活動は地域水産業におけるリーダー的存在としての責任感・使命感を強く感じさせるもの

であり、こうした取組が地域に波及することにより、地域全体の活性化に繋がるものと確信される。
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(天…7)

|むらづくり部門|

出品財むらづくり活動

綾織町地域づくり連絡協議会

おいかp ゆきお

代表及川行雄氏

岩手県遠野市綾織町

綾織地域は、遠野市西部の田園地帯に位聾している。昭和54年に綾織地区センターが新築されたこと

を契機に、新しい地域づくり運動の中心組織として「綾織町地域づくり連絡協議会J が設置された。こ

れにより、それまで各組織が個々に運営していた活動がまとめられ、地域が一体となった活動が行われ

るようになった。
グルーフ。の活動の特徴は以下のとおりである。

1.農業生産面における取り組み

農業生産面では、ほ場整備地区の受益者で「綾織地区営農組合」を組織し、地区内の作付計画の作

成、土地の利用調整を行い、これを担い手集団の fあやおり夢現会 2 1 J に委託するという、効率的

な営農システムが確立されている。

また、夢現会が生産した小麦・そばは、小麦粉・そばに加工され、米とともに道の駅 f遠野風の丘j
で使用(レストラン等)・販売されている。

道の駅の開設に合わせ、平成10年には綾織地域の女性が郷土料理やそば等を提供する「夢咲き茶屋」

を開j苫した。女性のアイデアを活かした郷土色豊かな症は、またたく聞に評判となり、平成11年には

企業組合へ発展している。

2. 生活面における取り組み

生活面では、「フラワーロードの整備J 、 f寄の里づくり J 、「綾織まつり」に地域ぐるみで取り組み、

景観形成と世代間交流を図り、地域住民の連帯感強化をもたらしている。「田んぼの中の公衆トイレj
の設置の要望を契機として、 fあやおり夢を咲かせる女性の会J を組織し、生活環境の整備や手作り

灯寵「夢灯り」などの提案・活動に取り組んでいる。

地域の名前の由来にもなっている機織りを復活させるため、毛刈りから染色、機織りまでの作業を

体験学習に取り入れるなど、積極的に農作業体験と伝統文化の伝承活動を行っている。

また、北東北 3 県の農村グループ。等に呼びかけて、鍋物を夜なべして楽しむ「ナへやナへ可ミットJ の開催

を提案・開催した。さらに、岩手県単独で、のサミットを毎年開催し、単なる農村間交流に留まらず、都市

住民も含めた広域的な交流へと発展している。
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3 内鴎総理大臣賞受賞者の業績概要
(内-1)

出品財経営(経営体)

有限会社 ジェイ・ウィングファーム

代表牧秀宣氏

愛媛県温泉郡重信町大学北野田711-4

有限会社ジェイ・ワイングファームは、県都松山市に隣接する重信町で、 5 1. 5haの経営面積(平成13
年度)において麦や雑穀などの作物の生産、加工、販売を実施している。また、延べ59haの作業受託を
行し、耕作放棄地解消に貢献するとともに、環境保全に配慮、した農業も実接している。

技術と経営の特徴は以下のとおりである。

1.地域の特色を活かした麦や雑穀を中心とする作物生産

温暖寡雨の瀬戸内気候を利用し、地域の気象条件に適合した作物であるはだか麦や雑穀を生産して
いる。また、もち麦など作物特性を生かした商品を開発することで、その栽培を復活させた。さらに、
揺についても、一般に作付けされている品種だけではなく、古代米も栽培している。地元の自然条件
や農地の状況に適合した作物を作付けすることが、おいしくて価格も安い農産物を消費者に提供する
ことにつながるという想いから、これらの作物の作付にこだわっている。

2. 積極的なマーケテイングによる販路開拓

生産する穀物のほとんどは自ら加工・販売している。特に、麦や雑穀、古代米については様々な商
品開発と販路開拓に努力し、オリジナノレプランド f四穀米」や雑穀粉を独自に販売するほか、もち麦
についても実需者と産接契約を結んでいる。現夜20種類の製品を扱っており、個人、ホテル、レスト

ラン、加工業者を対象に、販売先は500件以上に及ぶ。販売に当たっては顔の見える取引を重視し、
常に消費者等のニーズへの対応を心がけている。

3. 作業の効率化と低コスト化への取組み

多様な機種の機械の装備、ほ場条件に適合した作物の配置や作業手)1演の設定、水稲の粗植栽培の実
施などにより、 10 a 当たりの労働時間を県平均と比べ米で57%、麦で36%までに短縮させ、投下労働
1 時間当たり純生涯は県平均の 4倍以上となっている。また、中古機械の有効利用や機械のメンテナ
ンスを自分たちで行うこと等により、経費軽減を図っている。
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(内- 2) 
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出品財経営(アルストロメリア)

石井義明氏

愛知県渥美郡渥美町大学福江字上ノ山 14-8

石井氏は、愛知県の最南部に位置する渥美町で、アルストロメリアの栽培を大規模に手がける経営者

である。平成14年度の販売量は86万本、農業粗収主主6 ， 543万円であり、経済的にも時間的にも「ゆとり

ある J 経営を実践している。
氏の技術と経営の特徴は以下のとおりである。

1.地中冷却促成栽培法の開発による周年出荷体制の確立等

アルストロメリアは、地下茎が地温150C以下に遭遇しないと花芽を形成しないため渥美町のような

暖地では秋口の出帯が困難で、あった。このために、氏は地中に鉄パイプを埋設し冷却水を循環させる

という「地中冷却促成栽培法」を開発し、周年出荷体制の確立を図った。氏は、この技術を公開して

おり、渥美町を始めとする我が国のアルストロメリア栽培ではこの技術が普及している。

また、氏は機械メーカーと協力し、キクの選花機を改良して、下葉取り・結束を行える機械を開発
し、出荷調整時間を 3 割削減した。さらに、収穫作業に「プラスチック製フラワーパケット(名称:

ハナパケ) J を導入することにより、収穫作業の効率化(作業時間 1 割削減)と収穫作業時の花弁の
傷みを防止し、作業性と品質の向上に努めている。

2. ゆとりある経営の実践

氏の栽培技術は、オランダの種苗会社等に信用が高く、オランダ等の新品種がいち早く導入される

ことなどから市場から、高い評価を受けており、高単価で有利販売が行われている。

また、長男の就農を契機に労働時間や休日を定め、給料制を導入するなど労働条件の整備を進め、

「ゆとり J ある経営を実践している。
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(内- 3) 
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出品財経営(肉用牛)

南阿蘇畜産農業協同組合

あなみ もりお

代表穴見盛雄氏

熊本県阿蘇郡高森町色見2241

南阿蘇高産農業協持組合は昭和23年に南阿蘇の2町4村の蕎産農協が合併し、あか牛、馬、豚等の生産

振興拠点として設立された。そのやで、あか牛については、和牛部会を昭和53年に設立し(平成 2年度に

肥後あか牛部会に名称変更)、組合と一体となって問蘇の自然と調和した肥後あか牛の生産振興に取り

組んでいる。

肥後あか牛の生産振興の特徴は、以下のとおりである。

1.地域が一体となった生産振興

南阿蘇畜産農協は昭和23年、南阿蘇地域2町4村の畜産農協が合併したもので、正組合員は669名で
あり、下部組織として 8 支部・ 18地区部会と 4， 100haの牧野を管理する 43の牧野組合が組織され、阿

蘇の自然と調和した肥後あか牛の生産振興に取り組んでいる。また、地域内の繁殖農家650戸が生産

した子牛約2 ， 700頭の中で6割を地域内の繁殖・肥育一貫農家11戸および肥育農家 8 戸が引き取り、地

域内一貫経営の確立に取り組んでいる。

2. 粗飼料の地域内完全自給

放牧適性及び粗飼料の利用効率が高い特性を活かし、繁殖農家では放牧を活用した夏山冬里方式等
により、粗餌料を地域内で完全自給するとともに、肥育農家においても、粗飼料は地元産のみを多給

して肥育を行っている。

また、良質野草の生産、病害虫の駆除、原野の維持保全等に重要である野焼を、 43牧野組合と一体

となって行っている。

3. 産直契約と安全・安心な牛肉生産

平成11年 3 月に生活協同組合グリーンコープ連合(組合員30万戸)と肥後あか牛産直契約を締結し、

肥育牛を出荷している(平成13年度実績250頭)。また、グリーンコープと一体となり、消費者に対し

牛肉 1 パック毎に飼養履歴等が説明できるシステムを整備し、平成14年 4 丹から稼働させており、安

全・安心な牛肉生産を推進している。なお、 14年 4 月から 10月までの間のアクセス件数は118 ， 000件

以上となっている。
平成13年の BSE発生時に、管内6町村と連携して地元産牛肉を学校給食に供給したことがきっか

けとなり、平成14年から6昨村で本絡的に学校給食への導入が行われている。さらに、小中学校へ職

を派遣し、開蘇の牧野と共存した肥後あか牛生産の話等食育講話を通じて農業の大切さや魅力とい

ったものを伝えている。

グリーンコープとの産直交流活動、町村と連携した地産地消消費拡大イベント等を通じて肥後あか

牛の PR と販売促進活動を展開している。
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(内- 4) 

蚕糸白地域特産部門

出品財産物(茶)

大山次作氏

長崎県東彼杵郡東彼杵町中毘郷1556

大山氏は、機械化体系の導入と製茶(荒茶)加工の自動化などにより経営の合理化を留りつつ、市場
ニーズに対応した高品質な酉九州特産の玉緑茶を安定的に生産することにより、安定かっ収益性の高い

経営を展開している。
氏の技術と経営の特徴は以下のとおりである。

1.市場ニーズに対応した高品質茶の安定的生産

西九州特産の蒸し製玉緑茶の高品質化に向けて、一番茶・二番茶の被覆栽培(かぶせ茶)の生産に

専念するとともに、計画的な茶樹の更新、自家育芭及び土づくりに取り組んで、いる。また、荒茶加工

も自家営の加工施設において、生葉の含水率や気温・湿度に合わせた加工を行うとともに、近年、市
場ニーズが高い深蒸し茶向けの新たな茶葉処理機を導入することにより、荒茶単価が地区平均の約 2

倍となり、高収入を実現している。

2. 茶圏管理の省力化と製茶(荒茶)加工の自動化

標高差の利用と整枝時期の調整により品種構成を変えることなく摘採期の労働の平準化を図ってい

る。また、節水型スプリンクラーによる病害虫防除の省力化、乗用型茶菌管理機の導入等により茶閤

管理の徹底した省力化を国るとともに、製茶(荒茶)加工の完全自動化により、栽培面積10a当たり

の生産・製茶加工の労働時間を県基準の約 5 割に縮減し、省力化を実現している。

3. 家族経営の近代化による「ゆとり J の確保

家族全員が意欲を持って経営に参画するため、報酬、休日、労働時間等について家族経営協定の締

結を行っており、高付加価値化と経営の合理化により他産業と比較しでも遜色のない高所得を確保し

ている。その一方で、機械化一貫体系の導入等による労働時間の削減を休日にあてるなど、家族労働

者への「ゆとり j の確保を実現している。

4. 普及性と今後の方向等

同氏の経営は、比較的規模拡大が行いにくい中山間地域にあって、一貫した機械化体系の確立によ
り生産量を拡大し、併せて市場ニーズ、に対応した高品質茶を生産することにより、他産業並みの所得

を確保していることは、後継者不足の中にあって若者が率先して就農する魅力とゆとりある茶業経営
の一つのモデルに値するものである。

今後、機械化一貫体系の確立による余剰労働力を活かすことによりさらなる規模拡大や、法人化等

も視野に入れている。さらに、現在の販路に加えて産販等の販路づくりをめざし、加えて農協主催の
一般消費者を対象とした茶摘体験ツアーにも積極的に参画し、地域の特産である「そのぎ、茶」の銘柄

確立に努めていくこととしている。
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(内- 5) 

|林産部門|

出品財産物(わさび)

安藤敏男氏

静関県田方郡天城湯ヶ島町湯ヶ島191-5

安藤氏は、 3 代 (80年)に渡って続く⑧(まるいわ)安藤わさび店において、生産から加工・販売
まで一貫した経営を作っている。伊豆地方のワサピ栽培は、昭和33年の狩野川台風によるワサビ問崩壊、
それまでの絶対品種とされてきた fだるま j 種の苗不足など、大きな被害を受けた。
氏の技術と経営の特徴は以下のとおりである。

1.独自交雑による新品種の育成

安藤氏は独自の交雑により伊豆地帯に適したワサビ品種への改良を行い、平成 6 年に錨人では日本

で第 1 号となる fまるいわV号J を品種登録し、「まるいわ亜号j もミヨシ種革KK (許諾権を譲渡)

により登録されている。その後も r k 1 J としづ品種や、第17匝全毘わさび品評会の農林水産大毘賞

受賞品種である「まるいわ暗号」を相次いで育成した。品種登録により海外への品種の流出を防止し
たり、「まるいわV号」や rk 1 J の種子を組合に提供するなど、伊豆地方のワサビ栽培の発展に大

きく貢献している。

2. 種苗生産に多くの

育成品種の普及と安定供給を図るべく、種苗生産に多くの工夫と多額の費用をかけている。その一
つに、病害予関と優良種子の大量確保のために、種子採取用の株に茎環培養苗(メリクロン菌)を導入

した。また、大型冷蔵庫での苗の長期保存や、秋でも活着がよい「セノレ苗 J (ポット菖)の導入を進

めることにより、苗の常時供給体制を確立するとともに、安定した出荷体制を整える取り組みを進め
ている。これらに加え、苗生産を委託することにより、低コスト化や優良苗の安定した確保に努めて

いる。

3. わさび産地の維持

平成13年 4 月に組父、父と三代続いての天城湯ヶ島山葵組合長に就任した後は、ワサどの農協出荷

を推進するなど、市場への分荷機能や価格の安定を図ってきた。それにより、当地域は都市化にも押

しつぶされることなく、後継者も育ち、産地の維持につながっている。また、平成14年度からは、長
男が専従者として従事しており、後継者も育っている。
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(内- 6) 

|水産部門|

出品財生活(生活改善)

ひじき生活改善グループ。

代表冨名腰美智子氏

沖縄県島尻郡与那原町宇板良敷824

この「ひじき生活改善グループj は、沖縄県「与那原・西原町漁業協同組合婦人部j を母体に、昭和

61年 1 月に結成された沖縄県内でも数少ない生活改善グルーフ。で、ある。現在のメンバー11名は、年齢幅

53.-....-77歳、平均年齢65.8歳と高齢化しているものの、生謹現役をモットーに漁業協同組合における「ひ

じき」の生産・加工の担い手として漁業協同組合の販売事業をささえており、農家の女性達の生活改善
グルーフ。との交流のため、平成 3 年に「与那原町生活改善実行グルーフ。連絡協議会j に加入する等、漁

協婦人部、漁協販売事業の担い手、生活改善グループの 3 部門の活動をあわせ行っている。
クマルーフ。の活動の特徴は以下のとおりである。

1.収穫から PRまでの一環活動

グループが取組んで、いる「ひじき J の収穫、加工、製品開発、調理講習・試食会 .PRまでの一貫

した活動は、それまで漁家の家庭食材や畑の肥料としてだけに利用されていた「ひじき」を、沖縄県
を代表する知名度の高い特産品「与那原ひじき j としてブランド化し、平成 2 、 3 年には天皇陛下へ

の献上品ともなり、沖縄県の漁業振興に大きく貢献した。

2. 持、家女性の能力向上と食生活改善

グノレーフ。が取組んで、いる生活改善面での活動は、神、家女性の能力向上と漁家生活の改善を臣的とし

て、家計簿記帳の実行、貯蓄目標の設定、冠婚葬祭金の統一、「ばっかり食J (偏食)と水産物の活用
による食生活の改善、無公害石鹸の利用、海浜清掃、視察研修等多蚊に及んで、いる。

3. 魚食普及の推進等幅広い活動の展開

グルーフ。は、今後もひじきの消費拡大と魚食普及の推進のために子供達への f与那原ひじき j の提

供、魅力ある雇用の場の提供による後継者の育成、農水産物直売市の開設、 トピイカ等の海産物や農

産物を利用した新製品の開発、技術や知恵、を伝えて行く体験喫茶「可愛いおばあさんの喫茶店」の開

設等の実現を目指して研鎮を重ねている。

このような「ひじき生活改善グループJ の活動は、全国の漁村の女性活動の範となるものと高く評

{面できるものである。
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出品財むらづくり活動

小川区

くさかベ おさむ

代表日下部修氏

岐阜県郡上郡明宝村小川

明宝村はi岐阜県の中央部に位置し、岐皐市へは60k盤、高山市へは55kmの位置にある。小川区は明宝村

の北東部に位置し、村の中心部とは車で30""'40分程度の距離にある。現在、人口は250人あまり、

79戸である。小川区では、村の中心部からやや遠拒離にあり、周聞が山並みという地形条件が地域のま

とまりのよさ、結びつきの強さの背景となっている。
グループ。の活動の特徴は以下のとおりである。

1.農業生産面における敢り組み

農業生産面では、水稲、夏秋トマト、完熟トマトの栽培を行っている。このうち、夏秋トマトづく

りでは、近年新規就農者 2組 4 人(男性 1 入、女性グ、ループ 3 人)が、農地所脊者、小川区などのパ

ックアップにより、ハウス栽培に取り組んでおり、生産量の拡大と共に、若者の定着、新規就農はむ
らづくりにおいて新風を吹き込んでいる。

林業面では、大半を森林が占める林業のむらであった。しかも財産藍有林を保有し、現在も600ha
ほどの毘有林がある。区有林の徐儒伐を行うため、以前は地区総出で急傾斜の林地で協力しながら作
業を行った。そうした f共同意識、互助の意識j が現在まで地区住民の聞に脈々と息づいている。

2. 生活面における取り組み

生活面では、自分たちの住みよいむらづくりの一環として、地区内全域に在壊を設寵したり、地元

の神社に高齢者が参拝し易くするため豆民総出で500mの遊歩道を設置している。
地区では、小) 11小学校の行事には PTAだけでなく地区全体で参加する等、学校と地震が一体化し

て子供達を育んでいる。そして小学校の花壊づくりには、地区住民も腐葉土づくり等の協力をしてお
り、コンクールで、数々の賞を受賞している。

また、毎年秋祭りでは地元の伝統文化を守るため地区住民により地芝居が上演されており、世代を

超えた区民の幹を深め、郷土愛醸成の場となっている。

コテージ f小) 11 きの里J は、来訪者が鋭気を養い元気になって帰ってもらいたいとの願いから名付

けられた。 トンネル開通後の都市と農村の交流拠点として期待されている。
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4 日本農林漁業振興会会長賞受賞者の業績概要
(農-1)

出品財産物(農産加工品)

株式会社 よしのや

代表藤井信太郎氏

長野県長野市大字長野酉之内町941

味噌製造業の創業は1894年(明治27年)であるが、酒造業の創業は1637年(寛永14年)まで遡る。長

野市の善光寺と縁の深い企業であり、善光寺とともに歩んで、きたともいえる。長年培ってきた酒造りの

伝統技術を味噌の麹造りに生かし、高品質で付加値値の高い酪品の製造に取り組んで、いる。

産物の特徴は以下のとおりである。

1.厳選した匡産原料によるこだわりの味噌造り

原料の大立、米は、すべて国産原料にこだ、わっている。大豆は、かつて中国産を使用していたが、

①原料としての品質の良さ(製品になってからの組成、味、香りの良さ)

②国産原料使用に対する消費者の要望

③最近の価格の低下

から昨年より全量国産の大豆を使用することとした。

銘柄は、品質の揃った大粒のものを一定ロットで安定的に確保できるという理由から、北海道産と
よまさり、秋田産リュウホウを使用している。

米は新潟産ゆきの精を使用しているが、これは粒が大きく品質的にも麹造りに最も適しているとの

理由からである。

2. I高品質・適正価格による誼接販売方式への移行」等マーケティングを重視した販売

善光寺の観光客向けの土産物活での販売、通信販売、直営レストラン・店舗での営業、さらに一般

消費者への販売が中心で、このことが味噌部門の収益性確保につながっている。

このため、今後の経営戦略としても、会社全体の合理化を進めつつ、味噌部門については、有利販

売が可能な個々の消費者を対象としたマーケティングに重点をおくなど、「高品質・適正価格による

産接販売方式へ移行J すること等を柱とする新たな事業展開に踏み出してし、く計画である。

3. 善光寺に隣接した立地条件を生かした各種イベントの開催等による地域社会への貢献

善光寺に隣接する立地条件を生かし、清酒工場を核とする複合観光施設として「清酒工場見学コー

ス J 、「酒とみそのJ;5よしのやj 、「レストランさくら J 、「うつわのj苫よしのや」、「西之門の中庭J 、「貸

ギャラリー」を設け、善光寺の参拝者等の憩いの場となっている。

地域社会への貢献として、構内の蔵や庭等でのジャズ、コンサート、土井善晴料理講習会、獅子舞、

陶芸展等のコンサートやイベント等を開催し、好評を博している、
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出品財経営(大根つま)

農業生産法人有限会社ナガタブーズ

ながた よしお

代表永田良夫氏

茨城県西茨城郡岩間町大字福島672

農業生産法人有隈会社ナガタフーズは、大根の生産を始め、大根つま・大根おろしの加工・販売を中

心に行っており、現在、社員 7 名(役員 2 名)、臨時雇用50名の組織である。平成14年度の売上額は 5

億円、また自社生産大根の所得率は66.2% と茨城県の平均的な露地大根の所得率 (25.6弘)を大きく上

回っており、安定した経営を行っている。
ナガタブーズの経営の特色は以下のとおりである。

1.機械化一貫体系による作業の効率化

ナガタブーズは、加工原材料の約 1 害IJに当たる大根を自社の畑 8 haで、生産し、その作業のほとんど

を永田氏 1 人で

り機により収穫、乗用管理機により病害虫訪除等を行い機械化一貫体系が確立されていることが高く

評価された。

2. 年間を通じた原材料の安定的確保

自社生産以外の加工原材料は、茨城県内だけではなく、千葉県、青森県、北海道の生産者との委託

栽培契約により、年間を通じて安定的に確保している。

3. 衛生管理に配慮した加工体制等

事務所内に細菌検査室を設置し、毎日専属職員が大根つま、大根おろしの細菌検査を実施するとと

もに、社員に対する衛生管理教育を実施することにより痛生管理体制を整えており、食品業界からの

信頼も厚い。また、販売については、神奈川から北海道の50社以上のスーパ一等との取引により年間

を通じて安定している。

4. 地域農業への貢献

永田氏は、農業大学校生や新規就農者を受け入れ、高付加価値化を自指した農業経営について指導

を行っている。また、茨城県農業法人協会の理事として、コスト管理等法人経営の手法について町内

の農家の相談に乗るなど、企業的農業経営のモデ、ルとして地域農業の振興に大きく貢献している。
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(農- 3) 

|畜産部門|

出品財経営(養豚)

北斗養豚有限会社

こすげ ただかず

代表小菅忠一氏

茨城県真壁郡協和町大字小栗3487-2

北斗養豚有限会社を設立した小菅氏は、昭和38年に家業の農業(1. 7ha) を引き継ぐと共に養豚経営
を開始し、以後、制度資金等を活用しながら徐々に規模拡大を行い、現在では母豚400頭の一貫経営を

行っている。

また、小菅氏は自ら肉質の優れた銘柄豚 fキング宝食」を作り上げ、平成 9 年には生産者グループに

よる銘柄豚の生産を開始、平成11年には「キング宝食j の販売、飼料の一元指定配合等を行う有援会社

キングポークを設立し、グループ。が有利に飼料の購入、肉豚販売ができるよう取り組んで、いる。

北斗養豚有限会社の特色としては、以下の点が挙げられる。

1.適切な飼養管理による肉豚生産
豚舎はウインドレスが主体であり、母豚はストーノレで単銅、肥育豚は 1 腹単位で肥育、離乳子豚は

船舶用輪送冷蔵コンテナを自分で改造したピギー豚舎で飼育しており、飼育管理は良女子である。
強健性に重点を置いて改良された種豚を用いることにより、抗生物質等をほとんど使用しなくても

病気の発生が少なく、事故率は低い。
繁殖母豚は年間分娩回数2.2由、年間産子数23頭、肥育豚については飼料要求率3.06、出荷は112kg

で平均175 日齢等、良好な成績である。

2. 独自の格付基準による取引

飼料は飼料会社に依頼して指定配合したものを給与しており、とうもろこしの他に麦や噌好性の優

れた菓子パン粉などを混ぜ、エキスパンダー処理したものを用いている。

銘柄豚「キング宝食」は、独自の格付基準により取引を実施しており、平均枝肉単価は農家手取り

換算で上物価格+30円前後であり、養豚情勢が厳しい中、極めて有利な販売展開をしている。また、
販売に当たっては、グルーフ。共通の厳格なルールに基づき徹底した品質管理を行っている。

販売先は、神奈川県の業者を通じて茨城県内と神奈川県、静岡県のスーパーで、販売しており、今後

はさらに販路を拡大し、出荷頭数も現在の年間約40 ， 000頭を平成15年度には50 ， 000頭まで拡大する計

画である。

3. 適切な糞尿処理
豚舎は全てスノコ式で、あり、糞はスクレ一パ一で

近隣のイチゴ農家等に供給している。尿汚水は活性汚泥処理施設で処理して放流しているが、放流水
は基準をクリアしており、問題は起きていなし、。

4. 高い収益性の確保
年間の売上高 2億7 ， 755万円に対し、所得は5 ， 229万円、所得率18.8%、母豚 1 頭当たり所得は135 ， 166 

円等、高い収益性を実現している。

nu 

つ
山



(農- 4) 

|益糸地域特産部門|

出品財技術・ほ場(こんにゃく)

林善茂氏

群馬県利根郡昭和村生越776

林氏は、大型機械化作業体系、高度な貯蔵方法による省力安定栽培による大規模こんにゃく専業経営

(804a) を行うとともに環境に配慮、した安全・安心なこんにゃく栽培への取り組みを行っている。

氏の技能と経営の特徴は以下のとおりである。

1.大型機械の導入と高度な種いも管理技術による省力安定生産
経営規模の拡大を国る際に、自作地 (552a) に隣接した農地を借地 (252a) し、足場の大臣闘化・

集積化を行っている。このため、大型機械による効率的な作業が可能となっている。特に、収穫謂製

作業における手選別の20キログラム袋詰め方式から半自動化選別の 1 トンコンテナ方式への切り替え
などにより県平均に対し約 2割の省力化を留っている。

また、種いもの大きさ別の混湿度管理を徹底することなどにより、県平均単収を 3 割以上上回る
収量とすることに成功している。

2. 交換耕作・小麦被覆栽培の導入による病害抑制

こんにゃく専作農家において、連作による根腐病の発生を如何に訪止するかが大きな課題である。
このため、近隣の野菜農家 2 とのほ場の交換耕作 (80a) の実施や、県農業試験場で開発された「小

麦被覆栽培技術j のいち早い導入により、高収量を達成するとともに環境に配慮、した安全・安心なこ

んにゃく栽培への敢り組みを行っている。

3. 生いもプール販売による経営安定

こんにゃく芋の販売は、従来、生産者から仲買商、原料加工業者、農協に寵接販売する時価取引の
ため、出荷時期の需給バランスにより生玉価格相場が変動し、価格棺場の様子を伺いながら出荷する

傾向にあった。同氏は、規模拡大を国る中で従来の時価取引から出荷年の販売価格の平均価格取引で

あるプーノレ販売を導入し、計画的な出荷作業を行うとともに経営の安定を図っている。

4. 普及性と今後の方向

間氏の経営は、大型機械化作業体系、高度な貯蔵方法による省力安定栽培を実現しており、この敢
り組みは今後のこんにゃく経営規模拡大のそデノレとなる。また、野菜農家との交換耕作、小麦被覆栽

培の導入による土壌病害の抑制は、麦類等の保護作物の有効性、環境保全型農業の実現性を広く認識

させるものと期待される。

今後は、優良な有機質を投入し、生産性の高い新品撞の「みやままさり j への更新を図る。

また、大型機械化体系の効率化を図るなど、吏なる省力化・低コスト化を進め、輪入農産物に対抗
しうる農業経営・技術の確立を呂指している。
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|林産部門|

出品財技術・ほ場(苗ほ)

羽田誠次氏

熊本県阿蘇郡久木野村大字久石3556-1

羽田誠次氏は、昭和52年に地元の高校を卒業と問時に家業の笛木生産に従事し、父親に師事しながら、

苗木生産の技術を習得した。羽田家で、は昭和28年からヒノキの挿し木造林としては非常に珍しい「ナン

ゴウヒ J の挿し木苗の生産を始め、以来50年間にわたってナンゴウヒの苗木を生産している。

その技術的特徴としては、苗床作り、病害虫防除、施肥などの苗畑管理を苗木の生育状況に応じて適

正に行うことである。羽田氏はこのような合理的な苗畑技術を受け継ぎ、それに新しい技術を取り入れ

て高畑経営を行っている;

氏の技術と経営の特徴は以下のとおりである。

1.新技術を導入した苗畑管理

羽田氏が取り組んでいる新たな技術として、百床に緑肥作物(マメ科クロタラリア: Crotalaria a 
gat-iflora Schwein) を作付けし、これを鍬込んで、緑肥として利用していることがあげられる。クロ

タラリアは、ネコブ線虫の抑制にも優れており、縁肥と併せて線虫抑制効果も図っている。これによ
り病害関除と効率的な土地利用が可能となっている。

また、羽田氏は、昨年から秋挿しを試験的に行っている。秋挿しは、春先に成長する分を見込んで

穂木を 5cm程度短くでき、採穂作業の効率イ七とともに、様々な作業が集中する春先の労務の平準化が
図られる。現在までのところ、発根の状況も春挿しと変わらず、今後の展開が期待されるところであ

る。

2. 多品目苗木の生産による収益確保

林業を取り巻く厳しい状況の中で、羽田氏は苗畑経営にあたって様々な取り組みを行っている。従

来ナンゴウヒを主に生産してきたがクヌギ、コナラ、ケヤキ等の広葉樹の苗木生産やポットによる育

苗にも取り組んでいる。このような努力により、毎年、確実に収益を上げていることは評価に値する

ものである。

父親から引き継いだ苗畑技術に加えて、新しい技術を積揮的に取り入れる羽田氏の姿勢は、堅実な

経営と併せて、今後も県内の苗畑経営の模範となるものと期待される。
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l 水産部門|

出品財産物(水産加工品)

株式会社阪本産

代表内田健一郎氏

滋賀県大津市長等1-5-21

受賞財である「鮒寿司j は、産卵期の琵琶湖産維のニゴ、ロブナを原料とし、高IJ材料も地元近江米と並

塩及び天塩のみ使用し、先祖伝来の洗練された加工技術により丁寧に下処理され、特有の酸味溢れる香

りと、魚卵の色鮮やかさは、古くからの食文化を凝縮させた芸術品とも言える逸品である。
グルーフ。の活動の特教は以下のとおりである。

1.五代目に引き継がれた基本製造技術

鮒寿司が料理農の膳の一品として珍重されるためには、鮮度落ちの早い原料を素早く処理するとと

もに、内臓等の処理を丁寧に行い、塩漬け時の水の交換をこまめに行うことにより、客が忌み嫌う異

臭を抑えることを可能とし、その基本的製造技術は、江戸時代本多氏膳所藩お抱えの御用料亭であっ

た創業者の製法であり、巻物等に記された技術を初代と二代目、二代田と三代目といった具合に常に

親子 2 代が連携し、互いに切瑳琢磨しながら技術の向上を図り、五代語に引き継がれている。

2. 徹底した衛生管理

律?生管理については、従業員の長靴、ゴム手袋、帽子、作業着などを滅菌してから作業体制に入る

等改善を施し、食品衛生の向上に努めるとともに、 3 年以上勤務の従業員には調理の衛生面、法規面

を自覚させるため、調理師試験の受験を会社として奨励し、合格者を現場責任者に据えるなどの配意
もなされている。

3. 琵琶瀬再生への期待

護岸整備に伴う水ヨシ帯の減少、ブルーギノレ・カナダ藻などの外来水性動植物の異常繁殖等により

減少していたニゴロブナの漁獲量も、平成11年よりスタートした「マザーレイク 2 1 計画J (琵菅湖
総合保全整備計画)等により回復の兆しを見せはじめており、琵琶湖の再生と共に、我が国古来の伝

統加工食品として消費拡大が期待され、ますます付加価笹を高めていくものと確信される。
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むらづくり部門

出品財むらづくり活動

豊永開発振興会

代表藤井卓巴氏

岡山県新見市豊永佐伏

豊永地区は、岡山県北部の新見市南部に位置する畑作農村地域である。葉たばこに代え、ぶどう(ピ

オーネ)作の振興を留るため、豊永開発振興会を結成し、昭和56年に豊永地区集落総合推進方策を策定
し、第 1 屈豊永地毘文化祭の開催を皮切りに地域のコミュニティ及び連帯感を深める取り組みを強化し

てきた。活動のさらなる強化を図るために平成11年に組織の再編成を行い、「若者に魅力のある地域づ
くり、住みよい環境作り、地区民の連帯感の強化」等に重点を寵いた活動を行っている。
グ、ノレーフ。の活動の特徴は以下のとおりである。

1.農業生産面における取り組み

農業生産面では、新規栽培者の増加及び規模拡大により年々ピオーネの生産拡大が続いている。豊

永地区は周辺地区と比べて生産者数、出荷額、生産技術ともに最も秀でており、阿新地域におけるピ

オーネ生産の中心的役割を担っている。

また、振興会の振興部はピオーネ産地の強化と PR、消費者との交流を図るため豊永ふれあい特産

品まつり(ぶどう祭り)を開催するなど、この地域のピオーネを全国に発信している。また、植え付

けから収穫まで 4年程度かかることから新規栽培者への支援を行うとともに労働支援組織(豊永ピオ
ーネがんばろう会)を立ち上げる等支援体制を確立している。

2. 生活面における取り組み

生活面では、地域の一体感を高めるため「ふれあい」をキーワードとして、 1 年を通じふれあいホ

タノレまつり、ふれあい盆踊り大会、ふれあい特産品まつり、ふれあい文化祭等高齢者から子供まで地

域住民全てが参加出来る各種交流活動を行っている。これらの活動を通して地域を愛する意識の向上

を図るとともに都市住民との交流も深めている。高齢者を対象とする「豊永ふれあいサロンj を年10

回韓度聞いており、高齢者と子供たちの交流等を行っている。

本地底は、カタクリ等貴重な山野草などの植生に恵まれ、山野草ガイドブックの作成やウォーキン

グコースの整備等を行っている。また、地元住民を対象に実施してきた「山野草ウオーク J を都市住

民も対象とする行事へと発展させ、県内外の山野草愛好者約250人が参加する交流の場となっている。
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この冊子のとりまとめに当たって、農林水産省各局庁の農林水産祭

事業に係る連絡担当官には大変なご尽力をいただきました。

なお、三賞受賞者の業績の詳細については、後日「平成15年度(第

42回)農林水産祭受賞者の業績一(技術と経営) -J として取りまとめ

配布する予定です。

発行日平成15年11月 22 日

団体名財団法人 日本農林漁業振興会
所在地 干 101-0046 東京都千代田区神田多町 2-9-6

田中ピ、ノレ

T E L (03) 3256-1791 附
FAX (03) 3256 … 1792 
U R L http://www.agriworld.or.jp/norinsinko/ 
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